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1.はじめに

最近の木材工業の発達にともない，わが国で日常取り扱われる木材の種類は，ますます増加している。

とくに，“南洋材"と呼ばれる東南アジアからの木材，さらには中・南米，アフリカ，その他の亜熱帯，熱

帯地域からの木材，すなわち，まとめて呼ぶ言葉が許されるならば“熱帯材"とされるものの増加が著し

い。しかも，著しい傾向として，それらのうちでも，古くから，わが国の市場でもよく知られているチー

ク，マホガニー，ラワン類などに加えて，全くわが国の市場では，知られていなかった木材の種類が，急

激に噌加していることが指摘できる。

したがって，木材工業を中心として考えた場合，わが国で産する木材よりも，“熱帯材"と呼ばれる木

材について，より木材識別に対する必要度が高まっていることは否定できない。木材の識別にたずさわる

ものとして，筆者はこのことについて，深い関心を払ってきた。そうして，できるだけ早い時期に，必要

最小限の木材識別に必要な資料を出したいと考えてきていた。しかし世界の木材市場で，どういう木材

がどのようにして用いられているか，十分な事情がわからず，またさらに，それらの木材を直接観察する

機会に十分恵まれなかった。このため，十分な“熱帯材"についての資料をもつことができないでいた。

したがって，日常の木材識別の業務も十分円滑に行なわれてきているとは，いえなかった。

幸いにも，昭和 36 年 9 月から約 1 年間にわたり，科学技術庁の長期留学生として，米国差是務省の林産

研究所(Forest Products Laboratory, Madison, Wis. U. S. A. )において，熱帯産材の識別について研究

する機会をもつことができた。この結果，従来不明な点の多かった熱帯産の木材について，多くの知識を

うることができた。

したがって，この報告に述べることは，筆者のこれまで行なってきた“熱帯材"の識別に関する研究の
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総括ともいえるものである。すでに諸外国においては，多数の“熱帯材"の識別に関する文献が発表され

ている。すでに，それらに記載されているものについては追試を行ない，確認，訂正を行なった。

この研究の結果，“熱帯材"の識別は，より行ないやすくなった。それにしても， まだ現在までの方法

では明らかにし得ない点，区別し得ない属，樹種も少なくなL、。この点については，筆者もまだまだ十分

に満足していない。しかし，わが国には現在，“熱帯材"の識別に関する文献が少なく， 日常，不便を感

ずることが多いので，あえてこの報告を提出するものである。したがって，できるだけ早い時期に補足，

訂正などができるよう研究をつづけてゆく計画である。

すでに筆者は，本邦産広葉樹材の識別(識別カードを適用して〉を，林試報告に発表しているが，この

報告の中の記載も，つとめてカードの適用ができるようにしている。また，そのためのカードの一例をあ

I げている。この報告の中の記載では，記載事項は直接識別に必要で~ると考えたもののみに限っている。

この報告のなかでは， 77 科， 350 属の熱帯，亜熱帯などの地域に産する木材を取り上げており，それ

らの地理的な分布は，アメリカ，アフリカ，アジア，オーストラリヤなどに及んでいる。それらを選ぶに

あたって，第ーに，すでにわが国の市場で取り扱われているもの，世界の市場ですでに取り扱われている

ものなどを取り上げた。さらにこれに加えて，利用の可能性のあるとされているもののうちから，できる

だけ多くの属，多くの科が含まれるようにした。また，木材解剖学的に特殊な性質をもち，その意味での

ー興味のあるものもこの中に含めた。

この研究をまとめるために，重要な役割をはたした米園長務省，林産研究所での研究を行なうことがで

きたことに対し，また，適切な助言，指導を惜しみなく与えられた Dr. KUKACHKA に対して，厚く感謝

の意を表するものである。

2. 記載を行なった項目について

この報告の中で取り上げた性質は，とくに従来行なわれている識別の場合のそれと，大きな差異はな

い。その大要をのべると，次のようなものである。

A. 一般的性質について

色調 とくにいうまでもないことであるが，木材の色調は，その識別のためには重要な役割jをはた

す。とくに，肉眼を主とした識別の場合に，このことがいえる。しかし，細部にわたって記載することは

容易でないので，色調については，かなり漠然とした表現しかしていない。

また樹種によっては，その個体による差が大きく認められることもあるので，識別のための拠点として

取り上げる場合，十分このことに注意する必要のあることもある。

ここで，木材の色調として取り上けやたものは，心材のそれである。とくに必要のある場合以外，辺材の

それについて記載するととはしていない。

縞 木材によってはその色調が均一でなく，縞となっていることがゐる。非常に顕著な，規則的な縞

が常在するものは少数である。むしろその縞が不規則であったり，さらに偶発的とでもいえるよラなもの

であったりすることが多い。また，なかには色調の濃淡の差程度のものもある。いずれにせよ，それが在

在する樹種の場合には，肉眼的な識別のための重要な拠点となる。

芳香 とくに多数の樹種ではないが，存在するときは有力な拠点となる。本邦産材の場合クスノキ

は，その芳香によってだけでも他から区別される。同じように，強く，永続性のある芳香をもつものは，
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他から容易に区別できる，車章脳様，バニラ様，あるいはパラの花の香のようなものがおる。やや古い材に

ついては，ぬらして熱板などで熱すると，かなり強調される。

木材の感触 木材はその肌目，内容物などのため，種々の感触をもっている。ここではとくに，その

うちで最も特徴的であるチーク， リグナムバイタにみられる油状，ロウ状の感触のみを取り上げている。

B. 柔組織について

柔組織の囲列 柔組織の配列について，とくにその分類については古くから多くの報告が出されてい

る。しかし，実際の識別にあたって，それらすべてが利用できるとは考られえない。識別のために，最小

限必要である点までにとどめた。その大要を示すと次のようになる。

a. 独立柔組織(道管および，その配列と無関係に配列するもの〉

1. 散在する。

2. 短い線状に配列する。主として接線状に配列する。

3. 小さい，ないし，肉眼でも注意すれば認められる程度の顕著さで，群状に配列する。

4. 放射組織と，網目状の模様を形づくる(放射組織が一般に幅狭く，しかも，柔組織の線の幅が大

体同lじ程度の場合)。

5. 放射組織と，階段状の模様を形づくる(放射組織の幅が，より広い場合〕。

4, 5 両者の区別がはっきりされないことも多L 、。

札 同心円状の長い線，帯などを形づくる。その臨列は規則的か不規則である。

7. ターミナル型，生長期間の終わり(初め〕に，単独またはいろいろの幅の，多少とも連続した層

をなして生ずる独立柔組織

ゐ. 随伴柔組織(道管，道管状仮道管と連合して配列する〉。

1. 散在する。

2. 周囲柔組織を形づくる。道管の周囲に完全な鞘を形づくる。鞘の厚さは， 1 ~2 細胞層の薄いも

のから，肉眼でも認められるほど厚いものまである。

3. 翼状，連合翼状を示す。道管の周囲を囲む柔組織が側方へ伸びて，横断面で観察すると翼状にな

っている。その翼部が短いもの，および長いものなどがあり，またその層の厚さも非常に厚いものから，

非常に薄いものまである。

これらの翼状のものが互いに連続して，長く，または，短く斜め方向，接線方向などへむかう帯を形

づくる。

4. 随伴柔組織が長い線，帯を形づくり，その配列は規則的，または不規則である。一般にはこれら

の線，帯は波状を示す。

3, 4 の顕著な場合には，縦断面ではそれらが淡色の縞を形づくる。

5..' 随伴型ではあるが，その配列する場所が道管の外側(樹皮側)， または内側(髄心側)に限られ

ることがある。これらに対し帽状柔組織という名がつけられ，通常の随伴型と区別されている。これら

はさらに，帽状翼状柔組織，帽状連合翼状組織などに区別される。

結晶細胞 柔組織の細胞中に認められる結晶については， CHATTAWAY の行なった研究がある。結晶

め種類r出現の仕方，結晶細胞の形などについて，あらためて論議する必要のないほど十分に検討がなさ

，れている。したがって，乙こではその方法にしたがって記載を行なってゆく。
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このなかで，記載された結晶の種類としては普通に多く認められる方形，菱形などの結晶，さらには集

晶，束晶，針晶， Ii品、晶などがあげられる。その出現状態，形などは一般には一定しているが，時には形，

大きさの異なる多数の結晶が，同一細胞中に認められる樹種もある。単独の結晶が認められるもの，さら

には 2~3 個軌方向に配列することがあり， さらに著しい場合には数個以上， 10 個ぐらいまで配列して

いることがある。とくに後者の場合には，鎖状配列と呼んでいる。また結晶が大きい場合，しばしばそのー

細胞が膨み，待状，長い得状などを示すことがある。

さらに，細胞それ自身の特殊なものとして，厚膜柔細胞が認められ，そのなかに結品の認められること

がある。

以上述べた結晶はシュウ酸石灰のそれであるが，このほかにシリカが認められることがあり，近似樹穫

の識別に役だっ拠点となることが為る。

その他 厚膜柔組織が部分的に認められることがある。一般に，正常の柔組織の聞にはさまって認め

られる。

c. 道管について

道管の配列 対象としたものが熱帯材であるので，散在状配列をするものが大半を占めている。少数

の放射状配列をするもの，さらに少数の接線状配列，紋様状鹿列をするものがある。環孔性を帯びるもの

は非常に少ない。

大きさ ここでは，接線方向の直径を測定した。標本数の少ないため，また時間的にも十分詳しい値

を出すことができなかったので識別に十分利用できる程度にとどめた。したがって，最も普通に認められ

る道管の接線径を測定して示してある。 カードに適用する場合，約 100μ の場合には， 100μ をはさむ

2 つの項目， 30 , 31 の 2 項目を適用するようにする。なお， 肉眼的に認められる，認められないは，す

べて横断面についての記載である。したがって，肉眼では横断面で認められないものでも，縦断面では，

細い条として認められることがある。

複合の仕方 ほとんどすべて，単独のもの，放射方向に 2~4 個，または数個以上に複合するものな

どが，比較的多く認められる。群状，接線状，房状，蜂篇状などの複合はかなり少ない。また，しばしば

単独のものに混じって 2個程度接線方向に複合するものが認められることがある。これらはむしろ，単

独道管の軸方向の接合部が重複したのが，そのように認められるのであって，普通の意味での複合道管で

ないことが大部分である。

側壁の膜孔 大きく分けると，階段膜子L.およびそれ以外の小膜孔が交互状，並列状，およびその他

の配列をする 2 種類といえる。さらに後者の場合，大きさによっていくつかのグループに分けることがで

きる。ここでは 3 種類にわけている。膜孔の直径は一定していることが多いので，識別拠点としての価値

は高い。

通常の膜孔のほかに，科によってはベスチヤード膜孔をもつことがある。膜孔の直径の大きい場合には

認められるが，小さい場合には認めにくし、。

螺旋肥厚 熱帯材には認められることは非常にまれであるので，認められる樹種の場合には識別拠点

となる。

チロース チロースをもっ樹種は，非常に多い。しかし，それが密に道管中につまっている樹種はか

なり少ない。一般に薄膜であるが， 樹種によっては厚膜チロースであることがある。 また少数の樹種で
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は，チロースの中に結晶を含むことがある。一般にチロースの中に，有色の内容物を含むものが少なくな

'"、。

, ，坦
d 

着色物質 一般に道管の中には，有色のゴム質物を含むことが多い。しかし，ここで取り上げるのは

そのようなものでなく，不透明なチョーク様の物質である。これらは，道管の中に密につまっており，針

などでおこすと落ちてくる。白色，黄白色，黄色を示す。一般に肉眼でも明らかである。

樹種によっては，この物質が炭酸石灰であることがある。酸により発泡して消失するので確認できる。

これらとは別に，シリカが道管中に認められることもある。この場合，上述の場合のように肉眼では顕

著でない。

D. 放射組織について

放射組織の細胞構成および分類 この報告の中では， KRIBS の方法にしたがって分類を行なってい

る。さらに分類を容易にするため，特別な構成を示すものについては，そのつど記載を行なった。

そのうちの 1 つはタイル細胞である。タイル細胞には典型的なものとして 2種類があり ， Durio 型，

.Pt酢ospe附U榔型などがある。またその中間的なものもある。 しかし，識別を目的とした場合には，顕著

な場合にのみ拠点として利用した方が有利である。したがってここでは，顕著な場合についてのみ記載し

ている。また，接線断面で観察した場合，多列部の構成細胞の大きさ，形などが一定でなく，非常に細胞

の構成が不整であることがある。 DESCH は， Hopea の木材について，このことを拠点として取り上げて

いるが，このような放射組織をもつものは少なくない。 1 つの識別拠点として取り上げている。

放射組織の大きさ 詳細にわたっての記載はとくには行なわなかった。ただし，とくに肉眼によって

も明らかな幅，高さなどについては記載を行なった。

臓の測定については，主として細胞I~直に重点をおいている。

結晶 すでに述べた CHATTAWAY の行なった方法にしたがって，記載を行なった。

結晶の種類としては方形，菱形などの普通に認められるもののほかに，集品，東晶，針晶，砂晶などが

あげられる。その出現の仕方についでも，単独のもの，形や大きさの異なったものが多数同一細胞内に認

められるものなどがある。また，結晶細胞がそれらをはさむ細胞より小さく分室され，その中に結晶が 1

個ずつ含まれる分室細胞もある。

結晶の認められる細胞も，直立細胞，方形細胞，平伏細胞などがあり，結晶が辺縁の細胞にのみ限られ

ることもある。樹種によっては多数の結晶が，水平方向に長く線状に配列することがある。

まれに厚膜細胞であることがある。

樹種によっては，シリカが含まれていることがゐり，この場合も辺縁細胞にのみ限られる場合と，そう

でない場合がある。その存在は，識別拠点となる。

層階状記列 接線断面で観察すると，放射組織が水平方向に並んで臨列している場合をさす。このよ

うな場合，肉眼などによって， リップルマークが明らかである。放射組織の高さ，その配列の疎密などに

よって， リフ 70ルマークの状態はかなり異なってくる。放射組織が，層階状回列をするときには，一般に

他の要素も層階状配列をする。

道管との間の膜孔 一般に，道管との聞の膜孔は大きさ，形などが一定しているので，識別拠点とし

て重要な役割を示す。道管の膜孔と，大きさ，形などが同じである場合と，そうでない場合がある。さら

に後者は，道管の膜孔よりやや大きいものから，長だ円，不規則な形などを示すもの，さらには柵状，階
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段状の配列などを示すものまである。道管の膜孔と大きさがやや異なる程度のものは，半縁膜孔であるが，

大きくなるにつれて膜孔縁がせまくなり，単膜孔に近づく。

なお，顕著な随伴柔組織がある場合には道管との問の膜孔は認めにくし、。このような場合には柔組織と

道管との聞の膜孔によって，放射組織と道管との聞の膜孔が配列の点を除いて大体推定できる。多くの他

の'(7iJから，両者がほとんど同じ傾向をもっている(即列を除いて〉からである。

水平道(水平細胞間道〉 ゴム道，樹脂道などがある。接線断面で観察すると水平道をもっ放射組織

は，紡錘形を示している。このことは，他の放射組織が単列や複列などの狭い場合においてもいえる。エ

ピセリウムによって固まれているので，乳管と区別される。少数の科に認められる。

乳管 肉眼などでは，水平道と区別することはむずかしい。しかし，乳管は細胞，または細胞のつな

がりであるので，はっきりとした管となっているので，水平道から区別される。

また，内容物によってはタンニン管と呼ばれるものもある。

細胞問げき 非分泌性細胞聞けやきが認められることがあり，顕微鏡下での識別に拠点となることがあ

る。これが， Air space などという名で呼ばれることがある。大きさは小さく，内容物は認められないの

で，しばしば，見落としやすいものであろう。小数の科に認められる。

E. 繊維状細胞

この報告の中では，真性木繊維，繊維状仮道管，周囲仮道管など，およびそれらに付随した 2， 3 の性

質などを，この繊維状細胞としづ言葉で扱った。とくに記載をしなかった場合は，周囲仮道管を含まない

繊維状細胞についてのみの記載である。

周囲仮道管 道管の周囲に存在する短く，形の不規則な仮道管で，軸方向の定まったつながりをもっ

ていないものをさす。かなり注意しないと認めにく L、。また，樹種によってはその形が，通常の顕著な有

縁膜孔をもっ繊維状細胞に近いことがあって，さらに区別しにくいことがある。

隔膜 繊維状細胞の細胞腔を横切る薄い水平膜をもつものがあり，その膜は他の部分に比べて薄い。そ

れぞれ，隔膜木繊維，隔膜繊維状仮道管などと呼ばれる。

この隔膜が認められる場合でも，すべての繊維状細胞に認められる場合，部分的に，たとえば，道管のa

周囲にのみ認められる場合などがあり，また，さらに隔膜をもつものが柔組織の場合のように，広い帯を

形づくって出現することもある 3

螺旋肥厚をもっ膜壁に螺旋肥厚の認められることは少ない。

有縁膜孔 有縁膜孔があることによって，真性木繊維，繊維状仮道管などの区別がされる。しかし

ここではとくに真性木繊維であるとか，繊維状仮道管であるとか，区別をしなかった。ただ，有縁膜孔の・

有無，顕著さについてのみ触れた。とくに記載してないものは，有縁膜孔が顕著でないことを意味する。

層階状配列 繊維状細胞の長さが一定でそれらが水平方向に並んでいて，その結果，層状に配列するー

ことがある。そのような場合， リップノレマークが認められる。放射組織が層階状配列をするときには，一

般に蹴鰍細胞が層階状配列をしてし、る。しかし，樹鰍細胞が，層階状配列をしているのに，放射組織.

がそうでないことがある。このような場合のリップルマークは，あまり顕著ではない。

F. その他

泊細胞 放射組織，柔組織などの細胞のうちのあるものが特激化して，油状の物質を含んだもので，

一般には大きくふくれ，薄膜である。しかし，なかにはあまり大きくふくれない油細胞をもつものがあり v
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熱帯材の識別〈須藤〉 - 7 ー

他の細胞との区別のしにくいことがある。

この泊細胞と形の上では同じであるが，そのなかに粘液を含むものがあり，粘液細胞と呼ばれる。

垂直道(垂直細胞間道〉 正常のものと，傷害によるものとがある。いずれも存在するときは識別拠

点となる。前者の場合散在するものと，接線状ないし長く同心円状に配列するものとがある。樹種によっ

て大きさ，臨列などは一定している。これらは，その周囲はエピセリウムにより固まれ，さらに柔組織の

中に包まれることが多L、。垂直道が，同心円状の配列をする場合には，柔組織の同心円状の帯の中に包ま

れている。

樹種によっては，垂直道のなかがすべて空になっているもの，白色の内容物が認められるもの，さらに

護色の内容物があり，それらが，しばしば材閣にしみを作っている場合などがある。内容物によって，ゴ

ム道，樹脂道などと区別される。外傷による場合は一般に，散在することよりもむしろ短いか，やや長い

接線状の帯を形づくる。一般に形，大きさは不規則であるが，正常の垂直道よりもむしろ顕著である。

材内飾部 木材中に飾部が認められることがおる。散在するものと，同心円状に配列するものとが為

る。いずれも結合柔組織中に包まれている。同心円状に配列するものは，幅の広い結合柔組織の帯の中に

包まれている。この結合柔組織の帯は，部分的に他の帯と結びついているので，通常の柔組織の帯とは肉

眼的にも区別できる。

G. 重さ

とくに，このための測定は行なっていなL、。したがって，引用しである数値はすべて文献より引用した

ものである。 A.D. ， O.D. はそれぞれ気乾，絶乾の略。

H. 産地

現在，木材を活ばつに生産している地域をとり上げている。とくに示した場合のほかは，したがって，

分布を意味していない。

以上のほかに，次のような方法も識別のためにしばしば取り上げられ，利用できることがわかった。

1. 木材に紫外線を照射した際の蛍光の有無

2. 材片を水で浸出した液の，日光または紫外線による後光現象の有無

3. 材片を水で浸出した液の色調

4. 材片を水で浸出した液を振還して泡立たせ，その泡の持続性の有無 (Froth test) 

5. 材片を燃焼させ，その残存物の状態を検討する。すなわち，炭であるか，灰であるか，灰の色はど

うであるかなどの検討を行なう。

なお，この報告の中に用いた用語についてはできるだけ次の用語集邦訳案にしたがうよう努力した。

日本木材学会組織用語委員会: 国際木材解剖学用語集邦訳案， 木材学会誌， VoI. 8, No. 5, pp. 212 

~229 (1962) 。

3. 識別カードの適用について

すでに述べたように，この報告で取り上げた記載の項目は，識別に必要なもののみにしぼっている。し

たがって，できるだけこれらの項目が，識別カードの項目にそのまま利用できるように配慮されている。筆

者がすでに発表した本邦産広葉樹材の識別カードは，対象とするものが温帯産の木材が主となっている。

したがって，両者を比較すると同じ木材を対象とするのであるから，全体の構成には大きな差異はない
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表 1 カードに取り上げられる項目

1~13 一般的性質についての演目

1 色調は顕著

2 白色

3 褐色

4 黄色

5 赤，桃，紅褐色など

6 その他の特徴的な色調

7 縞

8 

9 芳香

10 

11 長い同心円状に配列する淡色の帯，線があ

るつ

12 接線状，弧状の淡色の線，帯がある。

13 油状，蟻状の感触がある。

14~28 柔組織についての項目

14 柔組織は顕著である。

15 柔組織を欠くか，不顕著である。

16 道管と関係、あり(随伴型〉。

17 道管を包む(周囲状〉。

18 道管とは無関係〈独立型〉で為る。

19 柔組織は散在する。

20 柔組織は線状を示す。

21 柔組織は帯状を示す。

22 柔組織の帯，線などの配列は規則的であ

る。

23 柔組織の帯，線などの国列は不規則である。

34 はなはだ大きい (>ca. 300μ)。

35 

36 

37 

キ38 ベスチヤード膜孔

39 チロース

40 腔中に，着色物質がつまっている。

41~50 配列の仕方

41 散在状

42 放射状，鎖状

43 紋様状

44 接線状

45 環孔状

46 孔圏での道管西日列は単列である。

47 孔圏での道管国列は多列である。

48 孔圏外では散在状

49 孔圏外では紋様状，放射状

50 孔圏外では接線状，波状，斜状

51~54 道管の複合状態

51 すべての道管は単独である。

52 放射方向に 2~4 個複合する。

53 放溺方向に 5 個以上複合する。

54 群状，蜂窟状，房状などに複合する。

55~56 道管の穿孔

55 単一穿孔

56 多孔穿孔(階段状など〉

57 膜壁に，螺旋肥厚が常に認められる。

24 柔組織は翼状，連合翼状などを示す。 I 58 螺旋肥厚は，小道管の膜壁にのみ認められ

25 柔組織の線，帯が，放射組織とともに網状， I る。
階段状の模様を形づくる。 I 59~62 道管の側壁の膜孔

26 ターミナル状のみ顕著である。 I 59 階段状

27 細胞中に結晶が認められる。 I 60 膜孔は交互状，並列状など。

*28 結晶は鎖状に臨列する。 I *61 膜孔の直径は非常に小さく， 5μ，または3

29~63 道管についての項目 I それ以下。
29 道管を欠く。 I *62 膜孔の直径は大きく， 10μ をこえる。

30~34 道管の大きさ I 63 
30 肉眼では認め難い(くca. 100μ)0 I 64~86 放射組織についての項目

31 肉眼でも認められる (ca. 100~150μ，横断 I 64 放射組織に，とくに目立つ光沢がある。

箇で認められるか，注意すれば認められる)0 I 65~67 放射組織のl隔

32 中庸 (ca. 150~200μ，横断面で， 肉限で| ここでは， とくに測定していないので，適用

も容易に認められる)0 I できない。ただし， 67 の広い，ないしきわめて

お大きい (ca. 200~300μ，肉眼でも切らか| 広いのみ適用できる。この報告の中で，肉眼で

(顕著)である)0 も切らかであるとしづ記載は， これに相当す
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る。

68~70 放射組織の高さ

，68 く lmm

,69 1~2mm 

70 >2=  

71~76 放射組織型 (KRIBS の分類法にしたが

っている〉

71 異性 I 型

・72 異性E型

73 異性E型

'74 同性型

75 単列異性型

'76 単列同性型

77 

'78~81 細目包階

78 1~2 細胞幡，あるいは 2 細胞幅。

79 広・狭の 2種類の放射組織があり，顕著で

ある。

.80 5 細』割高をこえる。

,81 10 細胞揮をこえる0

.82~86 その他

,82 結品が認められる。

，83 結晶細胞は，分室になっている。

,84 水平道が認められる(乳管， タンユン管を

含める〕。

85 層階状臨列をする。

86 翰細胞が認められる。

87~89 道管との聞の膜孔

ヰ87 道管の膜孔と，全く同じか， ほとんど同じ

である。

88 階段状

*89 柵状，長だ円形，伸長した形などを示し，

大きい。

90~102 その他の性質についての項目

90 

91 垂直道がある。

92 垂直道は同心円弧状に毘列する。

93 外傷による垂直道をもっ。

94 油細胞をもっ(古鵠す組織， 柔組織のいずれ

か一方，または，両者に〉。

95 材内備部

96 リップルマーク

97~100 結晶についての項目

これらが，放射組織，柔組織のいずれか一方，

または，両者に認められる場合に適用される。

したがって，放射組織，柔組織についての項目

の中の結品についての項目と重複する。また，

繊維状細胞の中に認められるものもある。

97 シリカ

関東晶(針晶を含む〉

99 砂品

100 集品

101 放射組織の多列部の構成細胞の大きさ，形

などが一定でない。

102 

103~107 繊維状細胞についての項目

103 螺旋肥厚をもっ。

104 層階状配列をする。

105 隔膜をもっ。

106 有縁膜孔は明らかである。

107 周囲仮道管

108~110 重さについての項目

108 軽い(く0.50A.D. Sp・ E・〉

109 重い (0.50~0.90A. D. Sp. g.) 

110 非常に重い (>0.90 A.D. Sp・ g.)

111~118 産地についての項目

*111 マラヤ，ボノレネオ， ジャワなど， ニューギ

ニア

*112 7 ~リッピン

*113 アジア大陸(ピノレマ，インド， タイ， イン

ドシナなど)

*114 アフリカ

*115 南アメリカ'

ホ116 中央アメリカ(一部の北アメリカを含む〕

キ117 オーストラ.リヤ，およびその付近

*118 

注 *をつけたものは，本邦産の広葉樹材の識別カードの中には，とり上げられていなし、。この熱帯

材の識別カードで，はじめて，取り上げられた項目である。
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が，熱帯産材個有の性質を補足したり， 2, 3 の項目の変更を行なっている。

なおこの報告の中では，主として顕微鏡を主とした識別に必要な記載を行なっている。これは，肉眼前

な性質に比べて，顕微鏡的な性質の方がよりはっきりと理解しやすいことによる。筆者にとっても肉眼前
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熱帯材の識別(須藤〉 一ー 11-ー

な性質に重点をおいた識別は，その資料の十分でないことでむしろ将来の問題であろう。

識íjlJカードに項目として取り上けYこ性質は，表 1 に示してある。その項目の先頭につけてある数字は項

目番号である。したがって，記載を項目番号に読みかえれば，そのままパンチできるわけである。市販の

パンチカードで， 118 個以上の孔のあるものであれば，どのようなものでも利用できる。

項目にとりあげてないような性質で記載されてレる性質，あるいは，解剖学的性質以外の識別方法の結

果などは，参考事項としてカードの余白に記載すれば，識別はさらに確実なものになるだろう。

カードの一例は， Fig.l および Fig.2 に示しである。

カードにとり上げた性質の大部分については，すでに筆者の“本邦産広葉樹材の識別"の中で，説明，

定義づけなどを行なっている。また，とくにむずかしい点もないと思えるので，この報告の中では新しく取

り上げたもの，および，あまり一般的でないものについてのみ説明，定義づけをする。したがって，必要な

場合には上述の報告を参照されたい。以下，必要と思われるものについてのみ説明，定義づけなどをする。

28 結晶は，鎖状に配列する。

マメ科の木材の大部分に認められるように，柔組織中に認め忘れる結晶が，軸方向に少なくとも 5個以

上につながり，ちょうど，それらによって形づくられた模様が鎖のようであることがある。ときには，結

晶の数が 10 個以上にもなり，非常に長い鎖状配列となることがある。

30-34 道管の大きさ

肉眼による大きさについての記載の仕方の基準が，本邦産材のそれについての記載と異なっているの

で，その相違点を示してみる。なおこの報告では，接線方向の直径を基準とする。

この報告ではすべて，横断面での道管の大きさについてのみ記載をしている。したがって，“肉眼でも

認められる"とされているものは， その接線方向の直径が主として 100μ を越えているものである。本

邦産材については，“肉眼でも認められる"ものは，大体 50μ 以上となっている。 このことは， 本邦産

材に対しては横断面，縦断面の両者を採用してし、るためにおきている。すなわち，横断面では肉眼で認め

られないものも，縦断面では細い条として認められることがあるかιである。

“熱帯材"の場合には， 温帯産が主で、ある本邦産材に比べて，一般にその道管の直径は，大きいことが

多い。したがって，細かく分けるならばむしろ，その直径の大きいものを細かくした方が，識別のために

は有効であると考えたので，このようにした。また，実用の面から考えた時に，とくに肉眼的な性質のよ

うな場合 1 つの性質については， 1 つの場所〈この場合，ー断面〉によってのみ基準が決められる方が，

わずらわされることが少ないことも考えられる。

30 肉眼では認めにくし、。 直径は100μ 以下C

31 肉眼でも認められる。 直径は100μ 以上。

32 中庸，直径は150μ 以上。

33 大きい。 直径は200μ 以上。

34 はなはだ大きい。直径は， 300μ 以上。

なお，報告の記載の中では中庸と L 、う言葉は用いられていない。 この範囲にはいるものは，“肉眼でも

認められる"か，“肉眼でも明らか(顕著〉である"のL 、ずれかの中に含まれている。また，“肉眼でも明

らか(顕著〉であるとされているものは，大体200μ 以上のもので， したがって， 33 , 34 などに含まれ

るものは，すべてこのなかに含まれると考えてよい。
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なお，実際にカードに適用する場合に，注意することを述べよう。すでに述べたように，この報告の中

では約 100μ などとしづ表現をして記載することが多し、。 この場合， 100μ をはさむ 30 ， 31 の 2 項目

を適用した方が， より確実である。 しかし実際には， この場合 100μ 前後の直径が最も多いのであるか

ら，注意すれば認められることが多し、。そのことを考えて，実用上から，この場合には 30 の下に不顕著

を意味するアンダーラインをひいて，そのことを明らかにしておいた方が便利である。適用にあたっては，

肉眼的な記載と数値の両者を考慮すべきである。

38 ベスチヤード膜孔

道管の膜孔の膜孔腔の全面，または一部が，二次膜からの突起物でおおわれていることがあり，ちょう

ど，さんごのそれのような形をしている。電子顕微鏡によれば，その構造は明らかになるが，光学顕微鏡

ではかなり違った形のものとして認められる。大きい膜孔の場合， たとえば， COMBRETACEAE, 

DIPTEROCARPACEAE, VOCHYSIACEAE などの科の木材の場合は，その存在は光学顕微鏡でも確認

できる。しかし，膜孔の小さい RUBIACEAE などの木材の場合には，認めにくいことが多い。

61 ・ 62 道管の膜孔の直径は，樹軸に直角方向の直径を測定する。

7l~76 KRIBS の分類法にしたがった放射組織の形態

71 異性 I 型単列の放射組織と，多列の放射組織とからなる。

単列放射組織 多列放射組織の多列部の細胞とは異なり，軸方向の長さの長い細胞，すなわち直立細胞

のみからなる。

多列放射組織 単列部と多列部からなる。前者は，単列放射組織の細胞と同じような直立細胞のみから

なり，後者は，軸方向に短く，放射方向に長い細胞，すなわち平伏細胞からなる。単列部の高さは，多列

部の高さと同じかより高L 、。

72 異性E型単列の放射組織と，多列の放射組織とからなる。

具性 I 型と比較すると，次の点で違っている。すなわち，多列放射組織の平伏細胞のみからなる多列部

の高さは，直立細胞からなる単列部より高L 、。

73 異性班型 単列放射組織と多列放射組織とからなる。

単列放射組織直立細胞のみからなるものと，直立細胞と平伏細胞とが混じっているものとの 2種類が

ある。

多列放射組織辺縁に方形の(軸方向への長さが，他の長さに比べて長くなしつ細胞をもち，多列部は

平伏細胞からなる。辺縁の方形の細胞は通常一列であり，もしも単列部がそれ以上に高くなることがあっ

ても，それらはすべて方形である。

74 向性型 単列放射組織と多列放射組織とからなる。その構成細胞は，すべて平伏細胞からなってL 、

る。多列放射組織は単列部を辺縁にもつこともあり，またもたないこともある。もつ場合でもすべてが平

伏細胞である。

75 単列異性型 放射組織はすべて単列で為る。構成細胞は平伏細胞と，直立細胞である。

76 単列向性型放射組織はすべて単列である。構成細胞はすべて平伏細胞である。

接線断面で観察すると，一般に平伏細胞は円形，だ円形を示し，直立細胞は長柱形である。方形のもの

はその中間といえる。確認のためには，放射断固で観察する必要がある。

83 結晶細胞は分室になっている。
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分室の結晶細胞は，主として放射組織の辺縁に認められる。軸方向への長さの長い直立細胞の列の中に

はさまれて 2~3 個，ときには，さらに多くの方形の細胞が軸方向に配列しており，そのおのおのの中に

結品が含まれている。

87 道管の膜孔と同じか，ほとんど同じである。

放射組織と道管との聞の膜手Lが，道管の側壁にある膜孔とその形，大きさなどの点で全く同じか，ほと

んど同じである場合がある。このことは，比較的多くの科に認められる。

89 柵状，長だ円形，伸長した形などを示し，大きL 、。

道管と放射組織との聞の膜孔が，道管の側壁の膜干Lに比べて大きく，上述したような形，配列などを示

す。上述したものは典型的なもので，これらのほかにも種々の形を示すものがある。一般に，大きくなる

につれて膜孔の縁は少なくなり，しばしば単膜孔を示すものもある。

96 シリカが認められる。

本邦産材のうちでは，木材組織中にシリカをもつものはまだ知られていない。しかし，熱帯産の木材の・

中にはシリカを含むものがあり，しばしば近似樹種の区別点となる。

シリカの認められる組織は，柔組織および放射組織などが主で，少数の樹種の繊維状細胞中に認められー

る。また，まれな例として道管の腔内に認められることも知られている。

シリカは通常の切片によっても認められるが，むしろマセレーションを行なった方が認めやすい。ジェ

プレー氏液，シュノレツ氏液，その他がこのために用レられる。これらの液により，ほとんどの内容物は消一

失するが，シリカのみが細胞中に残る。

ここではし、ずれの要素であっても，シリカが認められる場合には適用する。さらに詳しいことは参考事ー

項に触れるようにする。

97 東晶(針晶を含む〕が認められる。

針晶とは，針のように細く長い結晶で，注意しないと見落とすことが為る。 Gmelina sp. の放射組織の・

細胞中に認められるのが例である。

東品とは，上述の針晶が多数東状にかたまっているものである。 Dillenia. Tetrameristica などの木材ー

の放射組織中に認められる。

98 砂晶が認められる。

非常に細かい粒状の結晶の集まりが細胞の中に認められる。というより，むしろ細胞の中にぎっしりと

つまっている。柔組織，放射組織などに認められる。切片を観察した場合には，かなり黒色に近い物質

が，つまっているように認められる。 RUBIACEAE の木材などに認められる。 Anthocephalus はその好『

例である。

99 集晶が認められる。

小さし、数多くの結晶が 1 つの球状に集まったものでゐり，放射組織，柔組織などに認められる。

Terminalia の木材，そのほかかなり多くの樹種に認められる。

100 放射組織の細胞の型，大きさは，一定でない。

接線断面で観察したとき，多列左鵠す組織の多列部の構成細胞が，その大きさ形などの点で，あきらかにー

おのおの異なっていることがある。最も奥型的な例としては Xylopia sp. の木材がある。

またこの場合には，草白、細胞の場合のように，特別な配列をしていないで，上述したような細胞が混在しー
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ている。したがって，この報告の中では鞘細胞とは別のものとして分けてある。

107 周囲仮道管が認められる。

顕微鏡によらないと区別し得ないし また，顕微鏡によってもしばしば認めにくいことがある。

MYRTACEAE, GUTTIFERAE などに認められる。

4. 各樹種の記載

この報告の中では科，属，樹種について，すべてアルファベザト順に記列してある。

AEXTOXICACEAE 

Aextoxicum punctatum RUIZ & P A VON 

Olivillo, AceituniIlo 

木材の色調は桃色，ないし淡紫色を帯びているが，濃色ではない。材の外観的な性質は，色調が紫色を

帯びる点を除けばカツラ (Cercidiphyllum) ， Nyssa sp. などによく似ている。

道管 散在する，ほとんど単独であり，輪郭は多角形を示す。直径は小さく，接線方向の直径で約

40μ であり，肉眼では認められない。道管の穿孔は階段状で，穿孔板は非常に長く， したがって，階段

の数は多数である。階段は非常に狭い。道管の膜孔は階段状を示す。

柔組織 非常に細かい，短い線が多数認められる。肉眼的には現らかでない。

放射組織 異性 I 型を示す。 1~5 細胞幅，多列部はずんぐりとした紡錘形を示し，単列部が非常に

高い。

大きい結晶を含む (40~50μ)，その細胞は膨らんでいる。

道管との聞の膜孔は階段状を示す。

菊丸椎状細胞 有縁膜孔を有する。

産地 チリー

ALANGIACEAE 

Alangiu:拙

この属の木材の心材はi縫い褐色，チョコレート色を示し，黄色の辺材との差が明らかである。木材の肌

沼は精で，やや重い (0.76 A. D. Sp・ g.: A. meyeri)。

Alangium longiflorum MERR. 

Malatapai 

道管 散在する。肉眼では認めにくし、。一般には複合している。接線径は 100μ に達するものが

eある。

穿孔は単一であるは.桝eyeri との差〉。

側壁の膜孔の直径は 10μ に達する。しかし，その孔口の直径は非常に小さし、。

柔組織 短く接線状に臨列するものがレンズにより認められる。細胞内に多量のデンフ。ン粒が認め

eられる。
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放射組織 異性 I 型を示す。かなり高い (1 rnm を越える〕。細胞中に結晶を含むものがある。また，

デンプン粒を含むものがある。

道管との聞の膜孔はだ円形，さらには階段状に近いこともある。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 7 {リッピン

.A. nleyeri MERR. 

Putian 

道管 前者に比べると，直径はやや大きく 100μ を越えるものがある (~130μ〕。

穿孔は階段状を示す (A. longijlorum との差)。その階段の数は約 200

柔組織 前者に同じ。

放射組織 1~5 細胞隔を示し，前者より一般に広い。時に大型の細胞が多列部の外側に認められる

が，はっきりした翰細胞を形づくることはなし、。その他は前者に同じ。

産地 フ 4 リッピン

ANACARDlACEAE 

この科の木材の特徴として次のような性質があげられる。とくにこの科の木材は， BURSERACEAE の

木材に非常によく似ていることがあるから，この点についてはとくべつな注意が必要である。

1. チロースが顕著である。

2. 周囲柔組織がはっきりしている。

3. 隔膜繊維がある。

4. 道管と放射組織細胞との聞の膜孔は，かなり差があるが，とくに細かいものはない。

5. 樹種によっては水平道をもつものがある。

6. 樹種によってはターさナル柔組織をもつものが為る。

7. 道管の膜孔はやや大きい。

この科の木材全体として， 2 の周囲柔組織が後者に比べるとより発達していて，顕著である。また，

この科には濃色で，かなり比重の高いものもある。

Anacardiunl excelsunl (B. & B.) SKEELS 

Espave 

比重が低く，かなり軽軟な感じがする。したがって， BURSERACEAE の木材に似ている。濃色の部

分に紫外線を当てると黄色の蛍光を出す。このことにより，かなりはっきりと区別される。

木材の色調は，新鮮な時には淡ないし護金茶色を示すといわれているが，時間の経過したものでは，む

しろ赤褐色を帯びている。一般に護色の縞をもっている。軽軟で (0.56A.D. Sp. g.) 木理は交錯して

レて，放射断面ではリボン杢を形づくるつ

道管 直径は大きく，約 200μ を示し，散在する。肉眼でも認められる。単独のものと，放射方向

占こ 2~4 個複合するものとからなる。

チロースはほとんどの道管に密につまっている (BURSERACEAE の材では，これほどでなL つ。

{則皇室の膜孔はかなり大きし 10μ を越える。穿孔は単一である。
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柔組織 周囲および翼状柔組織がレンズで認められる。後者はとくに長くならず，ずんぐりとしてい

るものがほとんどである。しかし BURSERACEAE の樹種に比べると，発達の度合が顕著で，十分区

別点となる。

放射組織 異性E型を示す。 2 細目観音を示すものが多L 、。接線断面で観察すると各細胞は大型で，し

かも方形を示すので，特徴的である。

結晶が認められる。多数で，しかも方形を示し，大きさは 30x30μ 程度である。

道管との聞の膜孔は円形，ないしだ円形で，単膜孔のことがあるn

繊維状細胞 隔膜をもっとされているが，かなり認めにくいようである。

産地 コロンビヤ，コスタリカ，パナマ，ベネズェラ

Astt唱nium

この属の木材は大きく 2 つのグループに分けられる。すなわち，金茶色，ないし赤褐色で，かなり広い

黒色，ないし黒褐色の縞をもつものがそのうちの 1 つであり，他はこのような繍をもたず，赤色系統の色

をもっている。市場材としては，前者のグループがその色調をいかしてかなり用いられている。この前者

のグループの木材としては次のようなものが知られている。

A. fraxinifoliu伽 SCHOTT

A. graveolens J ACQ 

A. lecointe DUCKE 

A. obliquum GRIS 

Gonealo al ves 

これらを総称した市場名として， Gonealo al ves が知られている。

上述したうちの後者のグループにはレるものには次のようなものがある。

A. urundeuva ENGL. 

A. balansal ENGL. 

A. concinu隅 SCHOTT.

A. 刑acrocalyx ENGL. 

Urunday 

ここでは前者のクーループについてのみ触れる。

木材の肌目は精，木理は波状を示したりして通直でなし、。重< (1.00 A. D. Sp. g. tこ及ぶ)，硬い，

生長輸が認められる。濃色で，重< ，硬い点などから一見マメ科の木材を恩わせる。紫外線により，黄色

の告を光を発する。

道管 散在する。肉眼でも注意すれば認められる。接線方向の直径は 150μ 程度のものが多い。単

独のものと 2~3 個，放射方向に複合した道管とからなる。膜はかなり厚L 、。

チロースが顕著に佐内を充填している。そのチロースの膜が時に厚膜になっていることがある。道管の

腔内に濃色の物質がつまっている。穿孔は単一である。膜孔は約 8μ である。

柔組織 あまり顕著ではなし、。随伴柔組織，またターミナル状がときどき認められるが，レずれも顕

著ではない。濃色の物質が含まれる。

放射組織 異性E型およびE型， 1~5 細胞摘だが， 3~4 細胞幅のものが普通である。 KRIBS によると



熱帯材の識別(須藤〉 - 17 ー

Urunday の樹種では，普通 2 細胞幅であるから，このク事ループとの区別点となる。

細胞の中に大型の結晶を含むもの，濃色の物質を含むものなどがある。道管との聞の膜孔は，大きし

だ円形を示す。

水平道が認められる。注意すれば，接線断面で濃色の点として認められる。エピセリウムは円く，小さ

しー列に配列している。

繊維状細胞 隔膜をもっている。濃色の物質が腔内に認められることが多いので，注意が必要である。

不顕著な有縁膜孔が認められる。

産地 英領ギニヤ，コロンピヤ，エクアドル，グアテマラ，ホンジュラス，メキシコ，ニカラグア，

パナマ，ベルー，サルパドール， トリニダッド

Buchanania 

木材の色調は淡く，淡い灰色ないしは非常に淡い褐色を示す。やや軽く，やや軟らかL 、 (0.63 A. D. Sp. 

g. )。やや光沢もある。木理はおおむね適宜である。

道管 散在する。肉眼でも注意すれば認められるものがある。単独道管と 2-3 個放射方向に複合

するものとからなる。膜孔はやや大きく，直径は 10μ に達する。

穿孔は単一。チロースは顕著でない。

柔組織 随伴型のものが認められるが，顕著ではない。

放射組織

B. acumi制tissima MERR. 

異性JII型， 1-2 細胞陪，単列のものが多い。赤色の物質を含む。水平道が認められるが少数である。

その直濯が 60μ におよぶやや大型のものもあるc

B. aγboγ'escens BLUME 

Balinghasai 

具性E型， 1-2 細胞隠，赤色の物質を含む。結晶が辺縁の細胞に認められる。

水平道が多数認められるが，直径は小さL 、。

産地 フ 4 リッピンc 同属のものはマラヤ，インドなどにも産する。 Otak udang (マラヤ〉

と呼ばれる。

Compnosperma 

木材の色調は淡桃色，ないしそれを帯びた淡灰色。軽く (0.46 A.D. Sp. g.)，軟らかし、。木理は通

直である。

C. auriculata HOOK f. 

Terentang 

C. �anamensis STANDL 

Orey wood 

道管 散在する。肉眼ではかなり認めにくい。接線方向の直径は 70-.80μ(Orey wood) , 100-

120μ(Terentang) を示す。したがって， Terentang の方がやや大きいといえる。単独のものが多い。

穿孔は単一および階段状で， 後者の場合の方が多L、。階段は細かく，多数である。現孔の直径は 8μ

程度である。チロースが一般に認められる。
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柔組織 顕著でない0

.放射組織 異性E型， 1~3 細胞幅 (2~3) (Orey w帥d) ， 1~2 細胞幅 (Terei1tang)。赤色の物質

を含むものがある。

道管との聞の膜孔はだ円形，かなり階段状に近い形を示す。

水平道が認められ，その直径が大きく，また，ゴム質物があるので肉眼でもかなり認めやすい。エピセ

リウムは小さく，円形で， 4 細胞幡くらいにまで配列する。

繊維状細胞 隔膜をもっ。細胞膜はうすL 、。

産地

Orey wood: ニカラグア，コスタリカ，パナマ

Terentang: スマトラ，ボルネオ，マラヤ

C. auriculala のほかに C. macroþhylla , H. f. , C. minoγ Coγneγ などが知られているが同じように

扱われているし，また，性質もよく似ている。

Drac01itomelum 

木材の色調には，かなり差がある。責褐色，赤褐色，さらには灰色，賞灰色などを示すものがある。そ

うして，この木材を特徴づけるものは，非常に濃い緑色，または緑黒色の縞があることであり，この性質

を利用した種々の用途がある。

D. dao MERR & ROLFE 

D. 問angiferum BLUME 

Dao, Paldao, Sengkuang (マラヤ)，

Guinea walnut 

やや重く (0.56~0.74 A.D. Sp. g.)，やや硬い。木理は交錯~波状を示す。肌目はやや粗である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。接線方向の直径は約 250μ，単独道管が多L 、。その他のも

のは 2~3 個放射方向に複合している。

チロースが充填されている。穿孔は単一である。膜孔はやや大きく，その直径が 10μ を越えるものが

ある。

柔組織 顕著ではなL、。周囲柔組織があるが，それが翼状を示すようなことはほとんどない。

放射組織 異性E型およびE型を示す。 1~5 細胞隔(一般には 2~3)。細胞の中に多数の結晶が含

まれている。道管との聞の膜孔はだ円形，さらに伸長していることもある。

制住状細胞 隔膜を有し，その膜孔は不顕著な有縁膜孔となってレる。

産地 罷としてはフ 4 リッピン，ピルマ，ボノレネオ，ニェーギニヤ，インドシナ

Koordersiodendron pinnatum (BLCO.) MEER. 

Amugis (7 1 リッピン)， Rangu (ゴ七ボルネオ〉

木材の色調は赤掲色を示し，かなり光沢がある。やや硬く，やや重い (0.64 A. D. Sp., g.)。木理は波

状などを示し， リボン杢などを形づくることがある。肌目はやや精。

道管 散在する。肉眼でも認められる。その接線方向の直径は 150 ，，-，160μ 程度を示すものが多

い。赤色の物質を含む。

チロースは顕著である。穿孔は単一で，膜孔はやや大きし直径は 10μ に達する。
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柔組織 周囲柔組織があるが， 1~2 細胞層の鞘をつくるのみで，それ以上にはあまり発達してい

ない。有色物質が含まれている。

放射組織 異性E型， 1~3 細胞幅(一般には 2 細胞l隠〉っ辺縁の細胞内に結晶を含み，その数は多い。

時には直立細胞の聞に 2~3 に分かれた分室結晶細胞が認められる。結品の量が多いため，白色の粉末と

してレンズなどで認められることが多L、。赤色の物質を含むものがある。

道管との聞の膜孔は，だ円形のもの，伸長したものなどである。

水平道が認められる。多数認められるが，直径は一般には小さく，肉眼などでは認めにくい。時には大

きいものもあり，それらが黒色の点として認められる。

動機状細胞 隔膜を有する。膜孔は有縁である。濃色の物質を含む。

産地 7 ~リッピン

Melanorhaea Spp. および Gluta spp. 

Renga自

この両属に隠する木材は，性質が非常によく似ており，区別し離い。両者は Rengas の市場名で取り

扱われている。

木材の色調は赤色で，時間の経過とともに暗赤色になる。獲色の縞をもつことが多く，これによりこの

木材が装飾用の用途に用いられる。辺材は白色を示す。上述したように一般的には赤色を示すが，かなり

その赤色のうちでも色調に差があるようである。 Melanoγ'haea の木材は， 時に紫色を帯びていることも

ある。

木理は交錯する。やや硬く，重い (0.8 A. D. Sp. g.) 。

紫外線照射により，後光を出すものがある。検討した木材のうち ， Gluta の木材はすべて， しかし

Melanorhaea のものはすべてではなかった。

道管 散在する。注意すれば肉眼でも認められる。接線方向の直径は 200μ を越えるものがあるが，

他の組織との色調の差がないので，直径の割には認めにくし、。チロースがすべての道管につまっている。

穿孔は単一。膜孔は大きく，その直径は 10μ を越える。

放射組織 普通は単列のことが多い。しかし，時には複列以上のものが部分的に認められることが

ある。同性，ないし異性を示す。異性の場合にはJI[型に含まれる。

シリカの結晶を含む (G. rengas. M. torquata)っ大きさも大きく，量も多い。

水平道を有する。濃色の物質を吹出しているものは肉眼でも認められる。

道管との聞の膜孔は，だ円形を示しているもの，伸長しているものなどからなる。

柔組織 ターさナル状のものは，かなり明らかで，肉眼でも淡色の線として認められる。周囲柔組織

はレンズにより，かろうじて認められる。

その他 製材などをした場合に，材の成分によって皮膚が害を受けることが知られてL、る。とくに生

材におレてこの作用は著しい。

産地 マレイシヤ

Mangif era spp. 

Machang (マラヤ)， Asam (北ボノレネオ)， Pahutan, Malapaho -( 7 ~リッピン〉

心材と辺材の色調差は明らかである。前者は褐色で濃色の縞が認められる。辺材は黄色を帯びている。
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肌目はやや精で，木理は通直，ないし波状を示す。重く (0.81 A. D. Sp. _g.)，硬い。光沢がある。以

上は M. altissima の性質である。 M. altissima 以外の樹種では，心材と辺材との色調差がなく，灰色を

帯びた黄白色を示す (M. indica LINN. , M. 制onandra MERRIL，および M. odorata GRIFF)o DESCH に

よると，マラヤ産の Mangifera spp. のうちに，濃色の材をもたないものもあるが，これは濃色の部分が

中央部にだけ限られているからではないかとしている。

上述した M. indica など 3 樹種の木材は， M. altissima の木材に比べると，ずっと比重も軽く，また，

軟らかし、。光沢はかなりある。生長輸は明らかである。

道管 散在する。肉眼でも認められる。分布数は少ない (2~3 個/mm2)。道管は円形を示し，単

1虫のものが多い。

穿孔は単一。膜孔は約 8μ である。チロースはレンズでも認められる。

放射組織 単列異性型を示す。時に複列のものが認められるが，複列の部分の高さは低く，せいぜい

2 細胞高程度である。結品を含む細胞もある。道管との間の膜孔はだ円形，伸長したものなどからなりた

ペコ。

柔組織 ターさナル状が注意すれば肉眼で・も淡色の帯として認められる。翼状を示す柔組織も顕著で，

しばしばそれらが連なって連合翼状を形づくるが，_長くはならない。

繊維状細胞 膜孔は不顕著ではあるが，有縁である。

産地 7 ~リッピン (M._ altissima) 

横栽 M. indica マンゴを採取する。

属としては，マレイシヤに広く分布している。

Parishia malabog MERR. 

Malabog 

心材と辺材との色調差は著しく，前者は赤褐色，ないし赤黄色を示し，後者は灰色を帯びる。木理は交

錯し肌目はやや績，接線断面で濃色のゴム質物の点が認められる。紫外線により，黄色の後光を発す

る。

.道管 散在する。単独のものと放射方向に複合するものとからなる。

接線の方向の直径は 100μ に達する。穿孔は単一で，膜子Lの直径は約 10μ である。チロースは顕著

である。

放射組織 異性E型を示す。 1~2 ( 3) 細胞l障を示す。細胞のうちには赤色物質を含むものがある。

また，結晶を含むものがある。結晶は顕著な集晶を示している。

道管との関の膜孔は一般に伸長している。

水平道が認められ，濃色の物質を含む。その直径は約 60μ である。

柔組織 周囲柔組織が認められる。とくに著しく発達することはないが， BURSERACEAE のもの

よりは明らかに認められるc

繊維状細胞 隔膜を有する。

産地 7 -1リッピンc 同属の木材は，マラヤでは Sepul と呼ばれる。

Pistacia chinensis BUNGE 

Sangilo 
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心材と辺材との色調差は明らかである。前者は褐色を示す。後者は黄白色，ないしやや緑色を帯びた黄

色を示す。濃色を帯びている部分は紫外線により後光を出す。生長輸は明らかである。この性質はすべて

のフ 4 リヅピン産材のうちではまれにしか認められないもので，識別拠点として重要である。

木理は交錯しているものが多L、。肌目はやや緒。比重にはかなり差があるが，。かなり重いものがある

く0.99 A. D. Sp. g.)。

道管 環孔国列を示す。子L圏の道管は肉眼でも認めることができる。孔圏の道管の接線方向の直径

は 100~150μ を示す0・孔圏外の道管は群状，さらには花総状をなし，一般には斜方向への配列傾向が強

い。チロースが認められる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 10μ。

小道管は螺旋畑享をもっ(フ 4 リッピン産材のうちでは，この性質は非常に特徴的である)。

柔組織 顕著でない。

放射組織 異性m型を示す。 1~4 細胞憾。結晶が認められる。その数は多く一般に方形の細胞に認

められる。

道管との間の膜孔の大きさは，道管のそれとほとんど同じであるが， その形はだ円形， ないし不規則

形を示し，ほとんど単膜孔である。

水平道が認められる。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 7 {リッピン

Schinopsis lorentzii ENGL. 

Quebracho 

木材の色調は非常に顕著で，濃いレンガ色であり，時にはより濃色の縞をもっていることがある。木理

は通直でない。肌目は精である。仕上国は非常になめらかである。非常に童く，硬い。比重は気乾で

1. 15~1. 35 を示す。

道管 散在する。単独のものと， 2~4 個，放射方向などに複合するものとからなる。肉眼では認

めにくし、か，かろうじて認められる。接線方向の直径は，約 80μ であるつ

道管の穿孔は単一である。チロースはほとんどの道管に認められ， レンズなどによると赤色の物質が

内に含まれていることがわかる。チロースのあるものは厚膜になっているつまた，チロースの中に結晶が

認められる。その大きさは一定でなく， 40x80μ に及ぶ大きいものから， かなり小さいものまである。

側壁の膜孔の大きさは約 5μ。

柔組織 道管の周囲に鞘状の組織を形づくるが，とくに顕著ではないっ

放射組織 肉眼では認めにくい。異性E型，ないしE型を示す。 1~3 細細冨である。細胞中に結晶

を含む。内容物のため膜孔は認めにく L 、。

水平道が認められるが多数ではない。その内容物が，接線断面で濃色の点として認められることがあ

る。

繊維状細胞 隔膜を有するものがあるつ

産地 アルゼンチン，ボリヴ 4 ア，ブラジノレ，パラグァイ



- 22-

Swinton;a floribunda CRIFF 

Swinto担ia sp. 

Merpauh (マラヤ〉
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木材の色調は灰褐色，淡桃褐色を帯びる。肌目はやや粗である。木理は交錯する。やや硬く，やや重

い (0.62~0.83A. D. Sp. g. Sw. floribunda)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~4 (8) 個複合するものとか

らなる。接線方向の直径 150~200μ に達する。チロースはとくには発達していない。

穿孔は単一で，側壁の膜厚の直径は約 15μ に達する。

柔組織 注意すれば，肉眼でも同心円状の淡色の線を認めることができる。かなり規則的である。随

伴型のものは，道管の周囲に薄L、鞘をつくる。結晶が多数存在するとされている (Sw. floribunda) 。

放射組織 同性型， まれに異性E型を示す。 1~2 細胞帽を示す (Sw. florib開da)。部分的には層

階状配列をすることがある。

赤色の内容物を含む，道管との問の膜孔は，伸長したり，長だ円形などを示したりして大きい。

単列異性ないし，単列同性を示し，複列部をまれにもつ (Swinto唱ia sp. 北ボノレネオ〉。

シリカが認められ大きく，多数 (Swintonia sp. 北ボルネオ〉やや小さく，やや少ない(Sw. floribunda)。

繊維状細胞 有縁膜孔は不顕著である。

その他 放射組織の中に水平道が認められる。しかし，その分布数は少なく，また，その直径が小さ

いので十分注意する必要がある。

産地 マラヤ，パキスタン，ボノレネオ

同属の樹種はかなり多い。

Tapirira guianensis AUBL. 

Bagamani (パナマ)， Dooka (英領ギアナ)， Caoba de montana (ベネズェラ)， Ana-akara (スリ

ナム)， Tapiriri 

木材の色調は淡褐色，ないし淡桃色で，金茶色を示すこともある。光沢はある。肌目はやや精，ないし

やや粗，木理は通直。やや硬く，やや重い (0.50~0.75 A. D. Sp. g.)。接線断面には，水平道による濃

色の点が認められる。このことと色の他の外観的な特徴は，ジョンコン (Jongkong) のそれを恩わせる。

道管 散在する。単独のものと 2~6 個放射方向に複合するものとがある。肉眼でも認められる。

接線方向の直径は約 160μ である。チロースを有する。

穿孔は単一で， 1l!ij壁の膜孔の直径は約 8μ である。

水平道が認められる。とくに接線断面で、は小さい濃色の点として認められる。それが時にはしみのよう

に認められることがある。

柔組織

放射組織

道管の周囲に 1 層の鞘をつくることが多い。したがって肉眼などでは認め難い。

横断面では肉眼で認められるものもある。異性E型，ないし異性E型を示す。

細胞の中には結品が認められる。また，赤色のゴム質物が認められる。道管との聞の膜孔はだ円形，さ

らには階段状を示すこともある。

繊維状細胞 顕著な隔膜が認められる。

産地 メキシコ，ベルー，ギアナ，ブラジノレ
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ANONACEAE 

この科の木材の特徴としては，次のような点がゐげられる。

1. 放射組織の高さが高L、。しかし，幅は高さの割には広くない。

2. 柔組織が顕著である。時にはレンズでなければ認められないようなものがあるが，接線方向に線，

帯を形づくり，放射組織とともに階段状，網状の模様を形づくる。

3. 道管と放射組織との闘の膜孔は大きくない。

Canangium od07'atum BAILL. 

I1ang-i1ang (フ 4 リッピン)， Kenanga (マラヤ)

木材の色調はほとんど白色に近く，淡桃色，淡灰色を帯びる。木理は通直で，肌目は精である。非常に

軽く，軟らかい (0.32 A. D. Sp. g.) 。

道管 散在する。単独のものおよび放射方向に， 2~ 3個複合するものとからなる。直径はかなり

大きく， 200~250μ のものが多い。

穿孔は単一で，側壁の膜孔はやや大きく約 10μ に及ぶ。

柔組織 レンズにより非常に顕著であることがわかる。細く短く接線状に配列してL 必。間備は規則

的で為る。道管の周囲に鞘を形づくる柔組織は，顕著ではない。

放射組織 向性型である。幅は 7 細胞幅に及ぶ。時に幅 200μ に至ることが知られている。高さは

2 m:m に及ぶことがある。

繊維状細胞 有縁膜孔が明らかに認められ，その数も多い。細胞腔が大きく，薄膜である。

産地 フィリヅピ γ，マラヤ(楠栽される)

Cyathocalyx globo邸時 MERR.

Dalinas (7 ~リッピン〉

木材の色調は，この科の木材としては非常に濃い。心材と辺材との差は著しL、。前者は褐色，ないし赤

褐色であり，後者は淡責褐色である。

比重は高く (0.92 A.D. Sp. g.)，またE更し、。

木材の解剖学的な性質は，この科の他のものとよく似ており，その意味では典型的なこの科の木材と L 、

える。

産地 7 ~リッピン。属としてはマレイシヤにも産するo

Enantia polycarpα(D.C) ENGL. & DIELS 

Yellw wood, Moambe (ライベリア)， Baue (アイボリーコースト)， Mfo, Moambe jaune (カ

メノレン〕

木材の色調は非常に顕著で，鮮黄色を示す。この色がやや緑色を帯びていることがある。光沢はかなり

著しL 、。

木材は軽く (0.50 A.D. Sp. g.)，軟らかい，木理は通直で，肌目は，やや精である。

道管 散在する。横断面では肉眼では認めにくし、。単独のものと， 2~3 個放射方向に複合するも

のとからなる。接線方向の直径は，約 80μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔は非常に小さく，直径は約 2~3μ である。
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柔組織 レンズにより，非常に顕著であることがわかる。細い，短レ接線状に配列する。柔組織が放

射組織との間に階段状の模様を形づくる。これが生長輸の境界で長く連なり，ターさナル柔組織のように

認められる。

放射組織 異性E型を示す。隔もかなり広く，また，高さも高いので肉眼でも容易に認められる。放

射断面では，シルパーグレインを形づくる。

単列のものが少なく通常 2~5 細胞IÞi高で，高さは 100 細胞高に達する。

道管との聞の膜孔は小さく，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 小さい有縁膜孔を有する。

ー産地 カメルン，アイボリーコースト，ライベリア

Oxandra lanceolata (Sw.) BAILL 

Lance wood 

木材の色調は，黄色，ないし責褐色を示す。木材は硬く，重い (0.95 A. D. Sp・ E・〉。この科の木材の

うちでは，最も重いものの一つである。木理は通直で，肌自は精である。

道管 散在する。 肉眼では認められなし、。 単独および 2~ 3.個放射方向に複合するものとからな

る。接線方向の責径は 50μ 以下である。

穿孔は単一で側壁の膜孔は小さく，直径は約 3μ。

柔組織 レンズによると，かなり顕著である。細く，短い接線状の柔組織が密に配列し，放射組織と

階段状の模様を形づくる。

放射組織 異性JU型を示す。すべての断面で明らかに認められる。ことに放射断面ではシノレパーグレ

インを形づくる。

普通，細胞隔は 4~5 で，高さは 100 細胞高を越えることがある。

道管との聞の膜孔は，大きく，単膜孔か，半有縁膜孔である。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められなレ。

.
、d

 '
 

産地 ブラジル，キューパ， ドミニカ，ジャマイカ，ベノレー，プエノレトリコ，ペネズェラ

, .Polyalthia jlava MERR. 

Yellow lanutan 

木材の色調はかなり淡色であるが ， Canangium のようには白色を帯びていなしも。一般に灰色，ないし

淡黄褐色を帯びている。 I 白川'.'

肌目はやや精で3 木理は通直である。やや重く (0.79 A. D. Sp. g.)，やや硬L 、 o ' 

道管 散在する。単独および放射方向に複合するものとからなる。接線方向の直径は約 100μ で

ある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 3μ である。

柔組織 細い，短接線状に配列する柔組織が，放射組織と階段状の模様を形づくる。これは，レンズ

によれば顕著である。道管の周囲に鞘を形づくるものは，レンズによっては明らかでなL 、。

放射組織 異性E型を示す。肉眼でも認められる。その細胞幅は ~~4 (5~7) で，高さは 1mm を

越える。紡錘形の部分に他に比べて大型の細胞が，他の細胞の間に点在して認められるo.赤色の物質を含

む細胞がある。
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道管との聞の膜孔は，道管のそれとほとんど同じであるつ

繊維状細胞 小さい有縁膜孔を有するが，顕著ではなL 、。

産地 フ 4 リッピン。マラヤでは同隠のものは， Mempisang, Pisang-pisang の名で呼ばれる。

また，イント\ピルマ，マレイシヤなどにも産するつ

Xylopia sp. 

Karai 

木材の色調は灰白色で，やや桃色を帯びることもある。肌自はやや粗，ないしやや精である。木理はほ

とんど通直である。放射組織が顕著である。硬く，重い。

道管 肉眼でも認められる。散在する。分布数は少ない。単独のもの，放射方向などに 2~4 個複

合するものとからなる。接線方向の直径は 200μ に達することもある。

穿孔は単一で，側壁膜孔の直径は 8~10μ であるつ

柔組織 短い接線状に配列する柔組織が多数認められる。レンズによって認められる。これらが放射

組織との聞に階段状の模様を形づくる。

周囲状た配列しているものは，鞘を作る以上には発達していなL 、。

放射組織 すべての断面で肉眼でも顕著，放射断面では、ンルノミーグレインをつくる。同性型を示す。

しかし紡錘部には非常に大きな細胞 (L. 110μT.80μ〉が 1 放射組織あたり 3~4 個以上あり，それ

らが普通の平伏細胞 (25X25μ〉の中に存在することは非常に顕著な特徴である。さらにこれらの大型の

細胞には多数の膜孔が認められる。しばしば大型の放射組織が 2 つに分かれて，複合放射組織となってし、

る。しばしば幅は 200μ を越える。道管より広いものが多い。単列は認めにくし、。 10 細胞幅を越えるこ

とが多い。

道管との聞の膜孔は，道管のそれよりやや大きい。

繊維状細胞 有縁膜孔はやや不顕著である。

産地 ボルネオ。同属のものはマレイシヤに多い。しかし この Karai のように，特殊な細胞構

成の放射組織をもつものは，筆者の検討したかぎりではなく，また，一般に放射組織のl隠も比較するとか

なり狭い。

APOCYNACEAE 

この科の木材の特徴として，次のようなものがあげられる。

1. 道管はベスチヤード膜孔を有する(膜孔が小さい時は，かなり発見しにくいが〕。

2. 一般に散在状， ないし接線状に配列する柔組織が顕著である。少数周囲状のみを有するものもあ

る。

3. 手L管を有する属がある。

4. 一般に道管の直径は小さし、。時に大きいこともあるが，また，中には単独道管のみを有するものも

ある。

5. ほとんどすべての木材が乳跡を有する。

6. 道管の膜孔は非常に小，ないし小を示す。
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Alstonia spp. 

AIstonia 

この属の木材は軽く，軟らかく，その比重は気乾で 0.3~0.4 前後を示すことが多い。木材の色調は黄

白色を示し，特徴的である。

その属の木材のうち，インドシナ産の Alstonia sp. はとくに軽軟である。

道管 肉眼でも認められる。接線方向の直径は 200μ 前後を示す。単独のものと半径方向に 2~8

個複合する。とくに後者の分布数が多い時は，道管の配列は放射方向にむかう傾向が強くなる。いずれに

せよ，散在状配列として扱われるべきであろう。

側壁の膜孔はやや小さく 4~5μ 程度である。チロースが存在することが知られている。ベスチヤー

ド膜孔であるが，膜孔が小さいので，観察には注意が必要である。単一穿孔をもっ。

柔組織 接線方向に長く連なる淡色の細い線として，肉眼でも認められる。しばしばその線が波状を

示す。これらの細線は，かなり密に配J列している。しかし，階段状配列を示していることは少ない(この

ことによって，よく性質の似ている Dyera sp. と区別される)。これらの柔組織は独立型である。これら

はほとんど 1~2 細胞!隔を示す。随伴型のものは認め難い。なお，樹種によっては，この長く接線方向に

連なる柔組織を欠くものがあった。ただし後に記した 4樹種はすべてこの柔組織をもっている。

放射組織 肉眼では，とくに明らかであるとはL、えない。乳管を紡錘形の放射組織の中にもつ。異性

型を示し，おもにJI[型であるが，時にE型，ないし][[型~ll型を示すことがある。

道管との聞の紋孔は，だ円形，ないし階段状を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔が，かなり明らかに認められる o

A. congensis ENGL. (0.34~0.36 A. D. Sp. g.) 

Emien, Ekouk (アフリカ〉

放射組織 異性ll~ll[型で. 1~2 細胞幅を示す。

柔組織 結晶を有することは認められなし、。

A. macrophylla W ALLlCH 

Batino (7 -1リッピン〕

この木材は，他の同属のそれに比して重く，硬い (0.76 A. D. Sp. g.)。苦味が非常に強い。

放射組織 具性m:裂を示す。乳管の直径は小さく， 20μ 以下のことが多L 、。

柔細胞 結晶が認められ，鎖状に長く連なっている。

A. pneumαtophora BACKER 

Ampalai (ボルネオ)

放射組織 異性(ll)，ないしE型を示す。 1~3 細胞幅を示すが， 主として 2~3 細胞中高である。結

品が認められ，その細胞は多室状を示していることがある。

柔組織 結晶が認められ，その結晶が鎖状に連なる。

A. scholaris (L.) R. BR. 

Dita (フ 4 リッピン)， Pulai (マラヤ，北ボノレネオ)， White cheese wood (オーストラリヤ)，

Satium (インド)， Skaitan (ピノレマ)

放射組織 異性E型を示す。 1~3 細胞幅を示す。
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柔組織 結晶を有する。しばしばその結晶は鎖状を示す。時に 1 個の細胞の中に，大きさ，形の異な

った結晶を含むことがある。

これらのほかにも

A. angustiloba MIQ.: Pelai (ボルネオ〕

Pulai (マラヤ〉

A. s�athulate BL.: Pulai (マラヤ，ボルネオ)

などがある。

A.spidospen帽a

A. peroba FR. ALLEN 

Peroba rosa, Palo ro自a

木材の色調は淡赤色を示し，しばしば濃色の縞を有する。これが時間の経過とともに，金茶色に変わっ

てゆくことが知られている。やや硬く，重い (0. 70~0.85 A. D. Sp. g.)，木理は通直，ないしは乱れて

いる。肌目は精である。紫外線の下では弱L 、黄緑色の室長光を発する。また，水浸出液は濃い青色の雲監光を

発する。

道管散在する。肉眼では認め難い。接線方向の直径は 85μ 以下である。春材部から夏材部にむか

つて，道管の直径はかなり減少する。ほとんどが単独道管である。分布数は多い。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ，ベスチヤード膜孔であるが見逃しゃすい。

柔組織 肉眼では認め難L、。散在するものが多数顕微鏡下で認められる。赤色の内容物を含む。結晶

が認められ，長く鎖状に連なる。

放射組織 主として同性であるが，異性E型も含まれる。肉眼では認め難い。 1~3 細胞幅を示す。

内容物を含む。道管との間の膜孔は道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔が明らかに認められる。

産地 アルゼンチン，ブラジル

A. quebracho・blanco SCHL. 

Quebracho blanco 

木材の色調は責褐色を示す。また，赤色を帯ぴたりすることもあるが，時間の経過とともに責褐色に変

わってゆく。硬く，重い (0.8~1. 00 A. D. Sp. g.)。木理は通直でなく，肌目は精，外観的にも，また

内部構造でも RUBIACEAE の木材に非常によく似ている。

道管 肉眼でもかろうじて認められる。接線方向の直径は 180μ 以下，散在する。主として単独

で分布する。他の Aspidosperma spp. に比べると道管の分布数はきわだって少ない。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ，ベスチヤード膜孔である。

柔組織 散在，ないし短く接線状に配列する柔組織が多数存在するが，肉眼では認められない(いず

れにせよ， この柔組織が存在することにより， よく性質の似た RUBIACEAE の木材から区別される)。

放射組織 異性E型，ないし同性を示す。肉眼では認め難し、。 1~5 細胞幅を示す。結晶を有する。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じでゐる。

繊維状細胞 有縁膜孔が明らかに認められる。

産地 アルゼンチン，ブラジル，パラグワイ
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A. tomentosum MART 

Amarillo 

木材の色調は黄色，ないし責褐色を示す。やや硬く，重い (0.75~0.95 A.D. Sp. g.)，肌目は精で，

木理は通直である。

A. vargasii A. DC. , A. eburneum Fr. ALLEJ\Iなども同じ市場名で取り扱われており，性質，構造は

ほとんど同じであるとされている。

道管 肉眼では認めにくい。散在する。分布数は多L、。ほとんどが単独である。接線方向の直径は

80μ 以下である。

穿孔は単一で，倶u壁の膜孔は直径が約 3μ で，ベスチヤード膜孔である。

柔組織 肉眼では認め難いが，レンズで認められる。細いけれども，明らかな淡色の線として生長輪

界などに認められる。

放射組織 単列向性型である。肉眼では認められない。道管との簡の膜孔は道管のそれと同じであ

るつ黄色の内容物を含むことがある。

繊維状細胞 有縁膜孔が明らかに認められる。

産地 アルゼンチン，ブラジノレ.ベネズェラ

Dyera 

D. costulata HK. f. 

Jelutong, Swamp jelutong (北ボルネオ)

D. lowii HK. f. 

Jelutong, Hill jelutong (北ボルネオ〕

木材の色調は，主として黄白色を示す。木材は軽く，軟らかし、 (0.4----0.5 A.D. Sp. g.)。外観的には

Alstonia と非常によく似ている。肌目は粗で，木理は通直，やや曲がっている。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものは少ない。放射方向に複合するものが多く，と

くに 2~3 個複合するものが大部分を占める。接線方向の直径は 200μ に達する。ー

側壁の膜孔は 10μ に達する。ベスチヤード膜孔である。穿孔は単一である。

柔組織 肉娘でも認められる。細く，短い線が規則的に密に配列し，放射組織との聞に階段状の模様

を形づくる。結晶は認められなlい。以上の性質により Alstonia spp. と区別される。

放射組織 異性E型を示す。 1~3 細胞幅を示す。道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

乳管が紡錘形の放射組織中に認められる。接線径は 50μ に達する。

繊維状細胞 有縁膜孔が，かなり明らかに認められる。

産地 ボルネオ，マラヤ (D. costulata H. f.) 

Gonioma .kamassi E. NJ;:Y. 

Kamassi , African boxwood 

木材の色調は黄白色，ないL淡寅褐色を示す。硬く，重い (0.75~0.90 A.D. Sp. g.)。木理は通直

で，肌目は精である。アフリカ産材のうちで， ヨーロッパで Boxwood として用いられている代表的な

ものである。しかし現在では非常に量が少ない。

道管散在する。レンズを用いても認め難いほど小さく，接線方向の直径は 50μ 以下である。非常
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に分布数が多L、。主として単独の道管からなる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔は小さく，直径は約 3μ。

柔組織 細く，短い線が，非常に多数存在し，放射組織とともに，細かし、網目を形づくる c しかし，

これらは非常に細く，レンズ程度ではまだ認め難い。

放射組織 異性E型を示す。 1-4 細胞帽を示すc 非常に緬く，肉眼では認めにくし、。道管との聞の

膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔が明らかである。

産地 南アフリカ

Wrightia laniti (BLCO.) MERR. 

Lanete 

木材の色調は淡黄白色，ないし淡黄色を示す。軟らかく.軽い (0.61 A. D. Sp. g.)。木理は通産で，

肌目はやや精である。

外観的には Camþtoste問on sp. に非常によく似ているので，注意すべきである。

道管 散在する。肉眼では認めにくい。接線方向の直径は 100μ を越えなL 、。単独のものと， 2-6 

個放射方向に複合するものとからなる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔は約 3μ，。ベスチヤード膜孔である。

柔組織 散在，短接線状のものが多数配列するが，肉眼，レンズなどでは認めにくい3 しかし，材面

をぬらすとレンズでもかなりはっきりしてくる。

放射組織 具性 I 型を示す。肉眼では認めにくい。 1~2 細胞幅を示す。結晶が多数認められ，それ

らが，しばしば水平方向に長く連続して鋲状を示すc 道管との聞の膜子Lは，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔が認められるが小さい=

産地 フィリッピン

ARALIACEAE 

Didymopanax morotoni (AUBL.) 1;>. & P. 

Mandioqueira, Yagrumo macho 

木材の色調は，業白色，淡褐色，なL 、し灰褐色を示す。木理は通直で，肌目はやや粗。やや重いく0.50

A.D. SP. g.)。木材の縦断固を見ると，その色調，放射組織などの状態から，本邦産のタラノキ (Aralia)

を思わせることがある。

道管 散在する。肉眼では認めピくい。単独のものと 2-4 個放射方向に複合するものとからな

る。接線方向の直径は 140μ 以下である。

穿孔は単一および階段状で，側壁の膜子Lは大きくしばしば階段状のようになる。その直径は 18μ に達

する。

柔組織 とくに顕著ではない。随伴型のものがある。

放射組織 肉眼でも認められる。とくに放射断面では明らかである。異性E型を示し一般には

3~4 細胞幅であるが，時には 8 細胞幅に及ぶこともある。単列は少ない。道管との聞の膜孔はだ円形，

ないし階段状を示す。
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水平道を有することがある。その数は多くないが，認められる時は，よい識別拠点となる。その直径は

約 50μ に達するので，レンズなどによれば明らかである。そのェピセリュウムの形は小さい3

繊維状細胞 隔膜を有するものがある。

産地 中米および南米

Polyscias nodosa (BLUM.) SEEMANN 

Malapapaya 

木材の色調は淡黄白色を示す。軽く，軟らかL 、 (0.49 A. D. sp. g.)。木理は通直で，肌巨はやや精で

ある。

道管 散在する。単独のものと， 2~3 個放射方向に複合するものとからなるが，前者は少ない。

接線方向の直径は 120μ 以下で，肉眼では，ほとんど認めにくい。

-穿孔は単一であるが，小道管には階段状のものが認められる。側壁の膜孔は大きく，長だ円形，さらに

伸長することもある。その直径は 15μ に達する。

柔組織 不顕著である。

放射組織 異性E型を示す。 1~5 細胞幅を示すが，単列のものは非常に低L 、。肉眼でも，横断面で

認められる。

顕微鏡下で接線断面を観察すると，多列のものの紡錘形の部分が大きさや，形の違った細胞からなりた

っていることがわかる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれよりも大型である。

繊維状細胞 隔撲を有するものがある。これは，認めにくいことがある。

産地 7 ，リッピン

A VICENNIACEAE 

A世icennia marima (FORSK) VIER 

Black mangrove, Api・ api (北ボルネオ)

木材の色調は灰褐色を示す。淡色の組織と濃色の組織がかなり規則的に，交互に認められる。これは，

非常に特徴的な性質である。硬く，重い (0.95 A. D. Sp. g.)。木理は通直ではない。肌自は粗である。

道管 かろうじて，肉眼でも認められる。主として放射方向に， 2~8 個複合するものとからなる

ので，道管の配列は，全体としては放射方向にむかう傾向が強L、。接線方向の直径は 140μ に達する。

黄色の内容物(lapachol)を有する。穿孔は単一で，膜孔は小さく，約 3μ である。

柔組織 周囲状のものがあり，時に，それが翼状になることがある。

材内飾部が認められるが，これにともなって，結合柔組織の長い帯が存在し，肉眼でも明らかに認めら

れる。そのうちには石細胞の帯が認められる。

放射組織 異性工型，ないしE型を示す。 1~6 細胞隠で，結晶を含む。道管との聞の膜孔は，道管

のそれと同じである。

繊維状細胞隔膜を有するものがある。

その他 材内飾部が存在する。同心円弧状に臨列する。

産地 アジア，南米北部，中米
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A. officinalis L.: Api.api は，フ 4 リッピン，サラワクなどに産するが，非常に両者は性質が似て

いる。

BIGNONIACEAE 

この科の木材は，とくに顕著な性質をもつことがないといえる。そのうちで，比較的特徴的であるとい

えるものをあげると次のようになる。

1. 周囲柔組織，翼状柔組織などの，随伴型のものが認められ，時には連合翼状を示すものがある。後

者の場合でも，特にl隔の広い帯を作ることはない。

2. リップルマークが認められる。しかもこれは，一般に非常に細かい。

3. 道管相互，道管と放射組織との聞の膜孔は細かい。

4. 放射組織は，主として同性を示す。

5. ラパコールを有するものがある。

Cybistax donnell.s押tithii (ROSE) SIEB. 

Prima vera 

木材の色調は淡黄白色，ないし責褐色を示すっまた，しばしば濃色の縞を有することも知られている。

軟らかく，軽い (0.45~0.55 A. D. Sp・ g.)。木理は通常，交錯しており， リボン杢を形づくる。しばし

ば，これがこの木材を利用する理由となっている。

世界の市場材中で，この木材に色調が淡色で，また，軽軟で，材質的に似ているものの代表的なものと

して，このほかに Turraeanthus がある。

リップルマークが認められることがあり，その時は，より識別拠点となるが，無し、からといってこの木

材でないとはし、えない。

道管 散在する。肉眼でも認められる。接線方向の直径は 230μ に達する。単独のものと， 2~4 

個放射方向に複合するもの，または群状に複合するものとからなる。チロースが，多数認められる。

穿孔は単一で，膜孔は小さく，直径は約 3μ。

柔組織 肉眼ではとくに明らかではないが， ~〆ンズによれば認められる。ターミナル状が認められ

る。随伴型のものも認められ，主として鞘、状~翼状を示しており，しかも後者の場合，伸長部は細い。

放射組織 肉限でも認められる。向性型を示す。 1~8 細胞幅を示すが，主として， 3~6 細胞幅を示

す。道管との聞の膜孔は，道管のそれよりやや大きく，だ円形を示し，さらには伸長するものがある。層

階状に国列することがあり，その際は， リップルマークが明らかである。

章旗維状細胞 不顕著な有縁膜孔を有する。

産地 メキシコ，グアテマラ，サノレパドノレ，ホンジュラス，コロンビヤ，ベネズA ラ

C. chrysea (BLAKE) SEIBERT 

Canaguate 

この木材は，上述の木材に構造の上で，よく似ている。しかしより硬く，重い (0.65~0.70 A. D. 

Sp. g.)。より光沢があり，肌目もより精である。木材の色調は責褐色で，かなり獲し、。いわゆるサラン

ウッドに含められるような外観をもっている。リフフ・ルマークは非常に明らかである。
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産地 コロンピヤ，ベネズェラ

Dolichandron spathacea (L. f) K. SCH. 

Tui 

木材の色調は，淡色で，淡責褐色，淡褐色などを帯びる。軟らかく，軽い (0.34 A.D. Sp. g.)o 木理

は通]lÍLで，肌目はやや精である。

道管 散在する。一般に接線方向に配列する傾向が強L、。肉眼でも認められる。接線方向の直径は

約 130μ である。単独のものと，放射方向に 2 (3) 個複合するものとからなる。

穿孔は単一で，時に部分的に網状を示すものが認められる。膜孔は直径約 5μ で為る。

柔組織 肉眼でも認められる。主として翼状を示し，時にそれが連合翼状を示すこともある。このこ

とにより，道管はより接線方向に配列するように認められる。

また，時に，長く接線方向に伸びる，細い線を形づくることがある。これがターミナノレ型といえるかど

うか明らかでない。

放射組織 単列異性型を示す。細胞中に結晶が認められる。その形にかなり差があり，また，時には

小さい結晶が，多数ー細胞中に含まれることもある。道管との聞の膜孔はp 道管のそれと同じである。

繊維状細胞 小さい有縁膜孔が認められる。

産地 71 リッピン

Jacaranda copaia (AUBL.) D. DON 

Copaia 

木材の色調は淡色で，主として淡褐色，淡賀補色など帯びる。軟らかく，軽い (0.40-0.50 A. D. Sp. g.) 。

木理は通直で，肌目は中庸である。

外観的には， この木材は Brossimum のそれと非常によく似ているが， この手L管がないことにより，

容易に区別される。

道管 散在するが接線方向に配列する傾向が強L、。肉眼でもはっきり認められる。接線方向の直径

は 250μ に達する。単独のものと， 2-3 個放射方向および群状などに複合するものとからなる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔は約 7μ。

柔組織肉眼でも認められる。翼状を示し，時に，連合翼状を示すが，長くはならなし、。その伸長部は

細い。

放射組織 他の組織に比べて濃色である。向性型を示すが，時に異性1II型が認められる。 1-5(3-4)

細目観音を示す。道管との聞の膜孔は，道管のそれと向じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

産地 中米，南米

Paratecoma peroba (REC.) KUHL 

White peroba 

木材の色調は淡オリープ色を帯びるが， しばしば，異なった色が混合していることがある。木理，肌

日，および構造なEは非常に Prima vera (Cybíst回〕によく似ていることがあるが，色調がかなり違っ

ているので区別できる。木理は適直，ないし，波状を示し，肌目はやや精である。

道管 散在するが，部分的に帯状に配列する。肉眼でもかろうじて認められる。接線方向の直径は
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150 に達する。単独のもの，放射方向および群状に複合するものなどからなる。チロースが，腔内にきっ

ちりつまっている CPrima Vera より顕著)。また， 時に黄色の粉状の内容物を含むことがある(ラパコ

ーノレ〕。

穿孔は単-で，側壁の膜孔のI宣径は約 7μ。

柔組織

放射組織

数を占める。

レンズにより認められる。生長輪界に配列するもの，周囲状配列するものなどがある。

向性型を示すが， 時に異性R型も認められる。 1~3 細胞幡を示すが，普通 2 細胞慣が多

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。しばしば，階層状に配列する。したがって，一般にリ

ップルマークをもつことが多いが，とくにはっきりしたものではない。

繊維状細胞 有縁膜孔を有する。

産地南米

Radermachra pinnata (BLCO.) SEEM. 

Banai.banai 

R. accuminata M.:RR. 

Tui.tui 

木材の色調は淡賞褐色，ないし灰褐色である。生長輪界は濃色の組織により認められる。木理は交錯し

ている。肌目はやや精である。軟らかく，軽い (0.52 A. D. Sp. g.)。

道管 散在する。時に接線方向，斜め方向に配列する傾向をもっ。肉眼でもかろうじて認められる。

捺線力向の直径は約 100μ である。単独のものが多く，放射方向に 2個複合するものも認められるつ

穿孔は単一で，側療の膜子Lの直径は約 5μ である。

柔組織 レンズにより明らかに認められる。主として翼状を示し，時に短い連合翼状を示す。長く連

続するものは非常に少なL 、。

放射組織 向性型を示す。 2~3 細胞隠を示すものが多く，単列のものは少なL 、。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

糊能状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 フ 4 リッピン

Tabebuia 

Tabebuia の木材は大きく，濃色で比重の高いものと，淡色で比重の低いものの 2 つに分けることがで

きる。ラパコールはこのうち，濃色の木材に認められる。

淡色の Tabebuia

Tabebuia グ'Osea (BERTOL) DC. 

Roble, Apamate, Amapa 

木材の色調は淡褐色で，しばしば，金色を帯びる。非常に細い，濃色の柔組織の縞が認められる。やや

硬く，やや重い (0.58 A. D. Sp. g.)。

木理は通直，ないし交錯する。肌呂はやや精である。

道管 散在する。しかし，接線方向に配列する傾向が強い。肉眼で認められる(これと同じグルー

プに属するような木材を生産する樹種で，肉眼では認められない程度の大きさの直径をもつものもある。
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ブラヅル産のもの〉。接線方向の直径は 200μ に達する。単独のものと， 2~3 個放射方向， および群状

に複合するものとからなる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ。

柔組織 レンズによれば明らかに認められる。生長論界に臨列するものがあるが，顕著ではない。連

合翼状に配列するものが顕著で， しばしば， かなり長〈帯状に連なり，道管の配列をより明らかにさせ

る。

放射組織 同性型を示す。 1~3 細胞隔を示すが，一般に 2列が多い。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状に配列する。したがって，これがリップルマー

クを形づくる主因となっている。

繊維状細胞

その他

産地

膜孔の縁は，あまり明らかでない。

すべての要素が層階状配列をしている。

中米，南米北部，西インド諸島

濃色の Tabebuia

濃色で，重く，硬い ， Tabebuia の木材は， 外観的にはマメ科の木材に非常によく似ている。しかし次

の点に注意すると区別できる。

1. ラパコールを有する場合，縦断面でみると，黄色の粉末状の物質が道管の溝の中にかなり多量に含

まれており，黄色の条になっている。 これはオリープ色を帯びる濃褐色の木材から， はっきり区別

できる。

2. 濃色で，重硬なマメ科の木材に比べると，一般に柔組織の量が少なし、。

3. 結晶をもたない。

4. 一般にリッフ.ルマークが細かい。

T. serratifolia (VAHL.) NICH. 

Arc wood, Guayacan, Bethabara, Tabebuia 

木材の色調は濃色で，オリープ色を帯びた褐色でしばしば濃色の条をもっ。油状の感触がある。木材の

表面に黄色い粉末が認められることが多い。非常に硬く，重い (0.96~ 1. 28 A. D. Sp. g.)。木理は交走

していることが多く，肌目は精である。

濃色の Tabebuia 類として，この他に次のようなものがあけ.られる。

T. ipe (MART) STANDL. 

T. heterotricha (DC.) HEMSL. 

T. chrystricha (MART.) STANDL. 

T. γufescens J. R. JONSTON 

T. guayacan (SEEM) HEMSL. 

道管 散在するが，かなり接線方向へ配列する傾向をもっ。黄色の点として肉眼でも認められる。

縦断面では，黄色い条として認められる。これはラパコールを多量に含有するためである。単独，および

放射方向に 2~3 個複合するものとからなる。接線方向の直径は 130μ に達する。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ である。

柔組織 生長輪界に，非常に細いターミナル状のものが認められることが為る。翼状のものが最も多
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く，時に，これが連合翼状を示すが，長くはつながらなし、。時に内容物を含む厚膜のものがあることが知

られている。

放射組織 同性型を示す。 1~3 細胞幅であるが，主として 2 細胞帽を示す。内容物を含む。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。

繊維状細胞 膜孔の縁は明らかでない。

その他 すべての要素が層階状に配列する。そのために，明らかなリップルマークが認められるが，

非常に細かい。

産地 中米，南米

BOMBACACEAE 

この科の木材11，一般に軟らかく，軽い。一般的な特徴として，次のようなものが挙げられる。

1. 放射組織のl隔が広く，また，高い。

2. 鞘細胞がある。

3. 要素が層階状配列をすることが多い。

4. 階段状，ないしは網状配列をする柔組織をもっ。もたない場合には連合翼状の幅の広い柔組織をも

'?。

5. タイル細胞を放射組織中にもつことがある。

6. 樹種により，道管の膜孔は，大きいものと小さいものなどがある。小さい樹種では要素は層階状配

列をしていなし、。

Ceiba pentandra (L.) G. 

Silk cotton tree, Ceiba, Kapok (ボルネオ，植栽〉

木材の色調は非常に淡色で，やや褐色を帯びている。非常に軽く (0.29~0.44 A. D. Sp. g.)，軟らかい。

木理は通直，ないしやや乱れている。肌目は組である。

横断面を注意して触れると，ザラザラした触感がある (Ochro仰との差〉。

道管 肉眼でも明らかに認められる。散在する。接線方向の直径は 250μ に達する。単独のもの

が多いが，放射方向に 2~4 個複合するものも認められる。小道管の場合，さらに 5~6 個にも及ぶ。道

管は縦断面では褐色の条となっている。チロースが多数認められる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔はやや大きく，直径は約 10μ。

柔組織 肉眼でも認められる。とくに材面をぬらすとこれがはっきりする。ターミナノレ状が認められ

ることもあり，また，認められないこともある。細い，短い柔組織の線が多数認められ，放射組織との聞

に網状，ないし階段状の模様を形づくる。細胞の中には小さい結晶や，ゴム質物を含む。

放射組織 l揺が広く，高さが高いので，いずれの断面でも顕著に認められる。異性E型を示す。

1~15 細目割高を示すことが知られているが，主として 7~15 細胞幅を示し， しばしば， 200μ を越える

(性質のよく似ている Ochroma に比べると，放射組織の備がより広い)0 100 細胞高を越えることも少

なくなし、。鞘細胞が認められる。細胞内に細かい結品，およびゴム質物を含む。

道管との問の膜孔は，だ円形ないし伸長しており，半縁ないし，単膜孔である。

注 ラパコーノレ: LapachoI。アルカリの溶液を加えると，赤色になる。



- 36 ー 林業試験場研究報告第 157 号

繊維状細胞 膜孔は不顕著な縁をもっ。

その他 傷害による垂直ゴム道がかなりの個体に認められる。その直径も大きく，かなりの長さ連続

し，周囲の組織より濃色なので，肉眼でも認められる。繊維状細胞，柔細胞などの要素が層階状に配列し

ている。したがって， リップノレマークが認められる。

産地 南米，中米，西インド諸島，アフリカ，アジア

Bombacopsis quinatum (JACQ.) DUGAND 

Cedro espin。

B. sepium PITT 

Caoba bastardo 

木材の色調は，桃補色， ないし赤褐色などを示す。光沢がやや強L 、。軽い， ないしはやや重い (0.40

~0.60 A. D. Sp. g.)。木理は通直，ないしやや乱れる。肌日は粗である。

道管 肉眼でも認められる。散在する。単独および放射方向に 2~4 個複合するものとからなる。

接線方向の夜径は 300μ に達する。チロースが認められる。

穿孔は単一，倶ij壁の膜孔は約 10μ。

柔組織 レンズにより認められる。細い，短く接線方向に配列するものが認められる。これが放射組

織と網目状の模様を形づくる。周囲状の柔組織が認められるが，薄い鞘状を示すだけで，とくに発達して

はし、ない。結晶が認められる。

放射組織 肉眼でも認められる。接線断面では，ほかに比べて濃色である。異性E型を示す。 1~3 細

胞隠 (B. sepiu例入 1~8 細胞惰ii (B. quinata) を示すっ鞘細胞が認められる。単列は少ない。

道管との聞の膜孔は階段状，ないし長だ円形を示す。

繊維状細胞 隔膜を有する。色調，その他から見ると， STERCULIACEAE の木材に似ている点が

多い。しかし，この性質により，類似の性質をもっ STERCULIACEAE の木材から区別される。

その他 傷害による垂寅ゴム道が，認められることがある。リッフ・ノレマークは認められるが，顕著で

はなし、。

産地 中米，南米北部

Camptostemon philippinensis (VIDAL) BECCARI 

Gapa自 -gapas

木材の色調はクリーム色を示す。木理は通直， ないしやや乱れる。肌目は精。やや軟らかく，軽い

(0.58~0.63 A. D. Sp. g.)。リップルマークが非常にはっきりしている。

道管 散在する。 肉眼では認め難し、。 接線方向の直径は 100μ 以下である。 単独のものおよび

2~3 個放射方向に複合するものとからなる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔は，非常に小さく直径は約 3μっ

柔組織 レンズにより明らかである。短い接線状に配列するものが多数認められる。さらにこれらが

長く接線方向につながる(この性質が Wrightia と異なっている〉。

放射組織 向性型を示す。単列である。層階状配列をする。大きい，単独の結晶をもっ。

道管との聞の膜孔は小さく，道管のそれと同じである。

機維状細胞 多数の小さい膜孔を有する。
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産地 プ f リフピン

Catostemma fragrans BEN1'H 

Baramalli (失領ギアナ)， Flambeau rouge (仏領ギアナ)

木材の色調は淡黄色， ないし黄褐色を示す。放射断面でみると， 細い組織による濃淡の縞が認められ

る。やや磁く，やや重い (0.74 A. D. Sp. g.)。木理は通夜で，肌目は粗で，かなりパサパサした表面を

もっ。

道管 肉眼でも認められる。散在する。単独および放射方向に 2~3 個復合するものとからなる。

接線方向の直径は 200μ を越えることもある。チロースが認められる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。淡色の帯が縦断面で細い縞をつくる。連合翼状を示すものが，非常に

発達しており，それが憾の広い帯になっている。 しばしば， それが繊維の組織の幅より広いことさえあ

る。結晶を有する。

放射組織 肉眼でも注意すれば認められる。異性江型，ないし異性E型を示す。 1~7 細胞!隔を示

す。放身挑庁箇では，肉眼でも認められる程度の帯を形づくる。時に鞘、細胞をもつことがあるが，部分的で

ある。

道管との聞の膜孔は長だ円形，階段状などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

その他 リップノレマークが認められるが，とくに著しくはない。

傷害による垂直道が認められることが知られている。

産地 英領および仏領ギアナ

Ochroma lagopus Sw. 

Balsa 

木材の色調は，白色，淡黄色，淡栂色，淡桃褐色などを示す。光沢がある。横断面に注意して触れる

と，とくに仕上げしてない状態でも，なめらかな感じがする (Ceiba との差)。軟らかく，軽い (0.12~

0.20 O. D. Sp. g.)。木理は通直である。肌目は粗である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。その接線方向の直径は 200μ を越えることがある。単独の

ものと放射方向に 2~3 個復合するものとからなる。道管は縦断面で褐色の条となる。

穿子Lは単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 肉眼では認められない。ターミナル状をもたなL、。短く，細い接線状の線となっている。

これが，放射組織と網目，ないし階段状の模様を形づくる。鞘状の柔組織もあるが，厚みは薄い。結晶は

認められない。

放射組織 肉眼でも認められる。放射断面でも，幅の広い帯を形づくる。異性E型を示し， 1~8 細

胞l隔を示し， 100μ に達する。鞘細胞が認められる。また，タイル細胞も認められるが， Durio 型と

Pterosþeγmam 型の中間型を示しているものが多い。したがって，とくに著しい形態を示していない。

一般に，幅，高さともに Ceiba より狭< ，また低い。

道管との聞の膜孔は，大きしだ円形ないし伸長した形を示し，単膜子L， またはそれに近いものが多

L 、。
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繊維状細胞 膜孔は不顕著な縁をもっ。

その他 リップノレマークは認められなL 、。傷害による垂直道が，時に認められる。

産地 中米，南米

Durio spp. 

Durian daum (マラヤ)， Durian puteh (北ボルネオ)， Durian (フ 4 リッピン)

この属の木材の色調は淡赤褐色，ないし灰褐色を示す。やや軽く，軟らかい (0.53~0.75 A. D. Sp・ g.)。

肌目は粗で，木理は交錯していることが多L 、。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものと，放射方向に 2個複合するものとからなる。

接線方向の直径は 150~250μ である(マラヤ産のものでは 300μ を越すことが多いとされている)。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 7μ である。

柔組織 レンズにより認められる。短く，細い接線状に配列するものが，放射組織とともに網状の模

様を形づくる。

結晶が認められる。時に 2~3 個が 1 細胞中に認められることがあり，多室細胞中にも認められること

もある。

放射組織 異性E型(ないし，まれに且型)。他の組織より濃色である。溢色の内容物を含む。 1~4

細胞縮。タイル細胞を有する。典型的な Durio 型のものである。

繊維状細胞 膜孔の縁は不顕著である。膜孔は多数認められる。

その他 傷害による垂直道が，出現することが知られている。

産地 マラヤ，ボルネオ， 7 ~リッピン

BORAGINACEAE 

構造の上から特に共通した特徴的な性質をもっとはL 、えなL 、。しいて坂り上げれば次のような性質があ

る。

1. 道管の中にチロースがつまってレる。

2. 群状に複合する道管がかなり認められる。

3. 放射組織は異性型を示す。

4. 放射組織の高さはかなり高いことが多い。

5. 翰細胞をもっ。

Cordia alliodora (R. & P.) CHAM 

LaureI 

C. goeldiana HUﾟER 

Freijo 

木材の色調は黄褐色，オリープ褐色，金茶色などを示す。さらに一般には濃色の縞をもってし、る。色調

の濃淡により，異なった市場名で呼ばれることがある (Laurel blanco, Laurel negro)。また， Siera 

walnut などという市場名がつけられているものがあるが， これはかなり色調が Walnut に似ているこ

とを示している。光沢は金色で，かなり強い。

軽軟，ないしやや硬く，重い (0.40~0.70 A. D. Sp. g.)。木理は通直，ないし交走する。肌目はやや
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精である。

，道管 肉眼でも明らかに認められる。分布数がやや少なし、ことがある。単独，放射方向に 2~3 個

複合するもの，群状に複合するものなどからなる。接線方向の直径は， しばしば 200μ を越える。 チロ

ースがつまって\，，;;，。穿孔は単一，側壁の膜孔の直径は約 5μ である。

柔組織 レンズにより認められる。主として随伴型のものが発達している。鞘状ないし翼状を示し

さらにこれらが連合翼状を示す。しばしば，ターさナル状のものが認められる。樹種，または個体による

差がかなりあるようである。

放射組織 内限でも認められる。とくに放射断面では顕著で，幅の広い帯を形づくってしる。

異性E型，および!lI型を示す。 1~8 細胞l簡を示す。鞘細胞が普通に認められる。結晶が認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められないc

その他 傷害による垂直道が出現することが知られているj

産地 メキシコ，中米，南米北部，西インド諸島

Cordia gerascanthus L. 

C. sebestena L. 

C. dodecandra DC. 

Canalete 

木材の構造の上では.上述の 2 樹種の木材と非常によく似ていて，特に差はない。木材の色調はずっと

濃色で，濃褐色を示し，一般により濃色の縞をもっている。かなり油状の触感がある。硬く，重い (0.8
0 

~0.97 A. D. Sp. g.)。木理は通直，ないし，交走しており，肌目はやや精である。したがって，上述の

2 樹種との区別点は色調と重さであるといえる。

産地 西インド諸島.フロリダ，中米，南米

Cordia dichotoma FORESTER 

Anonang 

木材の色調は褐色を示す。軽く (0.48 A.D. Sp・ g.) ，軟らかL 、。木理は交錯することが多い。肌目は

やや粗である。柔組織が発達しその条が縦断面ではっきりと認められる。

道管 散在する。分布数は多くない。単独のものが最も多く，また，半径方向に 2個複合するもの

も為る。肉眼でも明らかである。接線方向の直径は 200μ 前後である。チロースがよくつまっているが，

肉眼では認めにくい。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ である。

柔組織 肉眼でも明らかである。帽の広い，長い接線方向へ伸びる帯を形づくる。この帯は多数認め

られる。ちょうど Ficus に認められるようなものである(したがって，一見 Ficus とよく似ているが，

この樹種は濃色で，また，交錯木理であることにより肉眼的に区別できる〉。結晶が認められる。大きさ，

形の異なるものが 1 細胞中に認められる。

放射組織 具性E型，ないしTI[型を示す。放射断面では，肉眼でもかなりはっきりと認められる。

1~4 細胞隠を示す。鞘細胞は顕著である。結晶が認められる。同一細胞中に形，大きさの異なったもの

が認められる。
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道管との間の膜孔はやや大きく，時に{rfl一長して，その直径が 13μ に逃するものもあるO

産地 7 1 リッピンo マラヤにも産する。

C. subcordata LAMARCK 

Balu 

木材の色調は濃く，潟色を措びる。さらに，濃色の，または黒色を一借びた縞を有する。ややl飲らかく，

やや重い，ないし軽い (0.47~0.65 A. D. Sp. g.)。木理はやや交走する。肌日はやや精である。

南米産の同属の樹種と性質がよく似ている。

道管 直径が他に比べてやや小さく， 200μ を越えることはない。

柔組織 肉眼でもはっきり認められる。しかし，長い 1隔の広い併は形づくらない。翼状，ないし短

い連合翼状に配列する。ターミナノレ状も時に認められる。結晶が認められる。あるものは大きく 1 辺の長

さが 50μ に達する長方形を示すことがある。

放射組織 異性E型，ないしE型を示す。 1~3 細胞l隔を示す。結晶が認められる。柔細胞中に認め

られるものと同じような大きさ，形を示す。

鞘細胞はとくに発達していることはない。

産地 フ 4 リッピン

Ehretia philippinensis A. DC. 

Tanaua 

木材の色調は淡寅褐色を帯びる。外観的な性質，すなわち木理，肌目から，本邦産の Ehretia との近似

を思わせる。

道管 一般に散在する。しかし，しばしば，疎な孔闘をもった，環孔状配列をすることがある。そ

れ以外の場所では，かなり接線方向へ配列する傾向が強い。主として，放射方向へ，または，群状に複合

するものとからなる。接線方向の直径は約 100μ である (E. �olyantha A. DC. の場合は，はっきりと

した孔闘をもち，孔閣の道管の直径は 350μ に達するとされている〕。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ である。チロースが時に認められる。

柔組織 レンズにより認められる。短い，細い接線状を形づくる線が，多数認められ，放射組織と網

状，ないし階段状の模織を形づくる。

道管に随伴して配列するものは顕著ではなL 、。

放射組織 同性型を示す。 1"-'3 細胞寓で，高さはこの科の木材のものとしては低い。まれに結晶が

認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

識維状細胞 不顕著な有縁膜孔を有する。

産地 71 リッピン

Patagonula americana L. 

Guayabi 

木材の色調は，褐色ないしオリープ色で，紅色をやや帯びるものもある。磁く，重い (O.80~0.90

A.D. Sp・ g. )。木理は通直で，肌目は精である。

道管 個々の道管は肉眼では認められなし、。放射方向および群状に複合した道管が接線方向に配列
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している υ 肉眼的にはJ;!!，則的，ないし不規則な淡色の梢の配ダ1]として認められる。この配列は非常に特徴

的なものであるつしたがって， +長線断面・ではこの道管の配列による4以後が認められる。

接線方向の直径は 90μ に迭する。

穿孔は単一，側壁の膜孔の直径は約 4μ である。

柔組織 レンズにより認められる。道管を包んで鞘状を示すもの，さらに翼状，連合翼状，波状の接

線方向への構を形づくる。これにより道管の接線方向への配列の傾向は，さらに明らかなものにされてい

る。

放射組織 異性m型を示し，また，時に立型を示すこともある。高さ， 1腐ともに，この科の木材のも

のとしては，低く，狭い。 1-4 細胞Ip冨を示すが，おもに 3 細胞l隠である。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

級i総状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 アルゼンチン，ブラジル，パラグワイ

BURSERACEAE 

この科の木材の特徴として，次のようなものが挙げられる。

1. 例外を除けば木材は軽軟である。

2. 横断面での組織の配列には，とくに特徴的であるといえるものがない。

3. 放射断面で放射組織は高さは高くないが，濃色の帯としてはっきり肉眼でも認められる。

4. 隔膜を有する繊維細胞がある。

5. 道管と放射組織との聞の膜孔はかなり大きい。

6. 水平道を，しばしば，またはまれに放射組織中にもつ。

7. シリカをもつものがある。

8. 柔組織は発達してない。

Aucoumea klaineana PIE且且E

Okoume, Samara (アメリカ)， Gaboon 

木材の色調はi淡桃縞色，赤褐色を帯びる。光沢がある。軽く (0.40~3.50 A. D. Sp. g.)，軟らかいの

木埋は交走，ないし交錯することが多L 、。肌目はやや組である。 Campnosperma などに，一見，肉眼的に

はよく似ているが，肌目がより組である。

道管 肉狼でも認められる。散在する。単独のものおよび放射方向へ 2~3 個複合するものとから

なる。援線方向の直径は約 170μ である。縦漸面では他の組織より濃色の条となっているコチロースお

よび内容物を含んで、いる。

穿fLは単一 (Campnosperma との差)，側壁の摸孔の直径は約 10μ である。

柔組織 肉眼では認められなL 、。随伴型が少数認められる。

放射組織 l隠が狭いので，横断面，接線断面などでは肉浪では認め難い。また，高さもとくに高くは

ないが，放射断面では他より濃色の狭い帯として，肉眼でも認められる。

異性E型，ないしE型を示す。 1-3 細胞憾であるが， ほとんど， 2 細胞憾のもので占められている。

ほとんどすべての細胞は赤い内容物をもっ。シリカが細胞中に認められる。
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道管との聞の膜孔は，だ円形，ないし伸長している。単膜孔，なレしそれに近いものが多い。

繊維状細胞 隔膜を有する。

その他 放射組織の中に，水平道がまれには出現することが知られている。

産地 仏領熱帯アフリカ，西領ギニヤ，ガボン，中央コ γゴ

Bursera simaruba (L.) SARG. 

Gumbo limbo 

木材の色調は，淡黄色，ないしやや責褐色を帯びる。軽く (0.30~0.40 A. D. Sp. g.)，軟らかい。木

理は通直で，肌目は精である。

道管 散在する。肉眼では認めにくい。単独のもの，放射方向に 2~4 個，群状などに複合するも

のとからなる。接線方向の直径は 100μ 以下である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 10μ である。

柔組織 肉眼では認めにくい。随伴型が少数認められる。

放射組織 具性E型を示し，時にE型も認められる。 1~5 細胞幅であるが，主として 3~4 細胞憾

のものからなる。結晶が辺縁の細胞に認められる。しかし，シリカは認められなL 、。

道管との間の膜孔は，長だ円形ないし伸長していて，単膜孔および，それに近いものが多い。

繊維状細胞 隔膜を有するものがある。

その他 水平道が認められる。それから浸出してきた内容物が，接線断面で濃色の小さい斑点をつく

っている。

産地 凶インド諸島，メキシコ， '1'う!と，南米北部

Canarium schweinfurthii ENGL. 

Aeiel 

木材の色調は一般に桃色を階びている。軽く (0.42 A. D. Sp. g.). 軟らかし、。木理は波状を示す。

肌目はやや粗でまらる。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものが多しこれに放射方向に複合するものが混在

している。接線方向の直径は 200μ に逮する。縦断閣で道管のつくる条は，他の組織より護色である。チ

ロースが認められる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は 10μ である。

柔組織 肉眼では認められない。随伴型が小数認められる。

放射組織 異性E型，ないし IJI型を示す。放射断面では，他の組織より濃色の帯として明らかであ

る。 1~4 細胞幅であるが，主として細胞幅のものが認められる。細胞中に結晶を含むものがある。シリ

カが認められる。

道管との聞の膜孔は，長だ円形，ないし伸長している。

繊維状細胞 隔撲を有する。

その他 水平道が放射組織中に認められる。

産地 アフリカ

東南アジア産の Canarium spp. 

木材の色調は黄色を帯ぴたり，赤褐色を帯びたりする。内部構造は非常に C. schweinfurthii によく似



熱帯材の識別(須藤〉

てし、る。

Dacryodes buettneri (ENGL.) H. J. LAM 

Ozigo 
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木材の色調は淡色で，一般にやや黄色を帯びることが多い。外観的には Canarium とよく似ているが，

Canaγω刑の材が桃色を帯びる時には区別できる。やや硬い。やや軽い (0.63~0.69 A. D. Sp. g.)。木理

は波状，ないし交錯する。肌目はやや精である。

道管 散在する。単独のものと放射方向に 2~3 個複合するものとからなる。肉眼でも注意すれば

認められる。接線方向の直径は 200μ に達する。チロースが認められる。穿孔は単一で，倶u壁の膜孔の

直径は約 8μ である。

柔組織 肉眼では認められなし、。随伴型が少数認められる。

放射組織 放射断面では肉眼でも明らかに認められる。異性E型，ないしE型を示す。 1~2 細胞幅

であるが，主として 2 細胞l隠のものが認められる。 このことにより性質のよく似た Canarium spp. から

区別される。

結晶が認められる。褐色の内容物を含む。

道管との間の膜孔は，伸長していることが多く，階段状を示すことが多い。

繊維状細胞 隔膜を有する。シリカを有することがある。

その他 水平道が放射組織中に認められることがある。

産地 アフリカ。同属の樹種はアフリカ，アジアなどにも多L 、。

Garuga .floribanda DECAlSNE 

Bogo 

木材の色調は濃色で，顕著な赤褐色を示す。この科の木材としては非常に例外的なものである。やや硬

く，やや重い (0.75 A. D. Sp. g.)。木理は波状， ないし交錯している 3 肌目はやや姐である。やや光

沢があるo

Koordersiodendron と外観的に， また，内部の繕造においてもよく似ている。 しかし，道管がより大き

L 、。したがって肌目がより粗であること，柔組織が，この樹種ではより不顕著でおること，色調が淡色で

あることなどにより区別される。

道管 散在する。肉1艮でも注意すれば認められるが. v也の組織との間の色調の差が少ないので認め

にくい。接線方向の l直径は約 200μ で，ときに 300μ に達するものがおる。単独のものが多レが， 放射

方向に複合するものも認められる。

チロースが腔内に衝につまっている。穿孔は単一である。

柔組織 肉眼では認められなL 、。随伴型が少数出現する。

放射組織 異性E型(時にE型も含む)を示す。 1~3 細胞幅を示す。木材全体が獲色であるため，と

くに放射断面でも明らかでない。

結晶が多数認められ，それが時に長く連続している。

道管との聞の膜孔は，大きく，伸長している。

紙幣状細胞 隔膜を有する。

その他 水平道が放射組織の中に認められ，接線断面では，それから浸出した内容物が，濃色の斑点
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をつくっている。 REYES は“泊細胞がある"としているが， おそらく， この水平道を誤記したものであ

ろう。

産地 プ 4 リァピン

Protium decandrum MARCH 

Kurokai 

P. sagりtianum MA凪むH

Porokai 

木材の色調は灰褐色，黄褐色，桃色などを帯びる。時に濃色の縞をもつことも知られている。ややE更

しやや軽い (0.47 A.D. Sp. g.)。木理は通直，または交錯する。肌目は精である。

道管 肉眼でははっきりとは認められない。散在する。単独のものと 2~5 個放射方向に複合する

ものとからなる。接線方向の直径は約 100μ である。 チロースが認められる。穿孔は単一で側壁の膜孔

の直径は約 8μ である。

柔組織 肉眼，レンズなどでは認められない。随1*型が少数認められる。

放射組織 放射断面では，はっきりと認められる。異性 I[型，および]11型を示す。 1~2 細胞l隔であ

るが，主として後者が出現する。

議色の内容物が認められる。大型の結晶が認められる CP. decandru桝〕。

道管との間の膜孔は，長だ円形，ないし階段状を示す。

繊維状細胞 隔撲を有する。シリカを含む (P. sagotianunのものがある。

その他 Protium の樹種は，ここに取り上げたもの以外に多数ある。それらの樹種は次に述べるよう

に，シリカの有無などにより区別される。

1. シリカを含まない

2. シ 4リカが繊維細胞中に含まれる。

3. シリカが繊維細胞および放射組織細胞の両者に含まれる。

4. シリカが放射組織細胞に含まれる。

5. 水平道が放射組織中に認められる。

産地 南米

Tetragastris balsamifera (Sw.) KUNTZ. 

Masa 

木材の色調は燈栂色，赤褐色を示し，時に濃色の縞を有する。硬く，重い (0.83 A. D. Sp. g.)o この

科のうちで唯一の，重く，硬い木材を生産する属である。木理は通直，ないし交錯している。肌日はやや

精である。

道管 注意すれ凶肉眼でも認められる。散在する。単独のものと，放射方向に 2~5 個複合するも

のとからなる。接線方向の直径は 100μ を越えることもある。

穿孔は単一で，側壁の膜子Lの直径は約 8μ である。チロース，内容物が認められる。

柔組織 ターミナル状が存在する時には，これがレγズによって認められる。それ以外の場合は，鞘、

状に道管を 1~3 層に包むものがあるのみで，顕著ではない。

放射組織 異性E型を示す。 1~3 細目割高を示すが，主として 2 細胞l隔のものが認められる。結品が



熱帯材の識別(須藤〕 - 45-

辺縁の細胞中に認められることがある。

道管との聞の膜孔は，長だ円形，ないし階段状などを示す。

紙維状細胞 隔膜を有する。

その他 水平道が，放射組織中に認められる。その直径はやや小さL 、。同属の T. hostmanni (ENGL. ) 

KUNTZE では，約 2 倍以上大きく， 100μ 以上に達するものがゐることが知られている。

シリカは認められない。

産地 西インド諸島，南米，中米

T. 抑仰刑ensis ENGL. (0.92 A. D. Sp. g.)。は仏領ギアナに産する。

CARYOCARACEAE 

Caryocar coslaricense D. SM. 

Caryocar 国pp.

Aji 

木材の色調は淡黄色，黄色，寅褐色などを示す。木理は一般に交錯している。肌日は粗である。硬く，

重い (0.80~0.90 A.D. Sp. g.)。

道管 肉眼でも明らかに認められる。散在する。単独のものと，放射方向に 2~5 個複合するもの

とからなる。接線方向の直径は 300μ に達する。チロースが密につまっており， これはレ γズにより明

らかに認められる。

穿孔は単一で，倶li壁の膜孔は大きく，常に 10μ を越えている。

柔組織 レンズにより認められる。接線方向に短い断続した細い線を形づくる。非常にw憶が狭L 、。鞘

状に道管を包むものが認められる。

横断商で注意して観察すると，白い点が認められる。これは結晶を有する細胞と結晶が，そのように認

められるものである。結晶は長く，鎖状につながっている。

放射組織 異性 I 型およびE型が出現する。 1~2 細胞幅を示す。褐色の内容物を含むη

道管との聞の膜孔は長だ円形，階段状などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

産地 南米，中米

C. glabru例 PERS. (0.86 A. D. Sp. g.): Chawari は，仏領ギアナに産する。

CASUARINACEAE 

Casuarina 

木材の色調は桃潟色，赤褐色などを示す。肉眼的な性質は Pari叩バに非常によく似ているo 内部構造

によってのみ区別される。硬く，重い (0.84~1.10 A. D. Sp. g; C. equisetifolia)。肌日はやや精であ

る。木理は通直でない。

C. equiselifolia LINN. 

Ru (マラヤ)， Aru (ボノレネオ)， Agoho (フ 4 リッピン〉

道管 単独道管のみからなり，放射方向へ鎖状に，酎列する傾向が強L 、。分布数は比較的少ない。
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肉眼でも認められる。接線方向のT直径は， 200μ を越えることがある。

穿孔は単一であり，側壁の膜孔は非常に小さい。小道管は一般に階段穿孔をもっ。

柔組織 レンズにより認められる。接線方向に細い線を形づくる。かなり多数認められる。とくに

規則的で、あるとはし、えない。結晶が認められ，鎖状に連続するが，大きくはない。

放射組織 同性型を示し，単列の翼部を有する。 1~3 細胞幅を示す CParinarium sp. との区別点で

ある〉。結晶が多列部に認められる。道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔が，多数認められる。

周囲仮道管が認められる CPari問γium sp. との差)。

産地 フ 4 リッピン，オーストラリヤ，ボルネオ

c. rhumpliana MIQ. 

Mountain agoho (7 {リッピン〕

上述の c. equisetifolia によく似た性質をもっている。

C. sumatorana J UNGH. 

Maribuhok (フ 4 リッピ γ) ， Aru Cボルネオ)

典型的な複合放射組織をもっており，他から容易に区別される。

CELASTRACEAE 

この科の木材の特徴として，次のことがあげられる。

1. 一般に道管の側壁の膜孔，道管と放射組織との膜孔は，非常に小さい。

2. 一般に道管の直径は小さい。

3. 一般に繊維状細胞は有縁膜孔を多数有する。

4. 柔組織としては，ある樹種ではl隔の広い，長レ同心円状の帯をもっ。またある樹穏では散在するの

みであり，さらには存在の不顕著であるものもある。

5. 繊維状細胞が顕著な隔膜をもっ樹種がある。それが憾の広レ，柔組織のような帯を形づくり，同心

円状につながっている。

Lophopetalum toxium LOHER 

Abuab (7 {リッピ γ〉

木材の色調は淡褐色である。柔組織の帯と，その他の組織の色調がやや異なるので，縦断面ではそれに

よる細かい縞が認められる。軽く，軟らかL 、。

道管 散在する。この科のものとしては，やや大きい。接線方向の重径は約 150μ である。単独

のもの，放射方向へ 2~3 個複合するものとからなる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織 肉眼でも明らかである。独立柔組織が，幅の広い，同心円状に長くつながる帯を形づくる。

周囲状のものはとくに発達してはL 、なし、。

結晶が認められる。それらが長く鎖状につながっている。

放射組織 異性単列型である。赤褐色の内容物をもつものがある。とくに柔組織の帯と接する付近に

このことが多L 、。
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道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁撲孔が認められる。

産地 フ 4 リッピン。マラヤには同属のものが数種?ある。 Mata ulat と呼ばれる。軽軟なもの

から重硬なものまである (0.57~ 1. 05 A. D. Sp. g.)。

L. dupeγreanum PIERRE (0.55 A. D. Sp. g.); Sang trang はイ γ ドシナに産するo

Maytenus obtusifolia MART 

Rock w伺d

木材の色調は淡赤梅色を示す。時に接線断閣で紫色を帯びた縞が認められる。木理t士通I宣である。肌目

は精である。硬く，重い (0.80 A. D. SP. g.)。

道管 肉眼では認められない。分布数は多い。散在する。接線方向の寵径は 80μ 以下であるつ単

独のものと， 2~3 個放射方向に複合するものとからなる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織 認められない。帯状の組織については蹴陸細胞の項に述べる。

放射組織 肉眼では認めにくいの異性 I 型および，異性E型を示す。 1~4 細胞隔である。

結晶を含み，また，内容物を含むものがある。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 肉眼，またはレ γズなどで，横断面を観察すると，一見柔組織による帯のように考えら

れる組織がある。これは柔組織ではなく，隔膜繊維が幅の広い帯を形づくり，これが同心円状に，規則的

に配列したものである。一般に柔組織の場合，材をぬらすと見やすくなるのであるが，との場合，乾いて

いる商の方が明らかに認められる。

有縁関Lを有する。

産地 西インド諸島，メキシコ，南米北部，アルゼンチン

Siphonodon australe BENTH 

Ivory wood 

木材の色調は淡黄白色で，市場でよく用いられる“Box wood" という名が適用できるような外観を有

する。オーストラリヤ産でこのような性質をもつものは，他に多くはないと思える。硬く，重い (0.80

A.D. Sp. g.)。木理は通産である。肌目は精である。

道管 肉眼では認めにくい。散在する。分布数は多い。単独のものと， 2~5 個放射方向に復合す

るものとからなる。接線方向の直径は 100μ 以下である。

穿孔は単一であり，倶u壁の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織

放射組織

ほとんど認められなし、。

異性E型および I 型を示す。 1~6 細胞幅であるが， 5 細胞帽のものが多い。細胞高が高

いが，色調が淡色であるため放射断面では，とくに明らかではなし、。しかし，光沢を有する。横断面では

注意すれば肉眼でも認められる。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 隔膜を有する。膜孔の縁は明らかでない。

産地 オーストラリヤ
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COMBRETACEAE 

次のような性質が，この科の木材の特徴といえる。

1. 道管が顕著なベスチヤード膜孔を有する。

2. 道管と放射組織との間の膜孔は小さく，ほとんど道管のそれと同じである。

3. 結晶の存在が著しししかもその大きさが大きい(とくに放射組織の中の結晶が顕著で，レンズな

どにより，横断面で放射組織の中の白色の条として，認められることが多い〉。

4. 柔組織は道管の周囲に鞘状をなすもの，翼状，連合翼状をなすものが認められることが多い。ま

た，ターミナル状が時に認められるものがある。特徴的なこととしては，独立型の羽状をなす柔組織

が，顕著である樹種があることである。

5. 繊維状細胞が隔膜を有することがある。

6. 道管の側壁の膜孔は，やや大きく 8~ 1O μ のことが多い。

Anogeissus latifolia W ALI. 

Axle-wood 

木材の色調は灰褐色，褐白色を示す。生長輸が濃色の道管の少ない組織のため，明らかである。このた

め，放射断面は色調の淡いカパ類 (Betula) の木材の!感じを与える。木理は通直である。肌目は精，また

はやや精である。

道管 散在するが接線方向へ酪列する傾向が強い。単独のもの. 2~5 個放射方向へ複合するもの

などからなる。肉眼では明らかでない。接線方向の直径は約 100μ である。

穿孔は単一で，側塁走の膜孔は小さく約 7μ であるが， ベスチヤード膜孔であることが， 明らかにわか

る。

柔組織 レンズによっても，顕著ではなし、。道管の周囲に鞘状，不顕著な翼状を形づくる。一般に鞘

の部分の厚さは一定でなく，厚い部分，薄い部分が同ーの道管の周囲に認められる。特徴的なこととして

は，独立柔組織がかなり大きな不定形の群団をなしているものが，注意すれば認められることである。

放射組織 単列異性型を示す。典型的な直立部ではなく，方形，ないしそれに近い直立細胞と，平伏

細胞とからなる。まれに複列部を有するものがある。大型の結晶( 1 辺が 70μ に達するものあり〉を多

数有する。これがレンズを用いていて観察すると，横断簡で，白色の線として認められる。放射断面で観

察すると，水平方向に結晶が長く配列して特徴的である。高さが 500μ を越えるものもらる。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 傷害による垂直道が接線方向に長くつながる。直径は道管より大きい。

産地イ γ ド

Buchenavia capitata (VAHL) EICH 

YeIIow sander自

木材の色調は黄褐色，金茶色などを示す。時にオリープ色を帯びるといわれている。 したがって，

Termi叩lia の属の木材のうちで，黄色系の色調を帯びるものと，よく似ている。やや重く (0.68 A.D. 

Sp. g.)，やや硬い。木理は交錯する。肌目はやや粗である。
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外観的には市場でいわれる，いわゆる“サテンウッド"といわれるものの類とよく似ている。

道管 肉眼でもかろうじて認められる。散在する。単独のものと，放射方向に 2~5 個複合するも

のとからなる。接線方向の直径は 200μ に達する。チロースをもっ， 穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径

は約 9μ で，ベスチヤード膜孔である。

柔組織 肉眼でも認められる。翼状，連合翼状をなし，しばしば，接線方向へ帯状に国列する。一般

に Terminalia の木材に比べて柔組織が発達している。ターミナル型が認められることがあるが，細い。

放射組織 異性E型および向性型を示す。 1~3 細胞幅であるが， 1~2 細胞幅のものが多い。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 隔膜を有するものがある。

産地 西インド諸島，南米北部

Bucida buceras L. 

Black olive 

木材の色調は黄梅色で，ややオリーブ色を帯びることがある。重く，硬い(約 1.0 A. D. Sp. g.)。木

理は交走している。肌目はやや精である。

道管 肉眼でも認められる。散在する。単独および放射方向に 2~6 個複合するものとからなる。

接線方向の直径は 150μ に達する。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜があり，その直径は約 7μ である。

柔組織 レンズによると明らかである。周囲状のものが発達している。翼状や連合翼状を形づくる。

後者はとくに長くなることはない。ターミナノレ状が認められることが知られている。

放射組織 注意すれば肉眼でも横断面で認めることができる。これは，大型の結晶を多数含み，その

結果，白色の条として認められるからである。向性型を示す。 1~5 細胞憾であるが， 主として 3~4 細

胞臓を示す。

大型の結晶が多数認められる。顕微鏡下ではそれが長く連続して配列していることがわかる。一般に

50x70μ 程度の大きさのものが多い。結晶がその放射組織の細胞のl隔に比べて，かなり大きい。したが

って，接線断面で観察すると，紡錘形の一部分が 1 つの大きい結晶細胞によって占められていることがわ

か苦手。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は，不顕著である。

産地 西イ γ ド諸島，ホンジュラス，パナマ，フロリダ，仏領ギアナ

Lumnitzera litto陀a (JACK) VOIGHT 

Tabau (71 リッピン)， Geriting (ボルネオ)， Teruntum (マラヤ〕

木材の色調は褐色を示す。木理は通直で，肌目はやや精， ないし精でj;_，る。硬く，重い (0.78 A.D. 

Sp. g.)c 

道管 散在する。ほとんどが放射方向へ複合するものよりなり，複合数は 6個，またはそれ以上に

及ぶ。これらが，放射方向へ配列する傾向をもつので，道管配ヂ1)はこの科の木材としては，非常に特異な

ものである。 7 1 リッピン産材中でも，非常にこれは特徴的な性質で，これにより他から容易に区別でき

る。接線方向の直径は約 100μ である。
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穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 8μ である。

柔組織 顕著ではなL、。肉眼では認められなし、。この科のものとしては例外的である。

放射組織 単列異性型である。高さは低く，ほとんどが 200μ 以下である。

道管との聞の膜孔は，道管のそれとほとんど同じである。

産地 フ 4 リッピン，マラヤ，ボルネオ

Teγm圭抗alia

この属の木材は世界の市場で，かなり大量に用いられているようである。分布も中南米，アフリカ，ア

ジアに及んでいる。

先に述べた，この科の特徴的な性質から考えると，マメ科の木材と性質がかなり似ているこ白とが考えら

れる。とくにこの属の濃色なものにこのことがいえる。マメ科の木材も市場で多数取り扱われていること

から考えて，この属の特徴を取り上げて見ることもむだではないと思う。

1. 放射組織 単列異性型，単列向性型など，単列の場合が多い。多列であることも，もちろんあ

る。

2. 大型の結晶を含む。大きいものは 1 辺が 80~100μ に達することもある(長柱形を示す時〕。しか

し，マメ科の木材に認められるような，小型の結晶が，鎖状に長く(柔組織の結晶〉連なるようなこ

とはない。

3. 接線断面で，単列放射組織の細胞の上下の接触点が，平らでないことが多ししたがって，細胞の

間に小さな間際ができやすい。

4. 横断面で観察すると，道管の分布数の少ないところと，多いところがあり，それによる色調の濃淡

によって生長輪が認められる。

放射組織のl殖によって分類すると次のようになる。

単列同性型

T. -bialata 

T. janua抑制is

T. gu抱zyanensis

T. supeγba 

T. tomentosa 

単列異性型

T. amazonica 

T. co隅intana

多列

T. cattapa 

T. ivoγensis 

T. procera 

T. amazonica (GMEL.) EXELL 

Nargu自ta

木材の色調は淡責褐色，責褐色，オリープ色などを示し，護色の縞を有することがある。やや硬い，な



熱帯材の識別(須藤〉 - 51 ~ 

いし硬い，重い (0. 72~0.92 A. D. Sp. g.)。木理は通直か波状を示す。また，交錯することもある。肌

目はやや粗である。

道管 肉眼でも注意すれば認められる。散在する単独のものと，放射方向に 2~3 個複合するもの

とからなる。接線方向の直径は 160μ に達する。木口面で道管が光ることがある。

穿孔は単一，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 8μ である。

柔組織 レンズにより認められる。翼状をなすものが多しまた，さらにそれらの 2~3 が，連合翼

状を形づくっている。細胞中に結晶が認められる。

放射組織 単列異性型を示す。非常に少数であるが，複列のものを含むことがある。

結晶を含む。 とくに顕著なことは1O~20μx80~100μ に及ぶ大型の長柱形の結晶が認められること

で，これらは主として平伏細胞中に認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 隔膜を有する。

その他 しばしば，傷害による垂直道が出現し，接線状につながっており，その直径は道管のそれよ

勺大きい。

産地 西インド諸島，メキシコ，フロリダ，中米，南米

T. bialata STEUD. 

White chuglam, Indian silver grey wood 

木材の色調は黄色，灰黄色 (White chuglam)，灰色を帯びた褐色，さらに濃色の条を有する(Indian

'silver grey wood) ものがある。木理は通直である。肌目は粗である。やや硬く，やや重い (0.67 A.D. 

Sp. g.)っ

道管 肉眼でも認められる。散在する。単独および半径方向に 2~5 個複合するものとからなる。

接線方向の産径は 200μ を越える。

穿孔は単一で，側壁にベスチヤード膜孔があり，その直径は約 10μ である。

柔組織 レンズにより明らかに認められる。周囲状，翼状に臨列する。さらには後者が伸長して，接

線方向へ伸ぴる波状の帯を形づくる。

細胞の中に結品が認められる。在在する数は多くないが， 大きく，放射断面などで 6角形を示してい

る。単独である。

放射組織 単列同性型である。時に，複列のものが認められることがある。内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 隔撲を有する。

産地 アンダマン諸島，ピルマ

T. cattapa LINN. 

Talisai (フ 4 リッピン〉

木材の色調は赤褐色を示す。やや軟らかく，やや軽い (0.57 A. D. Sp. g.)。木理は交錯する。肌日は

粗，ないしやや粗である。

道管 肉眼でも認められる。散在する。その接線方向の直径は 300μ に達する。

柔組織 大きい，集品を有する。その直径は 60μ に及び，時には 80μ にも及ぶ。
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放射組織 向性型である。 1~4 細目包陪で為るが， 2~3 細胞l慣のものが多L 、

産地 7 {リヴピン，台湾

T. commint~na (BLCO.) MERR. 

Binggas 

木材の色調は灰黄褐色，オリープ色などを示し，時に紫色の縞を有することが知られている。木理はや

や交走する。肌目はやや精である。硬く，重い (0 ， 90 A. D. Sp・ g.)。

道管 肉眼でも認められる。散在する。単独のもの，および 2~4 個放射方向へ複合するものとか

らなるが，前者は少ない。接線方向の直径は 150μ に達する。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 8μ である。

柔組織 レンズにより認められる。翼状を形づくるものがあるが，とくには発達していなし、。

赤色の内容物を有し，また，給品を有するが，この場合，この属としては例外的でかなり上下に連続し

て出現する。

放射組織 単列異性型であるが，時に複列のものが出現することがある。 レンズによると，横断面

で，白色の線として認められる。これは細胞中に多数含まれる結晶によって生ずることである。放射断面

では，結晶が水平方向に長く鎖状に配列する。 これらの結晶は大きく，その l 辺が 30μ~60μ である。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 隔撲を有する。

産地 フ 4 リッピン

T. guayane1isis EICHL 

Guayabo de Monta 

木材の色調は黄褐色で，時に緑色を帯びることがある。やや硬く，重い (0.65 A. D. Sp. g.)。木理は

交走する。肌目は粗である。

道管 肉眼でも認められる。接線方向の直径は， 200μ を越える。

柔組織 肉眼でも認められる。主として連合翼状を示すものが顕著である。ターミナル状が認められ

る。細胞中に結晶が認められ，この属の木材としては例外的であるが，それらが鎖状に連続している。

放射組織 単列向性型であるが，時に低い複列部をもつことがある。

繊維状細胞 隔膜を有するものがある。

産地 ベネズェラ

T. januarensis DC. 

Araca 

木材の性質は T. g:叩:yanensis によく似ている。傷害による垂直道が，しばしば存在することが知られ

ている。

産地 ブラジノレ

T. ivorensis A. CHEV 

Framire, Idigbo 

木材の色調は淡黄褐色，ー寅褐色で，時にはややこれらが緑色を帯びることがある。木理は←般に通産で

あるが，時にやや交錯するごとも知られているか肌目は粗である。やや軽く，やや軟らかし、 (0.54 A.D. 
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Sp. g.) 。

道管 肉眼でも明らかである。散在する。単独のもの，放射方向に 2~5 個複合するものとから

なる。直径は大きく，接線方向の直径が 400μ に達するものがある。内容物があるため，道管が光って

みえることがある。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 8μ である。

柔組織 レンズにより明らかである。周囲状に毘列するものと，翼状をなすものとがあるが，その翼

部は短い。

放射組織 注意すれば，横断面で肉眼でも認めることができるつ向性型，ないし異性E型を示す。

1~4 細胞幅であるが， 2~3 細胞幡を示すものが多L 、。

道管と放射組織との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 傷害による垂直道がしばしば認められ，円弧状に配列する。

産地 仏領ギアナ，カメノレン，ライベリヤ，アイポリーコースト，ゴールドコースト，ナイクエリア

T. procera ROXB. 

Badarn, White Bornbay 

木材の色調は褐色を示す。やや硬く，やや重い，ないし重い CO.64~0.78 A.D. Sp. g.)。木理は一般

に適宜である。肌目は組である。

道管 肉眼でも明らかである。散在する。単独のものと，半径方向に 2~3 個複合するものとから

なる。接線方向の直径は 300μ に達する。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔を有し，その直径は約 8μ である。

柔組織 レンズにより明らかである。周囲状，翼状，連合翼状に酪列する。ターミナル状が存在する

ことが知られている。

放射組織 肉眼でも注意すれば認められる。放射断閣では，濃色の帯として，明らかに認められる 3

同性型を示す。 1~5 細胞幅であるが，主として 3~4 細胞帽を示す。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁嘆孔は認められない。

その他 傷害による震直道がしばしば認められる。

産地 イ γ ド，ピノレマ，アンダマン諸島

T. 邸~perba ENGL. & DIELS 

Lirnba, Lirnbo, Korina Cアメリカ〉

木材の色調は淡黄色，ないし責褐色を示すもの CKorina)，灰褐色で，濃褐または黒色に近い色調の縞

を有するもの (Lirnba) がある。市場では上述したような名前をつけて区別することがあるつやや軟ら

かい，ないしやや硬く，やや軽い，ないし重い (0.48~0.63 A.D. Sp. g)。木理は通直，ないしやや交

錯する。肌目は粗であと。

道管 肉眼でも明らかに認められる。散在する。単独のものと， 2~3 個放射方向に複合するもの

之からなる。接線方向の直径は 200μ を越えることがある。黄色の内容物を含むものがある。

穿孔は単一で、，倶u壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 10μ であるつ



- 54 ー 林業試験場研究報告第 157 号

柔組織 肉眼でも明らかである。 T. ivorensis, T. amazonica などに比べて，いちばん発達してい

る。周囲状，翼状，連合翼状などを形づくる。連合翼状は波状の帯を形づくってし、る。ターさナル状が時

に出現することが知られている。

細胞の中に結晶が認められ，その結晶は非常に大きく，細胞を満たしている。

放射組織 単列同性型を示す。複列のものがまれに認められることがある。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

産 地 ‘ベルギー領コンゴ，カメルン，ゴーノレドコースト，アイボリーコースト，ナイジエリア，シ'

エラレオネ

T. tomentosa W. & A. 

Ea圃t Indian laurel 

Takkyan (ピルマ)， Asna (インド〉

木材の色調は褐色，赤褐色を示し，顕著な濃褐色，黒色の縞を有する。硬く，重い (0.70~0.94 A.D. 

Sp. g.)。木理は通直，ないし不規則である。肌自はやや粗である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものおよび放射方向に 2~3 個複合するものとから・

なる。接線方向の直径は， しばしば， 200μ を越える。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 8μ である。

柔組織 肉眼では認めにくい。 レンズにより， しばしばターミナル状が存在することが認められる

が，出現の仕方は不規則である。短い翼状をなすもの，連合翼状をなすものが認められる。

単独の大型の結晶が，認められる。

放射組織 単列同性型を示す。時に複列のものが認められる。

細胞中に濃色の内容物が含まれている。道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 隔膜を有する。

産地 インド，ピルマ

この樹種が 3樹種に，すなわち，

T. alata ROTH 

T. crenulata ROTH 

T. coriacea WIGHT & ARN. 

などに分けられて取り扱われていることがある。

COMPOSITAE 

Brachylaena spp. (B. hutchinsii, B. microphylla などを含む〉

Muhugu, Muhuhu, Hazotokana 

木材の色調は金茶色を示し，顕著である。木理は通直である。机目は精である。非常に細かいリヲプノレ

マークが多数認められる。硬く，重い (0.91 A. D. Sp. g.)。

道管 レンズによっても，あまり明りょうではない。火炎状の臨列の傾向が強い。接線方向の直径

は一般に 30μ 以下である。膜の厚さは厚L 、。
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穿孔は単一で，側壁の膜孔は小さく，約 3μ である。

柔組織 散在するものがあるが，少数である。したがって，レンズによっても認められない。

放射組織 単列同性型を示す。複列のものがまれに認められる。高さは低く，一般に 100μ 以下で

ある。結晶が認められるが，小さく，細長いものが多く， 5x 15μ 程度である。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状西日列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 すべての要素がはっきりとした層階状配列をしているc

産地 マダガスカル，アフリカ東部

Vernonia 目pp. (Ver即時ia vidalii MERR. を含む〕

Cana de danto (コスタリカ) , Lagana de aura (キューバ)， Assa-piexe (ブラジル)

木材の色調は黄褐色を示す。肌目はやや粗である。やや軽く，軟らかい。木理は交錯している。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものと，放射方向に 2個複合するものとからなる。

接線方向の直径は約 150 (200)μ である。

穿孔は単一であるが， 時に網状のものが認められることがある。側壁の膜孔は小さく，約 5μ であ

り，密に配列する。道管壁に螺旋肥厚が認められることがある。

柔組織 レンズにより認められる。随伴型のものがあり，主として道管の周囲に鞘をつくる。

放射組織 異性E型を示す。肉眼でも認められる。 1~5 (6) 細胞痛を示す。鞘細胞が認められるこ

とがあるが，顕著ではない。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じであるか，やや大きく，配列がより疎である。

繊維状細胞 不顕著な有縁膜子Lが多数認められる。

産地 南米，中米。 V. arborea HAM.: Hamirung は，インドネシヤに産する。

CORNACEAE 

Cornus discijlora Mo� & SESSE. 

木材の色調は金茶色を示し，明りような黒色の縞をもっている。肌日，木理などから受ける感じは，む

しろ温帯産の Magnolia， あるいは Tilia のそれに近く，混帯産の Cor側S のそれとは全く異なる。

道管 散在する。肉眼ではやや認めにくい。ほとんどが単独道管である。接線方向の直径は 70(80)μ

に達する。

穿孔は階段状で，その階段の数は多い。側壁の膜孔はしばしば伸長しており，時に階段状を示すことも

ある。

柔組織 肉眼，レンズでは認められない。短く，細い線を形づくる。

放射組織 異性E型を示す。 1--5 細胞幅を示す。

道管との閲の膜孔は並列状，およびそれらがやや伸長した形を示している。

繊維状細胞 有縁膜孔は，かなり明りようである。

産地 パナマ

Mastixia philippinensis W ANG 

木材の色調は灰色を帯びた緑色で、ある。軽く，軟らかい。内部構造は典型的な CORNACEAE のそれを
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示している。肌目などの点からは， Corus に非常によく似ている。また，色調の上から考えれば Magnolia

の属の木材によく似ている。

垂直道が，接線方向に即日列していることが認められた。これは，多分傷害によるものであろう。白色の

内容物が肉眼でもはっきりと認められる。

産地 フ 4 リッピ γ

CRYPTERONIACEAE 

Crypteronia paniculata BLUME 

Tiaui (フ 4 リッピン)， Bekoi (マラヤ〕

木材の色調は灰褐色を示す。木理はやや交走する。肌目はやや精である。やや硬く，やや重し、。木理，

肌目の感じはかなり SAPOTACEAE や， LECYTHIDACEAE などの科の木材によく似ている。

道管 散在する。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものとからなる。白色の内容物が肉眼

でも認められることがある。接線方向の直径は約 100μ に達する。

穿子bは単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ である。この膜孔は， ベスチヤード膜孔で， かなり顕著に

認められる。

柔組織 レンズにより，多数の短L 、，細L 、，接線方向に配列するものが認められる。周囲状のものも

認められる。

放射組織 異性 I 型を示す。 1~2 細胞幅を示すことが多い。単列，および複列放射組織の単列部の

高さは高い。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

章旗維状細胞 有縁膜子Lが認められる。その数は少なく，また，小さい。

産 地 7 ~リッピン，マラヤ，ピノレマ

CUNONIACEAE 

この科の木材の特徴として，次のことがあげられる。

1. 階段膜孔，ないし並列状の膜孔が道管に認められる。

2. 穿孔は階段状を示すが，単一階段状である。

3. 道管と放射組織との聞の膜孔は，主として階段状である。

4. 繊維状細胞は，明りような有縁膜孔を有する。

Ceratopetalum apetalum D. DON 

Coach wood 

木材の色調は淡褐色，桃褐色を示す。接線断固では，柔組織による護桃， ないしやや紫色を帯びた線

が，細いけれどもはっきりと認められる。この状態はむしろ，針葉樹材の接線断面のそれを思わせる。カ

ラメルょうの臭いがらる。やや硬く，やや重い (0.65 A. D. Sp. g.)。肌目は，やや精である。木理は通

直である。

道管 散在する。肉眼では認めにくい。単独のもの，放射方向，接線方向などに少数複合するもの

な rからなる。接線方向の直径は約 100μ に達する。
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穿孔は，単一・階段状を示す。小道管はほとんど常に階段状を示す。側壁の膜孔は階段状である。

柔組織 レンズにより，同心円状の帯を形づくっているものが，明らかに認められる。むしろ，接線

断面では，より明りょうである。赤色の内容物を有する。

放射組織 異性E型を示す。 1-3 細胞幅であるが，王として複列のものが認められる。赤色の内容

物が認められる。

道管との聞の膜孔は，主として階段状である。

繊維状細胞 明らかな有縁膜孔を有する。

産地 オーストラリア

Weinmannia descendens DICK 

EnchiniIlo (コロンピア〉

木材の色調は一般に淡く，淡褐色，淡赤褐色，淡挑褐色などを示す。肌目はやや精である。木理は通

直，ないしやや交走する。やや軟らかく，やや重い (0.59-0.65A.D. Sp. g.)。木材の色調，木理，肌

目などは，非常によく Liquidamber， Nyssa などの属の木材に似ている。内部構造も，かなりよく似てい

るから注意すべきである。

道管 肉眼では認めにくい。散在する。単独のものが多い3 接線方向に 2 個複合するものがある

が，これは単独道管の上下で接する部分が，そのように認められるのであろう。接線方向の直径は約 100μ

に達する。

穿孔は階段状で，階段数は 20 を越えることが多い。側壁の膜孔は並列状，ないし階段状を示す。

柔組織 肉眼では認められない。短い，細い接線状の配列するものが多数認められる。

放射組織 異性工型ないしE型を示す。単列のものが多数出現する。

道管との聞の膜孔は，階段状を示す。

繊維状細胞 明りような有縁膜孔を有する。

その他 Geissois lachnocarpa MAID (W. lachnocarpa F. v. M.): Mararie (オーストラリア)レン

ズにより柔組織が認められる。結晶が柔組織の中に認められ，鎖状につながっている。

W. tγichosperma CAV.: Tineo (チリー〉レンズによっても柔組織は認められない。結晶を含まない。

産地 属としては，西インド諸島，中米，南米北部，マダガスカル，ニュークーランド，オースト

ラリア，東南アジア

DATISCACEAE 

この科の木材で用材として利用されているものは， 淡黄白色， ないし淡黄褐色を示し，軽く，軟らか

い。とくに顕著な性質をもっ科とはいえない。

1. 道管と放射組織との間の膜孔は伸長して，階段状などを示す。

2. 要素が，やや，ないしはっきりと層状阻列をする。

3. 道管の分布数が少ないっ

Tetrameles 担吋'ijlQra R. BR. 

Mengkundor 

木材の色調は黄白色， ないし淡黄褐色を示す。木理は交錯し，隠の広い交錯木理を形づくることが多



- 58 ー 林業試験場研究報告第 157 号

い。注意するとリップルマークが認められる。肌目は粗である。軽く，軟らかし、 (0.30~0.43 A.D. Sp. 

g.)o Octo側les の木材と性質がよく似ている。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に複合するものとからなる。分布数

は少ない。その接線方向の直径は約 250μ で弘る。

穿孔は単一で，側壁の膜孔は約 7μ である。

柔組織 レンズにより認められる。鞘状，翼状をなしている。後者はあまり伸長していない。

放射組織 異性E型を示す。 1~4 細胞l隠を示す。デン樹立が多数認められる。接線断面で観察する

と，紡錘形の部分に大型の細胞が混在していることがわかる。高さのやや高いものを除いて，各放射組織

は層階状配列をする。

道管との間の膜孔は，伸長しており，階段状を示すことがあり，また，柵状に配列することもある。

側能状細胞 空げきが大きく，薄膜である。層階状に配列している。これがリヅプノレマ『クの主因と

なっている。膜孔は有縁ではなし、。

産地 マラヤ，タイ，ジャワ

Octomeles 抑制atrana MIQ. 

Binuang 

木材の色調は淡黄白色，淡賞補色を示す。肌目は粗である。木理はやや交錯する。軟らかく，軽い

(0.37~O.44 A.D. Sp. g.)。

Tetra附les の木材と，性質がよく似ている。

リップルマークは不顕著か，認められない。

道管 散在する。肉眼でも，認められる。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものとから

なる。接線方向の直径は約 220μ である。

まれにチロースが認められる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 8μ である。

柔組織 レンズでも認めにくし、。随伴型のものが，道管の周囲に，薄い層を形づくる。

放射組織 異性班型を示す。 1~4 細胞幅を示す。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，時には階段状などを示す。

制佐状細胞 有縁膜孔は，認められなし、。内腔が大きく，薄膜である。

やや層階状配列をしていることが部分的に認められる。

産地 71 リッピン，ボルネオ

DILLENIACEAE 

Dillenia ph�ppinense ROLFE 

Katmon 

木材の色調は，濃赤褐色で光沢はない。硬く，重い (0.82 A. D. Sp. g.)。木理はやや曲がることが多

い。肌巨はやや粗である。接線断面では他の組織よりやや濃色の放射組織が多数認められ，むしろその量

は他の組織より多いくらいに認められる。

道管 散在する。他との色調差が少ないので，肉眼でもかろうじて認められる程度である。単独の
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ものが，ほとんどで為る。ときに，接線方向に，複合しているように認められるものがあるが，これは上

下の道管の接合部がそのように認められるものである。接線方向の直径は約 200μ である。

穿孔は階段状を示す。その階段の数は，かなり多くなることがある (5~40)。側壁の膜孔は，並列状，

階段状を示す。

柔組織 肉眼では認められなし、。短く，接線方向に配列するものが存在し，これが，放射組織と階段

状の模様を形づくる。独立型である。赤色の内容物を含む。

放射組織 肉眼でも，明らかに各断面で認められる。その高さのわりには幅は広くない。非常に多数

が認められる。そのl摘はいずれにせよ，道管のそれより広い。しかし，その幅，高さなどの割にはあまり

顕著ではない。これは，他との色調差が少ないこと，光沢をもたないことなどによる。

異性E型を示す。 1~15細胞幡である。

赤色の内容物が密につまっている。

東晶が認められることがある。これは特徴的な性質で，これにより他から容易に区別される。

道管との聞の膜子Lは，伸長したり，長だ円形などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は明らかである。

産 地 7 ~リッピン。同属のものは，ボルネオ (Simpor と呼ばれる) ，マラヤ (Simpoh と呼ば

れる〉などにも産する。

DIPTEROCARPACEAE 

この科の木材は，広く東南アジア，さらにはニューギエア，アフリカなどにも分布する。しかし，市場

材としてとくに注目されているものは，東南アジア産のもののみといえる。

この科の木材の特徴としては，次のような性質が挙げられる。

1. 垂直道が常在する。属によっては接線方向に長くつながり，同心円状に配列する。これらは，同心

門状に配列する，柔組織の帯の中に包まれている。したがって，その存在は肉限でも明らかである。

また，属によっては散在するものだけをもつか，短い接線状に配列するものをもっている。

2. 道管と放射組織の聞の膜孔は大きく，不規則な形をもち，しばしば，単膜孔であるか，またはそれ

に近い。

3. 道管の側壁の膜孔は，ベスチヤード膜孔である。

4. シリカをもつものがある。

この科の木材については DESCH が，マラヤ産のものを対象として，木材解剖学的性質，その他につい

てくわしく記載している。とくに，各属の識別拠点，さらに，同ーの属の中でもいくつかのグループに分

けられるものは，その識別拠点などをあげている。マラヤに分布する樹種は，他のマレイシヤ地戚などに

分布するものと，樹種が同じでらったり，近かったりすることが多い。 したがって DESCH によって取

り上げられた識別拠点の取り上げ方は，すべてのDlPTEROCARPACEAE の木材について， 適用しう

るものと考える。また， KRIBS による 7 -{リヅピン産材の記載を検討すると， DESCH が，マラヤ産材に

ついて，取り上げた，拠点の取り上げ方と，ほとんど同じような方法をとっている。筆者が，これらの記

載を，標本について追試を行なった結果から考えても， DESCH が取り上げたような識別拠点の取り上げ

方が，最も適当で、あると考える。
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表 II Dipterocarpaceae の各属の性質表 (Dipterocarp timbers of Malaya 

Resin αnal w∞d 

短い接線 長く接線
多数認め ターミナ

独立型の

散在する 方向へ伸 方向へつ 水平道 られる ノレ状 線を形づ

びる弧状 ながる くる

Tribe 

1. Anisoptera + + 土

2. Cotyleobium + -? + + 
3. U抑制 + + +2 
4. Vatica + ー』 士 手 土

Tribe 2 

5. Dipterocarpus + + 十

Tribe 3 

6. Dryobalanops + 十 + 
'Tribe 4 

7. Parashorea + + + 
8. Pentacme + + + 
9. Anthoshorea 十 + 手
Section of Sho向。

10. Eushorea + + 干
Section of Shorea 

11. Red Meranti + 一 3 土 平
Section of Shorea 

12. Richetid + + + 
Section of Shorea 

13. Hopea (Section + + 平
Dryobalanoides) 

14. Hopea(Section + + + + 
Euhopea, Pierrea) 

15. Balanocarpu8 + + + + 
heimii および

Hopea ferrea 

1. 士の記号はその性質をその属の樹種のほとんどがもつことを意味する。平はその反対である。

一平士+などの記号は，その性質の存在の顕著さ(豊富である，多数である〉の度合を示す。

2. D句terocarpus の独立型の柔組織は，線状をなすものより，むしろ，散在状である。

3. 11. のグループのうち， 3 つの例外がある。すなわち， S. ovata , S. leprosula , S.. teysma. 

niana などには，水平道がある。しかし， 12 のグループのもの (Richetia) とは違い， そのエピ

セリウムの膜厚が薄い。



熱帯材の識別〈須藤) - 61 ー

Peninsula, H. E. DESCH, Malayan Forest Record No. 14, 1941) 

parenchyma 

単独の結

*異性型 晶が柔組

の放射 繊維状仮
シリカ 織の中に 結晶多室 放射組織

周囲状 翼状 連合翼状 組織 道管
認められ 柔細胞 中に結晶

る

+ + + + 
+ + + 十

十 十

十 -? 十 土 士

十 + 十

+ + + + 芋

+ + 士 + 
+ 十 十 + + 
+ + + 

+ 十 + + 

十 土 平 + 芋

+ + 

+ 土 十 十 土

+ 十 + ー 4 + 

+ + +, 

4. Hopea resinosa で例外が認められた。

5. 放射組織中の結晶は Balanocaゆus で、は，非常に少なく ， Hopea feγea では，多数認められる。

キ注異性型の放射組織，板自国で観察したとき，多列放射組織の多列部を構成する細胞の形，大き

さが，一定でないことを意味している。
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なお，かれが，この科の中の属の識別拠点，また属の中のクツレープの識別拠点となるような性質の有無

を記載したのが，表Eである。

Anisoptera 

この属の木材は，一般には個々の樹種として区別して取り扱われることはないようである。すなわち，

この属の木材は，一括して Mersawa (マラヤ)， Palo自apis (フ 4 リヅピン)， Tenam (スマトラなど)，

Benchali および Merbakan (ブノレナイ)， Pengiran (北ボノレネオ)， Krabak (タイ)， Ven-Ven (イン

ドシナ〉などと呼ばれる。

属としてはチッタゴγ付近から，ピルマ，タイ，インドシナ，マラヤ，フ f リッピン，スマトラ，ボル

ネオ，ジャワ(セレベスにはない〉をへて，ニューギニヤに及ぶとされているつ

マラヤを中心として，次のような樹種が産する。

A. costata KORTH 

A. curtisii DYER 

A. 蜘arginata KORTH 

A. 例。:gistocarpa V. SL. 

A. oblonga DYER 

A. scaphula (ROXB.) PIERRE (A. glabra KURZ) 

気乾比重の値としては， 0.51~0.73 が知られている。

また，インドシナには A. cochinchinensis PIERRE などがあり， 気乾比重の値としては 0.60~0.70 が

気日られている。

木材の内部構造，外観的な性質，物理的な性質などは A. thurifera によく似ていて， 区別するのは難

しい。したがって，次に述べる A. thurifera の記載が，細かい点を除きほとんど，そのまま適用できる。

A. thurifera (BLCO) BLUM. 

Palosapis 

木材の色調は，淡黄色，淡黄褐色などを示す。しばしば，桃色，紅色などの縞をもつが，大気中に長期

間さらされると消失する。

肌目は，やや粗，ないし粗である。木理は交錯している。硬く，重い (0.61~0.82 A. D. Sp. g.) 。

道管 散在する。肉眼でも認められるか，明らかである。複合する道管が認められることがあるが，

非常に少なく，ほとんどが単独である。接線方向の直径は 300 u に達することがある。 チローズが，認

められる。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 10μ である。

柔組織 レンズにより認められる。周囲状のものが認められるが，とくに発達してはし、ないで，薄い

鞘状を示す程度である。独立型のものが細い接線状に配列するが，一般に短く，時に長くつながり，放射

組織の間を結ぶこともある。

放射組織 肉眼でも認められる(横断面)。放射断面では，その色調が他の組織のそれとほとんど

差がないため，その高さの割には(しばしば 1mm を越える〉明りょうではなし、。 しかし注意すれ

ば，肉眼によっても，放射断面では幅のやや広い帯として認められるので， 色調，肌目などのよく似

た Shorea の木材との放射断面での区別点となる。
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主として異性m型を示すが， IT型も含まれている。 1~8 細胞幅を示す。

鞘細胞をもっ。シリカが認められる。

道管との聞の膜孔は長だ円形，その他の形を示し，大きし、。

繊維状細胞 有縁膜孔をもっ。
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周囲仮道管が認められる。 METCALFE らによると，これは周囲仮道管と，繊維状仮道管との問の中間型

であるとされている。

その他 垂直道が認められる。散在する。横断面では，道管と区別し難し、。これは一般に垂直道の周

囲の柔組織が， とくに発達してし、ないことによるのであろう。しかし， 白色の内容物を充填しているか

ら，白色の点として横断面で認められる。このことに注意すれば， レンズにより明らかである。その直径

は道管に比べてずっと小さい。

産地 71 リヅピン。なお，フ f リッピンには A. brunnea Foxw. : Afu , A. curtsii DYER: Dagang, 

A. mindanaensis Foxw: Mindanao palospis などがある。いずれも性質がよく似ている。したがって，

市場では，同ーの市場名 Palosapis で，すべてが取り扱われているだろう。

Balanocarpus 

B. cagayanensis Foxw. 

Narek 

木材の色調は赤褐色を示し，やや紫色を帯びた縞をもつことが多い。伐採直後など，材が新しい時には

緑色を帯びた責褐色を示し，緑色の縞をもっとされている。肌目はやや精，ないし精である。木理は交錯

する。硬く，重い (0.87~0.96 A.D. Sp. g.) っ

道管 散在する。単独のものが多く，これに複合するものが混在する。肉眼では認めにくいことが

多い。接線方向の直径は 100μ を越えることもある。

チロースが里蒔箸である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔はペスチヤード膜孔で，その直径は約 8μ である。

柔組織 レンズにより認められる。翼状，連合翼状などを示し，さらに，これらが接線方向に伸長す

ることもある。独立型のものも認められるが，短く，線状を示すがその出現は不規別である。

結晶が認めらる。通常， 4個ずつ，上下につながっているが，時には8~12個までもつながることがある。

放射組織 異性E型，ないしE型を示す。 1~3 細胞幅であるつ

結晶が認められる。一般に， 2 個ずつに分けられた分室細胞の中に， 1 個ずつ含まれていることが多

い。シリカは，認められなL 、。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，その他の形を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は認めにくい。

その他 垂直道が認められる。同心円弧状に長く国列するつ帯状に長く配列する柔組織中に包まれて

丸、る。

産地 71 リッピン

B. heimii KING 

Chengal 

木材の色調は黄褐色で，やや緑色を常びる。大気中に長くさらされると，濃赤褐色，紫褐色などを帯び
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るようになる。硬く，非常に重い CO.91~0.97 A.D. Sp. g.)。

肌目は，やや精である。木理は交錯する。

道管 散在する。肉眼によってはかろうじて認められる。単独のものが多く，複合するものは少

ない。その接線方向の直径は約 130μ である。チロースが密につまっている。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 8μ である。

柔組織 レ γズによっても，明らかでないことが多L、。非常に細い，独立型の線状を示すものが認め

られる。それらが，放射組織と階段状の模様を形づくる。

周囲状のものがあるが，とくには発達していなし、。結晶は認められない。

放射組織 異性E型，ときにはE型を示すものがある。 1~4 細胞幅を示す。結晶が認められる。

接線断面を顕微鏡下で観察すると，紡錘形の多列部に，大型の細胞が混在してし、る。したがって，細胞

の大きさは均一ではない。

道管との間の膜孔はやや大きく，長だ円形，その他の形を示す。

層階状配列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

周囲仮道管が認められる。

その他 リヅフ。ノレマークが顕著である。これは，性質のよく似た木材との区別点となる。

垂産道が認められる。長く，同心円状に配列する。直径は，一般に道管のそれより小さい。垂直道は同

心円弧状に配列する柔組織の帯に包まれている。その帯の色は黄白色である。

産地 マラヤ

Cotylelobium spp. 

Resak 

市場名としては， 上述した Resak が用いられている。これは Vatica の木材の市場名でもあるC ま

た Kiem lì !Jイで呼ばれる名である。

この属の木材については，まだよく知られていないことが多い。一般には， Vatica の属の木材と同じ

ものとして取り扱われている。

木材の色調は褐色を示す。硬く，重い (0.65~1. 05A.D. Sp. g.)。肌目は精である。木理は通直，な

いしやや不規則である。

道管 散在する。肉眼では認めにくいことが多い。ほとんど単独道管のみからなる。その接線方向

の直径は 100μ 以下である。

チロースが密につまっている。穿子Lは単一である。

柔組織 レンズにより認められる。独立型の散在するもの，さらに短い線状に配列するものなどが認

められる。

放射組織 異性1lI型を示す。細胞隠は 1~5 である。

接線断面を顕微鏡下で観察すると，紡錘型の部分は，大きさの異なった細胞によって構成されている。

また，放射断面では，やや高さの高い平伏細胞の列に，高さの低い平伏細胞が 2 個，上下にならんではさ

まっている。

シリカが認められる(この性質によって Vatica から区別できる〉。まれに，結晶が認められる。
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級車重状細胞 有縁膜孔をもっ。

その他 散在するま震直道が認められる。直径が大きくないので，横断面では，レンズを用いても注意

しないと認めにくし、。

とくに述べてない性質については， Vatica の木材についての記載と同じである。

産地 この属の樹種は， SYMINGTON によると約 8種類あり，主としてボルネオ産で， 2 種がマ

ラヤ，スマトラに産し 1 種がタイ， 1 種がセイロンにまで分布が及ぶとされている。

Dipterocarpus 

この属の樹種は，広くイ γ ド，セイロン，西部マレイシヤ， 7 {リヅピンなどに分布している。

SYMINGTON にしたがって，マラヤを中心とした樹種， その俗名， 分布*学名などを次に示してみよ

う。

D. σcutanguls VESQUE: Keruing (M. Saraw.) 

D. alatus ROXB.: Keruing (Bur. Th. Anda. M.?) 

D. appendiculatus SCHEFF.: Keruing baran (S. Bo. M.) 

D. apterus Foxw.: Keruing latek (M. S. Bo.) 

D. baudii KORTH.: Keruing bulu (Ind-china, Bur. Th. M. S.) 

D. chaγtaceus SYM.: Keruing kertas (Th. M.) 

D. concavus Foxw.: Keruing 自endox (M.) 

D. coriaceus V. SL.: Keruing paya (Saraw. Bo. M.?) 

D. corutus DYER: Keruing gambang (M. B.) 

D. costatus GAERTN. f.: Keruing bukit (Bur. Ind-china, Andam. Th. M.) 

D. costulatus V. SL.: Keruing kipas (M. S. Bo.) 

D. cγinitus DYER.: Keruing mempelas (M. S. Bo.) 

D. dyeri PIERRE.: Keruing etoi (Ind・china， Th. Bur. M.) 

D. fagineus VESQUE.: Keruing pipit (Saraw. N. Bo.) 

D. gracilis BLUM.: Keruing besat (Chittagon hi1l tract から Andam. Bur. Th. M. S. Bo Phi_ 

Jav.) 

D. grandiflorus BLCO.: Keruing belimbing (Andam. Bur. Th. M. S. Bo. Phi.) 

D. hasseltii BLUM.: Keruing ropol (Th. M. S. Jav. Bali. Bo. Phi.) 

D. kerrii KING: Keruing gondol (Andam. Bur. Th. M. Phi.) 

D. kunstleri KING: Keruing gombang merah (M. S. Bo. Phi) 

D. lowii HOOK f.: Keruing sol (S. M. Bo.) 

D. oblongifolius BLUM.: Keruing neran (M. Bo.) 

D. obtusifolius TEYSM. ex MIQ. (Bur. lnd ・china， Th.) var. subnudus RYAN et KERR. : 

Keruing beludu (M.) 

D. palembanicus V. SL.: Keruing ternek (S. M.) 

D. penagia刊us Foxw.: Keruing gasing (M. S.) 

* 括弧の中に略語で示しである。それらについては， Hopea の最後の項の注を参照のこと。
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D. �seudo-fagineus Foxw.: Keruing kelabu (Th. M.) 

D. retusus BLUM.: Kerning gunong (Jav. M.) 

D. rigidus RIDL.: Keruing chogan (8. B. M. Ananiba Isls.) 

D. rotundifolius Foxw.: Keruing :n1engkai (M..) 

D. semivestitus V. 8L.: Keruing padi (Bo. M.) 

D. sublamellatus Foxw.: Keruing kerut (M.) 

D. verrucosus Foxw. et V. 8L.: Keruing merah (8. M. 8araw. Brunei N. Bo.) 

すでに述べたように，この DIPTEROCARPACEAE の木材は垂直道をもっている。その垂直道が，こ

の属の木材の場合には短く，接線状に酪列するものと，散在するものとが混在する。したがって，ちょう

ど，同心円弧状に臨列するものを有する属と，散在状に配列するもののみをもっ属との，中間的なものと

いえる。

以上に加えて，次のようなことがこの属の特徴といえる。

1. シリカを組織中にもつ。

2. 大部分の樹種は，チロースをもつことがまれである。この性質はこの科の木材としては，むしろ例

外的なものといえる。

D. grandjflorus BLCO. 

Apitong 

木材の色調は赤褐色を示し， しばしば濃色である。泊状のしみが各断面で認められる。木理は交錯す

る。肌目はかなり個体により差があり，やや精，ないし粗で、ある。これは，その生育地の差によっておき

ることとされている。硬く，重い (0. 75~0.86 A. D. 8p. g.)。

道管 散在する。肉眼でも，はっきり認められる。単独のものがほとんどである。その接線方向の

直径は，しばしば 200μ を越える。チロースは，ほとんど認められるととはない。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その置径は約 Bμ でおる。

柔組織 レシズにより認められる。周囲状に配列するもの，さらに短い翼部をもった，翼状のものが

ある。独立型の散在するものがあるが，顕著ではない。

放射組織 異性E型を示すことが多し、。 1~5 細胞幅を示す。

シリカが認められる。赤色の内容物を含んでいる。鞘細胞が認められる。

道管との聞の膜孔は，やや大型で，長だ円形，やや伸長した形などを示している。

識維状細胞 有縁瑛孔が認められる。周囲仮道管が認められる。

その他 垂直道が認められる。散在するものと，短い弧状に配列し，ときにはかなり長い弧状に毘列

するものがある。いずれも，柔組織に包まれており，弧状に配列するものの場合には，淡色の楕として肉

眼でも認めることができる。

煙草の煙を材片の一端から吹き込むと， その伽請から， 細い，煙のすじとなって出てくる。このこと

は，道管の中にチロースがなく，したがって，道管の中が，空になっているためにおこるのである。同様

のことをフ 4 リ y ピン産のこの属の木材についてやってみたが，多少の差はあっても，同じようなことが

いえた。その樹種は

D. �hilip�inensis Foxw. 
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D. gracilis BLUM・

D. kerrie KING. 

などである。したがって，一般に出会うフ 4 リッピン産の，この属の木材を他から区別するために，この

方法は簡便で確実性のあるものといえよう。

産地 フ 4 リァピン。さらに，東南アジアに広く分布する。

D. turbinatus GAERTN. 

Gurjun (インド)， Kanyin (ビルマ〉

木材の色調は赤褐色を示す。肌目はやや粗である。木理は交錯する。硬く，重い (0.62 A. D. Sp. g.)。

性質は， D. grandiflorus などと，よく似ている。ただ，明らかな相違点として，チロースがかなり認

められることが目だっている。したがって，すでに述べたように，煙草の煙を一端から吹き込んでも，他

端から出てくることはなかった。

産地 インド，ピノレマ，パキスタン

Doona sp. 

木材の色調は，赤侮色を示す。肌目はやや粗である。硬く，重L 、。

道管 散在する。肉限でも認められる。その接線方向の直径は， 200μ に達する。

穿孔は単一でゐる。

柔組織 レンズにより認められる。散在するもの，短い，細い線状に配列するものなどがある。

結晶が認められる。短く軸方向に配列し，ときには長い鎖状に配列する。これらは横断面で白い点とし

て，レンズによって認められる。

放射組織 異性Jlf型を示す。 1~3 細胞慌である。

その他 垂直道が同心円弧状に配列する。これらは，柔組織の淡色の同心円弧状に配列する帯の中

に包まれている。

そのほか，とくに触れてない性質のうちで，この科の木材の共通の性質といえるようなものは，すべて

もっている。

むしろ ， Shorea, Parashorea などのやや肌目の精である木材に非常によく似ているコ

産地 セイロン

Dryobalanops 

木材の性質が，外観的にも，内部構造の上からも ， Diþterocarþus 属の木材のそれに非常によく似てい

る。しかし，この属の木材には，長く同心円弧状に配列する垂直道があり，それを包む柔組織の帯が認め

られる。したがって，この性質が認められる場合には，容易に区別される。

D. aromatica GAERTN. 

Kapur 

D. oblongifolia ﾐYER. 

Keladan, Kapur paya, Kuras (スマトラ〕

D. beccarii ﾐYER 

D. lanceolata BURCK 

D. rappa BE_CC. 
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Kapur, Borneo camphorwood 

D. keithii SYM. 

Kapur merah, Kaminan, Gumpait, Mampahit 

木材の色調は淡赤褐色，赤褐色を示す。木理は通直であることが普通であるが， やや交錯することも

ある。しかし D. oblongifolia ではしばしば，はっきりと交錯している。この例外を除けば一般に，

Di pterocarpus の木材に比べて，より通直であるので，両者の区別点とすることができる。肌目はやや粗

である。一般に，新鮮な材では樟脳に似た芳香をもっ。このことによって， Borneo camphorwood など

の名がつけられているのである。しかし Dry. keithii には芳香がなく，したがって，他から，木材として

も区別されている。また Dγ'y. aro削atica は，長期間大気中にさらされた後でも芳香がある。やや硬い，

ないし硬い，重い (0.64~0.80: Borneo camphorwood, 0.80: Kapur , 0.70: Keladan いずれも A.D.

Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。主として，単独のものからなる。接線方向の直径は，し

ばしlí， 200μ を越える。縦断固ではキラキラ光る条として認められる。チロースが認められる。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔が~り，その芭径は約 8μ である。

柔組織 垂直道を包んで，長く同心円状につながるもの以外は，肉眼では認められない。周囲状，翼

状などを示すものが，レンズによって認められる。独立型の散在するもの，短い線状につながるものなど

があるが，事潜ではない。

放射組織 放射断面では，明らかな帯として認められる。

異性E型を示す。 1~5 細胞隔である(l~4: Dry. oblongifolia" 1~5: Dγ'y. lanceolata, 1~3: 

Dry. aγ伽atica)。

シリカが認められる。赤色物質を含むものがある。結晶がまれに認められることがある。

多列部に大型の細胞が少数認められることがあるが，翰細胞を形づくることは少ない。

道管との間の膜孔はやや大きく，長だ円形，その他の形を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔が認められる。周囲仮道管が認められる。

その他 リッフ勺レマークが，はっきりと認められるものがある。このような場合，放射組織は層階状

配列を示す (Dry. aro畑atica)。また，不顕著なリッフ。ノレマークをもつものもある (Dry. oblo叩gifolia)。

垂直道が認められる。同心円弧状に長く配列するものが常在する。これらは，同心円弧状に配列する柔

組織の帯の中に包まれている。

産地 この属の木材は， Java 以外の西部マレイシヤに産する。 Dry. aro桝atica， Dry. oblongifolia 

などは，ボルネオからマラヤ，スマトラにかけて産するが，それ以外はボソレネオにかぎられているとされ

ている。

Hopea 

この属の木材は，大気中に長くさらされると濃褐色になるものもあるが，主として，黄褐色で，それが

やや緑色を帯びていることが多い。 したがって ， Balanocarpus の木材と，非常に性質が似ている。硬く

やや重い，ないし重レ。

垂直道が，同心円弧状に配列している。また，周囲仮道管をもっ。シリカは認められない。

DES":H はマヲヤ産の Hopea， Balanocarpus について次のような肉眼的性質による検索表を示している。
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( 1 ) リッフ.ノレマークが顕著 (2) 

(1) リップノレマークは認められない (3 ) 

(2) 木材の肌目は精で，個々の道管の条や，線状の柔組織はレンズによれば明らかである。生材の

時には緑色を帯びる。 Chengal (0.91 A. D. Sp. g.)。

(2) 木材の肌目は非常に精で，個々の道管の条や，柔組織の線はレンズによっても明らかでない。

Malut (0.88~ 1. 16 A.D. SP.g)。

( 3) 木材は非常に硬く，重L 、。 Giam (0.96~ 1. 05 A. D. Sp. g.)o 

(3) 木材はやや硬く，やや重い，ないし重い。 Merawan (0.59~0.85 A.D. Sp・ E・〉。

しかし，これらのグループは植物分類学的な意味でのグループとは無関係である。

Chengal 

Balanocarpus heimii KING. 

Malut 

Hopea ferrea LANESSAU. (Ind ・ china ， Th. M.) 

Giam 

Hopea apiculata SYM.: Melukut, (P.) , (M.) 

H. helferi (DYER) BRANDIS: Lintah bukit, (E.), (Camb. Bur. Th. M. Andam.) 

H. nutans RIDL. Giam, (E.), (M. B.) 

H. pierri HANCE: Merawan palong, (D.), (Camb. Phi. M.) 

H. polyalthioides SYM.: Giam rambai, (P.) , (M.) 

H. resinosa SYM.: Bayan, (P.) , (M.) 

H. semicuneata SYM.: 8ama rupa chengal, (E.), (M. Bo. S.?) 

H. subalata SYM.: Merawan kanching, (B.) , (M.) 

Merawan 

H. auriculata Foxw.: Merawan, (D.), (M.) 

H. beccariana BURCK.: Merawan batu, (D.) (Bo. M.) 

H. dryobalanoides MIQ.: Mata kuching hitam, (D), (S. Bo. M.) 

H. dyer HEIM.: Merawan palit, (D.), (Bo. M.) 

H. ferruginea PARIJS: Meta kuching merah, (D.) (M. S. Bo. Rhio 群島

H. glaucesens SYM.: Merawan kelabu, (B), (M. Bo.) 

H. griffithii KURZ.: Merawan jantan, (B.) , (Bur. M.) 

H. johorensis SYM.: Meta kuching pipit, (D.), (M.) 

H. latifolia SYM.: Merawan daun bulat, (D.), (M.) 

H. 隅engara叩an MIQ.: Merawan penak, (D), (M.) 

H. minima SYM.: Merawan ungu, (B.), (M.) 

H. montana SYM.: Merawan gunong, (B.), (M.) 

H. 刑:yrtifolia MIQ.: Meta kuching beludu, (D.), (S. M.) 

JT. nervosa KING: Merawan jangkang, (B.), (M.) 
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H. odorata ROXB.: Chengal pasir, (E.) , (Ind-China, Bur. Th. , M. Andam.) 

H. �edicellata (BRANDlS) SYM.: Mata kuching bukit, (D.) (M.) 

H. �ubescens RlDL.: Merawan bunga, (D.) (M.) 

H. sangal KORTH: Mersiput, Gl1gil (N. Ro) , (M. 西マレイシヤ， Bo. Jav.) 

H. sublanceolata SYM.: Merawan jeruai, (B.) , (M.) 

H. sulcata SYM.: Merawan rneranti, (D.), (M.) 

この属の木材は樹種によっては，その組織の中に出現する結晶の有無，出現の仕方，その形などに差が

ある。このことは，すでに DESCH によって指摘されてしる。表Eにこのことは示されている。

"7~リッピン産，およびその他の地域に産する HOþea の木材について，結晶についての検討を行なっ

てみた。

H. acuminata MERR.: Manggachapui ("7 1 リッピン)

放射組織中に結晶が認められる。しばしば，水平方向にこれらが長く連続して配列することがある。時

に，これらのうちのあるものは，集品である。

柔組織の中にも，認められる。

H. �hili��inensis DYER.: Gisok-gisok ("7 1 リッピン〕

放射組織中に，結晶が認められる。時に水平方向に，長く，連続して配列することがある。柔組織中に

も認められる。また，ときに集品が認められることがある。

H. 刑indanaensis Foxw.: Magasusu ("7 1 リッピン)

放射組織中に認められる。長く，水平方向に連続して配列する。柔組織中にも認められ，長く，車由方向

に配列し，鎖状を示す。また，集晶が認められることがある。

H. þlagata(BL心0.) VIDAL.: Saplungan (71 リッピン〉

放射組織中に認められる。また，集品が認められる。

柔組織中にも認められるが，少数であるo

H. ferruginea 

放射組織中に結晶が認められるが，少数である場合と，また，水平方向に長く連続して配列することが

ある。これは，個体によって，異なるのかもしれない。

柔組織中では，長く，鎖状に配列する。また，集品が認められる。

H. 隅engaγawan

結晶は認められなし、。

H. odoγata 

結晶は認められないか，または非常に少数が放射組織中に認められる場合と，多数が放射組織中に認め

られる場合がある。

H. oblongifolia 

放射組織中に認められる。水平方向に長く，連続して配列する。また，集晶が認められることがある。

柔組織中には認められない。

H. 〆errei ( フ 4 リッピ γでは， Dalindingan, Manggachapui などと呼ばれる〉

結晶は，認められない。



熱帯材の識別(須藤) -71-

H. sangal. 

放射組織中に連続して，水平方向に配列する。ときに 1 細胞中に 2 個以上が含まれることが為る。集晶

が認められることがある。

柔組織中には認められない。

H. sem兤uneala 

放射組織中に認められる。時に集晶も認められるつ

柔組織中には認められない。

Hopea sp. (Bangkirai tadock) 

結晶は認められない。

H. acuminata MERR. 

Manggachapui 

木材の色調は濃黄褐色，金褐色などを示す。木理は交錯するか，通直である。肌目はやや粗である。硬

く，重い (0.72 A. D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものが多く，複合するものがこれに混在する。接線

方向の直径は， 200μ に達する。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 8μ である。チロースをもっ。

柔組織 レンズにより認められる。周囲状のものがあるが，層は薄い。独立型の細い線，散在するも

のなどがある。

放射組織 異性J1[型を示す。 1~4 細胞隠である。高さは一般に 500 (600)μ 以下である。

接線断置を顕微鏡下で観察すると，大型の細胞が多列部に混在していることがわかる(表Eのキ注を

参照)。

結晶が認められる。水平方向に配列することもある。あるものは集品である。

道管との間の膜孔は大きく，長だ円形，その他の形を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。周囲仮道管が認められる。

その他 不顕著なリップノレマークが認められることがある。

垂直道が認められ，同心円状に配列する。柔組織の帯の中に包まれている。

産地 7 i リッピン

H. foxworthii ELM. 

Dalingdingan 

H. acuminala によく似ている。異なった点などをあげると，

放射組織 異性E型を示すことが多L 、。 1~5 細胞i陪である。高さはやや高く， 1 ， 000μ に達するも

のもある3

結晶が多数認められ，長く，水平方向に配列することが多L、。ときに集品であることがあり，また，分

室細胞になっていることもある。赤褐色の内容物を含むことがある。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，その他の形を示す。

柔組織 レンズによっても明りょうではない。周囲状のものが主であり，時に翼状を示すものもあ

る。独立型のものは散在する。結晶が多数認められ，長く，鎖状に配列する。
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H. plagata (BLCO.) VIDAL 

Saplungan 

木材の色調は，濃黄偏色， 金補色などを示す。大気中に長くさらされると，濃褐色を帯びてくる。ま

た，しばしば紫黒色の縞をもっ。硬く，非常に重い(1.08~ 1.18 A. D. Sp. g.)。木理は交錯する。肌目

は精である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。しかし ， H. al仰何nata などに比べると，ずっと小さい。

接線方向の直径は 150μ 以下である。

柔組織 レンズにより，認められる。周囲状のもの，短い翼状を示すものなどがある。独立型の線状

をなすもの，散在するものなどがあるが，分布数は少ない。少数の結晶が認められる。

放射組J織 異性JI[型を示す。 1~5 細目包隔を示す。結晶が認められ，長く，水平方向に配列すること

が多い。

接線断面で観察すると，多列部に大型の細胞が混在している。

道管との間の膜孔は大きく，長だ円形，その他の形を示す。

その他 垂直道が同心円状に臨列する。これらは，柔組織の帯の中に包まれる。その産径はほとんど

道管の大きさに同じである。白色の内容物が明らかである。

産地 フ 4 リヅピ γ

H. odorata ROXB. 

Thingan (ピルマ)， Ta・khian・ thong (タイ)， Koki , Sao (インドシナ〕

木材の色調は金褐色，濃黄褐色などを示す。木理は交錯する。肌目は粗である。硬く，重い (0.74

A.D. Sp. g.) 。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものが多く，これに複合したものが混在する。接線

方向の直径は， 220μ に達する。チロースが認められる。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 8μ である。

柔組織 レンズにより認められる。独立型の，断続した線状に配列するものが多数認められる。周囲

状のものは薄い鞘を形づくる。

放射組織 肉眼でも，横断面で認められる。

異性E型を示す。 1~7 細胞幡(ときにはその幅が， 80μ をこえる〉である。高さもやや高く，しばし

ば， 1 ， 000μ に達し，まずこ，それを越えることもある。

接線断面で観察すると，非常にはっきりと，大小の細胞が多列部を構成していることがわかる。放射断面

で観察すると，非常にはっきりと，高さの低い平伏細胞と，高い平伏細胞とからなっていることがわかる。

細胞の中に，結晶が認められることがあり，単独のことが多L、。多数認められる場合と，そうでない場

合がある。

その他 垂直道が認められ，同心円状に配列する。柔組織の帯の中に包まれている。

産地 タイ，ピルマ，インドシナ

H. sangal 区ORTH.

Gagil 

木材の色調は金褐色，実褐色などを示す。やや緑色を帯びていることが多L、。肌目はやや粗である。木
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理は交錯する。

道管 散在する o 肉眼でも認められる。単独のもの， 2 個複合するものなどからなる。接線方向の
直径は， 180μ に達する。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 8μ である。チロースが認められる。

柔組織 レンズによって認められるものもある。周問状のものは，薄い鞘を形づくる。独立型のもの

は，散在，短い線状などに配列するが，少数である。

結晶は認められない。

放射組織 異性m型を示す。しばしば，高さがし000μ を越えることがある。放射断面では肉眼で

も，明らかである。

結晶が認められる。単独のもの，水平方向に配列するものなどがある。褐色の内容物が認められる。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，その他の形を示す。

その他 垂直道が認められ，同心円弧状に配列する。柔組織の帯の中に包まれている。

以上述べた性質のうち，繊維状細胞の項目を除いてあるものについては，すべて， H. ιcuminata の項

目の記載と同じである。

注 この科の記載の中で，用いている分布地域の略号は，それぞれ，次のことを意味する。

Andam.: アンダマン， Bo.: ボルネオ， Bur.: ビルマ， Camb.: カンボジヤ， Ind・china: イン

ドシナ， ]av.: ジヤパ， N. Bo.: ;fl:.ボルネオ， Phi1.: フ 4 リッピン， S.: スマトラ， Saraw.: サラ

ワク， Th: タイ。

Hopea の中で用いている略号は，それぞれ次のことを意味する。

B.: Bracteata グループ， D.: Dγ'yobalanoides グループ， E.: Euhopea グループ， P.: Pierrea 

グループ。

Parashorea plicata BRANDlS. 

Bagtikan (7 1 リッピン)， White seraya (北ボルネオ〕

木材の色調は淡桃褐色，灰褐色などを示す。しばしば，横断面で観察すると，やや規則的な，同心円を

措く濃色の縞を有することがある。注意すればこれらの縞が，縦断面でも認められることがある。木理は

交錯する。肌目は粗である。やや軽い，ないし重く，その比重の幅は広い (0.48~0.82A.D. Sp. g.)。

重いものはラワン類の中で最も重し、。やや硬い。

道管 散在する。肉眼でも明らかに認められる。単独のものと，放射方向へ 2~3 個複合するもの

とからなる。その接線方向の直径は，しばしば 300μ を越える。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 8 (10)μ である。

チロースが認められる。

柔組織 レンズにより認められる。周囲状，さらに翼状などに麗列する。独立型のものがあるが発達

してはいない。散在するものがかなり多数レンズによって認められる。

結晶が多数認められる。鎖状に長くつながっている。これらの結晶があるため，散在するものが白色の

小点として，レンズによって認められる。この性質はこの属の木材に共通なものであって，他の属の木材

から区別するための拠点となる。とくに，いわゆるラワン類の淡色のものの中から，この属の木材を区別

するためによい拠点となる。

放射組織 異性E型，ないしE型を示す。 1~5 細胞l隔を示すが，主として 3~4 細胞l憶のものが認
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められる。とくに，放射断面では明らかである。また，横断商でも認められる。

結晶が多数認められる。しばしば，水平方向に長く配列する。道管との聞の膜孔は，やや大きく，長だ

円形，伸長した形などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められなし、。

周囲仮道管が認められる。

その他 同心円状に配列するま直道が認められる。これらは，柔組織の帯の中に，包まれている。し

たがって，肉眼でも明らかである。白色の内容物を含む。

木材の小片を燃焼すると，白色の灰が残る。

産地 71 リッピン，ボルネオなど。

また，前者には P. warburgii BRANDIS. があり， マラヤにはP. lucida (MIQ.) KURZ. などがある。

性質はよく似ている。

Pentacme contorta MERR. & ROLFE. 

White lauan 

木材の色調は淡掲灰色，淡桃褐色などを示す。産地によって，濃，淡の差があるとされている。木理は

交錯する。肌目はやや粗，ないし粗である。やや硬い。軽レ，ないしやや重い (0.45~O.68 A.D. Sp. 

g.)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，および 2~3 個，放射方向などに複合するも

のとからなる。接線方向の直径は， しばしば 200μ をこえる。

穿子Lは単一で，側壁の膜孔は，ベスチヤード膜孔で，その直径は約 10μ である。

柔組織 レ γズにより認められる。周囲状のもの，やや翼状を示すものなどがある。散在するものも

ある。

結晶が認められる。それを含む細胞は，とくに他と具なった形をすることはなl '0 一般に，長<，鎖状

にはつながらないが，しばしば， 4~5 個くらいまでは，軸方向に粗に配列することがある。

放射組織 異性E型，ないしE型を示 fo 1~5 細胞隔を示す。

時に結晶をもつことが為る。その細胞は膨れて長い慢の形を示すことがある。また，この結品が集晶で

あることがある。結晶が大きいこともある。結晶細胞がしばしば2 個程度の分室細胞であることがある。

道管との聞の膜孔はやや大きく，長だ円形，その他の形を示す。

蹴鰍細胞 有縁膜孔は認めにくい。周囲仮道管が認められる。

その他 垂直道が認められる。同心円弧状に長く配列する。柔組織の長い帯の中に包まれて L 、る。し

たがって，肉眼でも明らかである。白色の内容物を含む。

なお，筆者らが， (79) にマンガシノロと比較のために取り上げたノミクチカンは， 結晶の現われた状態

から考えて，むしろ，この Pentacme contorta の可能性が強L、。その材鑑は，フィリッピンの林産研究所

から寄贈されたものである。

産地 フ 4 リッピン

P. siamensis KURZ 

(P. suavis A. DC) 

Rang (タイ)， Reang (インドシナ)， Ingyin (インド，ピルマ)， Temak batu (マラヤ〉
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木材の色調は縫金褐色，滋賀褐色などを示すc したがって ， P. contorta とは全く異なっているc 肌目

は，やや粗である。木理は交錯Fる。硬く，重い (0.70~0.98 A.D. Sp. g.)。

とくに明らかではないが，注意するとリップノレマークがあることがわかる。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものと 2~3 個複合するものとからなる。

チロースが密につまっている。

接線方向の直径は，約 200μ である。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 8μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。周囲状，ないし短い翼状などを示す。散在状のものがあり， しばし

ば，短く線状に配列する。横断面で注意してレンズで観察すると，白色の小点が多数認められる。これは

細胞中に，大きい結晶が多数存在するのが，そのように認められるものである。結晶の大きさは，しばし

ば 50x80μ 程度になる。一般に，単独か， 2~3 個軸方向に配列するものが多いが，数個をこえること

はなし、。その細胞は棒状に膨らんでレる。

放射組織 異性lIT型，向性却などを示す。 1~5 細胞帽である。他の組織との色調差がないので，放

射断面でも顕著でない。時に，不顕著な層階状配列をする。

道管との聞の膜孔はやや大きく，長だ円形，その他などの形を示す。

産地 インド，ビルマ，タイ，インドシナ

これらの地域には，材質の上からも，内部横造の上からも，非常によく似た

Shorea γobusta GAERTN. f. 

Sal 

S. obtusa W ALL 

Teng (タイ)， Thitya (ヒソレマ)， Phchek (インドシナ)

などがある。

このうち， S. robusta の分布は，インド内の限定された地域にかぎられているが， S. obtu.sa は P.

siamensis と同様に，広い分布地援をもっている。これらの木材の区別点を文献と筆者の観察結果をまと

めると，

1. 放射組織のうちに結晶をもつものは，

P. sia明朗sis

2. 材の小片を燃焼させると，すべての樹種は灰になるが， S. robusta の灰は灰白色であるのに対

し，他は褐色などを帯びている。

Slwγ'ea 

この震の木材のうち，やや軽く，やや軟らかいものはラワン，メランチイ，セラヤなどと呼ばれ，その

市場で取引される量も，この科の中で最も多いといえよう。

また，重く，硬いものは Balau， Selangan batu, Yakal などと呼ばれ，重要な木材の 1 つである。

この属の木材の中にはシリカをもつものもあり， また， 水平道をもつものもある。共通な性質として

は，垂直道が同心円弧状に配列することがらげられる。

マラヤ産の木材についてのグループわけは，その他の地域からのものについても，同様に適用できる。
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S. almon Foxw. 

Almon 

木材の色調は，淡桃色，淡赤色などを帯びるョその生産地によっては， 色調が濃くなり，しばしば，

Tangile などの濃色のラワン類と，区別しにくいこともあるとされている。やや軽く，やや硬い (0.55

A.D. Sp. g.)。肌目は粗である。木理は交錯する。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，および 2~3 個放射方向に複合するものとか

らなる。接線方向の直径は，しばしば， 300μ を越える。

チロースを含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔は，ベスチヤード膜孔で，その直径は約 8μ である。

柔組織 垂直道を包むものが，肉眼で明らかであるが，それ以外は認めにくし、。

周囲状のもの，短い翼状，短い連合翼状をなすものなどがある。また，散在するもの，短い線状を示す

ものなどがある。まれに，結晶を有することがある。その結晶は単独で，その細胞はやや膨んでいる。

放射組織 放射断面では肉眼でも明らかであるが，とくに，他の組織との色調差は著しくない。しば

しば，高さは 1 ， 000μ をこえる。

異性E型， ないしJI[型を示す。 1~5 細胞隠である。まれに結晶をもつことがある。その細胞は一般

に，やや膨んでいる。

道管との閑の膜孔は大きく，長だ円形，その他の形をもっている。

繊維状細胞 周囲仮道管が認められる。有縁膜孔は認めにくい。

その他 垂直道が認められる。それらが長く，同心円弧状に回列する。それらは長く，帯状に配列す

る柔組織の中に包まれている。したがって，肉眼でも明らかである。空になっているものがあるが，一般

には白色の内容物を含む。

材片を燃焼すると，黒色の灰が残る。

産地 フ 4 リッピン

S. astylosa Foxw. 

Gisok 

S. malibato Foxw. 

Malibato 

S. semnis (DE VRIESE) V. SL. 

Malayakal 

Shorea sp. 

Yakal 

これらの木材は，広義の Yakal として取り扱われているものである。硬く，非常に重い(1.0 A.D. 

Sp. g.: S. 明alibato ， 1. 0: S. astylosa, 1. OO~ 1. 09: Malayakal , o. 93~ 1. 04: Shorea sp.) 。

木材の色調は賞灰色，実褐色，濃黄色など，黄色系の色調を示す。この比重の高いこと，色調などによ

って，他のこの属の木材から区別される。肌目は精である。木理は交錯する。

道管 散在する。かろうじて肉眼でも認められる。その接線方向の宜径は，一般には 150μ で

ある。
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柔組織 結品が多数認められる。軸方向に長く，鎖状を形づくる。

放射組織 一般には向性型を示す。異性E型を示すこともある。黄色の内容物をもっ。

その他 上述したこと，および色調，比重などの点を除けば，ほとんどその内部構造など Shorea

guiso のそれに，非常によく似ている。

産地 7 1 リッピン

S. guiso (BLCO.) BLUM. 

Gijo, Giho (フ 4 リッピン)， Selangan batu merah (北ボルネオ)

木材の色調は，濃赤褐色を示す。むしろ.濃褐赤色といえる色調をもっ。硬く，重い (0.75~0.88

A.D. Sp. g.)。木理は交錯する。肌目はやや精である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものが多く，放射方向などに 2~3 個複合するもの

が混在する。接線方向の直径は，約 150μ である。チロースがつまっている。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 8μ である。

柔組織 垂直道を包んで‘長く， 同心円状の帯を形づくるもの以外は，肉眼では認められなL 、。周囲

状，翼状，短い連合翼状などを示すものが認められる。さらに，独立型の，散在するものも多く，しばし

ば，放射組織の間を結んでいる。

結晶が多数認められる。これらの結晶は，軸方向に鎖状に配列している。この性質は，赤色系の色調を

もっフ 4 リッピン産の Shorea の木材の中では特徴的で，他からの区別点となる。

放射組織 肉眼では放射断面でもとくに明らかでない(ラワン類の木材との相違点)0

異性R型を示す。 E型を含むことがある。 1~4 細目包幅を示すc 細脂内には， 赤色の内容物がつまって

いる。

道管との聞の膜孔はやや大きく，長だ円形，その他の形を示すご

制鰍細胞 有縁膜孔は認められなし、。周囲{反道管が認められる c

その他 垂直道が同心円状に配列し，柔組織の帯の中に包まれている。白色の内容物を含む。時に，

放射組織が層階状配列をし，それによるリッフ'ルマークが認められることがある。

産地 フィリッピン，マレイシヤ

S. negrosensis Foxw. 

Red lauan 

木材の色調は赤色，濃赤褐色を示す。木理は交錯する。飢目は粗である。典型的なものは，ラワン類中

で最も粗いとされている。やや硬く，やや軽い，ないし重い (0.50~0.81 A.D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの. 2~3 個放射方向になどに複合するものなど

からなる。接線方向の直径は，しばしば. 300μ をこえ， ときには 400μ をこえることもある。チロー

スを含む。

穿孔は単一であり，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 8μ である。

柔組織 垂直道を包み，長く，同心円状に配列するものを除き，肉眼で、は認めにくい。周囲状，短い

翼状，ときには短い連合翼状を形づくることもある。独立型の散在するもの，短い線状に配列するものな

どがある。

まれに結晶が，通常の形をした細胞の中に認められることがある。赤色の内容物を含む。
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放射組織 放射断面では明らかである。しばしば，高さは 1 ， 000μ をこえる。

異性E型，ないしnr型を示す。 1~4 細胞幅である。赤色の内容物を含む。

顕微鏡下で接線断面を観察すると，各細胞の大きさが，他の同属の木材のそれに比して大きい。

道管との聞の膜孔は，やや大きく，長だ円形，その他の形を示す。

繊維状細胞 有縁撲孔は認めにくい。周囲仮道管が認められる。

その他 垂直道は同心円状に西日列し，淡色の柔組織の帯の中に包まれている。白色の内容物がつまっ

ている。

小片を燃焼すると炭が残る。これは，ラワン類の中では唯一のものである。

産地 7 1 リッピン

S. philippin~nsis BRANDIS 

Manggasinoro 

S. polita VIDAL. 

Malaanonang, Yellow lauan (2 種とも〉

木材の色調は淡黄色，淡黄褐色などを示す。しかし ， Hopea spp. の木材のように，緑色を帯びること

はない。肌日は，やや粗，ないし粗である。木理は交錯する。やや硬く， やや軽い， ないし重い (0.63

~0.77: S. polìta , 0.48~O.54 A.D. Sp. g.: S. philippinensis; 。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものが多く， 2個放射方向などに複合するものなど

が混在する。一般に，接線方向の直径は 200μ をこえることが多く，また 300μ に達するものもある。

チロースをもっ。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 8μ である。

柔組織 垂直道を包んで同心円状に配列するもの以外は，肉限では認めにくし、。周囲状，短い翼状を

なすものがあるつ独立型の，散在するもの，短い線状を示すものなどがある O

-放射組織 放射断f国でも，とくに他との色調差が明らかでないので，顕著ではない。

異性E型および，TIr型を示す。 1~4 細胞幅である。シリカを含む。

道管との間の膜孔は大きく，長だ円形，その他の形を示す。

織J維状細胞 有縁膜孔は認めにくし、。周囲{反道管を有する。

その他 垂直道が同心円状に配列し，柔組織の帯の中に包まれている。白色の内容物を含む。赤色を

示すハ他の Shorea 属のラワン類に比べて，垂直道の出現の度合はより少ない。この 2 樹種はシリカを有

するので， White meranti のグループに含まれる。

また，色調，内部構造のよく似た Yellow laun に属する S. . kalunt� MERR. : KaIunti がある。この木

材は，その放射組織中にシリカを含まず， その反面結晶を含んでいる。 したがって， この樹種は，水平

道のない点を除けば Yellow meranti の性質をもっといえよう。

産地 7 1 リヅピン

S. pi:Jlysperma (Btco.) MERR. 

Tangile 

木材の色調は，赤色，濃褐色などを示す。金色の光沢がある。肌目は S. negγosensis に比べると，や

や精であることが普通である。木理は交錯する。やや軽い，ないし重し、 (0.49~0.81 A. D.. Sp. g.)。



熱帯材の識別(須藤〉 -一 79 ー

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向などに 2~3 個複合するものなどと

からなる。その接線方向の直径は，しばしば 300μ に達する。チロースが認められる。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 8μ である。

柔組織 垂産道を包んで長く，同心円状の帯をかたちづくるもの以外は，肉眼では認めにくい。

周函状，短い翼状，短い連合翼状などを示すc 散在するもの，短い線状に配列するものなどがある。

結晶が認められる。単独で，その大きさは大きく，したがって，結晶細胞は得状に膨れていることが多

い。赤色の内容物を含む。

放射組織 放射断面では顕著である。しばしば，高さは 1 ， 000μ をこえる。

異性E型，ないし而型を示す。 1~5 細胞幅を示す。

結品が認められることがある。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，その他の形を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は認めにくい。胤園仮道管が認められる。

その他 垂直道が同心円状に配列し，帯状の柔組織の中に包まれている。白色の内容物がつまってい

る。

材片を燃焼すると，白色，ないし灰色の灰が残る。

産地 フ 4 リッピン

S. squamata (TURCZ.) DYER 

Mayapis 

木材の色調は淡桃色，桃色などを示しており，金色の光沢をもっ。やや軟らかく，軽い (0.50 A.D. 

Sp. g.)o Lauan 類の中で，最も軽い木材を生産するc 肌目は粗である。木理は交錯する。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの， 2~3 個放射方向に複合するものなどから

なる。接線方向の直径は， 300μ に達することがある。チロースを含む。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 8μ である。

柔組織 垂直道を包むもの以外は，肉眼では認めにくい。周囲状，短い翼状，まれには，短い連合翼

状を示す。結晶が認められることがあるが，少数である。その細胞が膨んでいることがある。

放射組織 放射断面では顕著である。しばしば，高さはし000μ をこえる。

異性E型，ないし市型を示す。 1~5 細胞幅を示す。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，その他の形を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は認めにくい。周囲仮道管が認められる。

その他 垂直道があり，同心円状に配列する。それを包んだ柔組織の帯は，肉眼でも明らかでゐる。

特徴的なことは，これらの垂直道がほとんど，すべて，空になっていることである。この性質によって他

から容易にこの木材を区別しうる。

材片は，燃焼すると黒色の灰を残す。

産地 フ f リッピン

Vatica spp. 

Resak (マレイシヤ) , Resak laru (マラヤ)， Narig (フ f リァピン)

木材の色調は，黄褐色，淡黄色などを示す。非常に硬く，非常に重い CO.97~1. 22 A.D. Sp. g.: V. 
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blancoana ELMER, 0 • 97 : V. m仰gachapoi BLCO.) ，重い (0.77~0.86: V. mindanaensis Foxw. , 

0.83~0.87: V. pachYPhylla MERR. , 0.65~ 1. 05: Vatica spp. -;r ラヤ産，. 0.97: Vatica spp. Resak 

batu 北ボルネオ産 ， 0.74: V. to叫inensis A. CHEV.)。木理は通直か，やや交錯する。肌目はやや精，

ないし精である。

外観的にも内部構造の上からも ， Cotylelobiu隅の木材と非常によく似ているが，次のような点で区別で

きる。

1. 一般に，木材の色調は，より黄色を帯びる(すべてではなし鳴り。

2. 組織の中に，シリカが認められることはない。

両属の木材を区別するためには，上述したシリカの存在の有無を検討する必要がある。

産地 この属の木材は広く，ニェーギニヤ，セレベス，ボルネオ，ジャバ，スマトラ，マラヤ，タ

イ，インドシナ，フ 4 リッピン，インド，セイロンなどに産する。すでに述べたように ， Cotylelobiu酬の

木材とは区別されずに，同じ市場名で取り扱われているO

Symington によると，マラヤを中心として産するものに次のようなものがある。

V. bancana SCHEFF.: Resak letop (ホM. S. Jav. Bo.) 

V. bella V. SL.: Resak keluang (M.) 

V. cineγea KING: Resak laut (M.) 

V. cuspidata (RINDL.) SYM: Resak daun runching (M. Jav. Bo.) 

V. flavida Foxw.: Resak padi (M.) 

V. havilandii BRANDIS.: Resak degong (Saraw. M.) 

V. lobata Foxw.: Resak paya (M.) 

V. lowii KING emend SYM.: Resak pipit (M. Th.) 

V. 例aingayi DYER: Resak lidi (M. S.) 

V. nitens KING: Resak daun pan ;ang (M.) 

V. odorata (GRIFF.) SYM.: Resak ranting kesat (Ind-china, M.) 

V. pallida DYER:. Resak kechil ベナン島

V. patuta SYM.: Resak ;ulong (M.) 

V. parakensis KING: Resak puteh (M.) 

V. γidleyana BRANDIS.: Resak buah cana (S. singapore) 

V. scortechinii (KING) BRANDIS: Resak langgong (M.) 

V. staPfiana (KING) V. SL.: Resak rnernpening (Th. M. Bo. S.) 

V. stipulata RIDL, (M.) 

V. wallichi DYER: Resak laru (M. S.) 

また， KEITH によると北ボルネオには，次のような木材が産する。

V. cupularis V. SL.: Resak bunga 

V. mangachapoi BLCO.: Resak batu 

本注括弧内に示してある略語は，分布地域のそれを表わしている。それらについては， Hopea の項参

照のこと。
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V. papuana DYER: Resak bunga 

V. verrucosa BURCK: Resak bunga 

Vatica spp. 

また SYMINGTON によるとボルネオ全体には， 35 種が産するとされている。

REYES 1こよると

V. 加angachapoi BLCO.: N arig 

V. blancoana ELMER: Blanc� narig 

V. mindanaensis Foxw.: Mindanao narig 

V. obtusifolia ELMER: Palawan narig 

V. pachYPhylla MERR.: Thick leaf narig 

などが， 7 {リッピンに産するとされている。
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以上， DIPTEROCARPACEAE の木材の性質について記載してきたが，これらを総括し，また，表E

に述べられである， DESCH の記載を考慮して，次のようなこの科の木材についての検索表を作った。

DIPTEROCARPACEAE の木材の検索表

(1) 垂直道は散在する。繊維状細胞に有縁膜孔が明らかである。 2 

(1)垂直道は散在するものと，短く，接線方向に配列するものとからなる。繊維状細胞に，有縁膜孔

が明らかである。多くの樹種は，道管が空になっている。 Dipterocaゆus

(1) 垂直道は同心円状に長くつながる。散在するものはほとんどない。繊維状細胞に有縁膜孔が認め

られるものと，認めにくいものとがある。

(2) シリカが組織中に認められる。

3 

4 

(2) シリカが認められることはなL 、。 Vatica， U puna 

(4) 木材の色調は淡黄色，ないし淡黄褐色で，しばしば紅色の縞をもっ。結晶をもたなし、。道管はす

べての面で，肉眼によっても認められる。 Anisoptera

(4) 木材の色調はむしろ褐色で，まれに結晶を含む。道管は横断面では，肉眼で認めることはできな

し、。 Cotylelobium 

(3) 繊維状細胞は有縁膜孔をもっ。シリカが認められる。また，ときには結晶が認められることが

ある。また，芳香をもつもの， リッ 7.ノレマークの明らかであるものなどがある。 Dryobalanops

(3) 繊維状細胞に有縁膜孔は認めにくい。シリカを含むものと，含まないものとがある。 5

(5 ) 水平道が放射組織中に認められる。シリカが認められることはない。木材の色調は，一般に淡黄

褐色で，ときに，やや赤色を帯びることがある。また，樹種によっては，やや緑色を帯びることがある

(Shorea hopeifolia)o Yellow rneranti 類 (Meranti darnar hitarn 類) :Shorea の Richetia Section 

(5) 水平道をもたなL、。その他の点では YeIIow rneranti の木材と，ほとんど同じ性質をもっ。放

射組織の中に結晶が認められる。 Shorea kalunti 

(5) 水平道を放射組織の中にもつことがある。シリカをもたなL、。木材の色調は，淡紅梅色，紅色な

どを示す。 Shorea leposula, S. teys隅anniana， S. ovata など (Shm叩の Red rneranti Section 

の中の例外的なもの〉。



- 82- 林業試験場研究報告第 157 号

(5 ) 水平道をもたない。シリカを含む。木材の色調は淡灰褐色，黄褐色などを示すが，紅色系の色調

を帯びることはなL、。放射組織や柔組織は黄色で，他の組織との差が著しいo White meranti 類

(Meranti Pa'ang 類): Shorea の Anthoshorea Section 

(;) ) 水平道をもたない。シリカをもたない。木材の色調は種hである。 6

(6) 結品が多数柔組織，放射組織の中に認められる。前者では長く鎖状につながり，顕著である。

7 

(6) 結晶が認められる。柔組織の中では，軸方向に 2~3 個つながって認められるが，数個をこえ

てつながることはない。放射組織中に，しばしば単独の結晶をもち，その細胞は樟状に膨れてい

る。ときに集品が認められる。 8 

(6) 結晶が認められる場合と，認められない場合とがある。いずれにせよ，軸方向に配列すること

なく，主として単独である。 9

(7) 木材の色調は濃赤褐色，濃黄褐色などを示す。非常に硬い，ないし硬L、。重い，ないし非常に重

い (0.8 A.D.. Sp. g. をこえる〕。結晶の大きさは，小さいことが多L、。また，一般に，放射組織

の中には認められない。繊維状細胞の膜は非常に厚し、。 Balau， Gijo など (Shorea の Eusho何G

Section) 。

(7) 木材の色調は淡色で，淡灰褐色，ないし，淡紅褐色で，やや硬く，やや重い程度である。横断面

をレンズによって注意して観察すると，白L、小点が認められる。これは，散在する柔組織の中に含

まれている結晶である。柔組織中に，鎖状をなして配列する結晶の数は多く，やや大きい。放射組

織中にも結晶が認められる。 Parashorea 

(7) 木材の色調は遜色である。主として葉褐色を示すが，やや緑色を帯びていることが多い。放射組

織の中に，結晶が認められる。少数である場合，水平方向に長く酪列する場合などがある。 Hopea

(Dryobalanoides Section)。

(8 ) 木材の色調は濃色で，金褐色，褐色などを示す。肌自はやや精，ないし，かなり精である。柔

組織中の結晶は大きく(しばしば， 50μ をこえる)，その細胞は膨んでいる。放射組織にも，同

じような単独の結晶をもっ，集品であることがある。 Pentacme siamensis 

(8 ) 木材の色調は淡色で，淡灰褐色などを示す。肌目は，やや粗，ないし粗である。やや硬く，や

や重い。柔組織の結晶は，軸方向に配列するが，一般に 2~3 個疎に間列することが多い。ま

た，放射組織中にも結晶が認められ，しばしば分室細胞となっている。大きい，単独の結晶が認

められることがある。集品であることがある。 • Pentac拙e contoγta 

(9) 木材の色調は淡桃褐色，ないし赤褐色を示し，一般にやや軽く，軟らかく，やや重く，やや硬

い。賞褐色系の色調を示すことはなし、。放射断面で，放射組織はやや顕著，ないし顕著である。結

晶は認められることと，認められないことがゐる。 Red meranti , Red および White lauan 類

の大部分 (Shoγea の Red meranti Section)。

(9) 木材の色調は黄褐色などを示し，やや緑色をおびる。放射断面で，放射組織は顕著ではない(肉

限で)。放射組織は異性型〔表Eの注参照〉を示す。

(10) リップルマークをもっ。 Balanocaγ抑s heimii 

Hopea ferrea 
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(10) リッフ.ノレマークは認められない。 Hoþea の Euhoρea および Pierrea Section。

フィリ v ピン産の Shorea (Red meranti Section) の木材の検索表

(1) 垂直道の中は，ほとんど，すべて空である。木材の色調は淡桃色，桃色，紅色などを示す。金色

の光沢をもっ。 S. squa制。ta

(1) 垂直道の中は，空のものもあるが，ほとんどすべて淡色，白色の内容物をもっている。木材の色

調は淡色のものから，護色のものまである。 2

(2) 結晶が常に認められる。一般に，結品細胞は褐状にふくらんでいる。木材の色調は赤色，濃赤

色などを示し，光沢がある。材片を燃焼すると，白色郎、し，灰色の灰が残るつ S.μlysþer側

(2) 結品が認められることもあるが，一般には認めにくし、。色調は濃色のものと，淡色のものとが

ある。 3 

(3) 木材の色調は一般に濃色で，赤色，濃褐赤色などを示す。結晶が認められることは，むしろ，ま

れに近し、。その細胞は，とくには変わっていないで，通常の柔細胞と，同形である。材片を燃焼す

ると，木炭がのこる。 S. negrosensis 

(3) 木材の色調は一般に淡色で，淡桃色，淡赤褐色などを示す。結晶が認められるときには，その細

胞は一般に，やや膨んでいる。材片を燃焼させると，黒色の灰が差是る。 S. almo叫

SYMINGTON にしたがって，主として， マラヤを中心として分布する Shorea の樹種名，分布地域*など

をあげてみる。

Balau (主として ， Eushorea Section) 

このグループの樹種は，インド，セイロン，西部マレイシヤ(ジャワを除く〉から， 7 1 リッピンにわ

Tこって分布する。

S. atrin(irvosa SYM.: Balau hitam (S. , Bo. , M.) 

S. ciliata KING: Balau gunong (M.) 

S. collina RIDL.: Balau merah (M.) 

S. ? elli�tica BURCK: Balau tembaga (M.) 

S. foxworthii SYM.: Balau bukit (M.) 

S. glauca KING: Damar laut daun besar (Th. , M. , Su.) 

S. guiso (BLCO. )BL.: Red balau, Membatu, (Ind.china, Th. , M. Bo. , Phi.) 

S. laevis RIDL.: Kumus (M. , Bo.) 

S. lumutensis SYM.: Balau puteh (M.) 

S. materialis RIDL.: Balau pasir (M.) 

S. 刑axwelliana KING.: Damar laut daun kechit (M. , Bo.) 

S. 刑eadiana SYM.: Balau senkawang (M.) 

S. ochro�hloia E. J. S. ex SYM.: Seraya batu (M.) 

S. submontana SYM.: Balau gajah (M.) 

S. su隅atrana (V. SL. ex Foxw.) SYM.: Sengkawang (Su. , M.) 

ホ注括弧の中に示してある。それらについては Hoþea の項参照のこと。
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Meranti pa'ang (White rneranti) (Anthoshorea Section) 

このグループの樹種は，インドからセイロン， 71 リッピン，セレベスなどにわたって分布する。 7 1 

リッピン産の S. þhiliþþinensis, P. þolita などはこのグループに属する。

S. assamica DYER forma globife問 (RIDL.) SYM.: Meranti pipit (Assam, M. , S., Phi. , Bur., 

Celebes) 

S. bentongensis Foxw.: Meranti rnengkai (M.) 

S. bracteolata DYER: Meranti pa'ang (M. , S. , Bo.) 

S. dealbata Foxw.: Meranti burnbong (M.) 

S. gratissi隅a DYER.: Meranti laut (M. , Th.) 

S. hy�ochra HANCE: Meranti ternak (Ind-china, Th. , M.) 

S. lamellata Foxw.: Meranti lapis (M.) 

S. 問sinosa Foxw.: Meranti belang (M.) 

S. sericeifiora FISHER et HUTCH: Meranti jerit (M.. Bur. , Th.) 

S. talura ROXB.: Ternak (M. , Ind. , Th. , Ind-china, Bur.) 

Meranti darnar hitarn (Yellow rneranti) (Richetia Section) 

このグループの樹種はマラヤ， スマトラ， ボルネオ， 71 リッピンなどに産する。 フィリッピン産の

S. kalunti は，このグループに属する。

S. balanocar�oides SYM.: Darnar katup (M.) 

S. blumutensis Foxw.: Meranti kelirn (M. , S.) 

S. faguetiana HEIM.: Darnar siput (Bur. , M., Th.) 

S. gibbosa BRANDlS: Darnar hitarn gajah (M. , Bo.) 

S. hO�eifolia (HEIM) SYM.: Darnar siput .jantan (Bo. , S. , M.) 

S. 問。xi例a (KING.) Snf. Meranti senkawang puteh (M.) 

S. multifiora (BURCK) Snf.: Darnar hitarn (M. , S. , Bo.) 

S. �eltata SYM.: Meranti telepok (M.) 

S. 何sina-negra Foxw.: Meranti darnar hitarn 

Red rneranti (Red rneranti Section) 

このグループの樹種の分布の中心は，西ボノレネオであって，それより東， 71 リッピンなどには 6種を

かぞえるにすぎなし、。 また， Java にはなL 、。マラヤ， ボルネオ， スマトラ， フ 4 リッピンなどに産す

る。次に述べる樹種名の後の(L. Red) (D. Red) などは，それぞれ Light red rneranti, Dark red 

rneranti を意味する。

Sub-gr口up 1. 

S. acuminata DYER: Meranti rarnbai daun (L. Red) , (M. , S. , Bo.) 

S. curtisii DYER: Seraya. (D. Red) , (Bo. , M. , Th.) 

S. dωyþhylla Foxw.: Meranti batu (L. , Red) , (M. , Saraw.) 

S. johorensis Foxw. : (M.) 

S. le�idota (KORTH.) BL.: Meranti langgang (L. Red) , (S. , M.) 
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S. leprosula MIQ.: Meranti tembaga (L. Red) , (Th. , M. , S., Bo.) 

S. leptoclados SYM.: Meranti pepijat (Bo.) 

S. 問。croptera DYER: Melantai (L. Red) , (M. , S. , B:>.) 

S. ovalis (KORTH.) BL.: Meranti kepong (L. Red) , (Bo. , S. , M.) 

S. ovata DYER.: Meranti sarang punai bukit (D. Red) , (M. , Bo.) 

S. palembanica MIQ.: Meranti tengkawang ayer (L. Red) 

S. parvifolia DYER: Meranti sarang punai (L. Red) , (M. , S., Bo.) 

S.ρauciflora KING: Nemesu (D. Red) , (M. , S., Bo.) 

S. platycarpa HEIM.: Meranti paya (D. Red) , (M. , Bo.) 

S. platyclados V. SL. ex Foxw.: Meranti bukit (D. Red,) (M. , S., Bo.) 

- 85 ー

S. rugosa HEIM. var. ulginosa (Foxw.) SYM.: Meranti bakau (D. Red), (Bo., M.) 

S. singkawang (MIQ.) BURCK: Meranti sengkawang merah (D. Red) , (M. , S. , Bo.) 

S. teysmanniana DYER: Meranti bunga (L. Red), (M. , Bo.) 

Sub-group 2. 

S. hemsleyana KING: Chengal pasir daun besar (M. , Saraw.) 

S. 問。crantha BRANDIS.: Kepong hantu (M. , Saraw.) 

Sub-group 3. 

S. kunstleri KING: Damar laut merah (Red balau) , (M. , Bo.) 

EBENACEAE 

この科の木材としては， Diospyros の樹種から生産されるものが，よく知られている。

Diospyros 

この属の木材の総称として用いられているものに， Ebony, Marble wood などがある。

木材の色調は黒色を示したり，また，濃黒色の縞をもったりするので，その装飾的な価値により利用さ

れる。

熱帯などに産するもので，市場で取引されることの多いものを挙げると，

D. crassiflora HIERN.: African ebony 

D. discolor WILD および近似の樹種: Camagon 

D. ebenum KOENIG: Calamander, Colomandol 

D. ferrea (WILD.) BAKH: Batulinau, Philippine ebony 
D. 隅espiliformis HOCHST.: African ebony 

などがある。

木材の色調は，真黒色 (D. ebenum, D. crassiflora)，黒色であるが，淡黄色の縞をもつもの CD.

ferrea) ， 濃褐色で，黒色の縞をもつもの (D. mespiliformis)，黒色であるが，桃色の縞をもつもの

(D. discoloずなど〕などがある。

上述した色調は，これらの木材を識別するための重要な拠点となる。木理は一般には通直ないし波状を

示すものなどがあり，また，交錯していて， リボン杢をもつものもある CD. mespiliformis)。一般に，重
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く，硬い(1.09 A. D. Sp. g.: D. discolor , 0.85~ 1. 00: D. ebe仰m ， O. 72~ 1.10: D. crassiflora, 

0.72~ 1. 10: D. mespiliformis) ， ないし，非常に硬く，重い(1.21 A. D. Sp. g.: D. ferrea)。肌目

は，非常に精， (D. ebe1抑制， D. ferrea) ， 精 (D. cras幻iftora， D. discälor, D. mespiliformi.めであ

る。したがって，濃色の比重の高いものは，材団はむしろ金属のような感じをもっている。

本邦産，あるいはその他の温帯などの地域に産する Diospyros の木材と，非常に異なる点は，比重など

に加えて，さらに大部分の樹種の木材に， リッ 7'ノレマークが認められない点である。温帯産の Diospyro

のリップ。ルマークは非常に顕著で，重要な識別拠点となっている。

道管 散在する。単独のもの，放射方向へ2~3個，複合するものなどからなる。分布数は一般に少

ない。接線方向の直径は，平均して， 100μ 以下であるもの (D. ebenum, D. ferrea , D. crassiflora, 

D. 削espilifor閉is) ， 100 μ をこえることの多いもの (D. discoloめなどで為る。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は小さく，一般には 5μ 以下である。

柔組織 濃黒色を示す材では，レンズを用いても非常に認めにくいが，それ以外ではレンズによれば

認められる。細い，線状に配列するものが，放射組織とともに網目状の模様を形づくっている。周囲状の

ものがあるが，あまり発達していない。

結晶が認められ，鎖状に長くつながっている (D. ferrea , D. crassiflora) 。

放射組織 一般に!隔がせまく，肉眼では認められなし、。放射組織型は，樹種による差があり，それに

よって樹種を区別できる。単列異性型(時に，複列部をもつこともあるが)を示すもの: D. discolor, 

D. ebe仰問 D. 隅espilifor閉is。異性E型(工型，1II型などが，認められることもあるが〉を示し，その

幅は， 1~2 細胞幅である: D. ferrea, D. crassifloγao 

D. crassiflora を除いては，層階状配列を示さなし、。

結晶を含む。 (D. discoloγ， D. ebenum. D. 刑esipilifor問is) 。

道管との間の模孔は，道管のそれと同じで、ある。

繊維状細胞 有縁膜孔が小さし、が，認められることがある (D. discolor, D. ebent棚， D. ferrea) 。

その他 リップルマークが，認められるものがある (D. crass伊ora) 。

産地 7 {リッピン : D. discolor など， D. ferrea 

インド，セイロン : D. ebenum 

アフリカ : D. mespilifoγmis。

マラヤにも産する (Buey と呼ばれる〕。

ERICACEAE 

この科の木材の特徴として，次のような性質があげられる c

1. 道管が小さく，肉眼では，認められない。

2. 道管が散在するが，しばしば，生長輪界にそって，とくに，密に配列して，帯状になることがある。

3. 階段穿孔を有する。単一階段状の場合もある。

4. 単独道管がほとんどで、ある。複合道管のように認められるものは，道管の上下の接合部がそのよ 5

に見えるのである。

5. 道管，継続鰍細胞などに，螺旋肥厚が認められる。
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Arctostaphylos spp. 

Bear berry, Manzanita, Manzanilla 

木材の色調は濃赤色である。外観的には ， Erica の木材とよく似ているが，この色調の濃いことによっ

て区別される。木理は通直，ないしやや不規則である。肌目は非常に精である。重く，やや硬い。

道管 散在する。ほとんどすべての道管が単独である。接線方向に複合するように認められるも

のは， 2 つの道管の上下の接合部が，そのように，認められるのである。生長輪界にそって道管が帯のよ

うに密に配列することがある。肉眼では認められない。接線方向の直径は， 50μ 以下であることが多L 、。

穿孔は単一である。側壁の膜孔の直径は約 5μ である。膜壁に螺旋肥厚が認められる。

柔組織 顕著ではない。レンズによっても認められない。独立型，随伴型のものがあるが少ない。

放射組織 具性E型が主として認められる。 1~3 細胞幅である。少数の結晶が認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

結線住状細胞 .有縁膜孔が明らかに認められる。

螺旋目白享が認められる。隔膜を有するものが，ときに認められる。

産地 メキシコ，米国南部

Erica arborea L. 

Briar, Bruyere 

木材の色調は，桃色，ないし赤色などを示す。肌目は精である。木理は通直，ないし，やや不規則であ

る。フランスプライヤーは，この樹木の根部から，採取される。

道管 散在する。肉眼では認められなL、。単独のものが，ほとんどである接線方向に，複合してい

るように認められるものは，道管の上下の接合部が，そのように認められるのである。接線方向の直径

は，ほとんど 50μ に遠しなし、。

穿孔は単一で，倶l腫の膜孔の直径は約 5μ である。

柔組織 レンズによっても，認められない。随伴型，および独立型のものであるが，いずれもが散在

している。多数が出現する。濃色の内容物をもっ。

放射組織 やや広いものがあり，注意すれば肉眼でも認められるものがあるご他の組織との色調差が

少ない。

異性E型を示し，ときにまた， 工型も含む。 1~7 ( 8) 細目包隔である。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである c

蹴症状細胞 有縁膜孔が，明らかで~る。

産地 地中海沿岸地域(アフリカ)

ERYTHROXYLACEAE 

Eγythroxylum 

この属の木材は，とくに特徴的な性質をもっていない。むしろ，このことが特徴といえよれ

なお，この属の木材のうち，結晶をもつものはシリカをもたず，シリカをもつものは結晶をもたないと

されている。
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E. areolatum L. 

Honduras red wood 

木材の色調は赤色，赤褐色を示す。一般に，やや紫色を帯びる。木理は通直である。肌目は精である。

硬く，重い。

道管 散在する。肉眼では認めにくい。単独のもの，放射方向に2~5個複合するものとからなる。

接線方向の直径は 80μ に達する。チロースを含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 4μ である。

柔組織 レンズにより認められる。短く，線状に配列する独立型のものがあり，放射組織の聞を結ん

でし、る。周囲状，短い翼状， さらには短い連合翼状なども認められる。結晶が認められ，鎖状につなが

る。

放射組織 異性工型を示す。ときにはE型を含む。 1~2 (3) 細胞l隔である。

道管との聞の膜孔は長だ円形，伸長した形などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は認めにくし、。

その他 アメリカ産の E. affine A. RICH の木材の色調は，濃色で，赤紫色を示す。その心材部に

は揮発性の成分が材国に出て，そこで，非常に細かい白色の結晶となって付着している。その他の性質は

よく似ている。

産地 西インド諸島，中米，南米

E. manii OLIV. 

Landa 

木材の色調は，褐色，ないし赤褐色を示す。しばしば濃色の縞が認められる。硬く，やや重い (0.66

A.D. Sp. g.)。肌目は精である。

道管 散在する。肉眼では認めにく L、。単独のもの，放射方向に 2~5 ( 8) 個，複合するものな

どとからなる。その接線方向の直径は約 100μ である。チロースを含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 4μ である。

柔組織 E. areolafum と，ほとんど同じである。

放射組織 異性E型， JII裂などを示す。 1~3 細胞l隠で，一般に E. areolafum より広い。

道管との間の膜孔は，長だ円形，伸長した形などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認めにくい。

産地 アフリカ

EUPHORBIACEAE 

この科の木材の特徴としては，次のような性質が挙げられる。

1. 独立型の柔組織が，細い線状に配列することが多い。

2. 道管の分布数がやや少ないことが多い。

3. 放射組織は例外を除いて，典型的な異性型を示す。

4. 道管と放射組織との間の膜孔は，やや大きいか，大きく，不規則な形を示す。

5. 黄白色，ないし黄色の木材が多し、。また，軽軟なものも多い。
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以上に述べたような性質をもつものと，さらに次のようなものもある。

1. 道管と放射組織との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。また，道管の膜孔も小さい。

2. 比重が高L 、。

3. 繊維状細胞の膜が厚い。

Bischofia javanica BLUM. 

Bishopwood (インド)， Tuai (7 ~リッピン〉

木材の色調は濃褐色を示し，顕著である。木理は交錯する。肌目はやや組である。硬く，重い (0.81

A.D. Sp. g.) 。

木材の外観的な性質は，むしろ ANACARDIACEAE のそれを思わせるコ

道管 散在する。肉眼でも認められるが，他の組織との色調差がないので区別しにくレことが多い。

単独のものと， 2~3 倒放射方向に複合するものとからなる。接線方向の直径は， 200μ に達する。チロ

ースが密につまっている。その中に，濃色の内容物がつまっている。

穿孔は単一であり，側壁の膜孔の直径は1O~15μ である。

柔組織 顕著ではない。散在するものがある。

放射組織 異性 I 型，ないしE型を示す。 1~5 細胞隔であるっ肉眼でも，注意すれば認められるこ

とがあるが，他の組織との色調差は少ない。

道管との聞の膜孔は道管のそれより大きし、。

不顕著な鞘細胞が部分的に認められることがある。

繊維状細胞 隔膜をもつものがある。有縁膜孔は認められる。濃色の内容物をもつことがある。

産地 7 ~リッピン，マラヤ，インド

Cγoton 

木材の色調は白色，黄白色などを示す。軽く，軟らかい。典型的なこの科の木材といえる。 RECORD に

よると，濃色のものがあり，時には黒色のものもあるとされている。しかし，ここでは淡色で，軽軟なも

のについてのみ述べる。

C. leiophyllus MUELL-ARG. を含む ， Croton Spp. 

道管 散在する。分布数は少ない。単独のものと， 2~数個，放射方向に複合するものとからなるコ

肉眼では認めにくいことが多い。接線方向の直径は， 100μ に達する。

穿孔は単一である。側壁の膜孔の直径は，約 4μ である。チロースが認められる。

柔組織 レンズにより明らかである。細い線状を形づくる独立型のものが，多数，規則的に自己列す

る。これらは，放射組織とともに網状の模様を形づくっている。

放射組織 単列異性型を示す。直立細胞の高さは，非常に高い。時に，複列のものが認められる。こ

のような場合には，したがって，異性 I型，ないしE型を示す。

道管との聞の膜孔は小さく，一般には，道管のそれと，ほとんど同じであるが，ときに伸長しているこ

とがある。放射組織のところどころに，小さい細胞間際が認められることがある。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 属としては，東南アジア，アフリカ，南米など，世界の熱帯地域に広く分布する。
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Dryptes bordenii (C. B. ROBINSON) PAX. & HOFF. 

Balikbikan 

木材の色調は淡褐色，淡黄褐色などを示す。肌日はやや精，ないし精である。木理は通産で~る。硬

く，重い (0.86 A. D. Sp. g.) 。

道管 散在する。肉眼で、は認めにくい。放射方向に 2~3 個複合するものが多L 、。接線方向の直径

は，約 100μ である。

穿孔は単一・階段状である。大型の道管にも階段穿孔が認められる。側壁の膜孔は非常に小さく，約

3μ である。

柔組織 レンズにより認められる。短い線状に配列する独立型のものが非常に多数存在する。放射組

織とともに，非常に細かい，網状の模織を形づくる。結晶が認められる。通常の細胞，または，方形の細

胞に認められる。

放射組織 異性 I型，ないし rr型を示す。高さは，やや高く，一般に 1~2rnm のものが多いc

1~2 細目包隔である。

道管との問の膜孔は，道管のそれと同じである。

接線断面で観察すると，放射組織の数が非常に多いので， I隔の狭い割にはその材面に占める割合は非常

に高L 、。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められなし、。膜の厚さが厚L 、c

産地 フ 4 リッピ γ

D. grandifolia (ROBINS) PAX. et HOFFM. 

Banaui 

D. microphyllum MERR. 

Butong-manuk 

道管 穿孔は単一であるが，小道管に階段状穿孔が認められる。接線方向の直径は D. bordenii の

それより，かなり大きいとされている。したがって，肌目はより粗である。

放射組織 異性 I 型，ないしE型を示す。 1~3 細胞幅を示す。高さは D. bordenii のそれの約 1/2

である。結晶が，多数方形の細胞中に認められる。時に，長<.水平方向に配列することがあるこ

産地 この属の樹種は広く，アジア，アメリカ，アフリカなどの熱帯に分布しており，樹種の数は

多い。

その他 木材の性質は上述した以外 ， D. bordenii によく似ている。

Endospermum peltatum MERR. 

Gubas 

木材の色調は淡色で，黄白色を帯びる。軽く，軟らかし、 (0.33~0.46 A. D. Sp. g.)。肌自はやや粗

である。木理は通直である。典型的なこの科の木材の 1 つである。

道管 散在する。肉眼でも認められる。放射方向に複合するものと，単独のものとがあるが，とく

に前者のうち 2個複合するものが多L、。接線方向の直径は，しばしば， 200μ を越える c

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径はやや大きし1O~15μ に達する。

柔組織 レンズにより認められる。短い線状に配列する独立型のものが出現する。比較的，それらの
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線の聞の間隔は広い。結晶が認められる。通常の細胞の中に， 1~2 個含まれている。

放射組織 肉眼では認められない。異性E型，および I 型を示す。 1~2細胞憶を示す。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，伸長した形などを示すc

繊維状細胞 有縁膜孔は，明らかでなし、。薄膜である 3

産地 71 リッピン。また，マラヤには E. malaccens M鮻LL-ARG.: Sendok・sendok があるc

Euphorbia Sp. 

木材の色調は黄白色である。やや軽く，軟らかい。肌目は精である。

道管 散在するが，放射方向に長く複合する道管が多し、。しばしば，それらが帯となることがある c

これらの帯の中をみると，直径の異なった道管から成り立っていることがわかる。個々の道管は，肉眼で

は明らかでない。接線方向の直径は 80μ に達する。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 レンズにより認められる。短い細線を形づくる独立型のものが，多数認められる。放射組織

との聞に，網状の模様を形づくる。

放射組織 単列異性型を示す。部分的に複列になることもある。水平道が認められる。その直径は

50~70μ である。細胞の接線断面には，多数の膜孔が認められる c

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，その他の形を示すc

糊献細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 西印度諸島

Hura crepitans LINN. 

Hura, Rakuda, Assacu 

木材の色調は淡黄色，淡黄白色などを示す。軟らかく，軽い (0.36~0.44 A.D. Sp. g.)。肌目は，粗

である。木理は，通直，ないしやや曲がる。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，および放射方向へ 2~数個複合するものとか

らなる。とくに，小道管の場合には長く複合し，その数は 8個に達する。分布数は少なL 、。接線方向の直

径は 300μ に達することがある。チロースを含む。

穿孔は単一で，側壁には大きい膜孔があり，その直径は約 15μ である。

柔組織 レンズにより認められる。細L、線を形づくる独立型のものがある。しばしば断続して，放射組

織の聞を結ぶ。やや多数認められる。おのおのの間隔はやや広く，また，波状を示す。結晶が認められるミ

放射組織 単列向性型を示す(この科の中の，同じような性質の中では非常に特徴的である)0 まれ

に，部分的に複列のものが認められる。道管との間の膜孔は長だ円形などを示し，大き L 、G

紙維状細胞 有縁膜孔は明らかでない。

産地 メキシコ，西印度諸島，南米，中米

Hieronyma lax伊ora (TULAS) MUELL. 

Suradan, Suradamni 

木材の色調は濃褐色，赤褐色など示す。硬く，重い (0.íO~0.80 A.D. Sp・ g.)c 肌目はやや粗であ

る。木理はやや交錯する。

道管 散在する。肉限でも認められる。すべてが単独道管からなる。接線方向の直径は，しばしば
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200μ をこえる。チロースが，認められる。

穿孔は単一で、あるが，まれに階段状のものが認められることがある。側壁の膜孔の直径は約8μ である。

柔組織 レンズでも認めにくい。しかし，顕微鏡によれば，散在，ないし短い線状に配列する独立型

のものが，多数認められる。赤色の物質を含む。

結晶が認められ，しばしば， 4~5 個が軸方向につながっている。

放射組織 異性 I 型， II型などを示す。 1~5 細胞隔を示す。赤色の物質を含む。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，階段状などを示す。

繊維状細胞 有縁膜子Lが明らかである。

産地 スリナム，英，仏領ギアナ

Macaranga nzegalo phylla M UELL 

Sedaman 

木材の色調は淡色で，一般にやや褐色を帯びる。やや軟らかく，軽いσ

道管 散在する。単独のものと， 2~4 個，ときには，さらに多く放射方向に複合するものとか

らなる。分布数は多くない。肉眼でも注意すれば認められる。接線方向の直径は 100~150μ で、ある。

穿子Lは単一で，倶rr壁の膜孔の直径は約 15μ である。

柔組織 レンズにより認められる。細く，線状に配列する独立型のものがある。それらの分布は比較

的，不規則である。また，部分的に，放射組織と網状の模様を形づくる。一般に，それらの間隔は広い。

柔組織の色調は他の組織とほとんど同じである。

放射組織 単列異性型を示す。少数ではあるが複列部をもつものがある。このような場合，複列部の

'Þ冨は単列部のl隠とほとんど同じであり，高さも低L、。細胞の聞の膜孔は多数で，顕著である。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，その他の形を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は明らかでない。細胞の直径は大きし、。

その他 少数であるが，小さい水平道が認められることがある。直径は約 40μ である。

産地 ボルネオ。属としては，マラヤ，その他のアジア地域に産する。

Ricinodendron heudelotii PIERRE ex P AX. 

Erimado 

木材の色調は葉白色，淡寅色を示す。軟らかく，軽い (0.20~0.48 A.D. Sp. g.) ，肌目は粗である。

木還は通直である。

道管 散在する。単独のもの，放射方向に 2~5 個，および群状に複合するものなどからなる。肉

眼でも明らかである。接線方向の直径は， しばしば， 300μ をこえる(性質のよく似た Hura の木材に

比べると，ずっと大きく，区別点となる〕。チロースが認められる。

穿孔は単一で、，側壁の膜孔の直径はやや大きく， 10μ をしばしばこえる。

柔組織 レンズにより認められる。短く，細い線状に間列する独立型のものが認められる。放射組織

とともに，網状の模様を形づくる。

結晶が認められる。単独のものと， 2~3 個，軸方向に複合するものとがある。

放射組織 単列同性型である。ときに，やや異性型を示すことがある。いずれにせよ，この科の木材

としては特徴的なものである。まれに複列部をもっ。
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道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形などを示すc

繊維状細胞 有縁膜孔が明らかである。

産地 仏領ギニヤから，アンゴラ，コンゴ，ウガンダにかけて，産する。また，その他の東アフリ

カ地域にも産する。

R. rautanenii SCHINZ: Mugongo は，ローデシヤ，南阿連邦などに産する。この樹種の木材の放射組

織中には(とくに，辺縁の細胞には)，多数の結晶が認められる c

SapiU1n biglandulosu1n (LINN.) MUELL-ARG・

Lechero (ブラジノレ〉

木材の色調は黄白色，ないし淡褐色である。木理は通直，ないしやや交錯する。肌目は粗である。やや

軽く，軟らかし、 (0.54 A. D. Sp. g.)。

本邦産の Sapium の木材に比べると，肌自はより粗で，より軟らかく，軽し、。外観的には ， Hu問など

のこの科の軽軟な木材によく似ている。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のもの，放射方向に 2-4 個，複合するものなどか

らなる。分布数は少なL 、。接線方向の直径は 300μ に達する。

穿孔は単一で，倶U:!llの膜孔の直径は大きく， 15μ に達する。

柔組織 レンズにより認められる。散在するもの，短い線状に配列する独立型のものなどがある。後

者は，しばしば長くなって，放射組織の聞をむすぶことがある。

放射組織 単列異性裂を示す。ときに，低い複列部をもつことがある。結晶を含む。

道管との問の膜孔は大きし長だ円形，その他の形を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔が明らかである。

産地 ブラジノレ，コロンピヤ，ベネズェラ 同属のものはアジアにも産するc

FAGACEAE 

Nothofagus 

木材の色調は淡褐色，淡赤褐色などを示す。放射組織の幅が狭い点を除けば，外観的にも内部構造の上

からも，本邦産などの Fagus の木材に非常によく似ている。 Beech という名が，オーストラリヤなどで

つけられていることもうなづける。

N. betuloides BLUM.: Guindo 

N. cunninghamii (HOOK f.) OERST: Myrtle beech 

N. dombeyi BLUM.: Coigue, Coihue 

N. menziesi OERST: Silver beech, Southland beech 

N. obliqua MlRB: Roble 

N. pro問問 (P. & E.) OERST: Rauli 

全体に対する市場名として Beech (Chile, South American などの地名をつけたりして)が，用いら

れている。

やや硬く，重い (0.73 A. D. Sp. g.: N. ωm初ghamii)。肌目はやや精，ないし精である。木理は通

直である。
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道管 散在する。肉眼では認めにく L 、。単独のもの思 2~数個放射方向に複合するものなどとから

なる。接線方向の直径は， 100μ をこえるものは少ないか，全くなL 、。

穿孔は単一であるが，ときに小道管が階段穿孔をもっ。側壁の膜孔はやや大きく，並列するか，または

その傾向が強く，ときには階段状配列をする。チロースが，認められる。

柔組織 肉眼，レンズなどでは認められなし、。随伴型，または，独立型のものが少数出現するのみで

ある樹種 (N. 郁朗ziesi， N. dombeyi, N. betuloides)，また，これらが短い接線状に配列する独立型を形

づくることが多く，さらに，これらが生長輪界に沿って，断続的に配列する樹種 (N. obliqua, N. procera) 

などがある。しかし，いずれにせよ顕著とはし、えなし、。結晶が認められ，鎖状に配列する (N. obliqua , 

N. do刑beyi) 。

放射組織 肉眼では認められない。一般に 1~2 (3) 細胞l隠である (N. menziesi, N. obliqua, N. 

procera)。これらのうち，単列が少ないもの (N. obliqua) ， 単列の占める割合の高いもの (N. procera) 

などがある。以上の場合，同性型ないし異性1IT型を示す。

また，ほとんどが，単列異性型を示すもの (N. betuloides, N. dombe;ゆなどがある。

道管との聞の膜孔は並列するか，階段状を示す。前者の場合でも道管のそれより大きい。

繊総状細胞 有縁膜孔は認められない。隔膜をもつものが，部分的に認められることがある。

産地 ニェージーランド N. 刑enziesi， オーストラリヤ N. cunninghamii， アノレゼγチン，チリ-

N. betuloides, N. dombeyi, N. procera, N. obliquao 

FLACOURTIACEAE 

この科の木材の特徴は，一見，顕著な性質がない点である。そのうちからいくつかを挙げてみよう。

1. 道管の膜孔は小さく，また，道管と放射組織との聞のそれも，道管のそれと同じである。

2. 放射組織は，顕著な異性型(I， II型〉である。一般に隔は狭いが，高さはやや高い。

3. 繊維状細胞は隔膜をもっ。

4. 放射組織の中に結晶が多数認められることが多く，また，その細胞は分室細胞のことが多い。

Gossypiospern仰m praecox (GRIS.) P. WILSON 

Boxwood (Venezuelan, West Indian) 

木材の色調は黄白色，淡黄色などを示す。光沢がある。肌目は精， ないし非常に精である。木理は通

直，ないしやや曲がっている。硬く，重い (0.80~0.90 A. D. Sp. g.)。

材質の点からは，市場で Boxwood と呼ばれる木材の部類にはいる。また，実際にも米国市場では，

West Indian boxwood として取引されている。

選管 散在する。肉眼では認められないし，また，レンズによってはじめて認められる程度である。

単独のものと， 2~4 個放射方向へ複合するものとからなる。 とくに，後者が多い。 したがって，配列

はかなり放射方向へむかうように，認められる。接線方向の直径は， 50μ 以下である。

穿孔は単一である。側壁の膜孔は小さく，直径は約 3μ である。

柔組織 レンズでも認められなL 、。少数が出現する。

放射組織 放射断面では，かなり明らかである。

具性E型，ないし I 型などを示す。 1~4 細目包隔を示す。
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多数の結品が認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じであるつ

繊維状細胞 隔膜を有するものがある。有縁膜孔は認められない。

産地 西印度諸島，コロンピヤ，ベネズェラ

Homalium luzoniense F. VILL. 

Aranga 

木材の色調は淡褐色，淡責褐色などを示す。木理は通直， ないしやや交錯する。肌目は精である。硬

く，非常に重い (0.81~0.99 A. D. Sp. g.) 。

道管 散在する。肉眼では認めにく L 、。単独のもの，放射方向へ 2~5 個複合するものとからな

るが，むしろ，後者が多い。接線方向の直径は約 100 u ， ないしそれ以下である。

穿孔は単一で，側皇室の膜孔は小さく，約 3μ である。

柔組織 顕著ではない。

放射組織 異性 I 型， 11型を示す。 1~2 (3) 細胞幅を示す。

結晶が多数認められる。その細胞は分室であるつ赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである c

繊維状細胞 隔膜を有するものがある。有縁膜孔は明らかである。

その他 この属の樹種は，いずれも性質が似ていて区別し難い。

産 地 71 リッピン 同属の樹種は，アジア，アフリカ，アメリカの熱帯地域に産する。ビノレマ，

インドには， H. tomentosum BENTH: Burma lancewood がある。

Scotellia coriacea A. CHEV. 

Odoko 

木材の色調は淡黄色である。木理は通直である。肌自は精である。硬く，重い (0.70 A. D. Sp. g.)。

道管 散在する。レンズにより認められる。単独のもの，放射方向へ 2~3 個複合するものなどと

からなる。とくに，後者が多し、。接線方向の産径は 100μ に達する。

穿孔は階段状で，その階段のl隔は広い。側壁の膜孔は並列し，時に階段状のものも認められる。

柔組織 顕著でない。

放射組織 放射断面では明らかであり，、ンルパーグレインを形づくる。異性 I 型， IT型を示す3

1~4 (5) 細胞隔を示す。かなり高く， 100 細胞高に達する。結晶が認められる。

道管との聞の膜孔はやや大きし長だ円形などを示す。単膜孔のことが多い(この科の木材としては，

特徴的である〉。

シリカが含まれる。

繊維状細胞 有縁膜孔が認められる。隔膜を有する。

産地 アフリカ(ライベリヤ，ナイジェリヤ，アイボリーコースト，ゴールドコースト)

Trichadenia philippinensis MERR. 

Malapinggan 

木材の色調は灰黄褐色を示す。木理は通直，ないしやや交走する。肌百はやや精である。硬く，重い

(0.74~O.84 A.D. SP. g.)。
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道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向へ 2~3 個複合するものなどとから

なるが，後者が多L、。したがって，道管の配列は，放射方向へ面列する傾向がある。接線方向の直径は，

約 150μ に達する。

穿孔は単一で，側壁の膜孔は，やや大きく， 7μ に達する(この科のものとしては，特徴的である〉。

柔組織 レンズによっても，認めにくい。独立型の散在するもの，短い線状を示すものなどが少数認

められる。

放射組織 異性E型， 1 型を示す。 1~3 (4) 細胞陥を示す。高さが高く， しばしば 2mm をこえ

る。結晶が多数認められる。やや大きく，一辺が 50μ に達するものがある。

道管との聞の膜孔はやや大きく(約 10μ) ，長だ円形，その他の形を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔が顕著である。

隔膜を有するものがある。

産地 フ 4 リッピン

GONYSTYLACEAE 

Gonystylus bancanus (MIQ) BAILL. 

G. warburgianus GILG. など。

Ramin, Melawis 

また，上欄のものに対して Lanutan bagio (7 ~リッピン〉

木材の色調は黄白色を示す。大木の中央部には，緑色を示す部分が認められることがある。肌目はやや

組である。木理はやや交錯する。ややE更しやや重い (0.64~0.67 A. D. Sp. g.: G.. bancanus, 0.52 

~0.69: G. w俳句rgianus， 0.53~O.64: G. forbesii)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの， 2~4 個，放射方向およびその他などに複合

するものなどとからなる。接線方向の直径は， 200μ には達しない。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 4μ である。

柔組織 レンズにより認められる。翼状を示し，その細い翼部は長く，伸長している。連合翼状を示

すものもあるが，とくに長くはならなし、。単独の結晶が認められる (G. 甜arburgianus)。

放射組織 単列向性型を示すことが多い。しかし，複列のものを含むものがある。 G. bancanus につ

いて検討した結果，叶ラワク産の 1 個体は，ほとんど単列のみで， 7 {リッピン産のうちの 1 個体は，複

列をかなりもっていた。それら以外についても検討したが，すべて単列のもののみであった。 したがっ

て， 1~( 2) 細胞固と考えておいてよいだろう。また， MENNON によると， G. coゅ~fusus は， 2~3 細胞

幅の放射組織を有するとのことである。結晶が認められる。かなり多数のことがある。しばしば大きい。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである c

繊維状細胞 有縁膜孔が認められる。

産地 ボルネオ，マラヤ， 7 ~リッピン

上述の 2 樹種のほかに，

G. affinis RADLK, G. confusus AIRY-SHAW, G. forbesii GILG., G. maingayi H∞K f. などがある。
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GOUPIACEAE 

Goupiα glabra AUBL. 

Kopie (ギアナ). Sapino (コロ γ ピヤ). Goupi (ギアナ). Cupiuba (プラジノレ〉。

木材の色調は，濃いまたは淡い赤褐色を示し，しばしば，獲色の縞を有することがある。木理は通直，

ないし交錯している。肌目はやや粗でゐる。硬く，重い (0.83 A.D. Sp・ g.)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独道管のみよりなる。接線方向の直径が 2∞μ を越え

ることはほとんどない。赤色の内容物を含む。

穿孔は階段状で，その階段の数は 12 に達する。側壁の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織 レンズにより認められる。独立型の散在するもの，短い線状に配列するものが多数認められ

る。

放射組織 異性工型， II型を示す。 1~4 細胞福を示す。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

側信状細胞 有縁膜孔は認められなし、。

産地 ブラジノレ，英領ギアナ，仏領ギアナ，スリナム，ベネズェラ

GUTTIFERAE 

この科の木材は，その性質によって次のような 2 つのク.ループに分けることができる。

そのうちの 1 つは，

1. 道管は鎖状に配列し，単独道管のみからなる。

2. 柔組織が長く帯状につながるか，短いがかなり密に配列する。

もう 1 つのものは，

1. 道管は散在する。

2. 柔組織は短い接線状に配列して，顕著でおる。また，顕著でないこともある。

Calophyllum 

道管の配列は顕著な鎖状を示し . Eucalyptus の木材のそれに非常によく似てL、る。しかし，顕著な柔

組織の存在により区別される。

C. braziliense CAMB. 

Santa maria 

木材の色調は淡赤褐色，赤褐色などを示す。接線断面では，柔組織による濃色の帯が顕著である。木理

は一般に交錯する。肌目はやや粗である。やや硬く，やや重い (0.54~0.70 A. D. Sp. g.)。

道管 鎖状に配列する。道管は，すべてが単独である。輪郭は長だ円形を示す。肉眼でも認めら

れる。接線方向の直径は，しばしば 200μ をこえる。チロースをもっ。内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 4μ である。

柔組織 注意すれば横断面で，肉眼でも認められる。接線断面ではより明らかである。憾の広レ帯が

接線方向へ伸長している。独立型のものである。その配列間隔は広L、。しばしば，長く，同心円状になる

ことがある。赤色の内容物を含む。結晶が認められ，しばしば， 3~4 個軸方向に連なって配列する。

放射組織 柔組織の帯より狭い0 ・
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主として単列異性型を示す。ときに，複列部をもつことがある。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，やや大きく，長だ円形などを示し，また，柵状などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔が認められる。周囲仮道管が認められる。

，産地 西印度諸島，中米，南米

C. lucidum BENTH もほとんど同じ分布をもち，材質的によく似ている。市場ではほとんど，両者は区

別されていない。

C. inophyllum L. 

C. tomento胸m WIGHT. 

C. blancoi PLANCHON et TRIANA. 

Calophyllum spp. 

Bintangor, Bitanghol, Bitaog などの市場名がある。 Penaga laut (マラヤ)， Penaga. (北ボ

ルネオ)， Poon (ピルマ〉。また Alexandria laurel と呼ばれるものがある。

木材の色調はオレンジ色を帯びた褐色，赤褐色などを示す。ときにはかなり濃色の色調をもっ。柔組織

による濃色の帯が，接線断面では肉眼でも明らかである。木理は通直，ないし交錯する。肌目はやや粗で

ある。やや重い，ないし重い (0.59~0.83 A.D. Sp. g.: C. i仰'phyllu肌 0.62~0.67: C. tomentosum, 

'Û .50~0.68: C. blancoi)。やや硬い。

道管 鎖状に国列する。単独のもののみである。肉眼でも認められる。接線方向の直径は，しばし

ば300μ に達するものがある。

チロースが認められる。赤色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織 横断箇で，肉眼では注意すれば認められることがあるが，色調が他ととくに違っていないの

で，レンズによらなければ明らかでないことが多い。

帽の広い帯を形づくる。同心円状に臨列し，その間隔は広い (Calophyllum spp. マラヤ産〕。また，こ

の帯がやや間隔せまく国列し，帯の長さが比較的短く，断続しているものもある (C. inophyllum, C. 

:tomentosum, Calophyllu隅 sp. ボルネオ産〉。肉眼でも明らかなほど l隠が広く， また，その間隔も広い

(Calophyllum sp. ボルネオ産〕。赤色の内容物を含む。

結晶をもっ。しばしば，鎖状に鹿列する。 C. tomento抑制には，認められない。また， C.αげtisii KING 

〈マラヤ〉にも，存在しないとされている。

放射組織 単列異性型を示す。ときに複列部をもつことがある。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，伸長した形，柵状などを示す。赤色の内容物を含むo

-繊維状細胞 有縁膜孔は明らかである。周囲仮道管が出現する。

産地 7 ~リッピン (C. inophyll叫伽， C. blancoi)，インド (C. inophyllum, C. to隅ento抑制，

マラヤ (C. inophyllum, C. curtisii) 

などρlこれらのほか，上述の国々を含めてこの属の樹種は多い。

Cratoxyton arborescens (V AHi..) BLUM. 

Gerong'gang, Serunglm (北ボルネオ〉

木材の色調は淡桃色，褐赤色などを示す。金色の光沢をもつことがある。木理は交錯する。肌目はやや
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粗で.:lbる。やや軟らかく，やや軽い (0.43~0.61 A. D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものと，放射方向へ複合するものとからなる。一般

に後者の場合， 2~数個になることが多い。 ときに小道管をはさんで， 10 以上にも複合しその部分が

放射方向へ伸びる淡色の帯となっている。接線方向の直径は 200μ に達する。

チロースをもっ。赤色の内容物を含む。

螺旋肥厚が認められることがある。小道管ではやや明らかであるが，その他の道管では認めにくい。

穿孔は単一で，側置の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織 帯状に配列するものがあるが，その出現は規則的でなく，断続的のことが多い。長さも長い

ものから，短いものまである。また，群状を示す独立型のものも認められることがある。翼状，周囲状の

ものも認められる。赤色の内容物を含む。

放射組織 異性班型，向性型などを示す。 1~3 細胞帽を示す。

シリカが認められるが，非常に少なく，また，小さい。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞

有縁摸孔は認められないっ

周囲仮道管が認められる。

産地 マラヤ，ボルネオなどっ

.c. polyanthum KORTH は，シリカを多数有する。

属としてはマレイシヤ，インド，ピルマなどに産するつ同じ属の中でもかなり性質の違うものがある。

Garcinia manii OLIV. 

Koworo 

Garcinia spp. 

Kandis (マラヤ〉

木材の色調は黄褐色，ないし淡褐色を示す。肌目は精である。木理は通直， ないし，やや不規則であ

る。硬く，重い (0.96 A. D. Sp. g.: G. manni, G. kola, G. epu町tata， 0.73: G. bi仰cao， 0.96: 

<G.隅alaccence)。

道管 散在する。肉眼でも認められるか (G. bi叩cao) ，認めにくい (G. manii, G. ituman) 。

単独のもの，放射方向などに 2~5 個複合するものなどよりなる。接線方向の直径が 100μ に達しない

もの， 100μ を常にこえるものなどがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 3μ である。

柔組織 肉眼でも認められることがある。独立型の線，ないし帯がかなり規則的に多数配列してい

る。これらの帯は長く，弧状に配列している。随伴型のものは， とくに発達してはし、ない (G. bi加cao，

C. itu刑an， G. 制anni)。

また，周囲状，翼状に配列し，さらに，これらが連合翼状を形づくるものがある (G. venulosa)。

放射組織 異性E型を示す。 1~3 細胞!隔を示す。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。
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産地 アフリカ: G. manni, G. kola HECKEL , G. e�unctata STOPF。後の 2 種は， Chewstick 

と呼ばれる。

マラヤ: G. malaccense HOOK. f. など。

フ 4 リッピン: G. binucao: Binukao, G. ituman: Haras, G. venulosa Gatasan。

Kayea paniculata (BLCO.) MERR. 

Kaliua圃

木材の色調は淡桃色，淡赤褐色を示す。肌目は精である。木理は通直である。接線断面では，とくに柔

組織による濃色の帯が明らかである。硬く，重い (0.74~0.77 A.D. Sp. g.)。

道管 散在する。ほとんど単独のもののみからなる。肉眼では認めにくし、。接線方向の直径は，申な

80μ である。

穿孔は単一である。側壁の膜孔の直径は，約 3....，. 5μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。幅の広い同心円状の独立型の長レ帯を形づくる。一般に，その幅は道

管のそれより広し、。

放射組織 異性]]1型，向性型などを示す。 1~2 細胞幡を示す。複列のものは単列の翼部をもってい

る。

道管との問の膜孔は伸長しており，階段状，柵状などを示す。

シリカが認められるが，非常に細かい。

紘維状細胞 有縁膜孔は明らかで大きし、。

周回仮道管が，多数認められる。

産地 フ 4 リッピン，同属のものは，マラヤ，インド，ピノレマ，インドネシヤなどに分布する。-

Penaga tik\阻はマラヤで，この属の木材につけられた名である。

Mammea africana G. DON 

Oboto, African apple 

木材の色調は桃褐色，ないし濃赤褐色である。しばしば，紫色を帯びる。やや硬く，重い (0.70~0.91

A.D. Sp. g.)。肌目は粗である。木理は通直，ないしやや曲がる。材面，とくに，接線断面では濃色の

しみが点々と認められる。

道管 散在する。かなり接線方向へ配列する傾向がある。肉眼でも，認められる。しばしば，黄色

の物質を含む。このため，とくに縦断固では道管が明らかである。すべてが単独である。その接線方向の

直径は，約 180μ である。チロースが密につまっていることがある。

穿孔は単一である。側壁の膜孔の直径は 5~8μ である。

柔組織 レンズでも認めにくい。散在，ないし短い線状をなす独立型のものが，多数認められる。周

囲状のもの，短い翼状を示すものがある。

濃色の内容物を含む。結品を含むことも知られている。

放射組織 異性 I 型， n型を示す。 1~2 (3) 細胞l隔を示す。濃色の内容物が，密につまっている。

道管との聞の膜孔は大きく伸長している。

繊維状細胞 有縁膜孔が認められる。周囲仮道管が認められる。

その他 水平道が放射組織中に認められる。その直径は大きく，肉眼でも濃色の点として認められ，
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る。接線断面などでの，濃色のしみはこれによるものである。

M. americana は，肌目がより精である。その道管の直径はかなり小さいっ

産地 アフリカ。

M. americana LINN.: Mamey, Abricotier は，中米，南米に産する。

Mesua ferrea LINN. 

Penaga (マラヤ)， Mesua (インド)。

木材の色調は，濃赤褐色で，しばしば紫色を帯びる。木理は交錯する。肌目は精である。非常に硬く，

重い，ないし非常に重い (0.91~1. 20 A. D. Sp. g.)。 内部構造などは，非常に Calophyllum のそれに

よく似ているが，色調，比重などは全く異なっている。

道管 鎖状に配列する。他の組織との色調差が少ないので，肉眼では区別しにくいことが多い。す

べてが単独である。その直径方向の直径は約 150μ である。 チロースが密につまっており，それらが赤

色の物質を含んでいる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3~5μ である。

柔組織 レンズによっても，注意しないと認めにくい。これはその色調が，他の組織のそれと向じよ

うに濃色であることによる。波状の長い線を形づくる独立型のものが認められる。赤色の内容物を含む。

結晶が多数認められる。鎖状に配列する。

放射組織 単列異性型を示す。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は大きく，伸長している。

繊維状細胞 非常に厚膜である。周回仮道管が認められる。

産地 マラヤ，インド，インドシナ (Vap， Bosneak などと呼ばれる)

Symphonia globulifera LINN. 

Boarwood, Manil, 0開。1 ， Matakkie 

木材の色調は，黄色，赤黄色を帯びる。肌目は粗である。木理は通直，ないしやや曲がる。やや硬く，

重い (0.67 A. D. Sp. g.)。色調などは Garcinia の木材に非常によく似ているが， より軽く，軟らか

い。また，肌目がより粗である。

道管 肉眼でも明らかである。散在する。分布数は少ない。単独のもの， 2~3 個放射方向に複合

するものとからなる。その接線方向の直径は 400μ に達することがある。

チロースがある。黄色の内容物を含む。

単一穿孔で，側壁の膜孔の直径は約 10μ である。

柔組織 肉眼でも明らかである。翼状をなす。さらにこれらが伸長して連合翼状を形づくり，波状の

帯となることがあるつ

結晶を含む。その細胞はしばしばイヂオプラストであることがあるつ大きい結晶は 30x30μ 程度であ

る。

放射組織 放射断面ではかなり明らかな‘ンルパーグレインをつくる。

異性E型，向性型などを示す。 1~4 細胞帽である。

道管との聞の膜孔は長だ円形，その他の形を示し，大きい。

裁縫状細胞 有縁膜孔は，認められない。
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産地 西部アフリカ，中米，北部南米

HERNANDIACEAE 

Gyrocarpus alnericanus J ACQ. 

G. jacquinii GAERTN. 

Gyrocarpus 

木材の色調は，淡灰色を帯びる。光沢がある。軽く，軟らかい。肌目は粗である。木理は不規則でゐ

る。

道管 その配列は非常に接線方向にむかう傾向が強い。肉眼でも明らかである。単独のものと，放

射方向に 2~3 個複合するものとからなる。接線方向の直径は約 300μ である。

穿手Lは単一で，側壁の膜孔の直径は約 15μ である。

柔組織 レンズにより認められる。周囲状のものが鞘を形づくり，翼状，ときには連合翼状に配列す

るものも認められる。

放射組織 向性型を示す。 1~3 細胞幅である。尾部をもたない。単列のものは非常に低L 、。

道管との聞の膜孔は大きく，伸長した形を示す。

紛議長状細胞 薄膜である。部分的には層階状配列をする。細胞は，しばしば紡錘型を示す。

有縁膜孔は認められなし、。

産地 7 {リッピン，南米，中米 (G. america仰s) ， ケニヤ (G. jacquinii) 

Hernandia peltata MEISSN. 

Buah keras laut 

木材の色調は灰褐色を帯びる。肌目は粗である。木理は交錯している。軟らかく，軽い (0.35~0.38

A.D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，および放射方向に'，2~4 (6) 個複合するも

のなどからなる。その接線方向の直径は 200~250μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は大きく約 15μ で，中には，さらに伸長しているものがある。

柔組織 レンズにより明らかである。周囲状，翼状に配列するもの，さらに伸長して，連合翼状をな

すものもある。

薄膜で，非常に大きし、細胞が認められる。黄色の物質がその中に認められる。これは，治細胞である。

放射組織 同性型である。 1~3 細胞幅である。単列のものは非常に低L、。単列の辺縁部は認められ

ない。放射組織の演に，大型の油細胞が認められる。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，階段状などを示す。

繊維状細胞 薄膜である。単膜孔が多数認められる。

産地 台湾，マラヤ

H. 印刷何 LINN. などは，中米，南米に産する。

また， H. ovige叩 LINN.: Koron・koron (フ 4 リ，ッピン)， H. 仰'yroni H. JAM: Hozomalanga (マ

ダ、ガスカノレ)， H. cordigera V IEILL : Bois bleu (ニューカレドニヤ〉。
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HUMIRIACEAE 

この科の木材の特徴としては，次のような性質が挙げられる。

1. 道管はすべて単独である。

2. 階段状穿孔をもち，その階段のl隔は広い。

3. 放射組織は異性である。

4. 結晶が認められ，鎖状に配列する。

この科の木材の構造はよく似ているが，次のようにして区別されている。

道管と放射組織との聞の膜孔は，

b略iγia 細かい。

Hu制iriastrum

Vantanea 
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Saccoglottis 

Humiria balsemifera (AUBLL.) J. ST. HIL. 

Bois rouge 

木材の色調は赤色， ないし濃赤色を示す。硬い，重い (0.80 A.D. :?p. g.: 仏領ギアナ産， 0.84~ 

0.91 : 英領ギアナ産〕。肌目は，やや粗である。木理は通直，ないしやや交錯する。

道管 散在する。単独のものがほとんどである。肉眼では認めにくいが，白い物質を含んだも、のは

白い点として認められる。時に，接線方向に複合しているように認められるものがあるが，これは，道管

の上下の接合部がそのように認められるのである。接線方向の直径は 100μ を越えることがある。護色

の内容物を含む。‘

穿孔は階段状で，その階段のl隔は広く，数も多い(l5~25)。側壁の膜孔の直径は，約 5μ である。

柔組織 レンズでも，注意しないと認めにくし、。散在するもの，短い線状に配列する独立型のものな

どがある。随伴型のものが認められるが発達していない。

赤色の内容物を含む。結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 異性工型， 11型を示す。 1~3 細脚高を示す。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は小さく，道管のそれと同じである。

繊総状細胞 有縁膜孔は小さいc

産地南米

Saccoglottis gabonensis U RBAN 

Ozouga 

木材の色調は，紫色を帯びた赤褐色を示す。長く大気中にさらされると，黄色を帯びるといわれてい

る。硬く，重い (0.80 A. D. Sp. g.)。肌目はやや粒である。木理は交錯する。

道管 散在する。ほとんど，すべて単独で為る。肉眼でも認められる。接線方向に複合するものも

あるが，これは，道管の上下の接合部がそのように認められるものである。白色の内容物を含むものが

ある。接線方向の直径は 200 u に達する。

穿孔は階段状で，階段のl隔は広く，その数は 15 ないし，それ以上におよぶ。側壁の膜孔の直径は，約

5μ である。
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柔組織 レンズによっても認められなし、。散在するもの，短い線状に部列するものなどがある。しか

し，随伴型のものはあまり発達していなし、。結晶が認められる。それらは鎖状に配列する。赤色の内容物

を含む。

放射組織 異性工型， TI型を示す。 1~2 (3) 細胞幅を示す。赤色の内容物を含む。

道管との問の膜孔は，道管のそれより大きく階段状などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は明らかである。

産地 アフリカ〈アイボリーコースト，ナイジェリヤ，ガボン，シェラレオン，カメノレン，ライベ

引ヤ)。同属のものは，南米にも分布する。

ICACINACEAE 

この科の木材の特徴として，次のようなことが挙げられる。

1. 非常に幅の広い，高さの高い放射組織をもっ。

2. 単独道管のみをもっ属があるG

3. 穿孔は階段状，または，単一・階段状である。

4. 繊維状細胞には，明らかな有縁膜孔が認められることが多い。

5. 道管と放射組織との間の膜孔は，道管のそれと，ほとんど同じか，やや大きい。

Gonocaryum calleryanum (BAIL) BECC. 

Taingang-babui 

木材の色調は，淡色で，淡黄褐色，淡桃褐色を帯びる。放射断面で、ンノレバーグレインが明らかである。

やや硬い，やや重い (0.61~0.76 A. D. Sp. g.)。肌目は，やや精である。木理は通直である。

道管 散在する。肉眼でも認めにくいことが多い。単独のものがほとんどである。その接線方向の

直径は90~120μ に達する。

穿孔は単一である。側壁の膜孔の直径は，小さい道管では約 5μ であるが，大きい道管では伸長して

いることが多い。

柔組織 レンズにより認められる。独立型の短い細線が多数認められる。随伴型のものは発達してい

ない。

放射組織 異性 I 型， TI型などを示す。 1~8 細胞脂を示す。広いものと，狭いものとの差がはっき

りしている。高さも高く，幅も広いので，すべての断面で顕著である。

結晶が多数認められる。鞘細胞が認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれよりやや大きし、。

繊維状細胞 有縁膜孔が明らかである。

産地 7 ~リッピン

その他 7 ~リッピンその他には，同じ科の木材として Urandra の木材がある。この Gonocaryum

の木材によく似ている。その特徴的な性質を挙げると，次のようなものがある。

1. 放射組織のl隔はさらに広い。

2. 放射組織の中の結晶の含量が多く，肉眼でも白い粉として縦断面で認められる。これらは砂晶であ

る。非常に顕著な性質である。
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:3. 道管の穿孔は，単一・階段状である。

Ottoschulzia cubensis (C. WR.) URBAN. 

Cocote del toro 

o. domingensis URBAN. 

Palomino 

木材の色調は淡黄色，ないし淡葉褐色を示す。やや硬く，重い (0.80~0.85 A. D. Sp. g.)。肌目は，

やや粗である。木理は通直である。放射断面では，シノレパーグレインが認められる。とくに他との色調差

』主明らかでなし、。

道管 散在する。すぺての道管は単独である。肉眼では認めにくい。接線方向の直径は約 100μ で

ある。

穿孔は階段状で，その階段は広く，その数は約 15 である。側壁の膜孔の直径は約 4μ で為る。

柔組織 レンズにより認められる。独立型の散在するもの，短い線状をなすものなどが多数認められ

る。

放射組織 すべての断面で明らかである。しかし，他の組織との色調差は，少なし、。シルバーグレイ

ンを形づくる。中富は広く，高さは非常に高い。その幅は. 30 細胞幅にも達する。

結晶が認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔が明らかでゐる。

産地 西印度諸島 (0. ωbensis) • ドミニカ (0. domingensis) 

JUGLANDACEAE 

Engelhartia spicata BLUM. 

Lupisan 

E. (01腎tosana HAYATA 

木材の色調は淡灰褐色，淡赤褐色などを示す。木理は交錯，交走する (E. spicata) か，通直である

(E. formosana)。肌目はやや粗である。軽い，ないしやや重い (0.51 A.D. Sp. g.: E. spicata. 0.59 

~0.69: E. formosana)。やや軟らかい，ないしやや硬い。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向および群状に 2~3 価複合するもの

とからなる。接線方向の直径は 200μ 以下である。

穿孔は単一であるが，小道管に階段穿孔が認められることがある (E. spicata)。側壁の膜孔の直径は，

約 6μ である。

柔組織 レンズにより認められる。 1~3 細胞隔の断続する線を形づくる。その配列は不規則で，波

状を示す。それらの間隔は， かなり広L、。随伴型の柔組織はとくに発達はしていない。結晶が認められ

る。大きいが少数である。

放射組織 異性E型を示す。ときに，異性E型を含むことがある (E. spicata)o 1~2 細胞 l隠

(E. for隅osana) ， 1~3 細胞幅 (E. spicata) などを示す。

道管との聞の膜孔は伸長しており，長だ円形，その他の不規則な形を示す。
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紙縫状細胞 有縁膜孔は明らかでない。

産地 E. formosana: 台湾。 E. spicata: 7 ~リッピン。

インドシナ，マレイシヤなどにも同属の樹種がある。

LAURACEAE 

この科の木材の特徴的な性質として，次のようなものがあげられる。

1. 泊細胞をもっ。柔組織，放射組織のいずれか一方に，または，両者に認められる。大きさも非常に

大きいもの，さらには非常に不明りょうで，他の柔細胞との区別のしにくいようなものまで‘ある。

2. 道管と放射組織との聞の膜孔は大きく，長だ円形，不規則な形などを示す。

3. 周囲状に配列する柔組織が認められるが，一般には鞘状に配列する程度でそれ以上には発達してい

ない。

Aniba Spp. 

木材の色調は黄色系を示しており， さらにこれが，緑色を帯びることが多い。大気中に長くおカ通れる

と，褐色を帯びてくる。顕著な芳香を有する。これが，かなり永続性があることも樹種によってはある。

肌目はやや粗である。木理は通直である。やや硬く，やや重い (0.75.A.D. SP.g.)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものと放射方向に 2~3 (5) 個複合するものとか

らなる。接線方向の直径は 200μ に達する。

チロースをもっ。

穿孔は単一で，ときに階段状を示すことがあることも知られている。側壁の膜孔の直径は約 15μ に達

する。

柔組織 レンズによって認められるが，明らかではなし、。随伴型のものが認められる。主として周囲

状で，鞘をつくるが，その層は薄L、。ときには，短い翼部をもつものがある。

油細胞が認められる。

放射組織 具性E型， JII型などを示す。 1~2 (3) 細目割高を示す。

油細胞が認められる。

道管との間の膜孔は大きく，長だ円形，部分的には階段状などを示す。

繊維状細胞 隔膜を有する。

産地 南米(ブラジル，コロンピヤ， λ リナム，仏領ギアナ)

A. rosaeodora の木材は芳香をもち，しかも，それは，永続性がある。

この属の代表的なものとして次のようなものがある。

A. perutilis HIMSL: Comino, Laurel comino (コロンビア)

A. duckeri KOSTERM: Pau rosa. (ブラジル，仏領，ギアナ)

A. terminalis DU:CKE: Pau rosa (ブラジノレ)

A. γ.osaeodo叩 DUCKE: Bois de rose femelle (仏領ギアナ)

Beilschmiedia ba抑croftii C. T. WUITE 

Yellow walnut 

木材の色調は淡黄色，ないし寅色を示す。さらにこれらに，灰緑色ないし灰黒色の縞をもっている。道
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管が黒色，褐色などの条として認められる。木理は交錯し，それによる色調差の縞が認められる。肌目は

やや粗，ないし粗である。やや硬く，重い，ないし重く，硬い (0.51~0.76 A.D. Sp・ g.)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものと，放射方向に 2~3 個，複合するものとから

なる。分布数は少ない。接線方向の直径は 200μ に達する。

穿孔は単一で側壁の膜孔は大きく，しばしば， 15μ に達する。また， しばしば，膜孔が結合している

ことが認められ，さらにはスリット状の長い膜孔が認められることがある。

柔組織 肉眼でも認められる。ターさナノレ状に似た同心円状の帯を形づくっている。また，随伴型の

ものが主として鞘を形づくるが，ときには翼状にまで発達していることもある。

放射組織 肉眼でも注意すれば認められる。

向性型，異性E型およびE型などを示す。最後のものはむしろ泊細胞のためかもしれない。しかし，他

からはっきり油細胞と区別しにくし、。 1~3 細目包隔であるが， 1~2 細胞隔のものが多し、。

道管との聞の膜孔は円形，だ円形，伸長した形などを示す。シリカが認められる。

繊維状細胞 有縁膜孔が認められるが，とくに明らかではなし、。

産地 オーストラリヤ

Beilschmiedia gemm伊'ora KERSTERM. 

Buru tjabe 

木材の色調は淡赤褐色J灰褐色などを示す。木理はやや交錯する。肌目はやや粗である。やや重く，硬L 、。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものが多く， 2~3 個放射方向に複合するものが，

これに混在する。接線方向の麗径は 200μ に達する。

チロースは認められない。

穿孔は単一である。側壁の膜孔の直径は，約 13μ で為る。側壁には条線が認められる。

柔組織 肉眼でも認められる。随伴型のものがかなり，明りょうである。翼状，連合翼状を示す。道

管を包み，同心円状に長く配列するものがある。これらは，一定の間隔をおいて，かなり規則的に認めら

れる。

l 大型の泊細胞が認められる。

放射組織 注意すれば肉眼でも認められる。 1~6 (9) 細胞隔である。放射断面では濃色の帯となっ

ている。

具性E型，I!I型を示す。赤色の内容物を含む。

大型の泊細胞が認められるが，数は少ない。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，階段状，柵状などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は，とくに明らかではないが，多数認められる。

産地 インドネシア

属としては，広くフ f リッピン，マレイシヤ，さらには，オーストラリヤ，アメリカ，アフリカなどに

産する。

Dehaasia triand~官 MERR.

Margapali 

木材の色調は，むしろ黄色を帯びた緑色である。大気中に長くさらされると，寅褐色になる。木理は交
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錯する。肌目はやや精である。やや硬く，やや重い (0.54~0.74 A.D. Sp・ E・〉。

道管 散在する。肉眼で認められるものもあるが，一般には認めにくい。単独のもの，放射方向に

2~4 個複合するものとからなる。その接線方向の直径は，約 100μ である。

穿孔は単一と階段状であり，側壁の膜孔の直径は約 15μ である。

柔組織 レンズにより認められる。周囲状のものがあり，鞘を形づくっている。

泊細胞が認められる。

放射組織 異性E型を示す。まれにE型が認められることがある。 (1 )~2 細胞幡である 3

泊細胞が認められる。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，不規則な形などを示す。

繊維状細胞 隔膜を有する。

産地 フ 4 リッピン

マラヤ，ボルネオなどに同属の木材が産する。 マラヤ産の Dehaasia sp. の放射組織の中に，シリカが

認められた。マラヤ，ボルネオなどでは Medang (すべての LAURACEAE の木材はこの名で，呼ばれ

るが)と呼ばれる。

Endiandra palmerstoni C. T. WHITE 

Queensland walnut 

木材の色調は，主として濃褐色であるが，一様でなく，部分的に濃淡，色調差があることが多いっオリ

ープ色を帯びた黒褐色，赤褐色などを示すこともある。また，はっきりとした，濃黒褐色の縞をもつこと

が多い。やや硬く，重い (0.59~0.76 A. D. SP. g.)。肌目は，やや組である。木理は通直，波状を示す

ことなどがある。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものと， 2~4 個放射方向へ複合するものとから

なる。その接線方向の直径は 200μ に達することがある。

チロースを含む。また，赤色の内容物を含んでいる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 10μ である。

柔組織 レンズにより認められる。長く，連続して，同心円状の線を形づくる独立型のものがある

が，出現は不規別である。また，周囲状のもの，さらには短い翼状などを示すものなどがある。散在する

ものもある。

大型の油細胞が認められる。

放射組織 異性E型， n型などを示す。 1~3 (4) 細胞幡である。放射断面ではかなり明らかに認め

られる。

濃色の内容物を含む。シリカが含まれる。

道管との聞の撲孔は長だ円形，伸長した形などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔が認められる。

産地 オーストラリヤ

Eusideoxylon zwageri T. & S. 

TambuIian (7 {リフピン)， BiIIian, Belian, Borneo ironwood 

木材の色調は濃い責褐色，赤褐色などを示すが，緑色を帯びていることが多L、。時にはチークの木材



熱帯材の識別(須藤〉 -109-

に，非常によく似た色調をもつものもある。大気中に長くさらされると，濃褐色などを示すようになる。。

硬く，重い (0.83~1. 29 A.D. Sp. g.)。木理は通直か，やや交錯する。肌目はやや粗である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するものとからな

る。接線方向の直径は約 200μ である。

チロースが，ほとんどすべての道管に密につまっている。肉眼でも，明らかではないが，注意すれば，

このことがわかる。このチロースのあるものは厚膜になっている。 このことは，かなり特徴的なもので

ある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 10μ である。

柔組織 レンズによれば，明らかに認められる。独立型のものが線状をなす。しかし，これの出現は

一般に不規則である。散在するものが為る。また，随伴型のものは周囲状，短い翼状，連合翼状などを形

づくる。最後のものは波状の帯を形づくることがある。

非常に大型の泊細胞をもっ。赤色の内容物をもっ。

放射組織 '"õ 異性E型，向性型を示す。 (1 )~4 細胞帽を示す。赤色の内容物をもっ。

道管ι の間の膜孔は大きく，長だ円形，階段状などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔が認められる。厚膜である。

産地 ボルネオ， 71 リッピン

Mezilaurus navalium (FR. ALLEM) TAUB. 

Ta:pinh�n 

木材の色調は黄褐色，紫褐色などを帯びる。また，オリープ色を示すものもある。外観的には

Eusideroxylon の木材に非常によく似てし、る。硬く，重い (O.75~1. 00 A.D. Sp. g.)。肌目は，やや粗

で~.7.>。木涯は通直，ないしやや交錯する。

道管 I 散在する。単独のもの，放射方向に 2~6 個，複合するものとからなる。接線方向の直径は

約 200μ である。

チロースが密につまってL 、る。

穿孔は単一である。側壁の膜孔はやや大きく，約 15μ である。

柔組織 レンズによっても明らかではない。周囲状のものが，薄い鞘を形づくる。独立裂の散在する.

ものも認められる。大きい泊細胞が，認められる。

放射組織 異性JI[型を示す。 1~4 細胞隠を示す。

方形の細胞中にシリカが認められる。大きい油細胞が認められる。

道管との聞の膜孔は大きし長だ円形，その他の形を示す。

繊維状細胞 隔膜を有する。

産地 ブラジル。ブラジルのアマゾン流域地方には，同属の樹種が分布している。

Ocotea rodiaei (R. SCHOMB.) MEZ. 

Greenheart 

.'木材の色調は黄褐色であるが，かなり緑色を帯びている。しばしば，濃色の縞を有することがある。木二

理は通直か，交錯する。肌目は，やや精である。硬く，非常に重い(1.04 A. D. Sp・ g.)。その色調と比‘

重の高いことにより，特徴的な木材である。
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道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものと，放射方向に 2~6 個，複合するものとから

なる。接線方向の直径は約 130μ である。

黄色の内容物をもっ。

チロースがある。しばしば，いくつかが厚漢になっている。これは特徴的な性質である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ で、ある。

柔組織 レンズにより認められる。周囲状のものが認められ，ときに短い翼状を示すものが認められ

る。

黄色の内容物を含む。

放射組織 異性E型を示す。時に，向性型も認められる。 1~2 (3) 細胞隠を示す。

濃黄褐色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，やや大きく，長だ円形，その他の形を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 この木材には泊細胞が認められないか，または，非常に少なし、。この科の市場材となるもの

のうちでは，例外的である。したがって，その色調，柔組織，膜孔の形などがおもな識別拠点となる。

産地 スリナム，英領ギアナ，ベネズ、ェラ

Ocotea rubra MEZ. 

Determa, Wane 

木材の色調は桃褐色，淡赤褐色を示しており，同属の o. rodiaei とは全くことなっている。金色の光

沢をもっ。やや硬く，重い (0.62 A. D. Sp. g.)。南米産のこの科の市場材のうちでは，例外的な色調を

もっている。肌目は粗である。木理は通産，ないし交錯する。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの， 2~3 個放射方向に複合するものとからなる。

この科の木材としては，典型的な道管臨列をする。接線方向の宜径は 200μ を越えることがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 15μ である。

チロースが認められる。

柔組織 レンズにより認められる。翼状を示すもの，短い連合翼状を示すものなどがある。また，散

在するものがある。

大きい油細胞が認められる。

放射組織 異性E型，ときにE型も認められる。 1~3 ( 4) 細目帥高を示す。

道管との問の膜孔は，やや大きく，長だ円形，その他の形を示す。

池細胞が認められるが，大きさはとくに大きくはない。

事動機状細胞 隔膜を有する。

産地 プラヅノレ，ギアナ，スリナ;ム

Persea lingue NEES 

Lingue, Line, Litchi (チリー〕

木材の色調は黄色，澄褐色を示す。金色の光沢をもっている。やや磁く，重い (0.60"，，0.70 A. D. Sp. 

g.)。木理は通直，ないし波状を示す。肌目はやや粗である。

紫外線を当てると，後光を発する。この科の木材としては特徴的である。
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道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~3 個，複合するものとから

なる。道管配列はこの科の木材としては典型的である。接線方向の直径は約 150μ である。

チロースをもっ。

穿孔は単一である。 しかし， まれには階段状を示すことがあるとされている。側壁の膜孔の直径は約

10μ である。

柔組織 レンズによりかろうじて認められる。周囲状のものが薄い鞘を形づくる。

放射組織 異性E型を示す。 1~4 細胞幡を示す。

泊細胞が欝Iò.られるが，とくに大きいことはないので，他から区別じにくいことが多い。

道管との問lの膜孔は長だ円形，階段状，その他を示す。

繊維状細胞 隔膜を有するものがある。

産.地 チリー

属としてはメキシコ，中米，南米などに産する。これらの木材は， アメリカ市場で I鈍bella wood, 

Laurel tree などと呼ばれている。

この腐の木材は，同じ科の Umberliana californica (H∞K & ARN.) NUTT (.北米産， California laurèl, 

Orllgon myi"tle) と，よく似ており，また，紫外線により後光を出す点も同様である。

P1webe porosa (NEES & MART.) MEZ. 

Imbuia, Canella imbuia 

木材の色調は一般に濃色で，賞褐色，オリープ色を帯びた褐色，さらにはチョコレート色を示す。しば

しば，濃色の縞をもつことがある。そのため， Brazilian walnut などという市場名がつけられているこ

とがある。やや硬く，重い (0.59~0.76 A. D. Sp. g.)。木理は，一般に通直であるが，波状を示すもの

もある。また，交錯木理を示すものもある。肌目はやや精でおる。

道管 散在する。肉眼でも注意すれば認められる。単独のもの， 2~3 (5) 個，放射方向に複合す

るものとからなる。接線方向の直径は 150μ に達する。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 10μ である。

チロースを含む。また，濃色の内容物を含む。

柔組織 レγズにより認められる。周囲状のものがあり，鞘状に臨列する。

泊細胞が認められる。大きい。

放射組織 異性E型を示す。 1~2 (3) 細lffj帽を示す。泊細胞が認められる。

道管との聞の膜孔は大きし長だ円形，その他の形を示す。

繊維状細胞 隔膜を有する。

産地 ブラヅル。同属のものは南米，中米に，さらにはアジアにも産する。性質はよく似ている。

LECYTHIDACEAE 

この科の木材の特徴として，次のような性質が挙げられる。

1. 道管と放射組織との問の摸孔は，例外を除いては，大きし長だ円形，その他の形，さらには，伸

.長して階段状などを示す。

2. 柔組j織はレンズにより，注意して観察しないと，認めにくいことが多いが，大別して次のようなこ
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と;Ö'l 、える。

a. 独立型のものが，多数線状に配列している。放射組織と網状の模様を形づくる。

b. 随伴型のものが周囲状，短い翼状などを示す。

3. 木材の色調は，一般に淡赤褐色，ないし赤褐色を示す。

4. 結晶が出現し，それらが鎖状になることがある。

Barringtonia spp. 

Tamplang (;:fl:ボノレネオ)， Putat (マラヤ)

木材の色調は淡貧得色を示す。肌目はやや粗，ないし粗である。やや軽く，軟らかい，ないしやや重

く，硬い (0.48 A.D. Sp. g.: B. asiatica, 0.68-0.73: B. macrostachya, 0.68: B. scortechinii)。

木理は，通直である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に2~3個複合するものとからなる。

接線方向の直径は 200μ に達する。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 10μ である。

柔組織 レンズにより明らかである。独立型のものが線状に配列する。時には，かなり長くなるが，

その配列の仕方は主として不規則な線で，部分的にはかなり線の聞の間隔は広い。随伴型のものは主とし

て鞘を形づくる程度である。

放射組織 幅の広いものは，肉眼でも認められる。

異性E型が主である。 1-5 細胞惰 (100μ に達するものがある〕であり，その高さは高く， 200μ を越

えるものも少なくない。したがって，放射断面では肉眼でも顕著である。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

結晶が平伏細胞の中に認められる。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められなL 、。

産地 マレイシヤ， 71 リッピン，インドなどに産する。 B. asiatica KURZ, B. macrostachya KURZ, 

B. scortechinii KING その他がある。

Cariniana pyrifonnis MIERS 

Albarco (コロンピア)， Bacu (ベネズェラ〉

木材の色調は淡E1fi褐色，赤褐色などを示す。濃色の縞をもつことも知られてし、る。肌目はやや粗であ

る。木理は通直，ないし交錯する。硬く，重い (0.50-0.70 A. D. Sp. g.)。

マホガニー(誤称といえる)の名で，市場で取引されることもあるらしし、。これは，おそらくその色調

がよく似ているものの場合であろう。しかしむしろ SAPOTACEAE の木材のあるものに似ている点が

多い。

道管 肉眼でも認められる。散在する。単独のもの，および放射方向に 2~3 個，複合するものと

からなる。

チロースが，多数認められる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 レンズにより認められる。多数の独立型の細い線がある。放射組織とともに，網状の模様を

形づくっている。
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結晶が多数認められ，鎖状に長くつながってし、る。

放射組織 異性E型，向性型などを示す。 1~3 細胞幅である。単列のものは少なl '0 

シリカが多数含まれる。

赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，伸長した形を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 コロンピヤ，ベネズェラ。同属の樹種は多い。南米，とくにブラジノレに産する。

Combretodendron quadrialatus MERR. 

Toog 

木材の色調は赤褐色で， しばしば，やや紫色を帯びる。また，濃色のものもある。肌目はやや精であ

る。木理は交錯する。硬く，重い (0.71 A.D. Sp・ g.)。

道管 散在する。レンズにより明らかである。単独のもの，。放射方向などに 2~3 個，複合するも

のなどからなる。接線方向の直径は 120μ に達することもある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 10μ である。

チロースを含む。

柔組織 レンズにより認められる。周囲状のもの，短い翼状を形づくるものなどがある。時に，独立

、型の短し、線が認められる。

シリカを含む。

放射組織 異性E型，ないし工型を示す。 1~4 細胞である。赤色の内容物を含む。

接線断面を顕微鏡下で観察すると，その構成細胞の大きさは大きく，また，紡錘部に大型の定立細胞が

混在することがある。

シリカが認められる。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，伸長した形などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は認めにくい。

産地 7 {リッピン

また，アフリカ(シエラレオネ，アイボリー・コースト，ゴールド・コースト，ナイジェリヤ，カ'ボン，

コンゴ〉などには，同属の c. africanum EXELL: Abale, E回ia が産する。両者の性質は非常によ丈似て

いる。明りような区別点は，むしろ外観的なものである。すなわち， C. africanum には規則的な縞があ

り， l 、わゆるゼブラのようになっている。また，組織の中にシリカをもたないのも異なっている点である。

Eschwejlera sagotiana MIERS 

Black 1王akeralli

E. longipes (POIT) MIERS 

Manbarklak 

E. 符tbglandu10sa (S.TEUD.) MIER 

以上すべてに対して Kakeralli

木材の色調は寅補色，ないし赤褐色を示す。木理は通直でibる。肌目はやや精，ないしやや粗である。

硬く，重いく1.08 A.D. Sp・ g.: E. subglandulosa , Kakeralli 全体としてはj 1.07~1. 24)~ 
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道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に2~5個複合するものとからなる。

接線方向の直径は， 200μ に達する。

チロースが密につまっている。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 4μ である。

柔組織 レンズにより認められる。独立型の，密に配列する短H郎、線を形づくる。これらが，放射

組織との聞に網状の模様を形づくる。

濃色の内容物を含む。

放射組織 向性型を示す。 1~2 細胞1踏を示す。

単列のものが多く認められる。

濃色の内容物が含まれる。シリカが含まれている。

道管との聞の膜孔は，道管のそれに同じである。

繊機状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 属としては，多数の樹種があり，東部ブラジルから北へ，コスタリカにまで分布する。

英領ギアナ E. sagotiana, E. longipes 

仏領ギアナ E. longipes 

スリナム E. subglandulosa 

Planchonia spectabilis MERR. 

Selangan kankong C;ítボルネオ)， Putat paya C ク ), Lamog C フ f リッピン〕

木材の色調は赤褐色，ないし濃赤褐色を示す。硬く，重い (0.87 A. D. Sp. g.) 。

木理は交錯する。肌目はやや精である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。放射方向に 2~3 個複合するものが多く，単独のものは少

ない。接線方向の直径は，約 150μ である。

チロースがあり，レンズでも認められる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 10μ である。

柔組織 レンズにより認められる。独立型のものが多数，短い，細い線を形づくっている。部分的に

は放射組織と，網状の模様を形づくってしら。

放射組織 異性工型， II型などを示す。 1~3 C 4) 細胞幅を示す。

道管との聞の膜孔は長だ円形，伸長した形などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められなL 、。

産地 7 ~リッピン，ボルネオ

LEGUMINOSAE 

この科の木材の特徴として，次のような性質があげられる。

1. 道管の側壁にはベスチヤード膜孔がある。この科の，個々の記載に当たっては，各樹種の項目の中

で，このことについて記載をしていない，すべてに存在するので便宜上省いた。

2. 道管の側壁の膜孔は一般に小さく，また，道管と放射組織との簡の膜孔も道管のそれと同じである

ことがほとんどで為る。
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3. 結晶が出現し，鎖状に長く，軸方向につながることが多い。

また，さらにこの科の中は， MIMOSOIDEAE, CAESALPINIOIDEAE, PAPILIONATAE の 3 亜科

に分けられる。木材の性質も 3亜科にそれぞれ，特徴的なものがある。

それらのうちから，代表的なものをひろってみると，

乱11恥WSOIDEAE

1. 柔組織は周囲状，翼状などを形づくり，その層はしばしば厚い。ときには短い連合翼状を示す。タ

一号ナル状のものが認められることもある。

2. 繊維状細胞の中で，隔膜をもつものがある 3

3. 柔細胞ストランドの数は，通常 2~4 個である。

4. 垂直道がまれに認められることがある。

CAESALPINIOIDEAE 

1. 柔組織は，一般には非常に発達しており，翼状，連合翼状などを示すことが多い。また，さらに，

幅の広い，規則的に配列する帯を形づくるものもある。

ターさナル状も認められる。

2. 隔膜をもっ繊維状細胞が認められる属の数は，少ない。

3. 柔細胞ストランドの数は，通常 2~4 である。

4. 垂直道は散在， または， 同心円状に配列して認められることがあり，その認められる属の数は多

L 、。

5. リヅフ。ノレマークをもっ木材が，多く認められる。

PAPILIONATAE 

1. 柔組織は発達しており，一般に，翼状，連合翼状などを示し，さらには規則的に配列する帯をもっ

こともある。

2. 隔膜をもっ，繊維状細胞をもっ属の数は非常に少ない。

3. 柔細胞ストランドの数は 1~2 である。

4. 垂直道は 1 属を除いて認められない。

5. リッフ.ルマークをもっ属の数は多い。

Abarema scutiferum (BLCO.) KOSTERN (MIMO. 勺

Anagap 

木材の色調は，桃色を帯びた淡黄色である。木理は通直，ないしやや乱れる。肌目は，やや粗である。

軽く，軟らかい (0.46 A. D. Sp・ g.)。

紫外線により，明らかな黄色の後光を出す。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものと，放射方向に 2~3 個複合するものとからな

るが，むしろ，前者が大部分をしめる。接線方向の直径は， 200μ に達する。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。翼状を示すものは，むしろ，その形は眼験状に近い。さらに伸長して

連合翼状を示すものがあるが，多くはない。短い線状を示すもの，散在するものなどの，独立型も認めら

キ注 MIMO. は MIMOSOIDEAE の略，以下同様で、ある。
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れる。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 単列向性型を示す。低し、c

道管との間の膜孔は，道管のそれに同じである c

樹献細胞 有縁膜孔は認められなし、2

黄色の内容物による，隔壁が認められる。

産地 フィリッピン

A. angulata (BENTH) KOSTERN は，上述の木材とほとんど同じ性質をもっ。道管の直径がやや大き

く， 200~300μ であることが多L 、 c また，柔組織はよく発達してはいないで・，鞘をつくる程度である。

したがって，肉眼では認めにくし、。

A. clypearia (JACK) KOSTERN は ， A. angulata によく性質が似ているが，直径は， 200μ に達する

程度である。

これらの木材は，マラヤに産する 3

この属の樹種は，その属名とは別にしばしば Pithecellobium の属名が当てられているから，注意する必

要がある。

Acacia (MIMO.) 

この属の木材は大きし物理的な性質から 2 つのグループに分けられる。すなわち，やや軽く，軟らか

く，淡色の木材を生産するグループがその 1 つである。また，他の 1 つは重く，硬く，濃色の木材を生産

するクやループである。

この属の木材は広レ生産地をもち，アジア，オーストラリヤなどの地域では，市場材として，取り扱わ

れるものが多い。

この属の木材の特徴として，次のような性質が挙げられる。

1. 柔組織は一般にあまり発達せず，主として周囲状で，鞘を形づくる程度である。また，連合翼状な

どが認められることもあるが顕著でなく，また，非常に少数である。独立型のものが認められること

もあるが，主としてターミナノレ状のものである。

2. リッフ.ルマークは認められないc

3. しばしば，大きさの大きい(とくに萱科のものとしては〉結晶が認められることがある c

4. 放射組織は向性型を示す。単列のみのものと，数列にも及ぶものとがある。

A. acuminata BENTH. 

Rasberry jam 

木材の色調は濃赤褐色を示し， さらに，獲色の縞をもっている。木理は交錯する。肌目はやや精であ

る。硬く，重い(1.05~1. 15 A. D. Sp. g.)o 

紫外線により，黄色の後光を発する=

道管 散在する。やや斜め方向に配列する傾向がある。肉眼では認めにくい。単独のもの，放射方

向に 2~数値複合するものとからなる。とくに，後者が多い。接線方向の度径は約 100μ である c

'穿孔は単一で，倶rr壁の膜孔の直径は，約 5μ である。

護色の内容物を含むことがある。
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柔組織 レンズにより認められる。ターさナル状があるが，細いつまた，周囲状，翼状を示し，とき

には短い連合翼状を形づくることがある。

結晶は認められるが小さし、。

放射組J織 単列向性型を示す。まれに，複列部をもつこともある。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められないっ

産地 オーストラリヤ

A. aneura F. & M. 

Mulga 

木材の色調は褐色，赤褐色などを示す。濃褐色の縞が認められる。硬く，重い(1.20A.D. Sp. g.)。

木理は通産である。肌目は非常に精，ないし精である。

紫外線により，鐙光を発する。

内部構造は以下に述べる点を除けば，この属の木材に共通の性質を示す。

道管 散在する。肉眼では認められなL、。その配列が，やや環孔性を帯びることがある。接線方向

の直径は約 50μ である。

柔組織 レンズによっても認められない。随伴型のものが存在するが，顕著ではない。

放射組織 単列向性型である。 2~10 細胞高であるつ

産地 オーストラリヤ，ニュージーランド

A. arabica W ILLD 

Babul 

木材の色調は桃褐色，淡赤褐色などを示す。濃色の縞をもつことがある。やや硬く，重い (0.80 A.D. 

Sp・ g. )。木理は通直，ないし交錯する。肌目はやや粗，ないし粗である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。道管の分布の仕方が，やや環孔性を，もつことがある。単

独のもの，放射方向に， 2~3 個，複合するものなどとからなる。接線方向の直径は， 200μ を越えるこ

ともある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 7μ である。

柔組織 レンズにより明らかである。細いタ- :ナル状が認められることがある。周囲状，翼状，さ

らには短い連合翼状も認められることがある。独立型の散在するものもある。

結晶が認められ，小さいが鎖状に配列するものがある。また，より大きく(一辺が， 35μ 程度)，単独

で，認められるものもある。

赤色の内容物が含まれる。

放射組織 向性型を示す。 (1) ~6 細胞幅を示す。

赤色の内容物を含み，ときに小さい結晶が，辺縁の細胞中に認められることがある。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 インド
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A. cambagei R. T. B. 

Gidgee 

木材の色調は濃褐色で，やや赤色を帯びることがある。硬く，重い(1.20 A. D. Sp. g.)。

放射組織 向性型を示す。細胞幅は 1~2 である。

その他の性質は ， A. acu刑inata によく似ている c

産地 オーストラリヤ

A. koa GRAY. 

Koa 

木材の色調は赤褐色，ないし金褐色で，不規則な濃色の縞をもつことがある。光沢が認められる。やや

硬く，やや重い，ないし重い (0 .48~0.83 A. D. Sp. g.)。木理は通直，ないし交錯する。肌目は精である。

紫外線により，明らかな鐙光を出す。

道管 散在する。肉眼でも認められるものもある。単独のもの，放射方向に 2~5 個複合するもの

などとからなる。接線方向の直径は約 100μ である。濃色の内容物をもっc

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ である。

柔組織 肉眼では認めにくい。周囲状のものがあり，薄い鞘を形づくっている。

放射組織 単列向性型を示す。複列部をもつことがある。高さは，一般に 15 細胞高以下である。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 ハワイ諸島

A. melanoxylon R. BR. 

Australian blackwood 

木材の色調は金褐色，褐色，桃褐色などを示す。濃色である。光沢がある c 一般にi獲色の縞を有するつ

硬く，やや重い，ないし重い (0.48~0.81 A. D. Sp. g.)。肌目は，やや粗，ないしやや精である。木理

は通直，ないし交錯する。

紫外線により後光を発する。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に2~5個複合するものとからなる。

接線方向の直径は， 200μ に達する。濃色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の芭径は，約 5μ である。

柔組織

放射組織

ν ンズによっても明らかではない。周囲状のものが薄い鞘を形づくる。

同性型を示す。 1~3 (4) 細目割高である。高さは， 20 細胞高に達する (A. koa のそれに

比べると，常に高い〕。濃色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 生長輪界に厚膜のものが認められる。

有縁膜孔は認められなし、。

産地 オーストラリヤ，ニュージーランド

Adenanthera intermedia MERR. 

Tanglin 
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木材の色調は，やや赤色を帯びた褐色を示す。新しい材の色調は，黄色を帯びているとされている。肌目

はやや粗，ないしやや精である。木理は交錯するか，通直である。硬く，重い (0.90 A.D. Sp. g.)。

紫外線により，明らかな黄色の鐙光を発する。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~3 個，複合するものとから

なる。接線方向の直径は，約 150μ である。分布数はやや少なL 、。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 7μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。周囲状，翼状などを示している。後者が多いが，この形はむしろ眼除

状である。

結晶が認められる。小さいが鎖状に配列している。

放射組織 ほとんど向性型を示す。 1~2 細胞隔である。

放射断面では，他より濃色で為る。

道管との聞の膜孔は，道管のそれに同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 7 ~リッピ γ。同属のものはマラヤにも産する。

A. tamarindifolia REX はフ 4 リッピンに産する。構造はよく似ているが，結晶が認められなかった。

その他 この木材は . Xylia xylocarpa (後出)と外観的にも，内部構造の上でも，非常によく似て.い

る。両者は次のような点で分けられる。

1. Xylia は紫外線によっても後光を発しない。

2. 比較すれば. Xylia はより赤色を帯びた色調をもっ。

3. 一般に . Xylia に比べて柔組織が道管の周囲に作る鞘の厚さが厚L 、。

4. Xylia では，放射組織の高さが 500μ をこえることが多いが，一般に， この樹種では 400μ 以下

である。

5. 道管配列が . Xylia ではよく斜め方向にむかっている。

Afzelia spp. (CAES. *) 

AfzeIia 

木材の色調は金褐色，赤褐色，赤色などを示す。柔組織による淡色の細線が，とくに，縦断面で認めや

すい。木理は通直，ないし交錯する。肌目は粗である。硬く，重い (0.64~0.88 A. D. Sp. g.)。

紫外線により，室長光を発しないか，発しても弱L 、。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するものとからなる

接線方向の直径は，約 200μ である。

赤色の内容物を含む。黄色，ないし白色の物質が道管内につまっており，レンズなどによって，明らか

に認められることがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 肉眼でも明らかに認められる。ターミナノレ状のものが認められる。また，厚い鞘を道管の周

囲につくるもの，限除状，短い連合翼状に配列するものなどがある。いずれも，その層は厚L 、。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

*注 CAES. は CAESALPINIOIDEAE の略である。以下同様。
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放射組織 向性型を示す。異性1[[型が認められることがある。 1~3 (4) 細胞帽を示す。

放射断面では，かなり明りような帯を形づくる。赤色の内容物を含む。時に，層階状配列をすることが

ある。

道管との問の膜孔は道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 市場材として Acacia ， Afzelia, Albizzia などの木材は，比較的多く取り扱われているもの

であろう。この 3 者は，この科の木材のうちでは，比較的性質が似ている。これら 3 属の区別点として，

次のような性質が挙げられる。

1. 紫外線により後光を発し，強い。

Acacia , Albizzia 

2. 紫外線により，後光を発することがあっても弱い。または，発しない。

Afzelia 

3. Acacia の木材は，常に，他の 2 属の木材に比べると，道管の直径が小さい。

4. Afzelia の木材には，しばしば，顕著，ないし不顕著な， リップルマークが認められる。

5. Afzelia には ， Albizzia に比べ，より明らかなターさナノレ状の柔組織が出現することが多い。

, 6. Albizzia には隔膜を有する，繊維状細胞が認められる。

産地 市場材として，知られているものに

A. africana SMITH: Doussie (ライベリヤ)， Linguる(仏領ギニア)， A. bella HA宜MS ， A. pachyloba 

HARMS: Doussie (カメノレーン〉などがある。

また， A. cochinchinensis J. LEONARD: Beng (0.80~0.88 A. D. SP. g.) は， カンボジャなどに産

する。

Afrormosia elata HARMS (PAPIL九〉

Kokurodua 

木材の色調は，新鮮な時は黄褐色を示すが，後には褐色を帯びてくる。縦断面では，その色調，その他

の外観的な性質がかなり， チーグに似ている。 とくに，濃色の縞をもっているので， このことがし、える

(このため， African teak という名がつけられていることがあるが，適当な呼び方ではない〉。木理は

通直，ないしやや交錯する。肌目は，やや精でおる。硬く，重い (0.60~0.80 A.D. Sp. g.)。

顕著ではあるが，非常に細かいリップルマークをもっ。

道管 散在する。単独のもの，放射方向に2~4個複合するものとからなる。肉眼でも認められる。

接線方向の直径は約 120 である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ ℃ある。

柔組織 レンズにより明らかである。周囲状のもの，翼状のものがあり，また，短い連合翼状のもの

がある。後者が，しばしば，短い淡色の線を形づくっている。ターミナル状が，認められるが，幅は，狭

L 、。

結品が，認められる。

放射組織 同性型を示す。 (1) ~3 細胞幅である。

*注 PAPIL. PAPILIONATAE の略，以下同様。
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道管との聞の膜孔は道管のそれと同じである。層階状配列を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

その他 すべての要素が，層階状配列をしている。

産地 ナイジェリヤ，アイボリーコースト，ゴーノレドコースト，カメルーン，コンゴ〈回ベルギー〉

A1bizzia acle (B),co.) MERR. (MIMO.) 

Akle 

木材の色調は濃褐色， チョコレート色などを示す。光沢がある。木理は交錯する。肌目はやや精であ

る。硬く，重い (0.76 A. D. Sp. g.)。

紫外線により，明らかな室長光を発する。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独，および放射方向に 2~数個，複合するものとから

なる。接線方向の産径は約 250μ であるつ内容物は，濃褐色である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 5μ である。

柔組織 レ γズにより明らかである。周囲状のもの，翼状をなすものなどがある。とくに，後者が顕

著である。また，短い連合翼状をなすものもある。独立型の散在するものも認められる。

濃褐色の内容物を含む。また，結晶を含む。

放射組織 向性型を示す。 1~3 (4) 細胞幅であるが，一般に 2~3 細胞l隔である (A. lebbeck との

差)。濃赤褐色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 隔膜をもっ。

その他 Acacia, Afzeliaなどとの区別点については ， Afzelia の項に述べた。

産地 フ 4 リッピン

A. lebbeck BENTH 

Kokko, Koko 

木材の色調は褐色を示し， しばしば濃色である。また，濃色の摘を有することもある。木理は交錯す

る。硬く，重い (0.72~0.88 A.D. Sp. g.)コ肌目は粗である。

紫外線により，明らかな，黄色の鐙光を発する。

道管 散在する。分布数は少ない。肉眼でも明らかである。単独のものと，放射方向に 2~数個複

合するものとからなる。接線方向の直径は約 250μ で，また， 300μ をこえるものがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の大きさは約 5μ である。濃褐色の内容物を含む。

柔組織 レンズにより明りょうである。厚い鞘状，翼状などを形づくる。さらに，短いが，広い連合

翼状を形づくる。

ターさナル状が認められることがある。

濃色の内容物を含む。結晶が認められる。

放射組織 向性型を示す。その細胞l隠は 1~4 である (A. acle との差〕。

濃褐色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 隔膜を有する。
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産地 マラヤ，インド

A. pedicellata BAKER は，マラヤに産する。軽く，軟らかL 、 CO.21~0.33 A. D. Sp. g.)o 

以上のほかに，

南米にはA. caribaea (URBAN) BRIT & ROSE などがあり，また，アジア産の樹種が植殺されている。

アフリカには ， A. adianthifolia CSCHUM) F. W. WIGHT: Bangbaye (アイボリーコースト) (0.55 

A. D. Sp. g.)o A. fe門官ginea (GUILL & PERR.) BENTH: Yatandza (0.50 A.D. Sp. g・〕その他が

ある。

また， A. lebbek は世界各地に植栽されているつ

その他 Afzelia, Acacia などとの比較は ， Afzelia の項に述べた。

Ambura揖a acreana (DUCKE) A. C. Sl¥iITH (P APIL. ) 

Amburana, Cumaru, Imburana de Cheir。

木材の色調は黄色を借びるか，淡褐色を帯びる。一般にやや燈色を帯ぴる。大気中に長くさらされる

と，褐色を帯びてくる。木理は交錯する。肌目は粗である。やや硬く，やや重い (0.57~0.63 O.D. Sp. 

g.)。非常に特徴的な，永続性のある甘い香りがあり，これによって，他から容易に区別される。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のものと，放射方向に 2~4 個複合するものとから

なる。接線方向の直径は約 20μ である。黄色の内容物を含むことがある。

穿孔は単一で3 側壁の膜孔の直在は約 5μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。周囲状，翼状などを示すが，その層は厚L、。また，短いが幅の広い連

合翼状を形づくる。ときには，これらが長くつながることがある。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 異性E型を示す。 1~4 細胞隔を示すが，主として 3~4 細胞1陪であるc

道管との間の膜孔は道管のそれと同じである。

その他 部分的に各要素が，層階状配列していることがあり，そのような時にはリップルマークが認

められる。

産地 ベノレー

A. cea何nsis (FR. ALLEM) A. C. SM. は，ブラジル，北部アルゼンチンなどに産するこ

Andira inermis (Sw.) H. B. K. CPAPIL.) 

Partridge wood, Pheasant wood 

木材の色調は責褐色，濃赤褐色を示す。縦断面では，柔組織による淡色の細かい条が多数認められる。

木理は通直，ないしやや交錯する。硬く，重い (0.75 A. D. Sp. g.)。肌目は粗である。表面はやや透明

な感じをもつことがある。この科の木材のうちには，この木材と外観的に非常によく似た性質をもつもの

が多いから，注意すべきである。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のもの，放射方向へ 2~数個複合するものとからな

る。接線方向の直径は約 230μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。赤色の内容物を含む。

柔組織 肉眼でも明らかである。主として，連合翼状を形づくり，帽の広い(ほとんど常に繊維組織

の幅より，はるかに広\，')，波状の淡色の帯となっている。すべての断面でも明らかである。この科の中
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で，縦断固がこの木材と同じような外観をもつものもあるが〈柔組織，道管などの性質による)，横断面

でこの木材のような，長い帯状の柔組織が認められるものは市場材の中にはない。

結晶が認められ，鎖状に配列する。主として柔組織の帯と，結締組織の帯とが接する境界都に，出現す

ることが多L 、。

放射組j織 異性III型，ないし向性型を示す。 1~4 細胞幅であるが 3~4 細胞隔のものが多\"0 20~ 

30 細胞高に達する (Lonchocaゆus の木材との差)。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じで為る。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 各要素が不明りようながら，層階状配列をすることがあり，その際には明らかではないが，

リップルマークが認められる。

産地 西インド諸島，メキシコ，中米，南米

Apuleia leiocarpa (VOG.) MACBR. (CAES.) 

Grapiapuna (アルゼンチン)， Grapiapunha (ブラシル〉

木材の色調は淡糞褐色，ないし金褐色を示す。硬く，重い (0.80~0.95A.D. Sp. g.)。木理は交錯す

る。肌目は精である。

道管 散在する。肉眼では認めにくいことが多L、。単独のもの，放射方向に2~5個複合するものな

どとからなる。後者は，ときには数個以上に配列し，長い道管の帯を形づくる。接線方向の直径は約 100μ

である。

道管の中に，黄色の物質がつまっていて，レンズなどで明らかに認められることがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の大きさは約 10μ である。

柔組織 レンズにより認められる。ターさナル状を示すものがある。また，周囲状，翼状を示すもの

などがある。後者の場合，細いがやや長く伸びる翼部をもっ。また， さらに，細い連合翼状も認められ

る。レンズによると，これらによる淡色の波状の細線が，多数認められる。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

シリカが認められる。

放射組織 異性E型を示し，その細胞幅は 1~3 (4) であるc 複列のものが，多L 、 c

層階状配列をする。シリカが認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じであるc

繊維状細胞 隔膜を有する。

その他 要素が層階状配列をし，それによるリップルマークが認められる。

産地 南米。主としてアルゼンチン，ブラジノレc

Baikiaea plurijuga HARMS. (CAES.) 

Rhodesian teak 

木材の色調はむしろ，オレンヂ色を帯びた褐色といえる。そうして，濃色の縞を有する。大気中に長く

さらされると，褐色を帯びるようになってくる(市場名として，上述の Rhodesian teak が，よく使わ

れているが，木材の性質を，よく表わしてはいないようだ)。硬く，重い (0.80~0.95 A.D. Sp. g.)。

木理は通直，ないしやや交錯する。肌自は精である。 PAPILIONATAE の中には，この木材と，外観的
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に非常によく似ているものがある (Centrolobium， Myroxylon など〉。

道管 散在する。単独のもの，放射方向に 2~数個複合するものなどとからなる。肉眼では，認め

にくい。接線方向の直径は約 70μ (Myroxylon との差〉である。赤色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 4μ であるc

柔組織 レンズによっても明らかではない。翼状，周囲状などを示す。連合翼状を示すことがあるが

短< ，細い。独立型の散在するものもある。赤色の内容物を含む。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 異性班型を示す。 1~4 細胞帽である(CentrolobiU1仰との差〉。

層階状配列をする。赤色の内容物を含む。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

載機状細胞 有縁嘆孔は認められない。赤色の内容物が認められる。

その他 要素が層階状配列をするつしたがって，リヌプルマークが明らかである。

産地 ローデシヤ

Baphia nitida LODD (P APIL. ) 

B. pubescens HOOK. f. 

Camwood 

木材の色調は濃赤褐色，濃紫褐色などを示す。新しい材では，オレンヂ、色を示すといわれている。木理

は交錯する。肌目は精である。硬く，重い (0.96~ 1. 04 A.D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼で認められるものもある。単独のもの，放射方向に 2~数個，複合するもの

とからなる。かなり厚膜である。接線方向の直径は，約 100μ である。

濃色の内容物がつまっている。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 5μ である。

柔組織 レンズによって認められる。密に配列する帯を形づくる。とくに広くはないが，多数認めら

れる。一般に波状を示す。これらは，連合翼状のものと，独立型の線を形づくるものなどによる。

ときには繊維組織の幅よりも，広いことがある。これは，柔組織の幅の広いことよりも，むしろ，多数

の柔組織の帯が回列するために，繊維組織の幅が非常に狭いことによる。赤色の内容物を含む。

結晶が鎖状に記列する。

放射組織 同性型を示す。一般には 2~5 細胞憾のものが認められる。高さは 50 細胞に及ぶ。赤色

の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔が認められるコ

その他 リッフ.ノレマークが， レンズによって認められることもあるが，明らかではない。放射組織

は，とくに層階状回列をしてはいない。

南米産の Geoffraea spp. は，色調，肌目などが非常によく似ているつその性質の異なっている点を挙

げてみると g 次のようなものがある。 Geoffraea の木材では，

1. 柔組織は発達しているが，主として連合翼状で，長い帯状を示すことはなL、。しかしその分布量

はむしろ多L 、。
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2. 道管の直径はより小さく，分布数は，より多L 、。

3. 放射組織はずっと低L 、。

産地 ナイクエリヤ，ゴーノレドコースト，アイボリーコース卜

Bauhinia malabarica ROXB. (CAES.) 

Alibangbang 

木材の色調は淡褐色，淡赤褐色などを示す。柔細胞による淡色の条が，肉眼でも認められる(すべての

断固で)。 この状態はむしろ，濃色の Ficus の木材を思わせるこやや硬く，やや重い (0.66 A. D. Sp. 

g. )。木理は通直，ないしやや交錯する。肌目はやや粗である c

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に2~3個複合するものとからなる。

その接線方向の直径は， 100~150μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔のær径は約 8μ である。

柔組織 肉眼でも明らかである。腐の広い帯を形づくり，かなり長くつながる。その幅は道管の直径

より広\..'0'部分的には波状を示す。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 単列向性.ないし異性型を示す。層階状配列をする=

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じであるが，時に，やや伸長しているものもある。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 要素が層階状配列をしており，したがって，リッフ，J[_-マークが認められる。

産地 7 ~リッピン

Berlinia confusa HOYLE (CAES.) 

B. grand伊'ora (VAHL) HUTCH & DALZ 

Melegba 

B. occidentalis KEA Y 

B. bracteosa BENTH 

総称として， Berlinia，また， Ebiara (ライベリヤ)が用いられる。

木材の色調は桃褐色，赤褐色などを帯び，一般に濃紫色，護褐色などの縞をもっ。しかし，この縞の間

隔は広く，また，不規則である。したがって部分的には，いわゆるゼブラ風である。肌目は粗である。木

理は交錯する。やや硬く，やや重い (0. 72~0.82 A. D. Sp. g.: B. grandiflora , 0.68~072: B. 

bracteosa) 。

Brachystegia の木材に，外観的によく似ているが，一般により赤色を帯びている。とくに，横断面でこ

のことがし、える。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に2~3個複合するものとからなる。

接線方向の直径は 200μ を越えることが多い。赤色の内容物を含むニ

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 5μ である 3

柔組織 レ γズにより明らかである。ターミナノレ状，ないし独立型の線状を示すものが認められる。

最も明らかなものは，層の厚い翼状を形づくるのである。さらに，短い連合翼状も認められる。また，独

立型の，群状をなすものも認められることがある。
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結晶が認められる。主として，繊維組織と柔組織との境界に，鎖状に配列する。

Bγachystegia の木材に比べて，一般に，随伴型の柔組織がより発達していて，その層は厚いし，また，

翼部がより伸長している。

放射組織 向性型を示す。単列である。時に，複列部をもつことがある。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

結札機状細胞 有縁膜孔が認められる。

その他 傷害による垂直道がしばしば認められ，短い弧状に配列する。

産地 西部アフリカ

Bowdichia virgiloides H. B. K. (P APIL. ) 

Sucupira 

木材の色調は，濃いコーヒ一色を示す。淡色の柔組織による細い縞が，多数縦断面で認められ，特徴的

である。木理は交錯する。肌目は粗である。硬く，重い(1.00 A. D. SP. g.)。

PAPILIONATAE の中には， この木材と同じような外観の縦断面をもつものが，少なくない

(Castanospermum, Diplotropis, Mil/ettia, V，仰acap側a など)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものと，放射方向に 2~3 個複合するものとからな

る。接線方向の直径は，一般に， 200~300μ である。淡色の柔組織の中に包まれているので，両者が，

縦断面では淡色の条として認められる。濃褐色の内容物を含む。

穿孔は単一である。側壁の膜孔の直径は約 5μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。他の組織との色調の差は著しレ。翼状のものが大部分で，その層は厚

い。連合翼状が認められ，その中間部はかなり細くなっている。

放射組織 異性E型を示す。 1~2 (3) 細胞幅を示す。層階状記列をする。

道管との聞の膜孔は道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 要素が層階状回列をする。したがって，リップルマークが認められる。

産地 ベネズ且ラ，ギアナ

B. nitida BENTH は，良く似た木材を生産するが，その分布地域はより狭い。

Brachystegia eurycoma HARMS (CAES.) 

Okwen 

木材の色調は桃褐色，金褐色などを示す。しばしば，不規則な，間隔の広い濃褐色の縞をもつことがあ

る。肌目は粗である。木理は交錯する。硬く，やや重い，ないし:重い (0.52~0.77 A.D. SP. g.)。比較

的近年まで，いわゆるゼブラウッド(日本の木材市場などで，フランスゼブラと呼ばれている，典型的な

もの〉は，この寓の木材であるとされていた。しかし，上述のゼブラウッドを生産するのは，この属でな

く ， Microberlinia の木材であることがわかった。したがって，上述のゼブラウッドに， この属名を当て

ることは正しくない。

木材の内部構造は， Microberlinia のものと，非常によく似て区別しにくし、。したがって， その記載に

ついては ， Microbeγlinia と共通である。両者の相違点などについては ， Microberlinia の項で述べる。

産地 西部アフリカ
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B. nigerica HAYLE は，性質がよく似ている 3

Brya ebenus DC. (P APIL. ) 

B. buxifolia (MURR.) URB. 

Cocos, COCOS wood, Galle-galle 
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木材の色調は濃褐色で，むしろオリーブ色を帯びるつ色調の濃淡が認められる。触れると，ロウのよう

な感触がある。光沢がある。外観的にはリグナムパイタによく似ている。硬く，重い(1.00~1.20 A. D. 

Sp. g.)。木理は通直，ないし交錯する。肌目は精である。

道管 散在する。単独のものと，放射方向に 2~数個複合するものとからなるが，前者がとくに

多く，その輪郭は，円形を示している。肉眼では認めにくい。接線方向の直径は 100μ 以下である。濃

褐色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織 レンズによって認められる。他の組織との色調差が少なL、。周囲状を示し，また，翼状を示

すものもあるが，翼部は短し、。独立型のものがあり，短い線，長い同心円状に配列する線などを形づく

る。これらが，かなり密に放射組織の聞に配列する。

結晶が認められ，長く，鎖状に配列する。

放射組織 単列同性型を示す。低く，せいぜい 8 細胞高に達する程度である。濃褐色の物質を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

層階状配列をする。

継続鰍細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 要素は層階状回列をする。したがって，リップルマークは明りょうである。

産地

B. ebenus ジャマイカ，キューパ

B. buxifolia ハイチ

アメリカ市場では Ebony CAmerican, Brown, Green, Jamaican, West lndian などの名がついて〉

とし、う名が，用いられることもある。

Cassia javanica LINN. (CAES.) 

Javanian cana fistula , Pink shower 

木材の色調は赤褐色，濃褐色などを示す。新鮮なものは，黄色を帯びるとされている。硬く，重い

(0.80 A.D. Sp. g.)。肌目は粗である。木理は交錯する。

道管 散在する。かなり周期的に，道管の直径の増減がある。肉眼でも明らかである。単独のもの，

放射方向に 2~3 (5) 個，複合するものなどからなる。接線方向の直径は， 250μ に達する。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 10μ であるコ

柔組織 肉眼でも認められる。翼状を示すが，翼部は伸長していなし、。また，連合翼状を示すものが

あり， IÞilíは広いが，長くつながることはない。

結晶が認められ，長い鎖状に配列する。

放射組織 同性型を示す。 1~2 細胞幅を示す。

道管との聞の膜孔は道管のそれと同じである。
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繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。厚膜である。

その他 リップノレマークが，不明りようながら認められることがある。

後光を発することはない(紫外線によっても)。

産地 7.( リッピン

属としてはインド，マラヤなどにも産する。 C. siall'ea LAM: Jahar (マラヤ)， C. fislula LINN.: 

Indian laburnum (インド原産〉などがあり，広く植栽される。前者は，外観的には Millettia の木材に

よく似ているので， Millettia の項で触れる。

また，中米，南米などには， C. grandis L. f. , C. fasuluosa WILLD その他が分布する。

Castanospe1?帽um australe A. CUNN. CP APIL. ) 

Black bean 

木材の色調はj濃褐色，チョコレート色などを示す。しばしば，濃色の縞をもっている。柔組織による淡

色の，細い縞が，多数縦断面で認められる。したがって， Bowdichia の木材のそれに，非常によく似てい

る。木理は適直，ないし交錯する。肌目はやや粗である。やや硬く，重い (0.5ì~0.81 A. D. Sp. g.) 。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~数個，複合するものなどとか

らなる。接線方向の直径は，約 200μ である CBowdichia の道管に比べると，肉眼で観察した場合には，

より小さく感じられる。 これは ， Bowdichia では直径が一定していることによるのであろう。また，

Bowdichia では，柔組織がより発達しているため，道管がより目だって見えるのかもしれなし、)，

白色の内容物が認められる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。一般に，翼状を示すものが主で，その層は厚L、。連合翼状のものが認

められることがある。性質のよく似た Bowdichia の木材のそれに比べると，一般に，柔組織の層は薄い3

結晶が，認められる。

放射組織 異性R型を示す。ときには異性E型を含むことがある。 1~3 細胞幅を示す。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

層階状臨列をする。

蹴信状細胞 有縁臨Lは認められなし、。

その他 要素が層階状配列をする。したがって，リップルマークが明らかである。

産地 オーストラリヤ

Centrolobium Spp. CP APIL. ) 

Balaustre, Canary wood 

木材の色調は寅色，オレンヂ色などを示している。一般に，色調は均一で、はなく，黄色の部分とオレン

ジ色の部分が混じっている。ときに，縞があるとされている(おそらく，このような木材にはどブラウッ

ドの名が，つけられているのではないだろうか。筆者はこのような木材には， 出会っていない)。硬く，

重い (0.ì5~1. 00 A.D. Sp. g.)。木理は通直，ないし交錯する。肌目は精である。

色調，その他の外観的な特徴は， Baikiaea のそれによく似ている。

道管 散在する。肉眼でも認められるものがあるつ単独のものと，放射方向に 2~4 個複合するも

のとからなる。接線方向の直径は約 80μ であるが， ときには 100μ を越えることもある。赤色の内
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容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 5μ である。

柔組織 レンズによっても，かろうじて認められるか，または認められなし、。周囲状のもの，翼状の

ものなどがあるが，その層の厚さは薄い。連合翼状のものが認められることもある。

結晶が認められる。鎖状に配列する。その大きさは，大きい。

放射組織 単列向性型である (Baikiaea， Myroxylon などとの差〉。

赤色の内容物を含む。層階状回列をする。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じでおる。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 要素は層階状配列をしており，したがって，明りようなリップルマークが認められる。

産地

C. t抑世ntosum GUIIιC.γobustru例 MART. などは， Ararib, Putumuju などと呼ばれブラジルに，

C.orinocense (BENTH) PITTER は Balaustre と呼ばれ， ベネズェラ， コロンピヤなどに， C. �araense 

TUL. は Pau rainha と呼ばれ，ブラジノレ，ベネズェラなどに産する。

Copaifera salikounda HECKEL (CAES.) 

Etimoe 

木材の色調は桃色，赤色，赤褐色などを示す。同心円状に配列する垂直道がある。これからしみ出た内

容物が，濃い褐色の条となっている。これが，放射断面では，かなり規則的な縞となっている。木理は交

錯する。肌目は粗である。光沢をもっている。やや硬く，やや重い (0.78 A. D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のものと， 2~3 個放射方向に複合するものとから

なるが，前者が多い。接線方向の直径は約 180 u で為る。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 10μ である。

柔組織 垂宜道を包んで，長く同心円状に記列する帯を形づくるもの以外は，肉眼では認められな

い。この部分は，縦断面ではしばしば護色である。周囲状のものがほとんどで，短い翼状を示すものが，

ときに認められる。これらは，レンズによれば認められる。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 向性型を示す。 1~3 (4) 細胞l隠を示す。高さはやや高く， 1 ， 000μ を越えるものも多

L 、。したがって，放射断面では明らかである。赤褐色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められなし、。

その他 垂直道が同心円状に配列し，柔組織の帯の中に包まれる 3

産地 西アフリカ

Cylicodiscus gabunensis HARM (MIMO.) 

01王an

木材の色調は寅褐色，金褐色などを示す。かなり強い光沢があり，一見ワニスを塗ったような外観をも

っ。褐色，赤褐色などの縞をもつものもあるとされている。

木理は交錯する。肌目はやや粗である。硬く，重い (0.77~1. 01 A.D. Sp. g.) 。
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道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~3 個，複合するものなどとか

らなる。接線方向の直径は約 150μ である。

道管の中に，オレンジ色の物質を含むので，しばしば，道管がオレンジ色の条として認められる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 10μ である。

柔組織 肉眼では認めにくい。周囲状のものがあり，その層数は数細胞に及ぶ。短い翼状を示すもの

がある。

結晶が認められる。

放射組織 同性型を示す。 1~3 細胞幅である。単列は少ない。黄褐色の内容物を含む。

道管との閑の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 シエラレオネから，カメルγ，ガボンにわたって産する o

Cynomet，官 alexandri C. H. WRIGRT (CAES.) 

Muhinbi 

c. ananta HUTCR & DALZ 

Apome 

木材の色調は赤褐色を示す。濃色の縞を有する。木理は交錯する。肌目はやや精である。硬く，重い

{1.00 A.D. Sp. g.: C. ananta, 0.83~1. 02: C. alexandri)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するものなどとから

なる。接線方向の直径は， 100~150μ である。赤色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織 レンズにより認められる(横断面)。放射断面では，他より濃色の細い条として肉眼でも認

められる。独立型，随伴型ともに，細い帯を形づくり，しばしば波状を示す。量は多いが，とくに幅が広

くなく，また，他との色調差が比較的少ないので(横断面)， とくに明りようではない。柔組織の帯が，

放射組織と，網状の模様を形づくることがある(とくに，この傾向は C. ananta にある〉。

結晶が認められる。多数鎖状に配列するものと，そうでないものとをもっ (C. alexandri)。また，比

較的出現が少ないこともある (C. ananta) 。

放射組織 向性型を示す。 1~3 細胞幅を示す。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁摸孔は認められない。

産地

C. alexandri ウガンダ勺タ γヵーニーカ，コンゴ

C. ananta ライペリヤ，ゴーノレドコースト，アイボリーコースト

7 1 リッピンには C. 叩miflora LINN.: Oringen (0.76 A.D. Sp. g.) がおる。材の構造などから

いえば， C. ananta により似ている。

Dalbergia (P APIL. ) 

この属の木材は，おのおのその性質がよく似ていて，区別することが容易でない。しかし，次のような

性質に注意すれば，さらに区別できる。
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1. 放射組織の細胞幅

2. 柔組織の配列

3. 臭いの差(やや古い材の場合には，ぬらして熱すると，より強くなる〕

4. 色調

D. ceare抑sis DUCKE 

Brazilian king wood 

木材の色調は均一でなく，紫褐色，紫色，紫黒色などが交互に混じっている。芳香を有する。木理は通

産，ないしやや交錯する。肌目は，やや精，ないし精である。硬く，重い(1.20 A. D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。道管の直径の移行がみられ，やや環孔性を帯びることもあ

る。単独のもの， 2~数個放射方向に複合するものとからなる。接線方向の直径には，かなり差があり，

70~150μ である。赤色の内容物を含む。

穿孔は単一で，倶rr獲の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 他の組織との色調差が少ないので，レンズによっても明らかではない。ターさナル状をなす

もの，周囲状のものなどがある。しかし，最も特徴的なものは，独立型の，細く，短い線が，放射組織と

の聞に網状の模様をつくっていることである。

結晶が認められ，鎖状に西日列する。

放射組織 向性型，ないし異性E型を示す。 1~2 細胞幅を示す(性質のよく似た，また，産地もほ

とんど同じである D. nigra との差〉。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 要素は層階状配列をしている。リップノレマークは，木材が濃色で色調差がないので認めにく

いが，レンズによれば明らかに認められる。

木片のアルコーノレ浸出液の色調は紫色である。紫外線によっても木材は後光を出さない。

産地 プラグノレ

D. cochinchinensis PIERRE 

Trac wood , Kra nhung 

木材の色調は均一でなく，赤褐色と濃褐色，黒色などの色調の縞から成り立っている。硬く，重い

(1.09 A. D. Sp. g.)。肌自はやや粗である。木理は交錯する。

道管 散在する。直径の移行が認められる。したがって，やや環孔性を帯びている。単独のものと，

放射方向に 2~数個，複合するものとからなっている。接線方向の直径は，約 180μ である。赤色の内

容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の模孔の直径は約 8μ である。

柔組織 肉眼では明らかでなL、。ターミナル状のもの，周囲状のものなどがある。また，翼状のもの

も，ときには認められる。独立型のものが細い線を形づくり，部分的に，放射組織との聞に網状の模様を

形づくる。赤色の内容物を含む。

放射組織 向性型，ないし異性E型を示す。 1~2 (3) 細胞憾である。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。
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繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 要素は層階状配列をする。したがって， リッフ勺レマークが認められ，レンズによれば明らか

であるO

紫外線によっても，木材は後光を発しない。

産地 インドシナ。同じ地域には D. bariensis PIERRE が忘る。外観的には，性質が非常によく.

似ているが，次のような点が区別点となる。

1. 木材が，紫外線により室長光を発する。

2. 柔組織がより発達しており，肉眼でも認められる。

3. 肌目がより粗である。

D. aff. frutescens (DELL) BRITT 

Brazilian tulip wood , Pau rosa 

木材の色調は，この属のものとしては例外的で，黄色と，赤色，なし、し紫赤色が交互に配列し，縞を形

づくっている。やや芳香があるとされている。硬く，重い (0.90~1. 10 A. D. Sp. g.)。木理は通直，な

いしやや交錯する。肌目は，やや粗である。

道管 散在する。または，かなり明りような環孔性を帯びることがある。単独のもの，放射方向に

2~3 個複合するものとからなる。最も大きいものの接線方向の直径は，約 150μ である。赤色の内容物

を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。周囲状，まれに翼状を示すものもある。独立型の短い線が配列し，部.

分的には放射組織と網状の模様を形づくる。

結晶を有する。鎖状に配列する。

放射組織 向性型，ないし異性E型を示す。 1~2 (3) 細胞帽である。赤色の内容物を含む。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 要素は層階状配列をする。むしろ，レンズによれば， リッフ。ノレマークは明らかである。

紫外線によっても，木材は聖堂光を発しない。

産地 ブラジノレ

D. latifolia ROXB. 

East Indian rosewood 

紫檀

木材の色調は濃紫褐色， ないし濃紫赤色で，濃紫色，ないし黒紫色の縞をもっている。やや芳香がら

る。硬く，重い (0.84 A.D. Sp. g.)。肌目はやや粗である。木理は交錯する。

道管 散在する。ゆるやかではあるが，かなり明らかな直径の移行が認められる。肉眼でも認められ

る。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものとからなる。道管の分布数は多く，この属の木材とし

ては最も多いといえよう。接線方向の直径は約 160μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。赤色の内容物を含む。

柔組織 肉眼でも認められ，かなり明らかである。翼状のものが多く，翼部は長く，伸長してレるこ
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之もある。また，連合翼状を示すものがあり，波状の長い線を形づくることがあるコ独立型のものが，短

い線を形づくったり，また，ときには群状に配列していることもあるつ赤色の内容物を含む。

放射組織 向性型，ないし異性E型を示す。 1~3 細胞隔でゐるが，主として 2~3 細胞憾である。

赤色の内容物をもっ。

道管との聞の撲孔は道管のそれと向じである。層階状配列をする。

蹴鰍細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 要素が層階状臨列をする。したがって，明らかなリフプノレマークをもっつ

紫外線によっても，木材は鐙光を出さないっ

アルコーノレ浸出液は，紫色，ないし褐色を示す。

産地 インド

D. melanoxylon GUlLL & PERR 

African blackwood 

木材の色調は非常にi濃色で，黒紫色，ないしほとんど黒色を示し，時に，縞を有することがある。非常

に硬く，重い (1.21 A. D. Sp. g.)。木理は通直である。肌目は精である。

道管 散在する。レンズにより明らかである。やや環孔性を帯びることがある。単独のものと，放

射方向に 2~4個複合するものとからなる。接線方向の直径は， 100μ 以下であることがほとんどであるコ

濃紫色の内容物が密につまっている。

穿孔は単一である。側壁の膜孔の直径は約 5μ であるつ

柔組織 レンズにより明らかである。ターミナル状のものがある。周囲状，翼状をなすものなどがあ

るが，後者が伸長することは少ない。独立型の短い線が多く認められ，また，ときにはかなり長く配列す

るものがある。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 向性型，ないし異性E型を示す。 1~2 細胞幅であるが，とくに前者が多い。したがって，

部分的には単列向性型，または単列異性型を示すことがある。

護色の内容物を含む。道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである 3

層階状配列をする。

繊維状細胞 有者手膿孔は認められない。

その他 要素が，層階状記列をする。したがって， リップノレマークが認められるコ木材の色調が濃い

ため，むしろ，レンズによれば明らかである。

産地 東アフリカ

D. nig:γa FR. ALLEM 

Brazilian rosewood 

木材の色調は均一ではなく，褐色，赤褐色，紫色などが混じっていることが多L 、。また，濃色の縞をも

つことが多L、。芳香があり，パラの花のそれに近L 、。硬く，重い (0. 75~0.90 A. D. Sp. g.)。肌目は粗

であるつ木理は一般に通産，ないしやや波状を示す。

道管 散在する。肉眼でも認められる。分布はむしろ均一でない。かなり周期的に，道管の直径の

移行が認められる。大きい道管の接線方向の直径は， 200μ を越える。単独のものと放射方向に， 2~4 
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個複合するものとからなるが，後者は少なし、。濃褐色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 レンズにより明らかである。ターミナノレ状のものが最も明らかである。周囲状を示すものが

あるが，層は薄しまた，翼状のものもあるが短い。独立型のものが短い細線を形づくるが，とくに顕著

ではない。

結晶が認められ，鎖状を示す。

放射組織 向性型，ないし異性班型を示す。 1~3 細胞l隠であるが，単列は少なし主として 2~3 細

胞l隠である。濃色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状臨列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔が認められる。

その他 要素は層階状配列をする。したがって， リップノレマークが認められるが，レンズによれば明

りょうである。

アルコール浸出液は，褐色である。

紫外線によっても，木材は費量光を発しない。

産地 ブラジノレ

D. retusa HEMSL 

Cocobolo 

木材の色調は均一でなく，オレンジ色，黄色，赤褐色，濃紫褐色などが混じって，縞になっている。こ

の属の木材としては，その色調がオレンジ色を示すのはむしろ例外的なので，他から容易に区別される。

表面には，ロウ状の感触がある。また，特有の臭いをもつので，これも，他から区別するための拠点とな

る。硬く，重レ CO.99~ 1. 22 A.D. Sp. g.)。肌自は，やや組である。木理は通直， ないしやや交錯す

る。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~4 個，複合 Fるものとからな

るが，前者が多L、。この接線方向の直径は，約 200μ に及び，時には 250μ にも及ぶものがあるとされ

ている。かなり周期的に，直径の移行が認められる。赤色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 レンズにより明らかである。細く，短い独立型の線状に配列するものが，多数配列し，放射

組織との聞に密な網状の模様を形づくる。周囲状を示すものがあるが，層は薄L 、。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 向性型，ないし異性E型を示す。 1~2 細胞幅であるが， とくに単列のものが多い。赤色

の内容物を含む。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められなし、。

その他 要素は，層階状配列をする。したがって， リップノレマークが認められるが，レ γズによれば

明らかである。

木材は，紫外線によっても室長光を発しない。

産地 中米
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D. sisso ROXB. 

Sisso 

木材の色調は褐色，ないし赤褐色で，やや濃色の部分をもつことがある。しかし，同属の他の樹種のよ

うに，紫色系の色調をもっていない。硬く，重いく0.82 A. D. Sp. g.)。木理は交錯する。肌目は，やや

;f.ll.である。

道管 散在するO 分布はやや不規則である。単独のもの，放射方向へ 2~数個複合するものとから

なる。肉眼でも認められる。直径の移行が認められる。接線方向の~径は約 200μ である。赤色の内容

物を含む。

穿孔は単一で，倶rr壁の膜孔の大きさは約 8μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。翼状を示すものが多く，さらに伸長して連合翼状を示していることも

多い。したがって，肉限によると，これらが波状の線として認められる。周囲状のもの，さらに，独立型

の散在するもの，短い線状，あるいは群状を示すものなどがある。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 向性型，異性E型などを示す。 1~3 細胞幅であるが単列は少なL 、。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 要素は，層階状配列をする。したがって，リップルマークが認められる。

紫外線によっても，木材は霊堂光を発しなL 、。

産地 インド

D. steve担sonii ST ANDL 

Honduras rosewood 

木材の色調は，やや紫色を帯びた赤褐色で，やや色調の濃淡がある。木理は通直，ないじ波状，また

はやや交錯する。硬く，重い (0.92~1. 08 A. D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものと， 2~3 個放射方向に複合するものとからな

るが，前者が主で為る。直径の大きさが，かなり周期的に移行している。接線方向の直径は約 150μ で

あるが，ときに 200μ を越えるものもあるとされている。赤色の内容物を含む。

穿孔は単ーゼ，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 レンズによると非常に明りょうである。とくに，線状に配列するものがはっきりとした線を

示す。とくに，短い線を形づくるものが多数あり，放射組織とともに，網状の模様を形づくる。また，し

ばしば，部分的には，長く配列して同心円状の線を形づくっている。周囲状のものがあるが，翼状を示す

ものは非常に少ないか，ほとんど認められない。

結晶が認められ，鎖状に阻列する。

放射組織 向性型，ないし異性E型を示す。 1~3 細胞l隔である。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状記測をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 要素は，層階状配列をする。したがって，リップノレマークが認められる。

アルコール浸出液は，ほとんど紫色である。
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紫外線によっても，木材は後光を発しなし、。

産地 ホンジュラス

Daniell旬。詐a ROLFE (CAES.) 

Ogea 

D. thurifera BENETT 

Nsou (カメノレーン)， Faro (セネカソレ)

木材の色調は金褐色 (D. thurifera) ， 赤褐色で，濃褐色の縞を有する (D. ogea)。軟らかく，軽い

(0.41~0.57 A.D. Sp. g.)。木理は通直，ないし交錯している。肌日はやや粗で為る。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものなどとか

らなる。分布数は少なし、。接線方向の直径は，約 150μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。褐色の内容物を含む。

柔組織 レ γズにより明らかである。ターミナル状を示すものが最も明らかである。随伴型のものが

あるが，主として周囲状で，翼状のものがあっても，翼部は非常に短い。

結晶が認められ，鎖状の阻列をする。大きい (D. ogea) 。

放射組織 異性E型，およびこれにE型が混在する。 1~3 (4) 細胞隔である。

結晶が認められる。その細胞は，分室細胞である (D. ogea)。褐色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

その他 垂直道が認められる。散在する。内容物は白色のチョーク状を示す。

要素は，層階状配I~I]をする。したがって， リッフールマークが明らかであるが，非常にあらし、。

Gossweilerodendron とは性質がよく似ていて， 一見区別しにくし、が ， Daniellia の木材は肌目がより粗

いこと，リップルマークをもつことにより，区別しうる。

産地 ナイジェリヤ，セネガノレ，ポルトカツレ領ギエヤ，シエラレオネ，アイボリーコースト，ゴー

ルドコースト，ライベリヤ

同属のものとして，次のようなものが知られている。

D. klainei PJERRE: Olengue (0.51 A.D. Sp. g.) はガボン. D. soyauxii ROLFE: Singa N'dola 

(0.49 A.D. Sp. g.) はコシゴ . D. oliveri HUTCH & DALTZ: Sandan (0.57~0.59 A. D. Sp. g.) 

は，ガボγ，セネカツレなどに産する。

Dialium guiananse (AUBL.) SANDW. (CAES.) 

Guapaque (メキシコ)， Tamarindo (中米)， Jetahy (ブラジノレ)

木材の色調は濃褐色，濃赤褐色などを示す。硬く，重い (0.90~1. 10A.D. Sp. g.)。肌目は，やや精

である。木理は交錯する。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~3 個，複合するものとから

なる。前者が多い。分布数はかなり少なし、。接線方向の直径は約 150μ である。赤色の内容物を含むこ

とがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 肉限ではやや認めにくい。 しかし，独立型の細い線が規則的に多数配列して，放射組織と
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の間に，階段状の模様を形づくる。放射組織に比べて，やや広L 、。

シリカが含まれる。

放射組織 向性型を示す。 1~4 細胞隔を示すが，主として 2~3 細胞幅である。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

赤色の内容物を含む。層階状西日列をする。

繊維状細胞 有縁膿孔は認められない。

その他 要素は層階状配列をする。したがって，リッフ・ルマークが認められる。

産地 中米，南米，メキシコ。この樹種は，この属のうち西半球に産する唯一のものであるとされ

ている。

アジアにも産する。色調の濃淡の差，肌自の異なる点などを除けば，性質がよく似ている。次のような

ものがある。

D, indu刑 L. (0.92 A. D. Sp. g.) 

D. kingii PRAIN (0. 75~0 .88 タ〉

D. laurium BAKER (0. 78~1. 05 ク〕

D. 例aingayi BAKER (0.86~0.98 ク〕

その他がマラヤにあり，区eranji と呼ばれる。

D. �atens BAKER およびその他がボルネオなどに産する。また， D. cochinchinensis PIERRE: Xoay, 

Kralanh (1.06~1. 09 A.D. Sp. g.) はインドシナに産する。

Dicorynia guiane押sis AMSH 

Angelique 

木材の色調は褐色，ないしやや紫色を帯びた褐色を示す。したがって，縦断面の外観が一見，ウオルナ

ットに似ているようなことが多L、。市場では，その色調によって 2 種類にわけ， それぞれを Angelique

Touge および Angelique gris と呼んでいる。その名の示すように，前者は，赤紫色の色調が濃く，ま

た，比重もより高いとされている。後者は淡色である。木理は交錯する。肌目はやや粗である。硬く，重

い (0.70~0.97 A.D. Sp. g.) 。

道管 散在する。肉眼でも認められるつ単独のもの，放射方向に 2個ないし長く複合するものとか

らなる。一般には数個ではあるが，なかにはその数が 15 個以上にもなることがあり，このような場合，

放射方向へ伸びる道管の帯となっている。 この科の木材としては，特徴的である。接線方向の直径は約

.250μ である。白色の物質を含むものがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 肉眼でも明らかである。主として翼状のもの，および連合翼状を示すものなどとからなる。

日後者は，波状の帯となっている。また，独立型のものが線状，群状などに配列している。

シリカが，多数認められる。

放射組織 具性E型， m型などを示す。 1~4 細胞幅であるが， 3 細胞帽のものが最も多い。褐色の

内容物を含む。シリカを含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状記列を Fる。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。
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その他 要素は，層階状配列をしている。したがって，リップルマークが認められる。ときには明ら

かでないこともある。

産地 スリナム，仏領ギアナ

Diplotro戸's purpurea (RICH) AMSH 

Tatabu, Sapuplra, Sucupira 

木材の色調は褐色，ないし濃チョコレート色を示す。縦断面では，柔組織による細い淡色の縞が多数認

められる。硬く，重い (0.92 A. D. Sp. g.)。木理は通直，ないしやや交錯する。肌目は粗である。

道管 散在する。肉限でも明らかである。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するものなどとか

らなる。接線方向の寵径は， 250~300μ のものが多い。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ である。褐色の内容物を含む。

柔組織 肉眼でも認められる。とくに縦断面では，淡色のため他の組織との色調差が著しい。したが

って，より顕著に認められる。周囲状のもの，翼状のものが認められるが，後者の場合でも，とくに伸長

はしていない。連合翼状のものが，まれには認められる。よく性質の似た Bowdichia の木材とは， この

柔組織の発達の度合の低いことにより区別できる。

放射組織 異性E型， lli型などを示す。 1~3 細胞隔である。濃褐色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有骨膜孔は認められない。

その他 要素が，不顕著な層階状配列することがある。部分的に，不顕著なりヅフりレマークが認めら

れることがある。

Bowdichia との区別点としては，先に述べた柔組織の発達の程度の差，色調が，より褐色を帯びている

点， リフフりレマークがないか，あっても不顕著である点、などがあげられる。

産地 ギアナ，ブラジノレ。属としては，コロンピヤ，ブラジルにかけて分布する。 D. r，αmOS/T 

(HOEHNE) AMSH，その他がある。

Dipteryx odorata (AUBL.) W ILLD (P APIL. ) 

(Coumarouna odorata AUBL.) 

Gaiac, Tonka bean, Tonka 

木材の色調は黄褐色，ないし淡褐色などを示す。新鮮な時は赤褐色，紫褐色を示し，糞褐色，ないし紫

色の縞をもっとされている。ロウ状の感触がある。これは，非常に著しいので，他からこの性質によって

区別することができる。また，わずかではあるがパニラょうの芳香があるといわれている。肌目は，やや

精である。木理は交錯する。硬く，重い(1.07 A. D. Sp. g.)。

道管 散在Fる。肉眼でも認められる。単独のものと， 2~3 個，放射方向に複合するものとから

なる。接線方向の直径は約 150μ である。赤色の内容物を含む。

また，白色の物質がレンズなどによって，認められることが為る。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 レンズにより明らかで為る。肉眼で，白色の細線が認められるが，これは，レンズによると

柔組織によるものでないことがわかる。周囲状のものがあり，その層は厚L 、。また，翼状のものが多数認

められるが，あまり伸長することはなL、。連合翼状を示すものもある。赤色の内容物を含む。
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放射組織 向性単列型を示すことが多いが，また， 1~2 細胞l隔を示 Fこともある。赤色の内容物を

含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。

秘維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 すべての要素は，層階状配列をする。したがって，リップルマークは明らかである。

産地 ギアナ，ベネズェラ，コロンピヤ.ブラジル

Distemonanthus benthamianus BAIL (CAES.) 

Movingui 

木材の色調は黄色，ないし非常に鮮やかな黄色を示れこの科の木材の色調としては，非常に特徴的で

ある。高い比重をもったものは褐色を帯び，獲色の縞をもっともいわれている。肌目は粗である。木理は

交錯する。やや硬く，重い (0.77 A. D. Sp. g.)。道管の中に，黄白色のチョークょうの物質がつまって

おり，肉眼でも明らかである。

道管 散在する。単独のものと，放射方向に 2~4 個複合するものとからなる。肉眼でも明らかで

ある。接線方向の直径は約 200μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。黄白色の物質を含む。

柔組織 肉眼でも認められる。周囲状のもの，翼状を示すものなどが多い。後者が長く伸長すること

もある。また，連合翼状がしばしば認められる。ターミナノレ状のものが時に認められることがある。シリ

カが認められる。結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 異性E型， m型を示す。 1~5 細胞l隔であるが，主に 3~4 細胞隠である。

道管との聞の膜孔は，ときに道管のそれよりやや大きく，膜孔縁のせまいものも，認められることがあ

る。しかし，一般には道管のそれとほとんど同じである。層階状配列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 要素は，層階状配列をする。したがって，リッフツレマークは明らかである。

産地 ナイジェリヤ，ライベリヤ，アイボリーコースト，ゴーノレドコースト，ガボ、ン，カメノレン

Enterolobium cyclocarpum (J ACQ.) GRIS (MIMO.) 

Genizero, Guanacaste 

木材の色調は淡褐色，ないし褐色で，時には濃色の縞をもつことがある。光沢がある。軟らかく，軽い

(0.35~0.60 A. D. Sp. g.)。肌自は粗である。木理は通直，ないし交錯する。

Samanea の木材と，性質が非常によく似ており(外観的にも，内部構造の点からも)，ほとんど区別す

ることは不可能である。ただし，泡立ち試験 (Froth test: 材の小片を水にいれて振還すると樹種によっ

ては泡立ちがおこる。そうしてまた，その泡が永続するものと，しないものとがある。この性質の有無に

よって，近似材の区別をすることができる〉を行なえば，泡がかなり永続するので ， Samanea と区別で

きる。

紫外線により木材は後光を発するつ

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものと，放射方向に 2~3 個複合するものとからな

る。接線方向の直径は，約 200μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 8μ である。



-140ー 林業試験場研究報告第 157 号

柔組織 肉眼でも明らかである。主として周囲状，翼状などを示す。その層は厚いが，伸長すること

はなし、。また，短い連合翼状を示すものが認められる。ターミナノレ状が認められることがある。

小さい結晶が認められ，長く鎖状に国列する。

放射組織 向性型を示す。 1~3 細胞幅である。個体によっては， 1~2 (3) 細胞幅であることもあ

る。また，単列の少ないこともある。赤褐色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，大きさの点では道管のそれとほとんど同じであるが，膜孔縁の非常に狭いものが

多く認められる。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 中米，南米北部，西印度諸島，メキシコ。同属の E. conlorlisiliq開閉 (VELL) MORONG は，

アノレゼンチンに産する。

Eperua falcata AUBL (CAES.) 

Wallaba, Wapa 

木材の色調は赤色，ないし赤紫色を示す。横断面には同心円状に配列する垂直道があり，濃色の物質が

それらからしみ出ている。これによって，縦断面では縞が認められる。木理は通直である。肌目はやや粗

である。材面は油状， ないしロウ状の感触がある。 やや硬く， 重い (0.93 A. D. Sp. g・， O. 75~0.85 

.A. D. Sp. g. などの値が知られている)。

外観的には ， Copaifera の木材と非常によく似ている。一般には垂直道から， しみ出てくる物質の量

がより多く，したがって，よりしみが多く認められる。

道管 散在する。肉眼でも認められる。分布数は多くない。単独のもの，および放射方向へ 2~3

個複合するものとからなる。接線方向の直径は約 200μ である。

褐色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ である (Copaifera では，約 10μ である〉。

柔組織 垂直道を包んで，長く，幅の広い同心円状の帯を形づくっているものが顕著で，肉眼でも認

められる。それ以外は顕著ではない。周囲状のものがあるが，その層は薄い。褐色の内容物を含む。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 異性E型を示す。構成細胞の大きさが，すべて大きし、。特徴的であるくCopaifera との区

別点となる)0 1~4 細胞1隔であるが， 3~4 細胞幅のものが多し、。幅はやや広く， 85μ に達するので，横

断面で肉眼によっても認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 垂直道が出現し，同心円状に配列している。柔組織の帯の中に包まれている。内容物がふき

出ている。材面をよごしていることが多い。

産地 ギアナ，ベネズェラ，ブラジノレ北部のアマゾン流域

この樹種のほかにも

E. grandifiora (AUBL.) BENTH 

E. jenmanii OLIV.: It祖ri wallaba 

E. schomburgkiana BENTH: Wallaba 
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などがあり，市場では同ーの名で取引されており，性質もよく似ている。

Erythrophloeum micranthum HARMS (CAES.) 

Ery. guineense G. DON 

Sasswood 

-141-

木材の色調は濃燈褐色，赤褐色などを示す。硬く，重いく1.06 A. D. Sp. g.: Ery. guineense , 0.80' 

~0.93: Ery. micranthu隅〉。木理は交錯している。肌目は粗である。 Pahudia， Intsia などの木材によ

く似ているが，一般にはこの属の木材は光沢をもたないので，上述の 2 属の木材から区別されることが

多い。

紫外線により，木材は室長光を発する (Ery. guineense)。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。黄色の物質を含むことがある。この場合には，横断面で

黄色の点として認められる。単独のもの，放射方向に 2~3 個，複合するものとからなる。接線方向の直

径は，しばしば 300μ をこえる。道管の分布数が，より多い (Pahudia， Intsia の木材に比べると)。赤

色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 肉眼でも，明らかに認められる。周囲状，翼状など厚い層をもっ。後者はとくに伸長するこ

とはなし、。連合翼状のものがあるが，一般に短い，幅の広い波状の帯をつくるのみである。

放射組織 向性型を示す。 1~3 細胞幅であるが，単列は少ない。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである (Pahudia との差)。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 ナイジェリヤ，ライベリヤ，アイボリーコース卜，ゴールドコースト，カメノレン，ガボγ，

コンゴ，葡領ギニア

アジアにも産する。

Ery. densiflorum (ELMER) MERR.: Miamot, Merbau lalat (以上ボルネオ)， Kamatog (71 リツ掴

ピン〉がある (A.D. Sp. g. は 0.81 で為る)。

Geoffraea spinosa J ACQ. (P APIL. ) 

Silbadero 

木材の色調はi濃紫溺色，紫色などを帯びた褐色などを示す。濃色の非常にl隠のせまい条が認められるこ

とがある。肌目は精である。硬く，重い。 Baphia の木材と，外観的には非常によく似ている。

道管 散在する。肉眼では認められない。単独のもの，放射方向に 2~3 個，複合するものとから、

なる。接線方向の直径は 70μ に達する。他の組織との色調差がないので，レンズによっても，認めにく

いものがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の大きさは，約 7μ である。濃色の内容物を含む。

柔組織 レンズにより認められる。他との色調差は少なし、。翼状，連合翼状を形づくり，しばしば波:

状の帯を形づくる。

結晶が多数認められる。長く，鎖状に配列する。

放射組織 向性型を示す。 1~2 細胞l隔であるが，単列のものがむしろ多い。 したがって，単列向性一

型に近い。
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道管との聞の膜孔は道管のそれと同じである。層階状記列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

モの他 要素は層階状配列をする。リップノレマークは細かいが，明らかである。

Baphia との差は ， Baphia の項で、述べた。

産地 エクアドノレ，コロンピヤ

.Gilbertiodendron de卸evrei (DEWILD) J. LEONARD 

[Macrolobium ct.包wevrei DEWILD) CCAES.) 

Molapa, Ditshipi 

African oak などという名がつけられていることもある。

木材の色調は赤褐色を示す。また，ときに濃色の縞を有する。褐色で，濃色の縞をもつこともある。硬

く，重い (0.75~0.80 A.D. Sp. g.)。木理は通直，ないし交錯する。肌目は粗である。

紫外線によっても，木材は室長光を発しない。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものと， 2~3 {周波射方向に複合するものとからな

る。接線方向の直径は約 200μ である。赤褐色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。主として，周囲状，翼状であるが，その層が厚いので顕著である。連

合翼状を示すものが認められることがある。それらの中間部は，細くなっているので，波状の帯となる。

また，独立型の線をなすもの，群状を示すものなどが認められる。

結晶が認められ，長く鎖状に配列する。

古婚す組織 主として単列異性型を示す。時に，複列部が認められることがある。このような場合に

J主，異性JI[型が主で，時にE型を含んでいる。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 コンゴ，ライベリヤ

.Gossweilerodendron balsamiferum HARMS CCAES.) 

Agba, Tola blanca 

木材の色調は淡赤褐色，桃褐色を示す。

また，淡黄褐色を帯びることも知られている。軟らかしやや軽い (0.46~0.52 A. D. Sp. g.)。木理

4立通直，ないしやや交錯する。肌目は，やや精である。

外観的には， この科の木材としてはかなり例外的な性質をもっている(むしろ BURSERACEAE の木

材のようである〕。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの， 2~3 個放射方向に複合するものなどとから

なるO 接線方向の霞径は約 150μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ である。褐色の内容物を含む。

柔組織 肉眼でも認められる。ターミナル状のものがある。また，周囲状，短い翼状を示すものなど

がある。連合翼状が認められることがあるが，短L、。独立型のものは，散在したり，短い線を形づくった

，りしている。
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放射組織 同性型を示す。 1~3 細胞幅を示す。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められないっ

その他 垂直道があり散在する。内容物が材面にしみをつくっていることがある。また，白色の内容

物がつまっていて，白い点として横断面で認められるものが多L 、。

Daniellia の木材と，性質がよく似ていることがあるが，簡単な区別点については ， Danillia の項です

でに述べた。さらには，放射組織の型が違っていることに注意すれば，確実に区別できる。

産地 ナイジェリヤ，コンゴ

Guibourtia tessmanni J. LEONARD (CAES.) 

Bubinga 

木材の色調は桃色，ないし赤色を帯びた淡褐色で，紫色をおびた濃色の縞をもっ。木理は通産，ないし

交錯する。肌目はやや精，ないしやや粗である2 硬く，重い (0.86~0.93 A. D. Sp. g.) 。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの， 2~4 個放射方向に複合するものとからな

る。接線方向の直径は約 150μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 レンズにより明らかである。ターミナル状のものがある。また，随伴型のものがあり，翼状

を示すものがほとんどで，あまり伸長していない。ときに連合翼状を示すものがあるが，短い。

結晶が認められ，鎖状に醍列する。

放射組織 放射断面では，かなり明らかである。

同性型を示し， (1)~4 (5) 細胞憾である。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状紹胞 有縁膜孔が認められるが，小さ L 、。

その他 同属の樹種は，非常によく似た性質をもっている。

G. arnoldiana (DE WILD & TH. DUR.) LEONARD: Benge は，構造の上ではよく似ているが， そ

の色調が明らかに異なり，それにより区別される。すなわち，黄褐色，ないし褐色を示し，灰黒色，ない

し黒色の縞を有する。また，肌日がより精である。

産地 西部アフリカ

G. de附usei (HARMS) J. LEONARD: Kevazingo (0.78 A. D. Sp. g.) , G. pelligriniana L. LEONARD 

(0.94 A.D.Sp・ g.) ， G. ehie J. LEONARD: Amazoue (0.73A.D.Sp.g.) などは，同属の樹種であるo

Guilandina echinata (LAM.) SPRENG 

Bahia wood, Brazil wood, Pernamb阻CO wood 

木材の色調は樫色，赤色などを示しており， これらの色調が均一でなく，縞のようになっている。

Haematoxylon の木材の色調に，非常によく似ている。光沢がある。木理は通直，ないし交錯する。硬く，

重い (0.90~1. 25 A. D. Sp. g.)。肌目は，やや精，ないし精である。

道管 i 散在する。肉眼でも認められるものもある。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するもの

とからなる。接線方向の直径は 100μ 以下のものが多い。赤色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 4μ であるつ
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柔組織 レンズにより，明りょうである。ターさナル状のものがある。周囲状，翼状などを示し，ま

た， ときに連合翼状を示すものがある。しかし，いずれも長く伸長していない (Haematoxylon の木材と

の差〕。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組J織 向性型を示す。 1~2 (3) 細胞隔である。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。赤色の内容物を含む。

また，結晶をもつことがあるとされている。層階状配列をする。

轍維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

その他 要素は，層階状配列をする。したがって， リップルマークが明らかである (Haematoxylon

の木材との差〉。

材片の浸出液などによって，類似の性質をもっ属の木材から，区別できる。このことについては，

Hae例atoxylon の項でのベる。

Harþalyce の木材ともよく似ている。その区別点については， Haematoxyl仰の項で触れる。また，

Haγ'þalyce の内部構造の点についてみると ， Guilandina の木材に比べると，道管の直径がより小さく，

ターミナル状の柔組織が不顕著で，認められたり，認められなかったりする。

産地 ブラジル

Haematoxylon campechianum LINN. (CAES.) 

Logwood 

H. brasiletto KARST. 

Brazilette, Brazil wood 

木材の色調は鮮やかな桃色，赤色などを示す。均一でなく，むしろ，上述した色調が縞のようになって

いる。光沢がある。横断面を見ると，燈色の粉がついているようになっている。 とくに道管と，柔組織

に，このことは著しし、。木理は交錯するか，不規則である。肌目は精，ないしやや精である。硬く，重い

(0.95~1.1O A. D. Sp. g.) 。

道管 散在する。肉眼でも認められるものがある。単独のもの，放射方向に 2~3 個(ときには数

個入複合するものなどとからなる。接線方向の直径は 100μ 以下のものが多い。赤色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 4μ である。

柔組織 レンズによれば明らかである。主として，翼状，連合翼状である。前者はかなり長く伸長し

ている。また後者も，長く接線方向につながる波状の線を形づくる。

結品が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 向性型を示す。 1~3 (4) 細胞幅である。

内容物は濃赤色である。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

蹴鰍細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 リップルマークが不明りようながら認められることがある。水浸出液をつくると ， H. cam-

þechanu慨は紫色を示し， H. brasiletto は桃色，ないし赤色を示す。 これは，両者の区別点となる。ま

た，新しい材面にアンモニヤ液をつけると，やはり，前者は紫色，後者は赤色を帯びる。
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この属の木材と，非常に外観的に似ているものがある。 Caesalpinia， Guilandina, Harpalyce などがそ

れである。これらについて，材片の水浸出液をつくると，

Harpalyce cubensis GRIS: Cerillo de Costa ほとんど無色である。

Caesalpinia sappan LINN (7 ~リッピン産〉

赤色を示すが Haematoxylon のそれよりもさらに著しい赤色を示す。 Guilandina echinata (LAM.) 

SPRENG では桃色，ないし赤色である。

産地 メキシコ，中米，コロンピヤ，ベネズェラ，ギアナなど (H. campecham棚)，メキシコ，コ

ロシピヤ，ベネズェラ (H. braziletlo) 

Hymenaea courbaril LINN. (CAES.) 

H. davisii SANDW. 

Courbaril，上の欄の樹種の木材は Jatahy， AIgarrobo. Guapinol, Locust. 

木材の色調は，赤褐色を示す。新鮮なときは，澄褐色などを示す。また，ときに濃色の縞を有すること

が為る。木理は交錯するか，または，通直である。肌目はやや粗である。硬く，重い (O.75~1. 05 A.D. 

Sp. g.)。

紫外線により重量光を発するもの (H. courbaril) ，発しないもの (H. davisiのがある。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のもの，放射方向に 2~3 個，複合するものとから

なる。接線方向の直径は約 200μ である。赤色の内容物を含む。

穿孔は単一である。側壁の膜孔の大きさは，約 6μ である。

柔組織 肉眼でも明りようである。ターミナノレ状のものがあり，かなり幅は広L 、。翼状を示すものが

あるが伸長していなし、。ときに，連合翼状のものも認められるが短い。赤色の内容物を含む。

結晶が認められ，長く，鎖状に配列する。大きさは， この科のものとしては大きく， 20x30μ 程度で

ある。

放射組織 肉眼でも横断面で認められ，また，放射断面でも，明りょうである。

向性型を示す。まれに異性E型を示す。 3~5 (7) 細胸高を示す。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

結晶が認められる。辺縁の細胞に認められ，それらの細胞は分室細胞になっている。

繊維状細胞 有縁膜孔が認められる。

その他 傷害による垂I直道が出現することが知られている。

産地

H. davisii 英領ギアナ

H. courbaril ギアナ，ホ γジュラス，西印度諸島，ボリピヤからプラグノレを経て， メキシコにかけ

て広く産する。

同属のものとして， H. parvifolia HUBER: Jatoba があり，ブラジルに産する。内部構造がやや違っ

ており，比重がより高い(1.15 A. D. Sp. g.)。構造の違っている点をあげると，

1. 道管の膜が厚し、。また，柔組織の紹胞の膜が厚く，←般に厚摸細胞である。

2. 放射組織がより広く (2~8 細胞幅)，また，より高い。

3. 紫外線により後光を発する。
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Intsia bijuga BAKER (CAES.) 

I. palembanica (COLE) O. KUNZE 

Ipil ( 7 {リッピン)， Merbau (マレイシヤ〕

木材の色調は金褐色，赤褐色などを示す。一般に，濃色の縞をもっ。光沢がある。硬く，重い (0.73~ 

0.89 A. D. Sp. g.)。木理は交錯する。肌目は粗，ないしやや粗である。触れると油状， ないしロウ状

の感触がある。

かなりの数の道管の中に，黄白色のチョークょうの物質がつまっている。これが，長い条となって認め

られる。この属の木材を，他から区別するための拠点となる。しかし，まれには，かなり大きい材片でも

全く認められないこともある。

紫外線により後光を発するが，ときに，非常に弱いことがある。

道管 散在する。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものとからなる。その接線方向の責径

は約 200μ である。

黄白色のチョークょうの物質がつまっていることがある。赤色の内努物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 6μ で為る。

柔組織 レンズにより明りょうである。ターミナル状のものが認められる。翼状のものがあり， ま

た，短い連合翼状がある。いずれも層数は多いが，伸長することはない。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 異性]l型を示す。同性型を示すことがある。 1~3 細胞i隔であるが，単列のものは少な

い。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと，大きさの点ではほとんど同じかやや大きい程度であるが，膜孔縁

をもたないものがほとんどである。

繊維状細胞 有縁撲孔は認められない。

産地 フ 4 リッピン，マラヤ，ボノレネオなど。

Kingiodendron alternifolium (ELMER) MERR. & ROLFE CCAES.) 

Batete 

木材の色調は淡赤褐色，赤褐色を示す。濃色の油状のしみが，材函に認められることが多い。これは垂

夜道からしみ出た物質によるものである。木理は交錯する。肌目はやや粗である。やや硬く，重レ (0.67

A.D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものとから

なる。接線方向の直径は約 200μ である。赤色の内容物を含む。また，時に白色の物質を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 6μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。ターミナノレ状のものが最も明らかである。周囲状を示すもの，短い翼

状を示すものなどがある。また，ときに，連合翼状を示すものがあるが短い。独立型の短い線も認められ

る。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 異性E型， II型を示す。一般に (1) ~3 細胞IV冨を示す。

結晶を含む。主として方形の細胞の中に認められ， 25x30μ 程度の大きさである。
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道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 嚢I貫道が認められる。散在している。寅径は非常に大きく，接線方向のT高経は 100μ をこ

えるO 内容物は濃色で，しばしば，材面にしみを作る 3

産地 フィリッピン

Koompassia excelsa (BECC.) TAUB. (CAES.) 

Mengaris (ボノレネオ)， Tualang (マラヤ)， Manggis (フ f リッピン〕

木材の色調は赤補色，ココア色などを示す。金色の光沢をもっ。木理は交錯する。肌目は粗である。硬

く，重い (0.80~0.85 A.D. Sp・ g.)。

縦断面は一見， Andira などの木材のそれを恩わせる。

道管 散在する。肉眼でも明らかに認められる。単独のもの，放射方向に 2~数個，複合するもの

とからなる。接線方向の直径は約 300μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 8μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。ターミナノレ状のものがある。主として翼状，ないし，連合翼状のもの

が認められる。後者は長い波状の帯を形づくる。 しかし， Andira の木材のそれに比ぺると，帯のl隠はせ

まく，より波状の傾向が強い。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 具性111明，ないし向性型を示す。主として 2~4 細胞隔を示し，単列は少なし、。赤色の内

容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をするひ

蹴機状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 要素は，層階状面列をする。リップノレマークは明らかである。

産地 マラヤ，フィリッピン，ボノレネオo このほか，マラヤ，ボルネオなどには，

K. malaccensis MAING ex BENTH: Kempas (マラヤ，サラワク)， Impa目(北ボルネオ)がある。

よく似た木材を生産する。硬く，重い (0.76~0.99 A.D. Sp. g.)。外観的にはよく似ているが，

l. その色調はやや澄色を帯びている。

2. 柔組織はほとんど翼状のみで，まれに短い連合翼状を示す程度である。波状の帯を形づくることは

ない。しかし，その層は厚い。したがって，横断面での柔組織の量は， K. excelsa よりむしろ多い

ようである。

Libidibia sclerocarpa (STANDL) BRITT & ROSE (CAES.) 

Brown ebony, Coffee wood, Partridge wood 

木材の色調は濃色で，コーヒ一色，黒褐色などを示す。柔組織による淡色の帯が，縦断面で認められる

が，非常に細い。非常に硬く，重い(1.1O~1.30 A.D. Sp・ g. )。肌目はやや粗，ないしやや精である。

木理は交錯している。

道管 散在する。単独のもの，放射方向に， 2~数個，複合するものなどとからなる。肉眼でも認

められる。接線方向の直径は約 140μ である。濃褐色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 8μ である。
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柔組織 レンズにより明らかである。主として連合翼状に配列するものがあり， それが長く伸長し

て，帯を形づくる。しばしば波状になる。翼状のものも認められることがある。ターミナノレ状のものが認

められるが，非常に細い。

結品が認められ， 鎖状に配列するO 一般には小さいが， 大きいものも認められる。濃色の内容物を合

む。

放射組織 向性型を示す。 1~5 細胞隠を示すが，主として 2~3 細胞憶である。濃色の内容物を含

む。

道管との問の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 要素が層階状配列をする。したがって， リップノレマークは明らかである。

産地 メキシコ。同属の樹種は，中，南米に多い。中，南米産の Caesalpinia の樹種で，同じよう

な木材を生産するものである。

Lonc，加carpus hondurensis BENTH (P APIL. ) 

Chaperno (コスタリカ〉

木材の色調は赤褐色，濃赤褐色などを示す。また，黄褐色を示すものが為るとされている。柔組織によ

る淡色の細い縞が，多数縦断面で認められる。木理は通直，ないし交錯する。肌目は粗である。硬く，重

い (0.70~0.95A.D. Sp. g.) 。

紫外線により，木材は黄色の室長光を出す。

外観的には Andi仰の木材などと，非常によく似ている。

道管 散在する。単独のもの，放射方向に 2~数個複合するものとからなる。肉眼でも認められ

る。接線方向の直径は約 170μ (Andira の木材のそれより小さしつで為る。賞色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の宜径は，約 8μ で;!bる。

柔組織 肉眼でも明らかである。翼状をなすものがあり，その翼部は伸長している。主として，連合

翼状が認められ，長く，帯状に配列する。この帯は繊維組織の帯よりやや広いか，同じ程度である

(Andira のそれに比べると，せまし、〕。ターミナル状のものが認められることがある。 これらの柔組織

は，淡色の細い縞として，肉眼でも明らかである。

結晶が認められ，鎖状に回列する。

放射組織 向性型を示す。 1~4 細胞i隔であるが，主として， 2~3 細胞幅である。ほとんど 10 細胞

高である (Andira のそれより，はるかに低L 、)。

道管との聞の膜乳は，道管のそれと同じである。層階状回列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 要素は層階状回列をする。したがって， リッフ勺レマークが明らかである。

産地 中米，南米など。同属の樹種は，中米，南米に多い。

Marmaroxylon racemosum (DUCKE) KILLIP (MIMO.) 

Angelim rajado 

木材の色調は黄色，ないし澄色を示しており，褐色， ないし紫褐色の不規則で， 間隔の広い縞を有す

る。非常に硬く，重い(1.05~1. 25 A. D. Sp. g.)。木理は通直，ないし交錯する。肌目は粗である。
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道管 肉眼でも認められる。散在する。単独のもの，放射方向に 2~3 個，複合するものとからな

る。接線方向の直径は，約 200μ である。赤色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 5μ である。

柔組織 肉眼でも明らかである。周囲状のもの，翼状を示すものなどがある。それらの層は，厚L 、。

連合翼状に配列するものが最も明らかで，波状の帯を形づくる。ターミナノレ状がときに認められる。

結晶が認められる。鎖状に配列する。

放射組織 向性型を示す。 1~2 細目旬隔で，単列のものが多い。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁l嘆孔は認められない。

その他 不顕著なリッフ勺レマークが認められることがあるが，一般にはリップルマークは認められな

い。このことによって，性質の似た樹種から区別される。

産地 ブラジノレ，ギアナ

M訟lanoxylon brauna SCHOTT 

Brauna, Grauna 

木材の色調は，非常に濃いチォコレート色を示している。一般に，さらに濃色の条をもっている。色調

を除いては，外観的に目だった特徴をもっ木材ではない。木理は通直，ないし交錯する。肌目はやや粗で

ある。硬く，重い (0.95~1. 05 A. D. Sp. g.)。

道管 肉眼でも認められる。散在する。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものとからな

る。接線方向の直径は，約 130μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。議褐色の内容物を含む。

柔組織 レンズでも明らかでない。周囲状のもの，翼状のものなどがあるが，とくに発達もせず，ま

た，伸長していない。短い連合翼状のものがまれに認められる。

結晶が，主として散在する柔組織の中に認められる。小さいが，鎖状に配列する。

放射組織 向性型を示す。 2~3細胞幅を示す。濃色の内容物を含むことがあるO

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 ブラジノレ

Microberlinia brazzavillensis A. CHEV. (CAES.) 

Zebra wood, Zingana 

木材の色調は淡桃褐色，淡実褐色などを示している。さらに，この木材を特徴づけるものとして，規則

的な，かなり間隔が狭く配列する濃褐色の縞を有する (B問chystegia などには，縞が認められることが

あるが，この木材のように規則的，しかも密に配列することはない)。 この性質は， 市場材としては，ほ

とんど唯一のものであり(このような色調をもっ木材の中で)， 他から容易に区別される。やや硬い，な

いし硬く，重い (0.69~0.84A.D. Sp. g.)。木理は交錯する。肌目は粗である。わが国で，フランスゼ

ブラなどと呼ばれているものは，この樹種からのもので，最もゼブラウッドの名に，ふさわしいものであ

る。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの， 2~3 個放射方向に複合するものなどとから
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なるが，前者が多い。接線方向の直径は 250μ に達する。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ である。褐色の内容物を含む。

柔組織 レンズにより明らかである。ターさナル状のものがあるが，他の組織との色調差が少ない。

翼状を示すものがある。広く，短い。また，連合翼状のものも認められる。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 主として，単列向性型を示す。褐色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。

機織状細胞 有縁撲孔が多数認められる。

その他 要素が，層階状図列をするので， リッフ・ルマークは明らかである。

Brachystegia の属の木材は， 性質が非常によく似ている。ことに， 内部構造についてこのことがいえ

る。

両者の区別点となるものは，

1. 繍の状態 Microberlinia では，非常に規則的で，常に認められる。 Brachystegia では，全く認め

られないものが為ったり，また，あっても間隔が広く不規則である。注意すると，縞の色調がより淡

色である。

2. 木材の色調 Brachystegia の色調は，一般に赤色系が縫い。淡褐色に近い Miroberlinia と，か

なり異なっている。したがって，細胞の内容物の色も . M icroberlinia では褐色であるが. Brachystegia 

では色赤，ないし赤褐色である。

産地 ガボンなど

Millettia laurentii W ILLD (P APIL. ) 

Wenge 

木材の色調は濃黒褐色である。それに，柔組織による淡色の細レ縞が認められる。両者の色調差が著し

いので，非常に特徴的な外観をもっているO 硬く，重い (0. 79~0.88 A. D. SP. g.)。木理はやや交錯す

るか，通盲である。肌目は組である。

紫外線により木材は佳光を発する。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のもの，および成射方向へ 2~3 個複合するものと

からなり，とくに，前者が多い。また時に，比較的直径の小さいものが意悼す方向に 10 個程度まで，複合

することがある。接線方向の直径は 250μ に達する。しかし. 150μ より小さいものも認められる。

濃色の内容物を含む。 また， しばしば白色のチョークょうの物質が含まれており， 肉眼でも認められ

る。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 10μ である。

柔組織 肉眼でも明らかに認められる。主として帯状をなしている。連合翼状のものが，長<. I隔の

広い帯を形づくっている。しばしば，この帯の!隠は，道管のそれより広い。また，部分的には，隣接の繊

維組織のl隠よりも広いことがある。独立型の群状をなすもの I隔は広いが，やや長い帯状をなすものなど

がある。また，部分的には狭いターミナノレ状に似た線も認められる。褐色の内容物をもっ。

結晶が認められる。鎖状に配列する。

放射組織 同性型を示す。 3~5 細胞l幅を示すことが多い。
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道管との聞の膜孔は道管のそれと同じである。層階状菌訪日をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。厚膜である。

その他 要素は層階状配列をする。したがって， リップノレマークが明らかである。

産地 コンゴなど。

同属のものがアフリプ')，アジアなどにもあり，中には色調がやや黒色なるものがある0

Mora excelsa BENTH (CAES.) 

M. gong，肘'jpii (KLEINH) SANDW. 

Mora 
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木材の色調は赤褐色，濃赤色などを示す。柔組織による淡色の細い縞が，縦断面で認められる。木理は

通直，ないしやや交錯する。肌目は粗である。硬く，重い (0.90~ 1. 10 A.D. Sp. g.) 。

縦断面の外観は， Andira の木材のそれによく似ている。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~4個複合するものとからなる。

接線方向の直径は，約 170μ である。

穿孔は単一で，倶u皇室の膜孔の直径は約 4μ である。

赤色の内容物を含む。また，白色のチョークょうの物質がつまっていることが為る。

柔組織 肉眼でも認められる。ターミナル状が認められるが， 明らかなものは，短L 、が l隔の広い翼

状，および連合翼状を示すものである。赤色の内容物が認められる。結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 同性型を示す。 1~3 細胞l隔であるが，単列のものは少ない。赤色の内容物を含む。

道管との聞のi岐ー孔は，道管のそれと同じである。

蹴盤状細胞 有縁膜孔が，認められる。

産地 ギアナ，コロンピヤ，エクアドル，パナマ，ブラジノレ

Myrocarpus fastigates FR. ALLEM (PAPIL.) 

M. frondosus FR. ALLEM 

Cabreuva 

木材の色調は寅褐色，ないし金褐色，褐色などを示し，濃色の縞をもっ。この科の木材としては特徴的

である。光沢をもっ。非常に硬く，重い (0.90~1. 10 A. D. SP. g.)。木理は交錯する。肌目はやや精で

ある。ややロウ状の感触をもっている。

道管 散在する。肉眼でも認められるものがある。単独のものと，放射方向に 2~3 個複合するも

のとからなるが，主として後者である。接線方向の直径は約 100μ である。

穿孔は単一で，側皇室の膜孔の直径は約 3μ である。褐色の内容物を含む。

柔組織 肉眼でも認められる。ターミナル状のものがある。また，周闘状，短い翼状を示すもの，連

合翼状で波状の短い帯を形づくるものなどがあるが，いずれも，とくに発達はしていない。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 同性型を示す。 2~3 細胞l隔が，ほとんどで，単列は少ない。褐色の内容物を含む。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状酎列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

その他 要素は層階状配列をする。したがって， リッフツレマークが認められる。
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産地 ブラジノレ，アルゼンチン，パラグアイ

Myroxylon balsatnU1n (L.) HARMS (PAPIL.) 

Balsamo 

木材の色調は赤褐色，澄色などからなり，均一ではな< ，むしろ上述したような色調が混じった縞から

成り立っているといえる。したがって Baikiaea などの特徴的な色調とよく似ているO 非常に硬く，重

い (0.90~1. 10A.D. SP. g.)。木理は交錯する。肌目は精である。

紫外線により，黄色の後光を発する。

道管 散在する。肉眼でも認められるものがある。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するもの

などとからなるが，むしろ，後者がほとんどといえる。接線方向の直径は約 100μ である (Baikiaea と

の差〕。

赤色の内容物を含む。また，白色の物質が認められることがあるo

穿孔は単一で、，側壁の膜孔の産径は約 4μ である。膜壁に，条線が認められることがある。

柔組織 肉眼では認めにくい。周囲状のものが多いっ短い翼状もあり，また，ときには短く連合翼状

に配列するものがあるとされている。独立型の柔組織が，短い線や，ときには同心円状に長い線を形づく

っている。

結晶が認められるが，単独であることが多L 、。

放射組織 異性E型を示す。 2~3 細胞幅で，単列のものは少ない。

赤色の物質が認められる。また，結晶が辺縁の細胞に認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層|潜状回列をする。

その他 要素は，層階状西日列をする。したがって， リップ。ノレマークは，明らかである。

蹴維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

産地 中米，南米，メキシコ。

ノミルサム採集のため，西アフリカ，インド，セイロンなどにも植栽されていると，されているo

Olneya tesota A. GRA Y (P APIL. ) 

Desert iron wood 

木材の色調は濃褐色，護赤褐色を示す。 しばしば， さらに濃色の縞をもっている。非常に硬く，重い

(1.15 A. D. Sp. g.)。肌日は精である。木理は通直，ないしやや不規則である。光沢がある。

道管 散在するが，かなり環孔性が強い。肉眼でも，かろうじて認められる。単独のもの，放射方

向に 2~3 個複合するものとからなるο また，後者の場合， 小道管が， 混じっていると， さらに多く複

合し， 10 個におよぶことが為るO 接線方向の直径は，約 100μ で為る。生長輪界に沿っては，これより

さらに大きいものがある。

チロースが認められる。それが，しばしば厚膜となってし、る。

穿孔は単一で、，側壁の膜孔の大きさは約 10μ である。

柔組織 レンズによれば明りょうである。ターさナル状のものがゐるが，明りような線ではない。周

囲状，翼状を形づくり，さらに，連合翼状が，波状の線を形づくることもある。

褐色の内容物を含む。多数の結品が認められる。

放射組織 放射断面では明らかで，シノレパーグレインをつくる。
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同性型である。 1~8 細胞舗である。かなり高くなり， 100 細胞高に達するとされている。結晶が，主

として方形に近い形の細胞の中に認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁摸孔は，認められない。

産地 米国の南西部，北部メキシコ

Ormosia villamili MERR. (P APIL. ) 

Makapilit 

木材の色調は褐色，金褐色で，濃色の縞をもっ。色調はチークのそれによく似ている。放射断面には，

柔組織による淡色の，五回L 、帯が出現する。硬く，重い。肌目はやや粗である。木理はやや交錯する。

道管 散在する。単独のもの，および放射方向に 2個ずつ複合するものなどとからなるが，主とし

て前者によって占められる。肉眼でも認められる。接線方向の直淫は 200μ に達する。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 5μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。周囲状をなすもの，翼状をなすものなどがある。 l隠はいずれも狭い。

ターミナル状のように認められるものがある。

結晶が認められ，鎖状に配列する。まれではあるが， J手撲のものが認められる。

放射組織 異性E型，向性型などを示す。 2~3 細胞幅を主として示す。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと，同じである。層階状記列をするが，部分的なことが多く，顕著で

ない。

繊総状細胞 有縁膜孔は，認められなし、。

産地 フ f リッピン。マラヤ，ボノレネオなどにも同属のものがある。

Oxystigma oxyphyllum (HARMS) J. LEONARD (CAES.) 

Tchitola 

木材の色調は赤掲色，ないし桃褐色であり，漣色の条をもつことがあるO 材面，とくに縦断面には，垂

直道から出てきた物質によるしみが認められる。やや硬く，やや重い (0.64 A.D. Sp. g.)。肌目はやや

粗である。木理は通直，ないし交錯する。光沢をもっ。

種々の点で，中米産の Prioria の木材によく似ている(色調の差は，明らかであるが)。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するものとからな

る。接線方向のI直径は約 200μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 4μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。ターミナル状のもの，連合翼状でやや長く，帯状に配列するものなど

が，より明りょうである(とくに，後者の存在することにより Prioria と|孟別される〕。周囲状， 翼状

に配列するものも認められる。

結晶が認められる。鎖状に配列する。

放射組織 肉眼でも注意すれば横断面で認められる。異性血型を示す。単列のものが多数，認められ

る。細胞腐は， 1~4 である。濃褐色の内容物を含む。

道管との問の膜孔は，道管のそれと同じでゐる。

繊維状細胞 有縁!良孔が，認められる。
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その他 垂直道が認められ，散在する。内容物が材閣に出て，すべての断面でしみをつくる。その直

径は大きく，大きさの点では道管と区別しにくい。内容物がつまっているか，否かによって区別できる。

とくに，内容物が白色に見える場合には，明らかであるO

産地 コンゴ，ナイジェリヤ，プンゴラ

Pahudia rhomboidea (BLCO.) PRAIN (CAES.) 

Tindalo 

木材の色調は，黄色を帯びた赤褐色，ないし赤褐色を示す。金色の光沢をもっ。肌日は粗である。木理

は交錯する。硬く，重い (0.89A.D. S�. g.)。

外観的には， Intsia の木材に似ている点が多い。

紫外線により，木材は黄色の重量光を発する。

道管 散在する。肉眼でも，明らかに認められる。単独のもの， 2~3 個(数個〉放射方向に複合

するものとからなる。接線方向の直径は約 200μ でらる。 ときに， 白色の物質を含むことがあるが，一

般には含まない (lntsia の木材との差)。赤色の内容物を含むことがあるO

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 5μ である。

柔組織 肉眼でも明らかであるo とくに，周囲状，翼状などを示すものが著しく，とくに後者は短い

が，層は厚い。連合翼状は短く，層は厚い(その出現数は，少なし、〉。 ターミナル状のものが，認められ

る。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 同性型を示す。 1~3 細胞障を示すが，単列のものは，少ない。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと，大きさについては大差ないが，単膜孔に近いものが多し、。

繊維状細胞 有縁膜手Lは，認められない。

その他

Intsia の木材に，その性質は非常によく似ているが，

1. 一般に柔組織がより発達していること。

2. 黄白色のチョークょうの物質が，道管内に認められることがない。

3. 1白状，ないし， ロウ状の感触をもつことがない。

などによって区別しうる。

産地 7 {リ 1 ピン

Parkia javanica (LAMB.) MERR. (MIMO.) 

P. speciosa HASSK 

Kupang (7 -{リッピン)， Pètai および区erayong (マラヤ〕

木材の色調は，クリーム色である。木理は通直，ないし交錯する。軟らかく，軽い (0.41 A. D. Sp・ g. : 

P. javanica , 0.43~0.58: P. sþeciosa)。

道管 散在するO 単独のものと，放射方向こ 2~3 個複合するものとからなる。肉眼でも明らかで

ある。接線方向の直径は，約 300μ である。

穿孔は単一である。側壁の膜孔の直径は約 7μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。周囲状，短い翼状をなすものがある。いずれも， 層は厚い。しばし
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ば， 2~数個のものが連合翼状を形づt っている。散在するものもある。 ターミナノレ状に似た，長い線状

に配列するものも認められる。

結晶が認められ，鎖状の配列をする。

放射組織 同性型を示す。 1~3 (4) 細胞帽であるが，単列のものは少ない。赤色の内容物を含むも

のがある。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。やや層階状に配列する。

繊維状細胞 有縁膜孔が，認められる。

その他 リップノレマークが認められることがあるが，部分的である。

産地 マラヤ，フィリッピンなど。

P. singularis HASSK (0.68~0.80 A.D. Sp. g.) は，マラヤに産する。

Peltogyne pubescens BENTH (CAES.) 

P. porphyrocardia GRISEB. 

P. venosa (V AHL) BENTH var. 

denslJlora (SPRUCE) AMSH 

Purple heart 

木材の色調は灰色を帯びた紫色，やや赤色を帯びた紫色などを示す。大気中に長くさらされると，褐色

を帯びるようになってくる。時に，全体の色調が均一でなく，濃淡の縞が認められることがある。肌目は

やや粗，ないしやや精である。木理は通直であるが，まれには交錯する。硬く，重い (0.74~0.87 A.D. 

Sp. g.: .゙ pubescens , P. 抑制sa var. densitlo叩， 1.08: P. pubescens)。

紫外線により，木材は室長光を発する。

道管 散在する。肉眼でも認められるものがある。単独のもの， 2~3 個放射方向に複合するもの

などとからなる。接線方向の直径は， 130μ に達する。赤色，ないし紫色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ である。

柔組織 レンズによって認められる。一般に，他の組織との色調差が少なL、。タナノレ状に似た柔

組織が認められることがある。翼状のものがあり， 短いか， かなり伸長する。連合翼状を示すものがあ

り，ときに，長く梢状につながる。

結晶が認められる。やや大きく，一般には， 2~3 個軸方向に配列している。

放射組織 放射断面では， ~珂らかでやや広い帯を形づくる。 1 ， 000μ をこえる高さのものもある。

|司性型を示す。 1~4 細胞帽であるが，単列は少なく，また，その高さも低い。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められなし、。

産地 中米，南米，メキシコ

Peltophorum vogelianum W ALP (CAES.) 

Canafistula, Ibira・ puita

木材の色調は桃色，赤褐色などを示す。しばしば，濃色の条をもっ。木理は交錯する。机目は，やや粗

である。硬く，重い (0.75~1. 00A.D. Sp・ E・ )0

紫外線により，木材は黄色の後光を発する。
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道管 肉眼でも認められる。散在する。単独のもの， 2~3 個放射方向に複合するものなどとから

なる。接線方向の直径は，約 170μ である。分布数は少ない。赤色の内容物を含む。

穿孔は，単一で側壁の膜孔の直径は約 5μ である。

柔組織 肉眼でも，認められる。ターさナル状のものがある。また，周囲状，翼状をなすものが，認

められ，いずれもその層の厚さは厚い。後者の場合，非常に短い。ときに，短い連合翼状が認められるこ

とがある。いずれにせよ，主としては，周囲状であるといえる。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 向性型を示す。 1~3 細胞幅であるが，単列は少ない。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 隔膜をもっ。

その他 不顕著なリッフ.ノレマークが，認められることがある。

産地 アルゼンチン，ノ宅ラグァイ。アジアにも，同属の樹種が産する。

Pentaclethra macroloba (WILLD) KUNTZE (MIMO.) 

GaviIan 

木材の色調は桃色， j~t栂色などを示す。光沢がある。木理は通直，ないし交錯する。肌目は，やや粗で

ある。硬く，重い (0. 75~0.85 A. D. Sp. g.)。

紫外線により，木材は室長光を発する。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向へ 2~3個複合するものとからなる。

群状に複合するものがあるが少数である。接線方向の直径は約 150μ である。赤色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 3μ である。

柔組織 レンズにより，認められる。周囲状のもの，翼状のものなどがあり，また，短い連合翼状が，

認められることも為る。独立型の散在するものが認められる。

結品が認められ，鎖状に配列する。小さし、。

放射組織 単列向性型を示す。ときに，複列のものが認められることがある。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔が，認められる。

産地 中米，南米，西印度諸島。アフリカ(カメノレン，セネガル，コンゴ，アンゴラ〉には，同属の

樹種で， P. 問。croþhylla BENTH: Ovala がある。 この材は， P. macroloba に比べると， より硬く，重

い (0.92~ 1. 03 A. D. SP. g.)。また，放射組j織のl隔は，主として複列であり，紫外線によっても鐙光を

出さなし、。

Piptadenia rigida BENTH. (MIMO.) 

Angico 

木材の色調は，やや紫色を帯びた赤褐色，赤色などを示す。木理は交錯する。肌目は，やや精である。

硬く，重い (0.95 A.D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼でも，認められる。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものとから

なる。接線方向の直径は，約 130μ である。赤色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 8μ である。
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柔組織 レ γズにより認められる。周囲状，翼状を示すものが認められる。ときに連合翼状が，短く

つながっていることがある。ターミナル状のものが，認められることもある。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 同性型を示す。 2~3 細胞隠を示す。単列は少なL 、。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜手Uì，認められなL 、。

その他 一般に ， Piptadenia グループと，呼ばれるものがあり，その中には， Piptadenia, Newtonia, 

Anadenanthe叩などが含まれる。木材の内部構造はよく似ている。

この中は，次のようにして分けられる。

1. 赤色の木材を生産する。

紫外線により，後光を発する。 Piptadenia

紫外線により，後光を発しない。放射組織の幅は， 4~6 細胞1隔で，より広い。 A叩'denanthera

2. 黄色を帯びる木材を生産することが多L、。また，後光を発する。 Newtonia

産地 ブラジノレ

Piptadeniastrum africanum (HOOK) BRENAN (MIMO.) 

Debbema, Dahoma, Ekhimi , Mpewere 

木材の色調は金褐色を示す。光沢をもっ。木理は交錯する。肌目は粗である。やや硬く，やや重い

(0.59~0.80 A. D. Sp. g.)。

道管 肉眼でも明らかである。散在する。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するものとから

なる。接線方向の宣径は約 230μ である。黄色の内容物を含むことがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の置径は約 8μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。周囲状，翼状を示すものがあり，後者は，しばしば，長く伸長する。

連合翼状のものが認められ，細いが，長い線を形づくり，ターミナル状のものに似てレるO 独立型の散在

するものがあるO

結晶が認められ，鎖状にì!ß列する。とくに散在する柔組織の中に存在するものは， レンス7こよゥて，横

断面で白い点として認められる。

放射組織 横断面で，肉眼でも認められる。

向性型を示す。一般には 4~5 細胞幅であることが多い。

道管との問の膜孔は，大きさの点では，道管のそれと大差ないが，単膜孔に近L 、。

繊維状細胞 隔撲を有する。

産地 シエラレオネ，ライベリヤ，ウガンダ，ナイジェリヤ，カメノレγ，コ γゴ，アイボリーコー

スト，ゴールドコースト

Platymiscium. spp. (P APIL. ) 

Masa wood , Maca wood, Yama cocobolo, Yama rosewood. 

木材の色調は赤色，紫赤色，赤褐色などを示し差がある。例を挙げれば， Dalbergia の木材のようなも

のから ， Berlinia の木材のようなものまである。しばしば，紫色，赤色などの縞をもてている。硬く，重

い (0. 75~1. 20 A. D. Sp. g.)。木理は交錯する。肌目は，やや粗，ないしやや精である。
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紫外線により，木材は弱L 、後光をfHすが，水浸出液は鮮やかな紺色を示す。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向こ2~数個複合するものとからなるO

接線方向の産径は 200μ に達することもある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の夜径は約 8μ である。赤色の内容物を含む。

柔組織 レンズにより明らかである。ターミナノレ状のものが認められることがある。翼状のものがあ

り，その翼部が長く伸長することがあるO また，連合翼状を示すものもある。独立型のものが散在した

り，群状に臨列したりする。

樹種によっては，柔組織が周囲状になる以上には，発達してし、ないことがある (Pl. dimorphalldru刑

DONN. )。

結品が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 単列同性型を示す。複列のものがまれに認められることがある。層階状記列をする。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められなし、。

その他 要素は層階状配列をする。したがって， リップノレマークが認められる。

産地 中米，南米

Prioria copaifera GRIS. (CAES.) 

Cativo 

木材の色調は，淡褐色，ないし淡桃褐色で~る。一世に，材の中心部にむかつて桃色が濃くなる。しば

しば，濃色の，隠の広い縞が認められることがある。光沢がある。垂I宣道から出る内容物によって，しみ

ができ，各断面で認められる。やや軟らかく，やや軽い (0.46 A. D. Sp・ E・〕。

外観的にも，内部構造の上からも ， Oxistigia の木材によく似ている。

道管 散在する。肉眼でも認められる。分布数は多くない。単独のもの，放射方向に2~3個(数個〉

複合するものなどとからなる。接線方向の直径は， 200μ に達する。赤色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ である。

柔組織 レンズにより認められなし、。ターミナノレ状のものが認められることがある。また，独立型の

線状をなすものが不規則に，また，断続的に認められる。周囲状のものがあるが，とくに厚くなることは

ない。また，短い翼状をなすものが認められることがあるO

結晶が認められる。

放射組織 放射断面では，濃色の帯状を示している。高さはやや高い。横断閣でも，注意すれば肉眼

でも認められる。

異性11型を示す (Oxistegia との差)0 1~3 細胞幅である。褐色の内容物を含む。

道管との間の膜孔は，大きさはほとんど道管のそれと同じであるが，膜孔縁はほとんど認められなし、。

繊維状細胞 有縁膜孔は，明らかではない。

その他 垂直道が認められs 散在する。大きく，その直径は道管のそれとほとんど同じである。赤色

の内容物を含む。横断固などで，それらが，しばしばしみをつくっている。

産地 ジャマイカ，ニカラグア，コスタリカ，パナマ，コロ γ ピヤ



熱帯材の識 BIJ (須藤)

Pseudosindra palustris SYM. (CAES.) 

Sepetir paya 
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木材の色調は淡褐色で，桃色を滑びることが多い。木理は通I査である。肌目はやや粗であるO

性質が， Sindra の木材のそれに似ている点が多L 、。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2-3個複合するものとからなる。

接線方向の直径は， 100-150μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 8μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。とくに， ターミナル状のものが明らかである (Sind叩の木材と違っ

て，その中に垂直道を含まない〕。他は周囲状のもの，散在するものなどがある。前者は，その層が薄く，

ほとんど 1-2 細胞隔で， レンズでは認めにくい (Sindra の木材との差〕。

結晶が多数認められ，鎖状に配列する。小さい。主として，散在する柔組織に認められる。

放射・組織 向性型を示す。 1-2 (3) 細胞l隔であるが，主として複列で，多くは高L 、単列部をもっ。

高さが， 1mm をこえることも少なくない。横断面で， 肉眼によっても認められる。また，放射断面で

は，はっきりとした帯として認められる。単列部の幅は比較的広< ，ほとんど複列部のそれに近い。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は顕著でないが，多数認められる。

その他 Sindra の木材とともに， Sepetir の名で取引されていることが，多いようである。

Sindra との区別点をまとめると，

1. 垂直道をもたなL 、。

2. 周囲柔組織の厚さが，薄く，それ以上に発達して翼状を示すことはない。

3. 放射組織がより高い。

などがある。

産地 ボルネオ

Pterocarpus (P APIL. ) 

この属の木材は色調が美しく，したがヲて，このための用途が広く，市場材として知られているものが多い。

この属のものは，性質がそれぞれよく似ており，区別するためには，木材の後光，木片の水浸出液の霊堂

光などの利用が行なわれる。

Pt. dalbergioides ROXB.: Andaman padauk 

Pt. indicus WILLD: Angsana, (北ボルネオ)， Sena (マラヤ)， Narra (フィリッピン)。

Pt・ • vidalianus ROXB.: Prieky narra (フ 4 リフピン)。

Pt. 例。crocarpus KURZ.: Burma padauk (ビルマ〕。

木材の色調には，かなりの差がある。黄褐色，ないし淡黄色を示すもの (Pt. indicus, Pt. vidalianus: 

Yellow narra)，やや紫色を帯びた赤色 (Pt. indiωs， Pt. vidalia側s: Red narra, Pt. dalbergioides, 

Pt. 柳町内carpus) などを示す。一般に， 色調は均一でなく，濃淡の縞をもっ。やや硬く，重い (0.76

A. D. Sp. g.: Pt. dalbergioides, 0.84: Pt. ma町ocarp回， 0.56-0.67: Pt. indicus)。肌日は粗であるo

木理は交錯することが多い。

道管 環孔状記列をする。また，そうでなくともその傾向が強い。肉眼でも孔閣部のものは明らかであ
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る。単独のもの， 2~3 個放射方向に複合するものとからなる。後者の場合，小道管が 10 個近くまで複合

することもある。接線方向の直径は 300μ に達する場合 (Pt. indicl日， Pt. vidalianus, Pt. dalbergioides) 

と， 300μ をはるかに越える場合 (Pt. 問。crocaゆus) とがある。赤色，ないし黄色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔のI責:径は約 8μ である。

柔組織 肉眼でも明らかである。柔組織による帯がかなり規則的に，配列していることが，肉眼でも

明らかである。これらは，翼状に国列するものが長く伸長したものや，長く波状に配列する，連合翼状の

柔組織によるものである。タ一号ナノレ状に似た独立型の柔組織も認められる。周囲状をなすもの，独立型

の，線状，群状に毘列するものなども認められるが，多くはない。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 単列向性型を示す。ときに，複列のものが認められることがゐる。層階状配列をする。

道管との間の膜孔は道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔が認められるが，顕著ではない。

その他 要素は層階状配列をする。したがって， リッフ勺レマークが明らかである。

すでに述べたように，この属の木材を区別するためには，その後光現象が用いられる。

産地

7 {リッピン Pt. indicus, Pt. vidalianus 

マラヤ Pt. indicus, 

アンダマン Pt. dalbergioides 

ピルマ Pt. macrocaγ'pus 

上述した樹種のほかにも，

Pt. pedatus PlERRE: Maidu, Maidou (0.96 A. D. SP. g.) が，イ γ ドシナ。

Pt. soyauxii TAUB.: African padauk (0.63~0.90A.D. Sp. g.) がアフリカ(ゴールドコー

スト，ナイジェリヤ， コンゴ，ガボン，カメノレン〉に産する。

Pt. angolensis DC.: Muninga, AmbiIa (0.56~O.86 A.D. Sp・ g. )が，アフリカ(アンゴラ，コ

ンゴ，タンガニーカ，ニアサランド，ローデシヤ，その他)に産する。

Pt. santalinus LINN. f.: Red sander が，イ γ ドに産する。

上述の樹種について，重量光の相違を示してみよう。

1. 紫外線により，木材が黄色の後光を出す。

Pt. indicus, Pt. 削acrocarpus， Pt. pedatus 

2. 水浸出液は，日光によっても後光を発する。 Pt， indicus, Pt. pedatus 

3. 水浸出液は，紫外線により黄色を帯びた後光を発する。 Pt. indicus, P. pedatus 

Pt. santalinus 

4. 7.1'\浸出液は，紫外線により，青色の室長光を出すo Pt. 隅acrocarpus， Pt. dalbergioides 

5. 水浸出液も，木材も， ともに鐙光を発することはないo Pt. angolensis, Pt. soyauxがこの 2樹種

のうち，前者は褐色，ないし赤褐色である。後者は燈赤色，やや紫色を帯びた赤色などを示し，護色

の条をもつので，肉眼的には容易に区別できる。

上述した 1 から 5 までを組み合わせると，市場に出る可能性のある Pterocarpus の木材は， 区別す
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ることができる。

Pterogyne nitans TUL. (CAES.) 

Ibiraro, Palo amargo 

-161 ー

木材の色調は淡桃褐色，淡褐色などを示す。光沢が為る。硬く，重い (0.80~0.90 A. D. Sp. g.)。木

理は交錯する。肌目はやや粗である。

選管 肉眼でも認められる。散在する。単独のものもあるが，主として放射方向に 2~4 個，複合

するものとからなる。接線方向の直径は約 150μ である。

褐色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ である。

柔組織 レンズにより認められる。最も，明らかに認められるものは，ターミナノレ状のものである。

その他は，一般に顕著ではない。周囲状のもの，短い翼状を示すものなどがあり，また，短レ連合翼状が

認められることがある。

放射組織 異性m型を示す。 1~3 (4) 細胞幅を示す。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状臨列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

その他 水浸出液は，紫外線により弱い緑色の室長光を出す。リヲプノレマークが認められる。

産地 アルゼンチン，パラクアイ，ブラジノレ

Samanea saman (J ACQ.) MERR. (MIMO.) 

Monkey pod, Genizaro 

木材の色調は褐色，金褐色などを示す。しばしば，濃色の条をもっている。光沢がある。やや硬い，な

いし軟らかしやや重い (0.56 A. D. Sp・ g. )。木理は交錯する。肌目は粗である。

紫外線により，賞色の後光を発する。

Enterolobium の木材とは，性質が非常によく似ているが，泡立ち試験によって区別される。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のものと，放射方向に 2~数個，複合するものとか

らなる。接線方向の直径は大きく， 300μ をこえるものがある。分布数は少なし、。褐色の内容物を含む。

単一穿孔をもち，側壁の膜孔の直径は約 6μ である。

柔組織 肉眼でも顕著である。主として周囲状，翼状，短い連合翼状が顕著である。 とくにこれら

は，長く伸長することはないがその層は厚L、。翼状のものの形は，むしろ限険状といえよう。独立型で，

長く線状に配列し，ターミナノレ状のように認められるものがある。

結晶が認められ，鎖状に配列するが，一般に小さい。

放射組織 向性型を示す。 2~4 細胞l隔のものが多く，単列のものが少なし、。褐色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

蹴陸状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 材片の水浸出液は振援すると泡が出るが，すぐ消失する。これにより . Enterolobh仰の木材

から区別される。なお，この属の木材で，構造の上では全く S. sam仰と全く同じであるが，その色調，

比重などが全くことなるものがあるc すなわち色調は真黒色で，組織による色調差が全く認められない。

これは，同一樹種の特殊なものか，違った樹種からのものか明らかでない。
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産地 西印度諸島，中米，南米などが原産地である。しかし，ハワイ，太平洋諸島， アヅアなど

に，植栽されることも多く，わが国の市場で出会うものは，むしろ植栽されたものであろう。

Sindra coriacea PRAIN (CAES.) 

Sindra spp. 

Sepetir, Sindra , Petir (サラワク)， Sindur (インドネシヤ〉

木材の色調は桃色を帯びた褐色を示す (s. coriacea) ，淡褐色 (s. μrvifoliola， S. velutina, S. wallichi) 

を示すもの，金褐色 (S. echinocalyx) を示すものなどがある。時に濃色の，または， 黒色を帯びた条を

もつことがある。木材は軽い，ないしやや重い (0.56~O.75 A. D. Sp・ g.: S. coriacea, O. 61 ~O. 77: 

S. echinocalyx, O.59~0.70: s. parvifoliola , 0.56~0.72: S. velutina, 0.51~0.78: S. wallichi)。

木理は通直，ないしやや交錯する。肌目はやや粗である。

内部構造の点では，次に述べる S. supa vこよく似ている。 また， この属の樹種を区別することは容易

でない。淡色のものは， Pseudosindra の木材によく似ているから，注意すべきである。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~3個複合するものとからなる=

接線方向の直径は約 150μ である。褐色の内容物を含むことがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 10μ であるが，時に伸長しているものがある。

柔組織 肉眼でも認められる。垂直道を包んで，広い同心円状の帯を形づくるものが顕著である。周

囲状，翼状になるものがあるが，後者の場合は非常に短い。

結晶が認められる。鎖状に配列し，多数認められる。

放射組織 肉眼でも，横断面で認められる。

同性型を示す。ときに，異性型を示すものが認められることもある。 1~2 (3) 細胞幡を示すものが多

いが，しばしば， 3~4 (5) 細胞!慣におよび，その幅も 70μ におよぶものがある (S. leiocaゆa DE WIT)。

赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜子Lが認められるが，顕著ではなし、。

その他 垂直道が認められる。同心円状に配列し，柔組織の帯の中に包まれる。レンズにより認めら

れる。この性質により Pseudosindra の木材から区別される。

産地 マラヤ，ボソレネオ，インドシナ，タイ

S. supa MERRILL (CAES.) 

Supa 

木材の色調は金褐色，責褐色などを示し， しばしば，濃色の条をもつことがある。重く，硬い (0.83

A.D. Sp. g.)。木理は交錯する。肌目はやや精である。

道管 散在する。肉眼でも認められるc 単独のものと，放射方向に 2~3 個，複合するものとから

なる。接線方向の直径は約 130μ である。

穿孔は単一である。側壁の摸孔の直径は約 8μ である。

柔組織 垂直道を包んで，長く，同心円弧状に配列するものが顕著で，肉眼でも認められる。周囲状

のものがあり，鞘を作るが，層は薄い。散在するものが認められる。

結晶が認められ，鎖状に配列する。褐色の内容物を含む。
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放射組織 同性型を示す。 1-3 細胞臓を示す。褐色の内容物を含む乞

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 不明りょうではあるが，有縁膜孔をもっつ

その他 垂直道があり，同心円状に配列し，帯状に配列する柔組織の中に包まれるこ直径は小さく，

レンズにより，かろうじて認められる程度であるこ

産地 7 ~リヅピン

Swartzia 〆stuloides H ARMS (P APIL. ) 

Pao rosa, Kiela kusu 

木材の色調は赤色，澄色，紫色などがあり，これらが縞をなしている。大気中に長くさらしておくと，

褐紫色を帯びてくる。硬く，重い(1.02 A. D. Sp. g.)。肌目はやや粗である。木理は交錯するコ柔組

織による淡色の縞が，上述した色調の中にさらに認められる。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2-4 個，複合するものとからな

る。接線方向の直径は，約 150μ である。

白色のチョークょうの物質が，つまっていることがあり，縦断面では肉眼によっても，認められる3 寅

褐色の内容物をもっ。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 10μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。周囲状のものがゐるが， とくに発達することはないニ主として独立

型，および連合翼状などによる帯が認められ，多数が密に配列しているご責褐色の内容物を含む3

放射組織 向性型を示す。 1-2 細胞隔で，高さは低L 、。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 要素は層階状配列をする。したがって，リップルマークが明らかであるc

産地 アフリカ(コンゴ)。南米にも同属のものとして，つぎのようなものが産するコ

S叩. leiocalycina BENTH (1.06A.D. Sp. g.) , Sw. benthamiana MIQ. (0.80-0.96A.D. Sp. g.): 

Wamara 

色調はチョコレート色，赤紫色，紫褐色などで，しばしば，紫色，オリープ色などの縞をもっc ギアナ

Jこ産するO このほかにも，樟摘は少なくなL 、。

Vatairea guianensis AUBL. (P APIL. ) 

Angelim amargosa 

木材の色調は黄色ないし金褐色，澄褐色を帯びる。柔組織による細い縞が，認められる。材片をかむ

と，非常ににがい。やや硬く，重い (0.65-0.80 A. D. Sp・ g.)。肌目は粗である。木理は通直，ないし

交錯する。

紫外線によると，道管の線が，弱いが澄色，ないし桃色の後光を発する。

道管 散在する。肉眼でも，明らかである。単独のもの，放射方向に 2-3個(数個)複合するも

のとからなる。接線方向の直径は，しばしば 300μ をこえる=

穿子Lは単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。翼状のものがあり，その翼部は長L、。また，連合翼状を示すものが認
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められ，短L、，または長い波状の帯を形づくることもある。独立型の散在するもの，線状に配列して，し

ばしばターミナノレ状のそれのように認められるものなどがある。内容物は黄色でゐる。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 異性m型を示し， ときに，向性型を含むことがある。 1~5 細胞l陪であるが，主として

3~4 細胞幡であるコ赤色の内容物を含むものがある。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じで為る。

繊維状細胞 隔膜を有する。

その他 不顕著なリッフ・ルマークが，認められることも知られている。

産地 南米

Vouacapua atnericana AUBL. (P APIL. ) 

Acapu, Brown heart, Partridge wood 

木材の色調はチョコレート色，濃黒褐色を示す。縦断面では柔組織による淡色の帯が多数認められる。

特徴的である。したがって， Bowdichia の木材などに，非常によく似ている。木理は通直，ないしやや交

錯する。肌目はやや粗であるコ硬く，重い (0.87~1. 00 A. D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するものとからなる。

接線方向の直径は， 200μ に達する。

濃褐色の内容物を含むつまた，白色の物質が道管内に含まれ，肉眼でも認められることがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，小さく約 3μ であるO

柔組織 肉眼でも明らかである。周囲状のものがあり，その層は厚L、。翼状のものもあり，短いが，

層は厚L、。短い連合翼状を示すものが認められることがある。独立型のものが，細い線を形づくることが

あり， ときには，ターミナノレ状のようになるものもある。

放射組織 向性型を示す。 1~4 (5) 細胞備を示す。単列は少ない。濃色の内容物を含む。

道管との膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

その他 Bowdichia の木材とは， リップノレマークのないこと，道管の膜孔が非常に小さいことなどに

よって，区別される。

産地 南米

Wallaceodendron celebicum KOORD. (MIMO.) 

Banuyo 

木材の色調は，責褐色，金褐色などを示すっ ときに，濃色の縞をもつことが知られている。光沢は強

い。色調などは， Pahudia の木材に非常によく似ている。やや硬く，重い (0.69 A. D. Sp. g.)。木理

は，交錯するか，波状を示す。肌自は，やや粗である。

後光を発しない。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものと，放謝方向こ 2~3 個複合するものからなる。

後者の場合，小道管の場合にはさらに多く複合する。接線方向の直径は約 150μ である。黄色の内容物

を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 4μ である。
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柔組織 肉眼でも認められる。周囲状のものが認められるが，とくに層は厚くないニ翼状のものがあ

るが，一般に短く，連合翼状を示すものも短L、。独立型の散在するものが，多数認められるコ

結晶が多数認められ，鎖状に配列し，小さいコレンズによって，淡色の点として横断面で認められるつ

このために，散在する柔組織が明らかであるつ

放射組織 向性型を示す。 1~3 細胞幅であるが，単列は少なL 、。黄褐色の内容物を含むζ

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁摸孔は，認められない。

その他 要素が不規則ではあるが，層階状配列をすることがあり，したがって，不顕著なリップールマ

ークをもつことがある。

産地 フ 4 リッピン

Xylia xylocarpa (ROXB.) T AUB (MIMO.) 

Pyinkado, Cam'xe, Sokram 

木材の色調は赤褐色で，光沢がある。濃色の部分が認められる。木理は交錯する竺肌目 11，やや粗であ

る。硬く，重い(1.05~1. 23 A. D. Sp. g.)o ときに，材面i二，道管の内容物による獲色のしみが認めら

れる。触れると，ロウ状の感触をもつものがある3

紫外線によっても，後光を発しない。外観的に， 性質のよく似ている Adenanthera の木材とこのこと

によりはっきりと区別できる。

道管 散在する。肉眼でも認められる。しばしば，斜線状に配列する傾向をもっコ単独のもの，放射

方向に 2~3 個複合するものとからなるが，前者が多いっ接線方向の直径は 100~150μ のものが多いコ

油状の内容物，濃褐色の内容物などを含むつ

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 5μ であるコ

柔組織 レンズなしには明らかでない。周囲状のものが輸をつくり，かなり層は厚L ヒしかし，ほと

んど翼状をなすことはなし、。また，時に，鞘の厚さが一定でなく，かたょった厚さをもつことがあるごま

た，独立型の散在するもの，さらに，長く線状に配列するものがある。後者は，しばしばターミナル状の

ものによく似ている。

結晶が認められる。長く鎖状に配列する。注意すると，レンズによっても淡色の点、として認められる。

濃赤褐色の内容物を含む。

放射組織 向性型を示す。 1~3 細胞幅を示すっ高さは 500μ に達するご

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じであるこ

繊維状細胞 厚膜である。隔膜をもつものが認められるュ

その他 Adenanthera の木材との区別点は，その項で述べたz

産地 ピノレマ，インドシナ，インド

Zollernia tango STA!'WL (CAES.) 

Tango 

Z. ilicifolia VOG. 

Mocitahyba 
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z. paraensis HUBR 

Pau santo (プラヅノレ)， Santo wood (以上の総紘〉

木材の色調は濃赤褐色，濃黒褐色などを示す。ときには，濃淡の縞が認められる。光沢はロウ状で，また，

ロウ状の感触がある。硬く，重い (1.10~1.35 A. D. Sp. g.)。肌目は，やや精である。木理は交錯する。

道管 散在する。肉眼でも注意すれば認められる。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するもの

などとからなる3 接線方向の直径は約 100μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 4μ である。黄色の内容物が認められる。また， 白色の物質が

つまっていることがある。

柔組織 肉眼でも認められる。主として，連合翼状をなすものがあり，密に配列し，波状の帯を形づ

くるG とくに幅は広くなし、。黄色の内容物を含む。結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 向性型を示す。主として 2~3 細胞幅を示す。黄色の内容物を含む。

道管との閣の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。

繊維状網胞 有縁摸孔は認められない。

その他 要素は，層階状配列を Fる。リップノレマークが認められる。

産地 中米 z. tango 

南米 Z. ilicifolia, Z. ρaraensis 

LINACEAE 

Ctenolophon philippinense HALLIER 

Sudiang 

木材の色調は護金褐色，濃褐色などを示す。さらに，濃黒褐色の条が認められる。材の表面に，濃色の

物質〔道管から出た〕が，しみをつくっている。木理は適直，ないしやや交錯する。肌自は，やや精，な

いし精である。硬く，非常に重レ (1.09 A. D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼では，一般に認めにく L 、o fまとんど，単独のもののみからなる。かなり規則

的に，道管の直径の移行が認められる。接線方向の直径は，主として 50~80μ である。

1白状の内容物を含むつ

穿孔は階段状で，階段の数は 20 におよぶ。あるものは，その階段の幅が広L、。側壁の膜孔の直径は約

五 μ である二

柔組織 肉眼では，認めにくい。周囲状のものがある。また，翼状のものがあり，その翼部は細L 、っ

さらに，連合翼状を示すことがある。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 異性E型，ないしE型を示す。 1~3 細胞帽を示す。単列部が方形に近い形の細胞で成り

立っていることが多L 、。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔が多数認められるが，小さい。

厚膜である。

産地 7 {リッピン



熱帯材の識別(須藤〕 -167 ー

LOGANIACEAE 

Fagraea spp. 

Tembusu (マラヤ)， Urung (7 {リッピン)， Temasuk (ヰ七ボノレネオ〉

木材の色調は，黄色，淡寅褐色と示すが，一般にこれらが，桃色を帯びることが多L 、。鈎削した材面は

かなり透明な感じがする。縦断面では，柔組織による淡色の帯が，縞を形づくっている。硬く，重い

(F. f:γI1grans ROXB.: O. 67 ~O. 88 A. D. Sp. g. , F. speciosl1 BLUM.: 0.99 A. D. Sp. g.)。木理は

交錯する。肌自はやや粗である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~3個複合するものとからなる。

接線方向の直径は， 150~200μ である。

チロースが発達し，ほとんど，すべての道管に密につまっている。したがって，道管は，横断面で白色

の点として認められる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 8μ である。ベスチヤード膜孔であるとされているが，通常，

認めにくい。

柔組織 肉眼でも認められる。独立型のものが，やや波状の同心円状に配列する，規則的な帯を形づ

くる。縦断面で，淡色の細い帯状の縞として認められるほど，中高の広いもの (F. frl1g問削)，横断面では

線として認められるが，縦断面では肉眼で認められないもの (F. specios(1) などがある。また，周囲状を

示すもの，翼状を示すものなどがあるが，とくに，層は厚いとはいえない。

放射組織 単列異性型を示す。部分的には複列部をもつものも，まれには認められる。また，異性の

程度が少ないこともある (F. frl1grl1ns) 。

道管との聞の膜孔は，しばしば伸長して柵状，その他の形を示し大きし、。

繊綾状細胞 有縁膜孔が認められることがあるが，不顕著であるつ隔膜を有するものがある。

その他 不顕著なり γ フツレマークが認められる。

産地 マラヤ， 7 {リッピン，ボルネオ

LYTHRACEAE 

Lagerstroemia piriformis KOEHNE 

Batitinan 

木材の色調は灰掲色を示す。やや硬く，重い (0.75 A. D. Sp. g.)o 肌目はやや組である。木理は通

直，ないしやや交錯する。

道管 環孔状に配列する傾向が強く，むしろ散在状よりも，つねに半環孔状を示すと L 、える。単独

のもの，放射方向に 2 個ずつ複合するものなどとからなる。 大きい道管の接線方向の直径は 150~200μ

である。肉眼でも認められる。チロースが密につまっている。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 7 (10)μ である。ベスチヤード膜孔である。

柔組織 肉眼でも認められる。周囲状，翼状などがあり，また，連合翼状を形づくる。道管の直径と

逆比例して，上述の(とくに，後 2 者が)ものが接線方向への長さを増し，短い翼状から，長い連合翼状

へと移ってゆき，っし、には同心円状に配列する波状の帯を形づくる。これらのうちには，ターミナル状の

柔組織のように，認められるものがある。
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結晶が認められ，長い鎖状 (20 個くらいまでに〉に配列する。

放射組織 単列向性型を示す。まれに，低い複列部をもつことがある。

道管との聞の摸孔はやや大きく，しばしば，膜孔縁をもたないc

繊維状細胞 隔膜を有する。

産地 フ 4 リッピン。同属のものは，マラヤ (Bungor と呼ぶ)，インドシナ (Banlang と呼ぶ)，

ボノレネオ (Bongor と呼ぶ)などにある。性質はよく似てレる。中には柔組織の発達のしかたに，やや異

なったものをもつものがある。 DESCH， REYES などによると，色調に差があり，赤褐色を示すもの (L.

speciosa (L.) PERSON, L. flosィ'esina RESTZ)，淡褐色，ないし灰褐色，責褐色などを示すもの (L.

floribunda JACK, L. ovalifolia TEYSM. et BINN) などがあり，区別される。

乱1AGNOLIACEAE

Michelia spp. 

Chempaka (マラヤ)

木材の色調は淡賞梅色，ないし緑色を帯びた褐色を示す。軟らかく，軽い (0 .4ii~0.54 A. D. Sp. g.: 

M. cha制:paca LINN. 0.51~0.69: M. scortechinii (KING) DANDY)。木理は通直である。熱帯産の

Magnolia, Talau隅G の木材などは， 外観的に非常に似ている。 とくに後者は， 内部構造もよく似てい

て，区別し難し、。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの， 2~3 個放射方向に複合するものとからなる。

接線方向の直径は約 120μ である。チロースをもつことがある。

膜壁に不顕著ではあるが，螺旋肥厚をもち，尾部ではかなり明りょうでらる (M. cha制paca) か，また

は，つねに，かなり明らかである (M. for制osana)。

穿孔は階段状で，その階段は少なく数個程度で，そのl隔は広L 、。階段の幅が広く，また，ときには単一

穿孔をもつこともある (M. for刑osana)。

側壁の摸孔は階段状である。

柔組織 肉眼でも明らかである。ターミナノレ状のものが，淡色の帯を形づくっている。他の組織との

色調差が著しいので，備の割には明らかである。独立型，随伴型などの散在するものが認められる。黄色

の内容物を含む。

放射組織 横断面で，肉眼でも認められる。放射断面では明らかである。

異性E型，ないしE型を示す。 1~4 細胞幅である (M. champaca)。 また， 1~2 細胞幅のものがほと

んどである (M. formosana) こともある。

油細胞が辺縁に認められることがある。黄色の内容物を含む。

道管との間の膜孔は大きく，階段状を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔をもつが小さい。

産地

マラヤ， 71 リフピン(植栽)，インド， ピノレマ (M. champaca)，台湾 (M. formosana MAS.) , 

マラヤ (M. scortechinii) 

その他 この属の木材に，非常によく似た木材を生産するものに， Talauma が為る。



熱帯材の識別(須藤〉 -169 ー

淡黄褐色を示す T. 仰gatensis (BLCO.) FERNANDEZ-VILLAR: Malapina (0.61~0.82 A.D. Sp. g.) 

は Michelia から，区別しうるだろう。 また， T. gioi A. CHEV.: Gioi (0.58 A. D. SP. g.) は，イン

ドシナに産する。よく似ている。

一般的にし、って Michelia の木材に比べて材の光沢が少ないといわれている。

し、ずれにせよ。両属は区別しにくい。

MALPIGHIACEAE 

この科の木材は，種々の点で，その性質が RUBIACEAE の木材のそれに，似ていることが多い。

Byrsonima coriaceum (Sw.) DC. および Byrsonima spp. 

Nanche 

木材の色調は賞褐色， ないし赤褐色を示す。また，紫色を帯びることもある。やや硬く，重い (0.75

A. D. Sp. g.)。肌目はやや精である。木理は通直である。

道管 散在する。肉眼でも注意すれば認められる。単独のもの，放射方向に 2~3個(数個)複合

するものとからなる。接線方向の直径は約 120μ である。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 4μ である。

柔組織 援措ではない。随伴型のものが少数，認められる。

放射組織 放射断面では，他より濃色の帯を形づくり，明らかである。

異性 I 型， JI型を示す。 1~5 細胞幅であるが， 主として 2~3 細目立時冨で 50μ に達する。樹種によっ

ては， 1~2 細胞隔を示す (B. lucida) ことが忘る。赤色の内容物を含むc

辺縁の細胞に結晶が認められ，その細胞は，しばしば分室細胞になっている。また，顕著ではないが，

鞘細胞が認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じであるC

繊維状細胞 隔膜を有する。また，樹種によっては (B. lucida)，隔膜をもたないが，その反面，明

りような有縁膜孔を有するものがあるQ

産地 南米，中米，西印度諸島

MALVACEAE 

Hibiscus tiliaceus L. 

Blue mahoe 

木材の色調はやや紫色， ないし灰色を帯びた淡黒色を示すコなかには，かなり黒色の著しいものもあ

る。一般に，中米産のものは黒色を帯びる傾向が強いようである。軽く，軟らかい，ないしやや硬く，重

い (0.38~0.48 A.D. Sp. g.)。肌目は精である。木理は交錯する。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するものとからなる。

接線方向の直径は約 130μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は小さく，約 3μ であるつ

柔組織 レンズにより認められる(アジア産のものについてのみ〉。 レンズにより認められるもの

は，主として細い線である。周囲状のものがあり，さらに翼状のものも認められる。後者は短い。独立型
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の線状をなすものが多数認められる。

結品が認められる。集晶である。

放射組織 異性E裂を示す。 1~3 細胞l隔を示すもの(アジア産)， 1~5 細胞幅を示すもの(中米産〉

などがある。その幅は，しばしば 75μ に達する。

鞘細胞が認められる (7 {リッピン産のものでは，明らかでないことが多かった〕。

結晶が認められるが，多くはなし、。集晶が認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。

蹴鰍細胞 有縁膜孔は，認められない。

その他 要素は層階状配列をする。したがって，リップルマークが明らかである。

産地 中米，南米，アジアO 台湾にはイチビ (var. glabra) があり，その性質はむしろ中米産の

ものによく似ている。

この属のなかには， 非常に軽軟な木材を生産するものがある。 H. mosheutos および Hibiscus Sp. が

それで， California pith などと呼ばれている。

Bombycidendron 官idalianum (NAV.) M. & R.: Vidal's lanutan は ， H. tiliaceus によく

似た木材を性質する。その性質の特徴的なものを挙げると，

木材の色調は淡紫色を帯びる。リップノレマークは明らかである。

放射組織 1~5 細胞幡であるが，その幅は， 30μ どまりである (Hibiscus との差〕。

多数の結晶をもち，結晶細胞は時にふくらんでいる。集晶が認められる。

柔組織 発達していない。

産地 フィリッピン

Thespesia populnea (L.) SOLAND 

Banalo 

木材の色調は赤褐色， チョコレート色などを示す。 ときにはやや色調の濃淡が，認められる。軟らか

しやや軽い。肌目はやや粗である。木理は交錯する。

道管 散在する。肉眼でも認められるものがある。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するもの

とからなる。接線方向の直径は，約 100μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔め直径は約 5μ である。

柔組織 レンズにより認められる。独立型の細い，短い線が多数認められる。これらが，放射組織と

ともに，階段状の模様を形づくる。周囲状のものがあるが，層は薄L 、。

鮮赤色の内容物をもつものがある。

放射組織 異性E型，ときには異性E型も認められる。 1~4 細胸隔であるが単列のものは少なL 、。

結品が多数認められる。

多列部に大型の細胞が認められる。また，鞘細胞が認められる。

道管との聞の膜子Lは道管のそれと同じである。層階状配列をする。

繊維状細胞 有縁摸孔は，認められなL 、。

その他 要素は，層階状配列をする。したがって，リップノレマークが認められる。

産地 アジアから中米に及ぶ。



熱帯材の識別(須藤〕 -171 ー

MELASTOMACEAE 

Dactylocladus stenostachys OLIV. 

Jongkong, Medang tabak 

木材の色調は淡燈褐色，淡桃褐色などを示す。縦断面，とくに接線断面では濃褐色のかなりはっきりと

した点が認められる。これは，水平道によるものであり，顕著で、あるので，他からの区別点となる。やや

軟らかしやや軽い (0.44~0.54 A. D. Sp. g.)c 肌目はやや組である。木理は通直である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものが多く，これと 2~3 個放射方向に複合するも

のとからなる。接線方向の直径は，一般に 130~180μ である。赤褐色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，一般には約 8μ であるが， 時には， さらに伸長したものが混在

する。ベスチヤード膜孔である。

柔組織 レンズにより認められる。主として，細い線を形づくるものが認められる。周囲状のもの，

翼状のものがあり，後者は細い，短い線を形づくる。これらの層は薄L、。独立型のものが短い細レ線を形

づくる。

放射綴織 単列異性型を示す。しかし，典型的な平伏細胞の出現は少なく，むしろ直立細胞と方形，

ないしそれに近い細胞とからなるといえるつ

道管との聞の膜孔は，道管のそれとほとんど同じもの，長だ円形，ないし伸長してやや柵状をなすもの

などである。

水平道をもつものは紡錘形を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔をもつが多数ではない。

その他 水平道が，接線断面では'肉眼でも顕著である合その接線方向の直径は 500μ にも達する。

その断面は長だ円形に近い。濃色の内容物を含む。 しかし， この水平道の出現は，一般に規則的ではな

し非常に多い場合，また少ない場合(10 cm2 に 1 個のように〉などもあるコ

産地 ボノレネオ

MELIACEAE 

この科の木材の特徴として，次のようなことが挙げられるであろう。

1. 道管の膜孔が小さく，例外を除いて (Cedrela など)，ほとんどが 3~五 μ であること。

2. 赤色の木材が多い。

さらにこの科の中の樹種を区別するためには，次のような性質を取り上げる。したがって，それらの性

質は，この科の木材の特徴と L 、えよう。

a. リップノレマークの存在。

b. ターミナノレ柔組織の存在3

c. b. 以外の柔組織の存在っ

d. 結晶が柔組織に存在3

e. 結晶が放射組織に存在する。

f.隔膜糊佐が存在する。

g. 放射組織の型 I幅。
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Aglaia spp. 

Pasak (マラヤ)， Goi (インドシナ)

木材の色調は濃赤褐色であるつ硬く，重い (0.85: A. clarkii MERR, 0.77~0.98: A. diffusa 

MERR, O. 75 ~ 0.85: A. harmsiana PERKINS, 0.91: A. laevigata MERR. , O. 53~ 1. 08: A. luzoniensis 

MERR. & ROLEE, 0.76: A. aγgentea BL., 0.73~0.88: A. luzoniensisima BL. , 0.56: A. gigantea, 

PELLEG.，すべて A. D. sp. g.)。木理は通直，ないし交錯する。肌目はやや粗，ないし精である。

道管 散在する。肉眼でも認められることが多レが，認められないもの (A. laevigata) もある。

単独のもの，糊す方向に複合するものなどからなる。接線方向の直径は 150μ を越えることのあるもの

は. gigantea) , 150 μ 以下であるものは. clarkii, A. harmsiana)，さらに 80μ 以下であるものは.

laevigate) などがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は 3~5μ である。

黄白色の物質が，レンス，肉眼などで認められることがある。赤色の内容物を含む。

柔組織 肉眼でも認められるつ ターミナノレ状，短い翼状をもつもの (A. clarkii)。他は独立型およ

び随伴型の柔組織をもち，これらが，時にはかなり長く，接線方向に配列し，その間隔も狭い。したがっ

て，肉眼ではかなり規則的な帯として認められる。このような場合，周囲状のものが認められる。

結晶が認められ，長い鎖状に配列することが多L、。しかし，鎖状にならないもの (A. har隅siana) があ

り，また，結晶の認められないもの (A. gigantea) もある。

放射組織 主として異性JU型を示す。向性型，異性E型などが，樹種によっては認められることもあ

る。 1~2 細胞l陥を示し，また， これらでも，単列のものの占める割合が非常に多L、。したがって，部分

的に，単列同性および具性などを示すことも少なくなしら

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。赤色の内容物を含む。

桝鰍細胞 隔膜をもっている。

産地 この属としてはイント\マラヤ，インドシナ，ボルネオ，フ 4 リッピンなどに産する 3

Amoora aherniana MERR. 

区ato

木材の色調は濃赤色，赤褐色などを示す。硬く，重い (0.80 A. D. Sp. g.)。木理は通直，ないしやや

交錯する。道管の中にチョークょうの物質がつまっており，このため，縦断面では，これが明りような淡

色の条として認められる。この科のものとしては，重い部類にはL 、る。

道管 散在する。ほとんどすべてが単独である。肉眼でも認められる。接線方向の直径は約 200μ

である。

白色，黄色の物質が道管につまっており，横断面では白色の点，縦断面では条を形づくる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織 不顕著であるっ独立型のもの，随伴型のものがあるが発達していなし、。

結晶が認められ。鎖状に長く配列する。

放射組織 異性E型， m型などを示す。 1~3 細胞帽を示す。細胞は濃色の内容物によって満たされ

ている。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。
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繊維状細胞 隔膜を有する。しかし，濃色の内容物を含むので認めにくし、。

その他 Aglaia の木材との区別は，道管の中の白色の物質，柔組織の発達の仕方に注意すればで

きる。

産地 71 リッピン，同属のものはマラヤ，インド，その他に産する。

Azadirachta integrifoliola MERR. 

Marango 

木材の色調はすみ島色，濃赤色である。金色の光沢をもっているつしたがって，一見， Mahogany によ

く似ている。木理は交錯する。肌目はやや精である。やや硬く，やや軽い (0.56 A. D. Sp・ g.)c

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものと，放射方向に 2~3 個複合するものとから

なる。接線方向の直径は約 200μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 4μ である。

赤色の内容物を含む。膜壁に，とくに顕著ではないが，指紋状の螺旋H凹享をもっている。

柔組織 肉眼でも認められる。ターミナル状のものがあるつ周囲状のものがあるが，とくに発達して

L 、ない。

赤色の内容物をもっ。結晶が認められ，長い鎖状につながる。

放射組織 放射断面では，肉眼でも明らかである(他より濃色であるふ異性m型を示す。 1~4 細

目包1隔を示す。赤色の内容物を含む。道管との間の模孔は，道管のそれと同じであるつ

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

その他 Melia の木材と非常によく似ているが，道管が散在すること，群状に複合するもの，ないし

接線方向へ伸長する道管の帯をつくることなどがない，繊維状細胞に有縁膜孔がない，などによって区別

される。 Melia azedarach L.はアジア，オーストラリヤ地域に産するつ

産地 フ f リッピン

Cabralea ca四.gerana SALD 

Cangerana (ブラジノレ)， Cancharana (アルゼンチン〕

木材の色調は濃赤褐色を示す。柔組織による淡色の細い帯が認められるつ重し、，やや硬い (0.65~0.85

A. D. Sp. g.)。肌目はやや粗である。木理は通直，ないし波状を示すっ

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの， 2~3 個複合するものなどからなる。接線方

向の直径は約 180μ である。赤色の内容物を含む3

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 4μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。主として，独立型のものが，幅の広い帯を形づくり，長くつながる。

その配列間隔は狭い。これが主として放射断面などで縞として認められるものであるっそのほかに，散在

するもの，短い線状に配列するもの，さらに，周囲状になり，薄い層を形づくるものもある。赤色の内容

物を含むものあり。

放射組織 異性E型， または E型を示す。 1~2 細胞腐である。単列のものを接線断面で観察する

と，各細胞の接触はおのおのの細胞の尖端で行なわれている。したがって，上下の細胞の接触は，普通の

場合のよラな平面ではない。赤色の内容物を含む。

道管との間の摸孔は，道管のそれと同じである。
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繊維状細胞 有縁嘆孔は，認められない。

産地 南米，同属の樹種で，ほとんど同じ地域に産するものがある。

また同属のもので中米に産するものもある。

Cat官pa guianensis AUBL 

C. nicaraguensis C. DC. 

Andiroba (プラジノレ)， Crabwood (英領ギアナ)

木材の色調は淡赤色ないし濃赤褐色を示す。色調の上では Swietenia の木材とよく似ている。しかし，

一般にはより濃色であるとされている。木理は主として通直である。肌自はやや粗である。やや硬い，ま

たは硬く，重い (0.64: C. guianensis A. D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものとからな

るが，小道管は，さらに複合することがある。接線方向の直涯は約 200μ に達することがある。

穿孔は単一である。側壁の膜孔の直径は約 3μ である。赤色の内容物を含む。

柔組織 肉眼でも認められる。主として，ターミナル状のものが明らかである。しかし，これが常に

認められるとは限らないものもある (C. nicaraguensis)。 このターミナル状の帯は， レンズなどによっ

て観察すると ， Swietenia の木材のそれに比べて， はっきりとしていないで，ややぼやけている。周囲状

のものがあり，薄い層をつくる。赤色の内容物を含む。また，結晶を含むことが知られている。

放射組織 異性E型，時には加型などを示す。 1~7 細胞l隔であるが，通常 1~4 である。単列のも

のが非常に多い(特徴的である〉。

赤色の内容物を含む。結晶が辺縁の細胞に認められ，大きい。

道管との聞の膜孔は道管のそれと同じである。

繊維状細胞 隔膜を有する。細胞腔に赤色の内容物による皇室が，水平方向にむかつてできている。こ

の性質は，性質のよく似た木材とのはっきりとした区別点となる。

その他 Swietenia の木材とは， リッフツLマークのないこと， 単列の放射組織が多いこと，内容物に

よる繊維細胞中の水平方向の壁が認められることなどによって，区別される。また， Khaya の木材と

は，繊維細胞中の内容物による壁が認められることにより区別される。

産地 南米，中米，西インド諸島などである。なお C. nicaraguensis は，ややまれな樹種である。

西部アフリカには C. procera DC. (0.86 A. D. Sp. g.) などがあるが，性質はよく似ている。

Cedrela odorata L. 

C. guianensis A. J UN 

C. fissilis VELL 

Spanish cedar, Cedrela, Cedro 

木材の色調は，淡赤褐色，ないし濃赤褐色を示す。木理は通常通直であるが，交錯することもある。肌

自はやや粗，ないし粗である。軽く，軟らかい，ないしやや硬い (0.43~0.45: C. odorata, 0.45: C. 

guianensis, 0.42~0.64 A. D. Sp. g.: Cedrela sPP.)。

道管 環孔状商日列をするつ孔圏は道管の臨夢Ijが疎であるので，とくに顕著ではないが，直径の移行は

明らかである。散在している。この部分の，道管の接線方向の直径はしばしば 200μ を越える。その他で

は，かなり減少する。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものとからなるが，小道管はさらに長く
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複合し，数個に達する。赤色の内容物を含む。
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穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である(この科のものとしては例外的に大きいので，他か

らの区別点となる〉。

柔組織 レンズにより明らかである。ターきナル状のものがある。周囲状を示すものがあるが顕著で

ない。層は薄い。散在するものもある。結晶が認められるこ主があり，単独である。

放射組織 肉眼でも認められる。放射断面では明りような濃色の帯を形づくる。異性E型を示す。

1~5 細胞幡を示す。赤色の内容物を含む。大型の結晶が辺縁の細胞に認められる。..，;1

、道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 隔膜をもつものが，時に認められる。

その他 時に傷害による垂誼道が，接線方向に国列することがある。

産地

ギアナ C. guianensis 

熱帯アメリカ C. odorata 

ブラクノレ， ペノレー C. fissilis 

その他， オーストラリヤ， アタアなどにも同属のものが産する。 これらの地域に産するものに対し

て ， Toona ，1:\，、う学名がつけられることもゐる。

Toona calantas MERR. & POLFE (Cedrela calantas' (MERR. & ROLFE) BURKILL) : Kalantas (0.42 

A. D. Sp. g.) は 71 リッピ γなどに産する。

ヂなお，一般にはアジア産の Ced開la (Toona) には， 通常の結晶のほかに， 集品が組織の中に含まれて

いることが知られており，したがって Toòna と Ced開la 両者の区別点とすることができょう。いずれに

せよ I 他の点では性質が全くよく似ている。

.• C:'い toona Rox.: T帥n， Thitkado, Surian bawang (マラヤ〉

C. serrata ROYLE: Hill toon (インド)などは，イソド，ピルマなどに産する。

Too叩a"felJrifuga ROEM: Chomcha, Xoam inoc '{0.69 A. D. SP. g.) はインドシナに産する。

σ..' ;ioo1la !Rox. vat. australis C. DC; は，オーストラリヤに産する。

'Chらkrasia tabularis A. J uss 

‘ Chickrassy (インド)， Repoh (マラヤ)

木材の色調は赤褐色，灰赤褐色を帯びる。金色の党沢をもっ。やや硬く，やや重い CO.61~O.78 A. D. 

(Sp・ g.)。木理は交錯する。肌目はやや精である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。放射方向に 2~3 個複合するものが，主であるy接線方向

の直径は約 150μ である。

穿孔は単一であり，側壁の模孔の直径は約 3μ である。膜壁に条線をもつものがある。赤褐色の内容

物を含む。

柔組織 肉眼でも認められる。ターミナノレ状のものが明りょうである。周囲状のものがあるが，層は

薄レu 散在するものもある。

褐色の内容物を含む。結晶が認められることがある。

放射組織 放射断面では，周囲より濃色の帯として，明らかである4 異性E型，向性型などを示す。
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1~6 細胞帽であるが，主として 3~4 である。褐色の内容物を含む。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔が認められる。まれに隔膜を有するとされているC

その他 時に，リップルマークが認められることもあるが，あっても不規則である。

産地 インド，ピルマ，インドシナ，ボルネオ，マラヤ

Dysoxylum fraseranum BENTH 

Rose mahogany 

木材の色調は桃色，赤褐色を示す。やや硬く，重い (0.49~0.76 A. D. Sp. g.)。木理は交錯する。肌

目はやや精である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。放射方向に， 2~4 個複合するものが主である。接線方向

の直径は，約 130μ で為る。レンズによると，赤色の内容物が認められる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ である。

柔組織 レンズによると明らかである。周囲状のものがあるが，層は薄L 、。独立型の短い，および長

い帯状をなすものが認められ， これらが， 肉眼などによると淡色の規則的に配列する線として認められ

る。赤色の内容物を有し，また，結晶をもっ。後者は鎖状に配列している。

放射組織 異性百型を示す。主として複列であるが， 1~3 細胞隔である。赤色の内容物を含む。道

管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められなL 、。隔膜を有する。

産地 オーストラリア。なお，オーストラリアには， D. �ettigrewianum F. M. BAIL: Spur 

mahogany (0.80~0.88A.D. Sp. g.) , D. 隅uelleri BENTH: Miva mahogany (0.49~0.76 A.D. 

SP. ~g.). などがある。記載によると，かなりよく性質が似ている。しかし，このうち D. 刑出lleri は，

その小片を燃やすと炭を生じ，残りの 2種は灰となるので他から区別されるc また， D. pettigrewianu怖

の柔組織は幡が広く，肉眼でも明らかである。

7 {リ y ピンには， D. turczaninowii C. DC.: Kayatau (0.55~0.86 A. D. Sp・ g.)o D. euphlebium 

MERR.: Miao (0. 70~0. 75 A. D. Sp. g.) , D. decandrum (BLCO.) MERR.: Igiu (0.78 A. D. Sp. g.) 

その他がある。これらの木材の色調は桃色を帯びた黄色で，オーストラリア産のものとは違っている。ま

た，このうち D. turczaninowii は，他の樹種とは違って，独立型の帯状の柔組織はターきナル状のみで

為るので，他から区別される。

マラヤ (Pasak Iinga と呼ばれる)，インド(lndian white cedar) などにも，同属のものが産する。

Entandrophragma 

外観的にも，内部構造の点からも ， Swietenia, Khaya などの木材に非常によく似ている。最も明らか

な共通した性質は，単列の放射組織が一般に認められないか，または，非常に少ないということである。

一般に木材の色調は淡赤褐色，護赤褐色を示すc

この属の中は，柔組織の発達の仕方によって，大きく区別できる。

柔組織は!7-~ナノレ状のものと， 周囲状のものが主で，後者が発達して翼状になることはほとんどな

い。 E. angolense (WELW.) C. DC. および Entandroþhragma sp.: Tiama。

柔組織は，よく発達し，独立型のものがl隔の広い帯を形づくり，規則的に配列する。重く，硬し泊。 E.
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candollei HARMS: Kosipo。

柔組織は，独立型の短い，または長い帯，ないし線が認められるが，長さ，配列は一定でなし、。ターさ

ナル状を有する。随件型のもの(翼状，連合翼状，後者はしばしば波状の短い帯となる〉も認められる。

E. cylindricum SPR.: Aboudikro, Sapelli , E.~ utile SRP.: Sipo, Assie。

木材は硬く，重い (0.70~0.79 A. D. Sp. g;: E;' 'candolleO , ' やや硬く，やや軽い，ないし重い

(0.54~0.63: E. angolense, 0.61~0. 72: E. cylindricum, 0.55~0.68: E. utile) などである。肌

目は粗である。木理は交錯することが多い。 川

道管 肉眼でも認められる。散在する。単独のものと，放射方向に 2'"""-3 個複合する・ものとからな

￡。接線方向の直径は 150~250μ である。

黒字5色の条となっていることがある0 ・また，白色の物質が認められることもある。赤色の内容物を含む

こと宇が多い0・穿孔は単一で，側壁の摸孔の直径は約 3μ である。

柔組織 肉眼でも明らかであることが多い。すでに，出現の仕方，種類については述べた。!赤色の内

容物を含む。

放射組織 異性E型，1IT型などを示すが;1II型のみ， ないしはやや同性型に近いものもある (E.

utile, E. cylindricum)。細胞幡にはやや差があり，主として 2~4 を示すもの (E. angolense) , 3~5 

(E. cylindri，ωm) ， 2~3 (E. utile) などがあり，とくに後の両者の場合，細胞幅が区別点となる。

層階状配列をするか，または，その傾向がある。辺縁の細胞に結晶が認められる。

ジリカしが認められる((E. candollei)。

遣手五五出の飴Lf土，選司管庁それ主同じである。
繊維状細胞 隔膜が認められることがある。有縁膜孔は認められない。

1fの者 h リップルマークが認￡ちれたり、 (E. cylindricum)，不明りょうではあるが認めらよ4 こと
川直‘ 乙ト γ'~I . パ里
などがある (E. utile)。傷害による垂直道が認められることがある。

正也' アフ j ヵ
Guarea trichiloides L. 

AlIigator wood, Guarea 

木材の色調は桃褐色，赤褐色を示す。やや硬く，やや軽い， ないしはやや重い (0.58~0.70 A. D. 

Sp, g~)。木理は適宜，ないしやや交錯する。肌目はやや精である。外観は Entandrophrag.刑S のそれに非
E司曽叫固と 十

常によく似ているが，肌目がより精でおる。

道管 肉眼でも認められる。散在する。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するものとからなる。

接線方向の直径は 150μ に遣する。赤色の内金物を含むものがある。

穿孔は単一で，側壁の摸孔の直径は，約 3μ である。

柔組織 レンズにより明らかである。独立型の線状をなすものと，連合歎tJ械を動くるも‘の
とが，細いけれどもかなり密に，波状を示すこともあるが，多数詞予lj C2午る (Yの竺 i によって
Ifntà'r!drophrag.脚と区別される〉。周囲状のものがあるが，層は薄い。

'結晶が認められる。鎖状に配列する0

・放射組織 J 異性E型，向性型を示す。 1~3 細胞揺を示すが， 複列のものと単列のものが多い。内容

物はすみ易色を示す。

司司・
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道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。シリカを有する。

繊維状細胞 隔膜を有する。

産地 熱帯のアメリカ大陸に産する。同属のものはさらに同じ地域にも産する。またアフリカには

G. ced四ta A. CHEV.: Bosse (0.57~0.68 A. D. SP. g.)。

G. chompsonii SPRAG et HUTCH: Mutigbanaye (0.63~0.66 A. D. Sp. g.) などがある。性質は非

常によく似ている。

Khaya ivorensis A. CUEV および K為aya Spp. 

African mahogany 

木材の色調は淡赤色，ないし縫赤褐色を示す。光沢がるる。木理は交錯する(このことにより，普通に

は性質のよく似た S叩ietenia の木材と区別される〉。肌目はやや粗， ないし粗である。軽く， 軟らかい

か，やや重く，やや硬い (0.46~0.55 A. D. Sp・ g.: K. ivorensis , 0 . 71 ~O • 81 : K. sene galensis) コ

Swietenia の木材と非常によく似ていることがある。

道管 散在する。肉眼でも認められる，単独のものと，放射方向に 2~4 個(小道管の場合には数

個を越えて〉複合するものとからなる。群状になるものも為る。接線方向の直径は， しばしば 200μ を

こえる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。

内容物はj濃赤褐色であるが，肉眼などでは，しばしば黒色に認められるものがある。

柔組織 肉眼では認めにく L 、。周囲状のものがゐるが，層は薄い。

ターミナノレ状のものが時に認められることがある。このような場合， Swietenia の木材に非常に似てく

る。赤色の内容物を有する。大型の結晶をもつことあり。

放射組織 放射断面では，他より濃色の帯として認められる。横断面でも肉眼で明らかである。異性

R型を示す。したがって，直立細胞の尾部は明らかで， ほとんど常に 2 細胞より高い (Swietenia の木材

との，いちばん明らかな差である)0 1~6 細胞隔を示すs 濃赤色の内容物を含む。辺縁の細胞に結晶が認

められることが多L 、。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

部分的に，また時にかなり層階状配列をすることもある。

繊維状細胞 隔膜を有する。

その他 まれに， リップノレマークをもつことがあるから注意すべきである。 したがって， Swietenia 

の木材の区別点としては，放射組織の型によることが最も信頼できる。

傷害による垂直道が，接線方向に配列して，出現することがある。

産地 ゴーノレドコースト，ナイクエリア，仏領スーダン，ウガンダ，ベルギー領コンゴ

Lovoa trichilioides HARMS 

Tiger wood, Dibetou, Bosso 

木材の色調は，灰褐色，ないしチョコレート色を示す。時には濃色の縞を有することがある(とくにこ

のような場合 Walnut の名が(Gold Coast walnut) つけられることもある)。後者の場合，かなり美し

し、材面を持つ。肌目は粗である。木理は交錯してリボγ杢をつくるが， 一般にその幅が広く，特徴的で

ある。やや軽軟，ないしやや硬く，重い (0.46~0.57 A. D. Sp. g.)。
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道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のもの， 2--'数個放射方向に複合するものとからなるつ

接線方向の直径は 200μ を越えることが少なくなし、。

穿孔は単一で，側皇室の膜孔の直径は，約 3μ である。濃褐色の内容物を含むことがある。

柔組織 レンズでも認めにくい。周囲状のものが認められるが，層は薄いコ散在するものもある。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 放射断面では明らかに帯として肉眼でも認められる。異性E型，向性型などを示すo 1~4 

(5) 細胞l漏を示す。獲褐色の内容物をもっ。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められなL 、。

その他 傷害による垂直道が，接線方向に配列することがある。

肉眼で横断面を観察すると，淡色のターミナル状の柔組織のように認められる部分があるが，レシズに

よって観察すると認められなくなる。

産地 西部熱帯アフリカに広く産する(シエラレオネ，ガボン，カメルン，ベルギー領コンコ\ナ

イジエリアなど)。

Reinwardtiodendron celebicum KOORDERS 

Malaka manga 

木材の色調は桃色を帯びた黄色を示す。木理は交錯する。肌百は精である。硬い，重い (0.71 A.D. 

Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼では認めにくい。単独のものと，放射方向に複合するものとからなる3 接線方

向の直径は 70~80 (100)p に達する。黄色の内容物が認められる(とくに穿孔板の付近に〉っ

穿孔は単一で，倶u壁の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。独立型の線状に配列するものが，長く，やや波状に西日列し，多数認め

られる。

結晶が認められ，多数鎖状に配列する。シリカが認められる。

放射組織 向性型を示す。 1~2 細目包福で，高さも非常に低い。シリカが認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 厚膜である。有縁膜孔は認められなL、。隔膜のように認められるものがあるが，細胞腔

がせまいので明らかでない。

産地 フ 4 リッピン，セレベスo

Sandoricum vidalii MERR. 

Malasantol 

木材の色調は淡桃色，淡赤褐色を帯びる。肌目はやや精である。木理はやや交錯する。外観的には，

Pometia の木材などに似ていることがある。やや硬く，やや重い。

道管 肉限でも認められる。散在する。単独のものが多く，これに 2~3 個，放射方向に複合する

ものとからなる。接線方向の直径は，約 150μ である。黄色の内容物が認められる(とくに穿孔板の付

近に〕。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。
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柔組織 レンズにより認められる。独立型のものが短い線を形づくり，不規則に配列する。また周囲

状，短い翼状をもつものがあり，時に短い連合翼状を形づくることもある。いずれにせよ，細い線となる。

結晶が多数認められ，鎖状に鹿列する。

放射組織 向性型を示す。 1~2 細胞隔である。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 細胞腔は非常に狭い。有縁膜孔は認められない。

産地 7 {リッピン。 S. koetjape BURMAN f. MERR.: Santol (7 {リッピン)， Sentul (マラヤ)

(0.57 A. D. Sp. g.) は，同じ地域に産し， よく似ていて区別しにくいとされている。また，これはピ

ルマ，マラヤなどにも産する。

マラヤにはさらに同属のものがある。

Swietenia mahagoni J ACQ 

Sw. macrophylla KING. 

Mahogany 

木材の色調は淡赤褐色，桃色，赤色， 赤褐色を示す。 とくに Sw. 制。hagoni は濃赤褐色を示すことが

多い。光沢がある。木理は一般にやや交錯する (Khaya との差)。肌目はやや粗である。軽く，軟らかい，

ないしやや硬く，やや重い (0.53 A. D. Sp. g.: Sw. 桝acrophylla， 0.76: Sw. mahogani)。

道管 散在する。肉眼でも認められ，明らかである。白色の物質がつまっているので，横断面で白

い小点として認められることが多い。単独のもの，放射方向に 2~3 個，小道管の場合には数個以上に，

複合するものとからなる。接線方向の直径は，一般に 200μ を越えることが多い (Sw. 制的ψhylla) 場

合と，それよりやや小さいものがある (Sw. mahagoni) 。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 3μ である。縦断面で黒色に近い色の条として認められること

が多い。赤色の内容物を含むつ

柔組織 肉眼でも認められる。ターミナノレ状のものが明らかである。これは常在している。周囲状の

ものがあるが，層は薄い，散在するものがある。結晶が認められる。大きい。

放射組織 放射断面では，他より濃色の帯として明らかであるが，横断面では肉眼で認められる程度

であるD

異性1II型を示す。時にE型を含むことがあるが，ほとんどの場合，重立細胞の数は 1 個である (Khaya

の木材との差)0 1~6 細胞隔であるが，単列は一般に少ない (Khaya との差)。

結晶が，辺縁の細胞に認められ，大きし、。

層階状配列をする。

繊維状細胞 隔膜を有する。有縁摸孔は，認められない。

その他 リッフ.ノレマークが一般に明らかである。

傷害による垂霞道が認められることが知られている。

産地 Sw. 例acrophylla メキシコから中米を経て，南米のボリピアに至る地域に産する。 S叩.

帥ahagoni は西インド諸島に産する。 しかし，現在ではほとんど市場に出ることはないとされている。

S即. hu仰lis Zucc. は中米の太平洋岸に産するが，ほとんど Sw. 慨acroPhylla から区別し得ないとされ

ている。
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Turraeanthu目 africana (W EL W .) PELL. 

Avodire 

木材の色調は淡黄白色，ないし淡黄褐色を示す。光沢がある。やや軽軟，ないしやや硬く，重い (0.50

~0.66 A. D. SP. g.)。木理は通直するか，やや交錯している。机目はやや粗である。外観的には Vavaea

の木材によく似ているが，肌目がより粗である。

道管 散在する。肉眼でも認められるc 単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するものとからな

る。接線方向の直径は 200μ 以下である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。黄色の内容物が認められるc

柔組織 レンズによっても認められない，随伴型のものがある。

結晶が認められ，鎖状に配列する (Vavaea の場合のように， レンズでは認められなし、)，

放射組織 異性1II型，ないし同性型を示す。 1~2 細胞幅であるが，前者は少ない3

道管との聞の撲孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 アイボリーコースト，ゴールドコースト，カメノレン，ベルギー領コンコ\ガボン，ナイジェ

リア，ライベリヤ

Vavaea amicorum BENTB 

Nangka-nangka 

木材の色調は，黄白色を示す。黄dのラワン類のそれによく似ている。木理は交錯する。肌目はやや精

である。やや重く，やや硬い。

道管 散在する。肉眼では認めにくし、。単独のものと，放射方向に 2~4 個複合するものとがあるc

接線方向の直径は 60~80 (100)μ に達する。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織 レンズにより認められる。独立型の散在するものがある。結品を含んでいるので，小さい淡

色の点として， レンズによれば横断面で認められる。周囲状のものが認められるが，層も薄い。短い翼状

も認められる。

結晶が多数認められ，長く鎖状に配列する。

放射組織 異性m型， rr型などを示す。 1~2 細胞隠である。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 隔膜を有する。

その他 同じ科で，アフリカに産する Turraeanth闘の木材に非常によく似ているが，道管の直径が

より小さく，したがって，肌目がより精である。

産地 フィリッピン。同属のものはボルネオにも産する。

Xylocarpus granatum KOENIG 

Tabigi, N yireh bunga 

Xy. moluccensis (LAMARCK) M. ROEMER 

Piagau 

木材の色調は淡桃褐色，淡赤褐色を示す CXy. gra聞tum) が，赤褐色，濃赤褐色を示す (Xy.
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刑oluccensis)。両者の性質はよく似ており，この色調の差によって区別される。肌目は精， ないしやや精

である。木理はほとんど通直である。やや硬く，やや重い CO.61~0.64 A. D. Sp. g.: Xy.1 granatum. 

0.57: Xy. 制oluccensis)。

道管 散在する。肉眼では認めにくい。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するものとからなる。

接線方向の直径は約 100μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。褐色の内容物を含む。

柔組織 レンズにより認められる。ターミナノレ状のものが明らかである。周囲状のものは層が薄し、。

結晶が認められる。鎖状に配列するが，一般，通常の短形をした柔細胞の中に認められる。

放射組織 異性E型， II型などを示す。 1~3 ( 4) 細胞幅(あん刑oluccensis) ， 1~2 (3) 細胞幡

(Xy. granatum) を示す。

結晶が方型，および直立細胞などに認められる。赤褐色の内容物を含む。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。とくに明りょうではないが，層階状配列をする。

識維状細胞 隔膜を有するコ有縁膜孔は認められない。

その他 リップルマークが認められるが，顕著ではない。

産地 フ z リッピン，マラヤ。後者はポノレネオにも産する。

MONIMIACEAE 

この科の木材は，材質的に MAGNOLIACEAE の木材によく似ーといる。

Dryphora sassafras END. 

Sassafras 

木材の色調は，やや緑色をおびた黄色を示す。灰黄色で濃色の縞をもつことがある。肌目は精である。

，木理は通直である。やや軟らかいか，硬く，やや重い，ないし重い CO.49~0.75 A. D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼では認めにくし、。ほとんど，単独のもののみからなる。接線方向の産径は 60

~70μ である。

穿孔は階段状で，その階段数は多く，ときに 25 を越える。側壁には階段状の膜孔を有する。

柔組織 不顕著である。

放射組織 異性E型を示す， 1~4 (5) 細胞幅で為る。

道管との聞の膜孔は大きく，階段状を示している。

繊維状細胞 明りような，有縁嘆孔が認められる。

産地 オーストラリア。 Daphandra 隅icrantha BENTH は，オーストラリヤに産し，同じ Sassafras

の名で，呼ばれているコ材質的にも，外観的にもよく似ている。両者の差としては，この木材には放射方

向に複合する道管がより多いことがあげられる。

Laurelia sen官ta BERT. 

Tepa 

木材の色調は緑色を帯びた黄色を示す。この木材を産する地域では，このような材質をもつものは他に

ない。 Magnolia の木材によく似ている。肌目は精である3 木理は通直である。

道管 散在するつ単独のものが多く，複合するものも少数認められる。肉眼では認めにくい。接線
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方向の直径は 70μ に達する。

穿孔は階段状で，階段の数は 20 に達する。側壁には階段状の膜孔を有する。

柔組織 散在するものが少数ある。顕著ではない。

放射組織 異性E型を示す。放射断面では肉眼でもかなり明らかである。他の組織との色調差は，ほ

とんどない。 1~3 細胞幅を示す。ときに，赤褐色の内容物を含むものがある。

繊維状細胞 有縁膜孔は明らかである。

産地 チリー。ニュージーランドYこは， L. novae-zelandiae A. CHEV.: Pukatea 

MORACEAE 

Allaeanthus luzonicus (BLCO.) FO-VILLAR var. glabeグ (WAR.) MERR. 

Malambingan 

木材の色調はややす、色を帯びた金褐色を示す。しばしば，赤色を帯びた縞をもつことがある。光沢があ

る。木理は交錯する。肌目はやや粗である。やや軽く，やや軟らかL 、。

道管 散在する。肉眼で認められる。単独のものが多く，これに 2個ずつ放射方向に複合するもの

が混在している。接線方向の直径は，約 120μ である。

穿孔は単一である。側壁の膜孔の直径は約 6μ である。

チロースが認められることがある。小道管に螺旋肥厚が認められる。

柔組織 レンズにより認められる。他の組織との色調差が少なし、。翼状をなすものがある。

道管との間の膜孔は大きい。

放射組織 異性E型，llI型などを示す。 1~3 細胞1福であるが，主として 2~3細胞幅である。

接線断面で観察すると，多列部に大型の細胞をもっている。

結晶が認められる。小さい，一般に直立細目包方形細胞の中に認められる。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じか，やや伸長している。

繊維状細胞 有縁膜孔が，認められる。

その他 放射組織の中に乳管が認められることがある。小さく，直径は約 20μ 程度である。出現数

は少なし、。

産地 フ 4 リッピン

Antiaris africana ENGL. 

Ako, Antiaris 

木材の色調は，黄白色，ないし黄色を示す。やや軽く CO.48~O.55 A. D. Sp. g.)，軟らかい。肌目は

粗である。木理は交錯する。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものと，放射方向に 2~数個，複合するものとから

なる。接線方向の直径は， 2∞ μ をこえることが多い。チロースをもつことがある。

穿孔は単一で，倶rr壁の膜孔の直径は，約 10μ であるが，ときには，さらに伸長している。

柔組織 レンズにより認められる。周囲状を示すもの，翼状を形づくるものがある。後者は一般に短

い。連合翼状を示すものが認められる。

放射組織 肉眼でも認められる。放射断面では幅の広い帯となっているが，他の組織との色調差は，
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ほとんどなL 、。

異性E型，異性E型などを示す。 1~6 細胞!臆である。高さは， 1∞細胞高に達する。

鞘細胞が，不顕著であるが認められることがある。

道管との聞の膜孔は，長だ円形，さらに，伸長して階段状などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。隔膜を有する。

その他 放射組織の中に，小さい乳管が認められるが，数は少なし、。

産地 セネガノレ，ギニア，アイボリーコースト，ゴールドコースト，ナイジエリア，カメノレン，ガ

ボン

A. welwitschi ENGL. は，性質が，よく似ていて，区別しにくいが，比較すると，より軽く，軟らかい。

Artocarpus 

A. lanceifolius ROXB. 

Keledang (マラヤ〕

A. cumingiat悶 TREC.

Anubing 

A. integra (THUNB.) MERR. 

Nangka (フィリジピン，ボノレネオ)

A. chaplasha ROXB. 

Chaplasha 

木材の色調は黄色，責褐色，金裾色などを示す。やや軽く，軟らかいものから，硬く，重いものまであ

る (0.61~0.70 A. D. Sp. g.: A. integra, 0.54~0.96: A. cumingiana , 0.51: A. chaplasha)。

木理は交錯する。肌目は粗である。外観的にはマメ科の木材などのそれに，非常によく似ていることが多

い。しかし，道管の中に，黄色，黄白色のチョーク様の物質がつまっていることが認められるので，この

ことに注意すれば他から区別しうる。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のものが多く，これに， 2~3 個放射方向に複合す

るものが混在する。接線方向の直径は 200~300μ であることが多い。それらより， やや小さいことも

ある。道管の中に黄色，責白色などを示す，チョークょうの物質がつまっている。特徴的な性質である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔は大きく，しばしば 10μ をこえる。チロースが認められる。

柔組織 肉眼でも認められるが，他との色調差は少なし、。短い翼状を示すものがある。短い連合翼状

が認められることがある。

放射組織 肉眼でも明らかに認められる。放射断面では他の組織より，淡色の帯として認められる。

異性E型，ないし異性E型を示す。 1~8 細胞帽である。幅が 100μ に達することもある。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。鞘細胞が認められることがある。

繊維状細胞 有縁膜孔をもつが小さい。

その他 放射組織の中に乳管が認められることがあるが，小さく，また，数も少なし、。

産地

A. lanceifolius ボルネオ，マラヤ

A. cumingiana 7 ~リッピン
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A. integγa ク

A. chaplasha イン K， ピノレマ

以上のほか，同属の樹種は上述の地域に，かなり多数が分布しているこ木材は性質が非常によく似てい

る。したがって，色調，比重などが，区別点として利用されることが多い。

Brosimum alicatum Sw. 

Muiratinga (ブラジノレ)， Capamo (ホンジュラス)

B. utile (H. B. K.) PITT 

Murere.rana (プラジノレ)， Milk tree 

木材の色調は淡色で，黄白色を帯びるか，淡責白色を帯びる。これらの木材では，非常に小さい心材が

おり，鮮やかな赤血色などを示す。しかし，一般には心材が発達せず，われわれの目に触れることは，ほ

とんどない。わずかに，節などが心材の色調を示しているだけである。傷害などがあれば，この赤色を示

す部分の量が増えるのではないかと， いわれている。やや硬い， ないし硬く， 重い (0.60-0.85 A. D. 

Sp. g.: 淡色の部分についての結果〉。肌目は，やや精である。木理は交錯する。種有の点で， Jacaranda 

の木材とよく似ている。

道管 散在する。肉眼でも認められるものがある。単独のもの，放射方向に 2~4 個，複合するも

のなどとからなる。接線方向の直径は 100μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 レンズにより明らかである。主として翼状を形づくるものが，最も明らかである。翼部は細

いが，長く伸長している。連合翼状のものが認められる。

放射組織 肉眼でも注意すれば認められる。異性E型， ないし工型を示す。 1~5 細胞備を示す。

結晶が多数認められる。黄色の内容物を含む。

接線断面で観察すると，多列部の高さが高く，全体の形が紡錘形を示すもの (B. utile) と，長い単列

部をもち， ときに多列部より単列部が高いことがあるもの (B. alicastrum) などがある。結品の出現数

も，後者に多い。

道管との聞の膜孔は，長だ円形，伸長した形などを示す。

繊維状細胞 不顕著な有縁膜孔が，認められる。

その他 放射組織の中に乳管が認められる。小さく，また，数も少なし、。この性質によって，外観の

よく似た Jacaranda の木材から区別される。

産地 メキシコ，中米，キェーパ (B. alicastrum)，コスタリカ，ベネズェラ (B. utile) 

.以上のほか，中米，南米には同属の樹種が多い。

B. paraensis HUBER: Blood wood, Satine, Brazil red wood, Cardinal wood (0.95 A. D. Sp. g.) 

が，南米に産する。鮮やかな赤血色を示し，外観的に，また比重などの点で，上述の樹種と異なる(上述

の樹種の心材を除いては)が，内部構造の点ではよく似ている。しかし，この樹種の木材は道管の中に厚

膜のチロースをもっている点で，異なっている。

Cecropia peltata LINN. 

Yagrumo hembra 

木材の色調は淡色で，やや褐色を帯びた白色を示す。軟らかく，軽い (0.35 A. D. Sp. g.)。木理はー
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般に通直で，肌自は粗である。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のものと，放射方向に 2~3 (数〕個，複合するも

のとからなる。接線方向の直径は，やや小さいものもあるが， 200~300μ を示すものが多L 、。

穿孔は単一で，側皇室の膜孔の直径は，約 12μ ないしそれ以上である。

柔組織 肉眼でも明りょうである。層の厚い周囲状，短いが，厚い翼状などを示す。また，連合翼状

を示すものがあり，さらに長く伸長して，幅の広い同心円状の帯を形づくることがある。

結晶が認められる。 2~4 個軸方向に配列することが多し、。

放射組織 肉眼でも認められる。放射断面では，やや濃色の帯として認められるが，他の組織との色

調差は少なし、。

異性m型を示すが， .ll型を含むことがある。 1~4 細胞1慣を示し， 70μ におよぶことがある。高さは，

一般に 1 ， 000μ をこえる。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，階段状などを示す。

繊維状細胞 小さい，不顕著な有縁膜孔をもっ。薄膜である。

産地 熱帯アメリカ地域

Chlorophora excelsa (WELW.) BENTH & HOOK 

Iroko 

木材の色調は寅褐色，金褐色などを示し，濃色である。ときに，濃色の条が認められる。木理は交錯す

る。肌目は，粗である。柔組織の帯による淡色の細い縞が認められる。やや硬く，重い CO.56~0.75

A.D. SP. g.)。

大きい炭酸石灰の塊が認められることがある。これは堅く，“石"と呼ばれている。これは樹木が傷害を

うけ，その傷害部に炭酸石灰が沈着して，このように，なったものとされている。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のものが多いが，放射方向に複合するものもある。

接線方向の直径は，約 250μ である。チロースが認められる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 12μ である。

柔組織 肉眼でも明らかに認められる。翼状を示すものもあるが，主としてl障の広い:連合翼状によ

る波状の帯が，密に配列しているので肉眼でも認められる。

個体によっては，また，ほとんど帯状にならず，翼状を示すにとどまるものがある。したがって，この

ことには十分注意すべきである。このような場合でも，肉眼でも明らかに認められる。

結晶が認められる。大きく，単独である。

放射組織 異性E型を示す。 1~5 細胞幅である。結晶が辺縁の細胞に認められる。

道管との聞の膜孔は，長だ円形，階段状などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

その他 放射組織の中に，乳管が認められるが，小さし、。

産地 アフリカ

C. rigia A. CHEV.: Simme (0.71 A. D. SP. g.)。分布地域はやや狭く，仏領ギニアなどに産する。

木材の性質はよく似ている。

C. tinctoria (LINN.) GAUD. 
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Fustic 

木材の色調は鮮黄色，褐色，金褐色などを示す。硬く，重い CO.85~0.99 A. D. Sp. g.)。肌目はやや

粗である。木理は交錯する。柔組織による淡色の縞があり，明りょうでないが，注意すれば縦断面で認め

られる。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のものと，放射方向に複合するものとからなる。接

線方向の直径は約 180μ である。

道管の中には，密にチロースがつまっている3 したがってほとんど空になっているものはなく，レンズ

によれば明らかである。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 10μ である。

柔組織 肉眼でも顕著である。主として，短い翼状，連合翼状などである。後者は波状の楕を形づく

る。

結晶が認められ，鎖状に臨列する。

放射組織 向性型を示す。 1~5 細胞幅を示す。

道管との聞の膜孔は長だ円形，階段状などを示す。

繊維状細胞 有縁嘆孔は，認められない。

その他 放射組織の中に，乳管が認められるつ小さく，また，その数も少ない。

産地 中米，西印度諸島，南米

Clarisia racemosa R. & P. 

Guariuba, Moral 

木材の色調は鮮やかな黄色を示す。大気中に長くさらされると，褐色をおびるようになるが，それでも

Chloroþhora の木材に比べるとより黄色を楊びている。やや軽く，やや重い CO.50~0.65 A.D. SP.g.) 。

木理は交錯する。肌目はやや粗である。

道管 散在する。肉眼でも認められる3 単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するものとからなる。

接線方向の直径は約 200μ である。

道管の中に黄白色，白色の物質が含まれているので，横断面でも縦断面でも，より道管を明らかなもの

にしている。この道管中に含まれるものは，シリカである。チロースが認められる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 8μ である。

柔組織 肉眼によっても認められる。独立型，および随伴型の柔組織が帯を形づくっている。その帯

は長く，同心円状に配列し，波状を示す。

放射組織 肉眼でも明らかである。

異性E型，1II型などを示す。 1~8 細胞幅におよぶ。

道管との聞の膜孔は長だ円形，階段状などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められなし、

産地 主としてブラジル。

Pi，匂tinera guianensis AUBL. 

Snake wood, Letter wood , Leopard wood 

木材の色調は，濃赤色，濃赤褐色などを示す3 不規則な，黒色の大きな斑点をもっている。しばしば，
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さらに濃色の条となっていることもある。非常に硬く，重い(1 .20~1.30 A. D. Sp. g.)。肌自はやや精

である。木理は通直である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~4 個(ときには，さらに多く)

複合するものとからなる。接線方向の産径は 150μ に達する。

チロースが認められ， 肉眼によってもひかるので認められる。厚膜のものがある。赤色の内容物を含

む。

単一穿孔をもち，側壁の摸孔の産径は，約 5μ である。

柔組織 レンズ1こより明らかである。短いか，または長く伸長する，細い線を形づくる翼状のものが

認められる。また，連合翼状が認められる。これらによる細い線が.波状を示しているのが， レンズによ

り明らかである。赤色の内容物を含む。

結晶をもつことがあり，その細胞は厚膜となっている。

放射組織 異性E型を示す。 1~3 細胞幡である。赤色の内容物を含む。

また，結晶をもつものがあり，その細胞の形はほとんど方形で，しかも，それらは厚膜細胞であるつ

道管との間の膜孔は長だ円形，ないし伸長しており，大きし、。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 放射組織の中に，乳管がしばしば認められる。

産地 南米(アマゾン流域より，北へむかつて産する〉

P.抑制刑ensis PITT は，メキシコにも産する。

MYRISTICACEAE 

この科の木材の特徴として，次のような性質があげられる。

1. タンニン管 (Tanniferous tube) が放射組織の中に認められる。

2. 道管と放射組織との間の摸孔は大きく，伸長している。

3. ターミナル柔組織をもつことがある。

4. 繊維状細胞に隔膜を有する。

5. 放射組織は明らかな異性型である。

6. 道管の穿孔は階段状か，単一・階段状，または，単一である。

Dialyanthera spp. 

Cuangare, Guangare , Virola 

木材の色調は，淡桃色を帯びた-淡褐色である。光沢がある。一般に，木理は通直である。肌目はやや粗

である。軟らかく，軽い (0.38~0.50 A. D. Sp・ E・)。外観的に同じ科の属の木材，さらには

BURSERACEAE の木材によく似ている。とくに，まぎらわしいのは，同じ科の Virola の木材と，よく

似ていることである。市場では， Virola からの木材は，後に述べるように Banak と呼ばれ， この属の

木材が Virola と呼ばれている。両者は，ともに似たような地域で産するので，学名の Virola と，市場

名の Virola とが，混乱することがしばしばあるから，両者の木材を取り扱う際には，十分な注意が必要

である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するものとからなっ
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ている。また，少数の群状に複合するものがある。接線方向の直径は約 200μ である。

穿孔は，主として階段状である。これは，注意すればレンズによっても認められる。単一のものも認め

られる。 Virola の木材とは，穿孔の差異によって区別される。側壁の膜孔の直径は約 8μ である。チロ

ースをもつことがある。

柔組j織 レンズによっても認めにくし、。周囲状をなすもの，その他があるがとくに発達してはし、なし、。

放射組織 異性 I 型， II型を示す。 1~2 細目卸冨である。

道管との間の膜孔は大きく，階段状などを示す。

繊維状細胞 有縁嘆孔が認められる。爾膜をもつものがある。

その他 放射組織の中に，タンニン管が認められる。その直径は小さ L 、。内容物は赤色を示す。

産地 コロンピア，パナマ，ベノレー，コスタリカ，ベネズェラなどで，樹種の数は多い。

Iryanthera 自pp.

Ucuhuba・ rana， Kirikawa 

木材の色調は淡褐色，淡桃褐色などを示す (1. lancifolia DUCKE) か， より，濃色を示すものは

sagotiana (BENTH) W ARB. )などがある。やや軽軟なものから，硬く，重いものまでがある (0.59A.D.

SP. g.: 1. lancifolia, 0.70: 1. sagotiana, 0.39~0.87: Iryanthera sPp.)。肌目はやや精である。木

理はやや交錯するか，通直である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するものなど，さら

には， 少数が群状に複合するものがある。接線方向の寵径は約 130μ である。チロースをもつものが

ある。

穿孔は階段状を示す。側壁の膜孔の直径は約 12μ である。また，さらにこれらが伸長して，部分的に

は階段状を示すことがある。

柔組織 レンズにより明らかである。主としてターミナル状の宇野を形づくるものが明らかである (2

~3 細胞l隔: 1. lancifolia, 2~6 細胞幅: 1. sagotiana)。周囲状のものがあるが， とくに発達しては

いない。

放射組織 異性E型， II型などを示す。 1~5 細胞幡を示す。赤色の両容物を含むものがある。

道管との問の膜孔は長だ円形，階段状などを示す。

繊維状細胞 隔膜を有するものがある。

その他 タンニン管が，放射組織の中に認められる。濃赤褐色の内容物をもっ。

産地 ギアナ，ベネズェラ，ブラジル，ベノレ-

Knema glO'1nerata (BLCO.) MERR. 

Tambalau 

Myristica philippinensis LA盟.

Duguan 

M. guatter会zefolia DC. 

Penarahan 

木材の色調は淡褐色，灰褐色であるが，やや桃色を帯びる。木理は通直である。肌目はやや精，ないし

やや粗である， 軽い， ないしやや重い (0.49~O.69 A. D. Sp・ g.: K. glomerata , O.46~0.66: M. 
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philippinensis) 。

道管 散在する。肉眼でも認められる，単独のもの，放射方向に 2~3個複合するものとからなる。

接線方向の直径は 100~150μ である。

穿孔は階段状である。側壁の膜孔の直径は約 12μ である。

柔組織 肉眼でも明らかである。ターミナル状のものが，他より濃色の帯を形づくっている。周囲状

のものがあるが，とくに発達していることはなし、。

放射組織 異性E型， ときに工型を示す (Myristica) か，異性E型を示す (Kne刑a)o 1~2 細胞1帽

であるが，複列部の高さは低く，また， 単列のものが多い (Myristica)o 1~2 細胞幅であるが，複列部

の高さは高く，単列のものはより少ない (Knema)。

樹症状細胞 隔膜を有するものがある。

その他 タンニン管が放射組織の中に認められる。

産地 ブ 4 リッピン M. philippinensis, K. glo側問ta，

マラヤ M. guatterifolia 

上述した木材の他にも，アジア地域には同属のものが多く，いずれも性質は似ている。また，他の属の

木材もアジア地域には，多数産する。性質がよく似ていて区別しにくい。

同じ科の，アジア地域に産する Horミfieldia の木材は， 外観的には上述の属の木材と全く区別しにく L 、

が，道管の穿孔が単一であるので，区別される。他の性質はよく似ている。

Pycnanthus kon包bo WARB. 

Ilomba, Pycnanthu8, Akomu, Eteng 

木材の色調は淡褐色，淡桃色を帯びる。軟らかく，軽い (0.44-0.57 A. D. Sp. g.)。木理は通直であ

る。肌目はやや粗である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2-4 個複合するものなどとから

なる。接線方向の直径は 200μ に達する。

穿孔は，ほとんど単一である。側壁の膜孔の直径は約 12μ である。

柔組織

放射組織

レンズによっても認めにくし、。周囲状のものがあり，薄い層を形づくる。

放射断面では，他より濃色の帯として明らかである。

異性E型を示すことが多い。 1-6 細胞隔である(常に， Virola の木材のそれより，明らかに広いので

区別点となる〉。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，伸長した形などを示す。泊滴状の内容物をもっ。

繊維状細胞 薄膜である。隔膜をもつものがある。不顕著な有縁膜孔が認められる。

その他 タ γニン管が放射組織の中に認められるが，あまり多くない。

産地 ガボン，カメノレン，ナイジェリヤ，アイボリーコースト，ゴーノレドコースト，コンゴ，シエ

ラレオネ，ライベリヤなど。

Virola spp. 

Banak 

木材の色調は淡赤褐色，淡桃褐色，淡褐色などを示す。大気中に，長くおかれると濃色になる。光沢が

ある。木理は交錯する。肌目は，やや粗である，軽く，軟らかい，ないしやや重く，やや硬い (0 .43-0.51



熱帯材の識別(須藤〉 -191-

A.D. Sp・ g.: V. 初rina削ensis (ROL.) W ARB., 0 . 53 : V. koschnyi W ARB. )。

道管 散在する。肉眼でも明らかなものがある。単独のもの，放射方向に 2~3 個(小道管を含

むと，さらに多くなる〉複合するものとからなる。接線方向の直径は，約 200μ である。

穿孔は単一・階段状である。とくに， レンズによった場合，ほとんど階段状のものが認められなL 、。一

般に，階段状のものをもつのは，小道管のことが多い〈この穿孔の差によって， Dialyanthera の木材から

区別できる〉。側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 レンズによっても，明らかではない。主として，周囲状のものが薄い層を形づくっている。

放射組織 異性E型を示す。 1~3 細胞帽を示す(性質のよく似ている Pycnanthus の木材からの区

別点となる)。

道管との聞の膜孔は，伸長したり，長だ円形を示したりする。

繊維状細胞 隔膜を有するものがある。

その他 タンニン管が放射組織の中に認められる。

産地 V. koschnyi は，ホンジュラス，ガテマラなどからパナマに，

V. surina刑ensis は西印度諸島，ギアナ，ベネズェラ，ブラジルなどに産する。

以上のほかにも同属のものは，中米，南米などに産する。

MYRTACEAE 

この科の木材の特徴として，次のような性質があげられる。

1. 道管の膜孔はペスチヤード膜孔である。

2. 道管の穿孔は単一である。

3. 放射組織は向性型を示すことはない。

4. 放射組織中に，結晶が認められることはなし、。

5. 周囲仮道管をもつものが多い。

6. 繊維状細胞は，有縁膜孔をもつことが多い。

7. 単4虫道管のみからなるものが多い。

Eucalyptus spp. 

Euealyptus 

木材の色調は淡褐色，淡赤褐色などから，赤褐色，濃褐色を示すものなどまである。肌目は，一般に，

やや粗である。木理は交錯する。硬く，重い，ないし非常に重い (0.64~1. 02 A. D. Sp. g.)。

道管 散在しているが，しばしば斜め方向に配列する傾向がある。したがって，むしろ斜め方向，

ないし斜め状に配列する場合が多いといえる。肉眼によっては明らかでないものから，肉眼でも認められ

るもの，さらには，肉眼でも明らかなものまである，ほとんどすべてが，単独の道管のみよりなる。むし

ろ例外的に，放射方向に複合する道管を多くもつ樹種がある (E. gummifera (GAERTN.) HOCH, E. 

eximia SCHAU.，その他〉。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は 12μ に達する (E. salubris で、は，約 16μ であるとされている〕。

一般にチロースが認められる。

柔組織 レンズにより明らかであるものと，そうでないものとがある。前者の樹種では，周囲状のも
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のが発達じて厚い層をつくるものと，散在するものが認められる。後者の11司種では，周囲状のものと散在

するものがあり，前者の層は薄い。

複合道管を多く有する樹種では，翼状，連合翼状などの臨列をする柔組織が認められることが知られて

いる。

放射組織 異性E型を与すo 1~3 細胞勘示す。単列(複列を少数含むが〕を示すことがある (K
pani仰lata SM. , E. tereticarnis S羽.， E. 隅'ycrocorys F. v. M., E， γegnans など)。

道管との間の膜孔は長だ円形，伸長した形などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔が認められる。周囲仮道管が認められるつ

その他 傷害によると考えられる垂直道 (Gum vein と呼ばれる〕が，認められることが少なくない。

この属のうちの木材を区別するために，木片を燃焼させる試験が有効であるとされている。これは，オ

ーストラリヤで行なわれた試験の結果であるが，次に述べる。

燃焼すると，炭が残るものの例として次のような樹種があるつ

E. amygdalina LABILL 

E. botryoides SM. 

E. ca制。ldulensis DEHN 

E. capitellata SM. 

E. caγnea R.T.B. 

E. dives SCHAU. 

E. gigantea HOOK 

E. grandis (W. HILL) MAID 

E. gu隅隅ifeγa (GAERTN.) HOCH 

E. 問。γginata SM. 

E. 脚llîodora A. CUNN. 

E. microcorys F. MUELL 

E. 刑.uelleriana HOUITT 

E. �liqua L'HERIT 

E. pilularis SM. 

E. piperitoa SM. 

E. polyanthe慨os SCHAU. 

E. 四diata SIEB. Var. -austγaliana 

E. γegna耐 F. MむELL

E. γ'esinifera SM. 

E. sdligna SM. 

E. scabra DUM-COURS 

E. teγeticornis SM. 

E. triantha LINK 

E. umbγ'a R.T.B. 



熱帯材の識別(須藤〕 -193ー

以上は，この属のうちの代表的な樹種についての結果である。以上のほかにも，ときには炭を残すよう

に記載されているものがある。

産地 オーストラリア。広く世界の熱帯地帯などに産する。

Eugenia spp. 

この院の木材の色調は褐色，赤褐色などを示す。硬く，重いっこの属の木材は，その性質によって 2 つ

のグループに分けられている。 INGLE 等によると，その 2 つのグループの木材の特徴的な性質は，

1. Eugenia A. 

a. 周囲仮道管をもっ。

b. 繊維状細胞に，有縁膜孔が明らかであるつ

C. 単独道管のみからなる。

d. 独立型の柔組織がある。

e. 道管と放射組織との問の膜孔は，道管のそれと同じであるつ

n. Eugenia B. 

a. 周囲仮道管をもたない。

b. 繊維状細胞は，有縁膜孔をもたない。

C. 複合道管が認められる。

d. 随伴型の柔組織がある。

巴.道管と放射組織との聞の膜孔は，階段状を示す。

Eugenia spp. (Eugenia A) 

道管 散在する。肉眼では明らかでなく，接線方向の芭径は 100μ 以下である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔はベスチヤード膜孔で，その直径は約 5μ である=

柔組織 独立型のものが，細い線を形づくり，多数認められる。

結晶が認められ，軸方向に配列する。ときには大きい。

放射組織 異性E型， III型などを示す。 1~3 細胞幅を示す。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 厚膜である。有縁嘆孔は明らかである。周囲仮道管が認められる。

産地 熱帯地域"

Eugenia spp. (Eugenia B) 

このグループに属する木材は，同科の Syzygium の木材にその性質がよく似ており， 区別し難い。し

たがって，以下に述べるものは， Syzygium にも適用される。

道管 散在する。肉眼では，明らかでないものから，明らかなものまである。その最大接線直径は，

100~200μ である。単独のもの，放射方向に 2~6 (8) 個複合するものとからなる。側壁にはベスチヤ

ード膜孔がらり， その直径は約 12μ である。穿孔は単一である。

柔組織 主として随伴型で，周囲状，翼状，連合翼状などを示す。ときには，これらがかなり長い線

を形づくる。

結晶が樹種によっては認められる。その場合，鎖状に記列するか，単独であるG

放射組織 異性 I 型， n型などを示す。 1~5 細胞幅に及ぶc
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道管との問の膜孔は大きく，長だ円形，その他の形，さらには階段状などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められないか，明らかではなし、。周囲仮道管は認められなし、。

産地 アジア，オーストラリア，ニュージーランド，ニ A ーギニア，その他の太平洋諸島など。

Metros冝eros polymorpha (GUAD) ROCK 

Ohia lehua 

木材の色調は赤褐色である。木理は交錯する。肌目はやや粗である。硬く，重い (0.77 A. D. SP. g.)。

道管 散在する。やや放射方向に配列する傾向をもつことがある。肉眼でも認められる。単独のも

のが，ほとんどである。接線方向の直径は 100~200μ である。

穿孔は単一であり，側壁の膜孔はペスチヤード膜孔で，その直径は約 5 (8)μ である。

柔組織 レンズによっても，認めにくい。独立型の，線状を形づくるものが多数認められる。

放射組織 異性E型，ないし I 型を示す。 1~2 細胞幅であるが， 単列のものが多L、。赤色の内容物

を含む。

道管との聞の膜孔はやや大きく， ときには， 伸長していることもある。 Eucalyþtus のそれに比べると

小さい。

繊維状細胞 周囲仮道管をもっ。有縁膜孔は明らかである。

産地 ノ、ヮイ。属としては，アジア，ポリネシヤ，オーストラリヤ，ニューカレドニア，ニェージ

ーランド，ニューギニアなどに産する。また，オーストラリヤ産のものには，シリカを放射組織の中に含

むものがある。

Syncarpia hilii BAILEY 

Satinay 

S. laurifolia TEN 

Turpentine, Luster 

木材の色調は淡桃褐色，濃赤色などを示す。木理は交錯するか，通直である。肌目はやや精である。硬

く，重い (0. 73~0. 91 A. D. Sp. g.: S. hilii, O. 76~ 1. 12: S. laurifolia) 。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものがほとんどである。接線方向の直径は 150μ

に達する。チロースをもっ。

穿孔は単一で，側壁の膜孔はベスチヤード膜孔で，その直径は約 5μ である。

柔組織 レンズによっても認めにく L、。主として，周囲状のものが認められ，薄レ層を形づくる。独

立型の散在するものがある。

放射組織 異性 I 型， rr型などを示す。 1~2 細目包隔である。

道管との聞の膜孔は長だ円形，柵状などを示す。

、ンリカが認められる。

織維状細胞 周囲{反道管が認められる。有縁膜孔が認められる。

その他 材片を燃焼すると炭が残る。 S. subargentea は灰となるのでこれらから区別される。

また， Tristania conferta R. BR. は性質がよく似ているが，燃焼すると灰が残るので， 区別できるこ

とが知られている。

産地 オーストラリヤ。 S. subargentea C. T. WHITE (1. 00 A. D. Sp. g.) も，オーストラリヤ
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に産する，材の色調は灰褐色である。

Tristanea decorticata MERR. 

Malabayabas 

木材の色調は赤褐色，濃赤褐色で， ときにはこれらが，やや紫色を帯びることがある。硬く，重い

く1. 22 A. D. SP. g.)。肌目はやや精である。木理は交錯するか，波状を示すっ

道管 散在する。配列は均一でなく，部分的に接線方向，斜め方向へ配列する傾向がある。肉眼で

も認められる。ほとんどすべてが単独である。接線方向の直径は 70~150μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。ベスチヤード膜孔である。

チロースが認められ，しばしばその膜が，厚く肥厚している。赤色の内容物を含む。

柔組織 レンズにより認められるものがある。独立型の散在するものがあり，また，さらに短い線を

形づくる。随伴型のものも認められる。赤色の内容物を含む。

放射組織 単列異性型を示すc

シリカが多数認められる。赤色の内容物を含む。

道管との問の膜孔は大きく，長だ円形，柵状，その他を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔をもっ。周囲仮道管をもっ。厚膜である。

その他 材片を燃焼すると，灰になる。

産 地 71 リヅピン。アジア(マラヤ，ボルネオ)，ニューカレドニア，フ 4 ジーなどに同属の樹種

があり，その木材はその性質がよく似ている。 Tristania， Selunsur, Melaban (-tJ-ラワク)， Pelawan 

(マラヤ，北ボノレネオ)， Pelawan-pelawan (北ボルネオ)などと呼ばれる。また.同じ科の Xanthoste閉仰

の木材仁性質が似ているが，色調が異なるので区別される。

Xanthostemon verdugりnianus N A VES 

Mancono, Philippine lignam-vitae 

木材の色調は濃褐色で，灰色を帯びる (Tristania の木材との区別点となる〕。非常に硬く，重レ(1.41 

A. D. Sp. g.)。木理は交錯するか，または，波状を示す。肌目は精である。

道管 散在する。肉眼でも注意すれば，認められるものがある。ほとんど，単独のもののみから

なる。接線方向の直径は 100μ 以下である。

穿孔は単一で，側壁にはベスチヤード膜孔があり，その直径は約 8μ であるc ときに白色，黄白色な

どの物質が腔内に含まれていることが， レンス‘などにより認められるニ

チロースが認められ，厚膜になっているものが少ない。

柔組織 レンズにより認められるものがある。独立型の散在するもの，短い線状に盟列するものなど

がある。

放射組織 単列で同性型か，やや異性型を示す。

シリカが多数認められる。赤褐色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，その他の形を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔をもっ。周囲仮道管をもっ。厚膜であるっ

その他 材片を燃焼すると灰が残る。

産地 フ 4 リッピン。また，同属のものも産するが，それらに比べて，肌目はより精である。
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オーストラリア，ニューギニア，セレベスなどにも同属のものがあり，性質はよく似ている。

NYCTAGINACEAE 

Pisonia sp. 

Pisonia 

木材の色調は淡黄色，淡黄褐色などを示す。軽く，軟らかい。肌目は精である。

道管 散在する。肉眼で認められるものもある。単独のもの，放射方向に複合するものなどがある。

接線方向の直径は約 100μ である。穿子Lは単一で，側壁の膜孔の直径は 5~7μ である。

柔組織 結合柔組織を除いては，顕著ではない。随伴型のものがあり，主として薄い周囲状を示す。

東晶が大型細胞に認められる。

放射組織 単列異性型を示すが，かなり向性型に近し、。

細胞の聞に Air space が認められる。まれに複列のものが認められる。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

紙幣状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 材内節部が認められる。この材内節部は，帽の広い，結合柔組織の帯の中に包まれる。この

帯は，長く，同心円状に阻列する。この帯は，しばしば他の帯と結びついている。そのl隠は 500μ にもお

よび，道管の!隔よりはるかに広い。

産地 南米，西印度諸島。マラヤなどにも産する。

OCHNACEAE 

Lophia alata BANKS ex GARTNER f. 

Azobe, Bongossi, Ekki 

木材の色調は濃赤色，チョコレート色などを示す。道管の条が，ほとんどすべて，白色ないし賞白色の

線としてはっきりと肉眼でも認められる(縦断面〉。材が濃色であるので，色調差が明らかである。硬く，

重い (1. 02~ 1. 09 A. D. SP. g.)。木理は交錯するc 肌目は粗である。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。分布数は少なし、。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合

するものなどからなる。接線方向の直径は約 300μ である。腔内に黄白色，白色の物質を含み，肉眼で

も明らかである。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 4μ である。 ベスチヤード膜孔であるとされているが， 内容物

のため，また直径の小さいため認めにくい。

柔組織 肉眼でも明らカ主である。独立型のものが密に配列する波状の帯を形づくる。赤色の内容物を

含む。結晶が認められる。

放射組織 同性型を示す。 1~2 (3) 細胞幅である。赤色の内容物を含む。

道管との聞の摸孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 小さい有縁膜孔を多数もつc 周囲仮道管がある。

産地 カメルン，ライベリア，ナイジエリア，アイボリーコースト，ゴールドコースト，ガボン，

シェラレオ不



熱帯材の識別(須藤〉

Testulea gabQnensis PELLEGER 

Izombe 

一ー 197-

木材の色調は寅褐色，燈褐色などを示し，しばしば濃色の条をもっている。新鮮な時には強い臭気があ

るとされている。かなり古いものでも，ぬらすとぬれたボーノレ紙のような強い臭気をもっ。木材はやや硬

いか，硬く，重い (0. 63~0. 83 A. D. Sp. g.)。木理は交錯する。肌目は精である。横断面の性質はとく

に特徴的といえるものをもたない。

道管 散在する。肉眼では明らかでなし、。白色の物質を含み，これが，各断面で認められる。単独

のものがほとんどである。接線方向の直径は 100μ に達する。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の宣径は約 3μ である。ベスチヤード膜孔である。

柔組織 レンズでも認めにくし、。独立型の散在するものが多数出現するc

放射組織 異性E型を示す。 1~4 細胞隔である。結晶が認められるこ

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである3

繊維状細胞 厚膜である。小さい有縁嘆孔をもっ。

産地 カメノレン，ガボン

OLACACEAE 

この科の木材の特徴として，次のような性質があげられるc

1. 道管と放射組織との聞の膜孔は，長だ円形などを示し，大きし九また，階段状の膜孔となっている

ことがある。

2. 放射組織はl隔がせまく，単列か 1~2 細胞幅であり，顕著な異性型を示している。

3. 細い独立型の柔組織の線が認められるこ

Minquartia guianensis AUBL. 

Man wood, 81ack man wood 

木材の色調は，やや緑色を帯びた淡，ないし濃黄褐色，褐色などを示すc 硬く，重い (0.91 A. D. Sp・

g. )。木理は交錯する。肌目は精である。

道管 散在する。肉眼でも認められるものがある。単独のもの，放射方向に 2~3 (数〉個複合す

るものとからなる。接線方向の直径は約 100μ である。チロースをもっ。

穿孔は階段状で，階段のl隠は広く(1O~15μ)，その数は数個である。側壁の膜孔の直径は約 10μ である。

柔組j織 レンズにより認められる。独立裂の短い線を形づくるものがあり，多数が噛に配列する。

結晶が認められ，鎖状に配列する。

放射組織 異性 I 型を示すc 1~2 (3) 細胞幅を示す3 単列放射組織を接線断固で観察すると，各細

胞の上下の接触が，商よりも，点でされているつこれは，各細胞の上下両端が長だ円形の尖端となってお

り，そのまま接触しているからであるっ通常の接触の場合のように，上下両端が平らな面となっているこ

とはない。

濃色のほとんど黒色に近い色の内容物をもつことが多い。結晶が認められ，その細胞は，分室になって

いることが多い。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，階段状などを示す。
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繊維状細胞 厚膜であるコ有縁膜孔は認められなし、。

産地 中米，南米

Scordocarpus borneensis (BAILL) BECC. 

Bawang hutan (~I:;ボノレネオ)， Kulim (マラヤ〕

木材lの色調はチョコレート色，濃赤色，濃紫褐色などを示す。木理は交錯するつ肌日はやや精，ないし精

であるつ硬く，重い (0. 64~0. 97 A. D. Sp. g.)o 外観的には， ，同じ科の Stro隅bosia の木材によく似て

いる。

道管 散在する。肉眼でも認められるものがあるつ単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するもの

とからなる。接線方向の直径は， 130μ に達する。

穿孔は階段状で，階段の1隠は厚く，少数である。側壁の膜孔は並列，ないし，階段状を示し，その直径

は 40μ に達する。

柔組織 ν ンズにより認められる。独立型のものが短い線を形づくり，多数認められる。

赤色の内容物をもっ。

放射組織 異性 I 型を示す。 1~2 細胞隔で，その高さは高く， 1 ， 000μ をこえる。したがって，放射

断面では広い帯として認められる。赤色の内容物を含む。

道管との聞の撲孔は，大きく，長だ円形，その他の形を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

産地 ポノレネオ，マラヤ

Strombosia javanica BL. 

Dedali 

木材の色調は淡黄色，淡黄褐色，責褐色などを示す。木理は通直，ないし交錯する。肌目は精である。

硬く，やや重いか，重い (0. 57~0. 71 A. D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼でも認められるものは少ない。単独のもの， 2~数個，放射方向に，複合す

るものとからなる。接線方向の直径は， 100μ に達するコ

穿孔は階段状で，階段の数は少なく，幅は広い (10μ に達する〉。側壁の膜孔は階段状を示し，直径は

40μ に達する。

柔組織

放射組織

レンズにより認められる。独立型の短い，細線を形づくるものが多数認められる。

具性 I 型を示す。 1~2 細胞隔である。しかし，複列のものは少なく， そのため，部分的

には単列具性型を示していることがある。高さは，やや高く， 1， 000μ をこえることが多L、。結晶が方形

細胞中に認められる。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 マラヤ，ボノレネオ

S. philippinensis ROLFE. 

Tamayuan (フイリフピン)

S. rotundifolia KING 

Kamap (マラヤ〉
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木材の色調は赤褐色で，しばしば，一紫色を帯びた縞をもっ。硬く，重い (0. 80~0. 95: A. D. Sp. g.: 

S. rotundifolia, 1. OO~ 1. 22: S. philipρinensis)。木理は交錯する。肌自は精である。

道管 散在する。肉眼では認めにくい。単独のもの，放射方向に 2~数個複合するものとからなる。

接線方向の直径は，主として約 60μ である。

チロースが認められる。その中に結晶が認められることがある CS. philippinensis)。

穿子[.は階段状で，その階段は広く，数もやや多L 、。側壁の膜孔は主として並列状に配列する。

柔組織 レンズにより認められる。独立型のものが，短い細い線を形づくる。多数が密に配列する。

結晶が認められ， 2~3 個軸方向に配列することがある。

放射組織 異性 I 型を示す。 1~3 (4) 細目卸膚を示す。

高さは，やや高く， 1， 000μ を越えることが多し、。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は長だ円形などを示し，大きし、。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められなし、。

産地 フィリッピン S. philippinensis， マラヤ S. rotundifolia 

なお， アフリカ (ゴーノレドコースト， アイポリーコースト， ライベリヤ， ナイジェリヤ)には， S. 

pustulata OLIV.: Poe (0. 85~0. 95 A. D. Sp・ g. )が産し，その性質は，よく似て‘いる。

OLEACEAE 

Olea europea LINN. 

Olive 

木材の色調は黄褐色，褐色などを示し，濃褐色の不規則な縞をもっ，硬く，重い (0.94 A. D. Sp. g.) 。

木理は通直，なし、し交錯する。肌目は精である。

道管 散在するが，その配列は不規則である。均等に分布せず，部分的にかたまって配列してし、る

単独のもの，放射方向に 2~数個， さらにはそれ以上に複合するものとからなる。肉眼では認められな

い。接線方向の直径は， 80μ に達するものもある。寅褐色の内容物を含むつ チロースを含むコ穿孔は単

一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織 レンズによっても，明らかでない。ターミナノレ状を示すものがあるつまた，周囲状，短い翼

状を示すものなどがある。独立型の散在するものもある。責鴇色の内容物を含むつ

放射組織 異性 I 型， JI型などを示す。 1~3 細胞1隔を示す。責褐色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

産地 北部アフリカなど。その他の地域に広く植栽される。

東アフリカ(ケニヤなど〕に産するものとして :0. hochstetteri BAKER: Musheragi, East African 

olive (0.88 A. D. Sp. g.) があり，性質はよく似ているつ

POLYGALACEAE 

Xanthophyll間四 excelsum CBLUM.) MIQ. 

Bok-bok 
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木材の色調は黄白色である。光沢がある。外観的には Gonystylus の木材とか， EUPHORBIACEAE の

木材のあるものなどによく似ている。やや硬く，重い (0. 72 A. D. Sp. g.)。木理は交錯するか，通直

である。肌目は組である。

道管 散在する。単独のもののみからなる。肉眼でも明らかである。横断面での輪郭は，円形を示

す。分布数は少ない。接線方向の直径は 200~250μ であるが，ときにはかなりこれより大きいことがあ

る。

穿孔は単一で，側壁の膜手Lの直径は約 5μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。白色の線を形づくるものが，最も明らかである。独立型のものが多数

認められ，長く，接線方向へ伸びる波状の線を形づくる。一般には 1 列である。周囲状のものが認めら

れるが，とくに発達してはし、なレ。ときには，翼状のものも認められる。

放射組織 単列異性型を示す。ときに，複列部をもつことがある。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔を有する。厚膜である。

産地 フィリッピン。同属のものも少なくない。また，マラヤなどのマレイシヤ地域には同属のも

のが産する。

PROTEACEAE 

この科の木材の特徴として，次のような性質があげられる。

1. 放射組織のl隠が非常に広く，また，高さが非常に高L 、 c したがって，典型的な、ンノレパーグレインを

形づくる。

2. 道管の配列が，接線方向にむかれまた，道管の複合の仕方も，接線方向のことが多い。

3. 柔組織は帯状に配列し，放射組織の聞を結んで~，~。これは，随伴型のものである。しばしば，こ

れが道管の外側部に接した帯，外側幡状柔組織 (Abaxial zonate) となっている。

この科のうち，市場材として取り扱われているものとしては，次のようなものがある。

Caγ'dwellia sublimis F. MUELL 

Grevillea robusta A. CUNN. などは，オース卜ラリアに産する。

南米には， Roupala spp. およびその他の属がある。

アフリカには， Leucodendron argentum R. BR. がある。

いずれにせよ，市場材として最も知られているものは，オーストラリア産のものである。

Ca，曲vellia sublimis F. MUELL 

Nothern silky oak 

Grevillea robusta A. CUNN. 

Southern silky oak 

木材の色調は，やや桃色を帯びた淡金褐色，ないし桃色を示す (C. sublimis)。淡桃褐色，ないし桃色

を示す (G. robusta)。木理は通産である。肌目は粗である。放射断面では，放射組織によるシルバーグ

レインが顕著である。やや硬く，やや重い (0. 57~0. 70 A. D. Sp. g.: G. robusta)，軽い，ないしや

や軽い (0. 43~0. 62 A. D. Sp. g.: C. sublimis)。
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道 管 接線方向に配列する。肉眼でも，認められる。単独のもの，接線方向，放射方向などに複合

するものなどとからなる。接線方向の直径は 200μ に達する。

穿孔は単一で，側壁の直径は約 3μ である。 白色の物質が含まれていて， 肉眼などでも認められるこ

とがある。また，赤色の内容物を含む。

柔組織 肉眼でも認められる。翼状，連合翼状を示すものがあり， これらは，主として道管の外側

〈樹皮の方向に〕に， 厚い層を形づくっている (G. robusta)。通常の，翼状，連合翼状を示す (C.

sublimis)� 

放射組織 すべての断面で顕著である。異性E型を示し，広いものは 25 細胞隔をこえる。高さは，

非常に高いコ鞘細胞が認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

樹盤状細胞 小部、有縁摸孔が認められる。

その他 傷害による垂直道が認められ，接線方向に配列することがあり， G. robusta にのみ，このこ

とが，認められるとされている (C. S. 1. R. O. )。

材片を燃焼すると，炭を残すもの (C. sublimis)，灰を浅すもの (G. robusta) などがある。

産地 オーストラリア

RHAMNACEAE 

Krugiodendron ferreum (VAHL) URBAN 

Black iron wood 

木材の色調はi濃褐色で，さらに，濃色の縞をもっている。触れると，ロウ状の感触がある。また，外観

的には動物のつのの感じをもっている。非常に硬く，非常に重い(1. 32~ 1. 42 A. D. Sp. g.)。木理は通

直であるか，やや交錯する。肌目は精である。

道 管 散在する。肉眼て・は認められない。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するものとからな

る。接線方向の直径は， 80μ に達する。褐色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 4μ である。

柔組織 レンズによっても，明らかでなL、。随伴型のものが散在，ないし周囲状のものを形づくって

いる。

放射組織 異性 ru型，ないし且型を示す。 1~2 (3) 細胞腐を示すっ褐色の内容物を含む。

結晶が認められ，主として，方形，ないしそれに近い形の細胞中に出現する。

道管との問の膜孔は，道管のそれと同じである。

制信状細胞 有縁膜孔は，認められない。

産地 図印度諸島，中米，フロリダ

Maesopsis eminii ENGL. 

Musizi 

木材の色調は金褐色を示す。光沢がある。木理は，通直，ないしやや交錯する3 肌目は組である。外観

的には，マメ科の木材(とくに MIMO. )のそれに，よく似ているコやや軽く (0.48 A. D. Sp. g.)，軟

らかL 、。



-202 ー 林業試験場研究報告第 157 号

' 紫外線により赤色を帯びた後光を発する。

道管 散在する。肉限でも明らかに認められる。鞘虫のもの，放射方向に 2~3 個複合するものな

どとからなる。接線方向の直径は 250μ に達する。赤色の内容物をもっ。チロースが認められる。

穿子Lは単一で，側壁の膜孔の直径は約 10μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。随伴型のものが，主で，周囲状，翼状をなすものが認められる。後者

もとくに伸長することはなし、。連合翼状を示すものが認められる。

結晶が認められ，しばしば，長く鎖状に配列する。

放射組織 向性型を示す。 3~5 (8) 細目包隔を示し，単列は少なし、。黄色の内容物を含む。

道管との間の膜孔は，やや大きく，円形，ないしだ円形を示す。

繊維状細胞 膜は薄い。有縁膜孔は認められない。

産地 東部および西部アフリカ，主として前者である。

Zizyphus talanai (BLCO.) MERR. 

Balakat 

木材の色調は淡赤色を示す。木理は通直で，波状をなすこともある。肌目はやや精，ないしやや粗でら

る。やや軽く，やや硬いか，硬く，やや重い (0. 53~0. 63 A. D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものと，放射方向に 2~3 個複合するものなどとか

らなる。接線方向の宜径は，約 120μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 10μ である。小道管は，まれに螺旋肥厚をもっ。

柔組織 レンズにより，明らかである。主として翼状，連合翼状を形づくるものがあり，長く同心円

状に連なっているいる。 l隔は広くなし、。

結晶が認められることがある。

放射組織 単列である。むしろ，異性型といえるが，顕著な異性型ではなく，方形細胞と，平伏細胞

のみからなっている。

結晶が，方形細胞にも，平伏細胞にも多数認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 小さい有縁嘆孔が，多数認められる。

産地 フィリッピン。この磁の樹種は，広く，世界的に分布している。

その性質はよく似ているが，道管の大きさ，柔組織の発達の程度が低いものなどがある。また，ターミ

ナル柔組織をもつものが，アメリカ大陸産のものの中にある。

Z. jujuba LAM.: Chinese date, Indian jujube は，最も知られているものの 1 つである乞

RHIZOPHORACEAE 

この科の木材は， 解剖学的性質によって 3 グループに分けられている。 DESCH は， マラヤ産のこの科

の解剖学的性質を検討した結果，各属の特徴を表にしている。

またさらに，かれは，マラヤ産のマングロープ樹材の識別のための検索表として，次のようなものを提

出している。

1. 柔組織は，肉眼でも認められる。かなり広く，道管を包んで連合翼状に配列する帯を形づくり，長
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表 JI[. RHlZOPHORACEAE の木材の解剖学的性質の表

(DESH: Manual of Malayan Timbers, Malayan Forest Record�. 

No. 15, Vol. II (1954) p.453 から〕

道管 道 道 柔 組 織管 管
配 の

多|散 独 l 周階

放射方向夕日接線方肉 子膜L 
連

樹 種 震穿孔 立AOS 合
型 囲

交並階 線 翼

)主 )主 I互状列状段状 量!在 状|状 状

RHIZOPHORAE 

Rhizophora + T + 

Ceriops + R S|芋 + + + 

Kandelia + T S :+ + 

Bruguiera + R S + 

LEGNOTIDEAE 

Carallia R&T A 1- ~十 + 

Gynotr口氾hes -or+ R s|+ + 

Pellacalyx -or+ T 。 十 + 十

ANISOPHYLLEAE 

Anysophyllea T A +十 + 

Combretocarpus R A 4十 + 一+

く連なる。木材はやや硬L 、。 Kandelia γheedi W. & A.: Berus-berus 

1. 柔組織は上述のようでなく，木材は，硬い，ないし非常に硬い。

2. 単独道管が主で，配列が複線方向へむかう傾向がかなり強い3

繊

維

状

仮

道

管

放

射
組
織
広
狭
顕
著

平

芋

平

芋

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

2. 道管は，放射方向へ複合し，むしろ，その酎列は，放射方向へむかう傾向がある。

道管 結
品

と

放射量
t乙

にな あ
少い 間型 る

+ + 4十

十 + + 

+ + 

+ + + 

+ + 

+ 

+ 

+ + 

(3) 

3. 木材の色調は褐色，ないし，赤褐色を示す。 Rhizophora candelaria DC.: Bakau rninyak (マラ

ヤ)， Bangkita (ボルネオ〕。

3. 木材の色調は，黄褐色を示す。

R. mucronata (LAM.) MERR.: Bakau kurap. 

4. 道管は，明らかに放射方向へ配列する傾向をもち，しばしば，放射組織の聞に 2 本の道管の列が

認められる。木材の色調は檀色を帯びる。 Ceriops candolleana W. & A.: Tengar 

4. 道管の聞列の仕方は，放射方向へむかう傾向があるが著しくない。放射方向へ複合する道管があ

る。放射組織の聞に， 1 個の道管の列が認められる。

5. 木材の色調は灰色を示す。 Bruguie叩 parviflora (ROXB.) W. & A.: Lenggadai 

5. 木材の色調は褐色，ないし赤褐色である。 Bruguiera spp.: Turnu 

一般に，これらのマングロープ樹材は，硬く，重し、。その気乾比重を，いくつか挙げてみよう O

Rhizophora candelaria DC. (R. apiculata BLUME, R. conjugata K�Z): O. 92~ 1. 02 

R. 隅acronata (LAM.) MERR. (R. 隅angle ROXB.): 0 . 85 

Bruguiera gymnorrhiza LAM. (B. conjugata (Lu<N.) MERR. , B. rheedi BLUM.): 0.63~O.90 

産地 R. muc抑制ta は，広く，熱帯のアジア，アメリカ，アフリカなどに，分布している。
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Combretocarpus rotundatus CMIQ.) DANS 

Keruntum (マラヤ， サラワク)， Teruntum (プノレナイ)， Perepat (パレンパン)， Merapat 

(ボノレネオ)， Perepat darat (インドネシヤ)， Perepat paya (北ボルネオ)。

木材の色調は赤色，赤褐色などを示す。肌目は粗である。木理は交錯する。硬く，重い CO.62~0.92

A.D. Sp. g.)。放射断面では，放射組織によるシルパーグレインが顕著である。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のものが多く，放射方向へ 2~3 個，複合するもの

が混在する。接線方向の直径は， 150~300μ である。

白色のチョークょうの物質が，道管の中につまってし、ることが多く，横断面では白い点として，縦断面

では白い条として認められる。

穿孔は単一で，側皇室の膜孔の直径は，約 3μ である。

柔組織 肉眼でも明らかである。とくに，独立型のものが幅の広い帯を形づくり，規則的に西目測して

おり，それらが，放射組織との聞に階段状の模様を形づくる。随伴型のものが道管の周囲に輸を形づくっ

ている。独立型の散在するものが，白色の小点として， レンズにより認められる。

結晶が認められ，長く鎖状に配列する。これは，主として散在するもののなかに認められる。赤色の内

容物を含む。

放射組織 すべての断面で，肉眼でも明らかである。横断面で観察すると，しばしば，道管より幡が

広い (250μ を越えることも少なくない〕。

異性E型，ないしE型を示す。 1~10 細目包隔である。

鞘細胞が認められるが，完全な形ではなし、。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，伸長した形などを示す。

繊維状細胞 有縁膜子Lは認められない。厚膜である。

産地 ボノレネオ

ROSACEAE 

Cercocarpus ledifolius NUTT. 

Mountain mahogany 

木材の色調は濃赤色，濃赤褐色を示す。また，燈色，濃澄色などを示すことも知られている。ときに，

濃色の縞をもっ。硬く，重い(1.04 A. D. Sp. g.)。木理は不規則である。肌自は精である。

道管 散在する。レンズによっても認めにくい。道管の直径の周期的な移行が認められる。接線方向

の産径は約 50μ である。ほとんど単独道管のみからなる。赤色の内容物をもっ。螺旋肥厚が認められる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ である。

柔組織 レンズにより認められる。独立型の細い線を形づくるものが多数認められる。放射組織の聞

を結ぶものが多い。赤色の内容物を含む。

放射組織 同性型を示すが，また，異性E型を示すことがある。 1~3 ( 4) 細胞幅を示す。赤色の内

容物を含む。

道管との間の膜孔は道管のそれと同じである。

繊維状細胞 小さい有縁膜孔をもっ。螺旋肥厚が認められる。



熱帯材の識別(須藤) -205 ー

産地 メキシコ，西南部アメリカ

Parinarium spp. 

Parinari 

木材の色調は，赤褐色を示すことが多い。硬く，重い (0.98 A. D. Sp・ g.: P. cory桝bosum MIQ.. 

0.68~0.88: P. excelsa SA.)。木理は交錯する。肌目は粗である。外観的に Casuarina の木材に非常

によく似ている。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。道管の配列は均等でない。単独のもののみからなる。接

線方向の直径は約 300μ である。分布数は多くない。

チロースをもっ。厚膜のチロースをもつことが知られている (P. rodolphi HUBER)。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 レンズにより明らかである。独立型のものが多数の細い線を形づくり，長く，接線方向にの

びているつしばしば波状を示す。

放射組織 単列異性型を示す。ときに，複列部をもつことがある。褐色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は階段状，長だ円形などを示す。

繊維状細胞 小さい有縁撲孔をもっ。

産地 フ f リッピン，マラヤ，ボノレネオなどに産する。

P. corymbos削仰: Liusin (7 ~リッピン〉

P. glaberrimum HASSK: Tabon-tabon (7 ~リッピン: 0.75 A. D. Sp. g・)

また， Parinarium spp. の木材に対し， Merbatu (マラヤ). Bangkawang (ボルネオ1 などの名がつ

けられている。

P. excelsa SA. その他はアフリカに産し Sougue. Aramon. Koaramon, Bombi などと呼ばれる。

P. co明.pest開 AUBL， P. γ'odolphi HUBER などは南米に産し. Burada, Parinari などと呼ばれる。

pygeum africanum HOOK 

Mueri 

木材の色調は赤褐色を帯びる。やや硬く，重い (0.72 A. D. SP. g)。木理は交錯する。肌目はやや粗

である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~数 (8) 個，複合するものと

からなるが，むしろ，前者は少ない。接線方向の直径は約 150μ である。赤色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側提の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織 不顕著である。独立型，随伴型のものがあるが，少数である。

放射組織 異性E型，ないしm型を示す。 1~5 細胞幅である。中間の細胞隠を示すものが少ない。

赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 小さい有縁摸孔をもっ。

産地 ケニヤ，タンガニイーカ，ウガγダ，カメノレン。アジアにも分布する樹種は多い。

P. vulgare (KOEHNE) MERR.: Lago その他が7 ~リッピン ， P. polystachyum HOOK f.: Medang 

kelanwar (0.61~0.78 A. D. Sp. g.)，その他がマラヤ。 P. arboret棚 ENGL.: Xoan-dao, Xuan 
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dao (0.48~O.62 A. D. Sp. g.) などは，インドシナに産する。

RUBIACEAE 

この科の木材の特徴として，次のような性質があげられる。

1. 道管の穿孔は単一である。

2. 放射組織ははっきりとした異性型を示す。

3. 放射組織と道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じであるか，ときにやや大きL 、0

4. シリカをもつものがある。

5. 道管がベスチヤード膜子Lをもつことが知られているが，認めにくい。

Adina cordifolia HOOK 

Haldu 

木材の色調は黄色，ないし責褐色である。木理は交錯するか， 通菌:である。肌日は精である。やや硬

く，重い (0.58~0.77 A. D. Sp. g.) 。

道管 散在する。レンズによって認められる。単独のもの，放射方向に 2~数個，複合するものと

からなる。分布数は非常に多L、。接線方向の直径は， 100μ 以下である。

穿孔は単一である。側壁の膜孔の芭径は約5μ である。

柔組織 レンズにより認められる。独立型のものが散在，ないし短い線状に西日列し，多数認められ

る。随伴型で，散在するものもある。黄色の内容物を含む。

放射組織 異性 I 型， ll型を示す。 1~3 細胞陪を示す。黄色の内容物を含む。

道管との間の膜孔は，道管のそれよりやや大きく，円形， t.3.円形を示す。

繊維状細胞 小さい有縁膜孔をもっ。

産地 インド，インドシナ (Kvvao, Gao. Kdol などと呼ばれる入ビソレマ

同属の樹種はマラヤ，ボノレネオなどに産する。 A. poly叩phala BENTH は，その 1 つである。 Adina spp. 

の木材に対し， Keniab, Mengkeniab (.北ボノレネオ)， Meraga (マラヤ〉などの名がつけられている。

A. 間.ultifolia HAVIL : Adida はフィリブピンに産し ， Neonauclea calycina とほとんど区別できなL 、と

されている。また， A. 隅inutiflora V AL: Gerunggang は，ボルネオに産する。 この木材の道管は，ほ

とんどすべて単独である。その点から考えると，むしろ Neonauclea の木材に性質が似ている。

Anlhocephalus cadamba (ROXB.) MiQ. 

Laran (.北ボルネオ)， Kadam (マラヤ)， Kelempayan, Klampeyan , (インドネシヤ〉

A. macrophyllus HAV. 

Klampeyan merah, Bangkali 

木材の色調は黄白色，淡黄褐色を帯びるか (A. cadamba)，淡褐色，淡挑褐色を示す(A. macrophylluら

やや軟らかしやや軽い (0.44~0.64 A. D. Sp. g.: A. cadamba)。木理は交錯する。肌目は粗である。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものとから

なる。接線方向の直径は 150~250μ に逮する。褐色の内容物を含む (A. 例acrophyllus)。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 8μ である。ベスチャ~ r;膜孔はみとめにくいことが多い。

柔組織 レンズにより，ぬれた表面だと認められる。独立型のものが散在するか，短い，細い線を形
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づくり，多数認められる。随伴型のものもあるが，顕著ではない。

放射組織 異性 I 型を示すことが多い(A.隅aC1ゅhyllus) 0 n型を示すことが多い (A. cadamba)。

褐色の内容物を含む (A. 明acroPhyllus) 。

直立細胞などに，砂品が認められる(A. cadamba)。

1~2 細胞幅 (A. macrophyllus) , 1~3 細目卸高 (A. cadamba)。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

織維状細胞 大きい有縁膜孔をもつが，数は少ない。

産地

A. cada伽ba マラヤ，ボルネオ

A. 隅acroPhyllus セレベスなど。

CalycophyllU1n candidissi1nu1n (V AHL) DC. 

Lance wood, Lemon wood, Degame 

木材の色調は黄白色を帯びるが，鮮やかな色ではない。また，かなり褐色を帯びることがあったり，し

ばしば， 色調が均一でなかったりする。木理は一般に通直である。肌目は非常に精である。硬く，重い

(0.80~0.85 A. D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼では認められないc 分布数は多い。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合す

るものとからなる。接線方向の直径は約 50μ である。穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ。

柔組織 不顕著である。随伴裂のものが少数認められる。

放射組織 異性 I 型， n型を示す。 1~3 (5) 細』包!憶を示す。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 隔膜が認められる。有縁膜孔は認められない。

産地 メキシコ，中米，キューパ，コロンピア。同属のものは熱帯アメリカに多L 、。 C. sprucea抑制

BENTH (0.80~0.90 A. D. Sp. g.) は，アマゾン地域に産する。

Mitragyna ciliata AUB. 

Bahia, Abura 

M. stipulosa O. KUNTZ. 

Popo, Bahia, Abura 

木材の色調はやや桃色を帯びた淡黄褐色を示す。木理は通直か，交錯する。肌目はやや精である。やや

軟らかしやや軽い (0.53~0.59 A. D. Sp. g.: M. ciliata, 0.58~0.59: M. stipulosa)。

道管 散在する。肉眼でも注意すれば認められる。分布数は多い。単独のもの，放射方向に， 2~ 

数個複合するものなどとからなる。接線方向の直径は約 120μ である。 穿孔は単一で，側壁の醇孔の直

径は約 5μ，ときにはさらに大きL、。ペスチヤード膜孔であることがわかる。

柔組織 レンズにより明らかである。独立型の短い，細線を形づくるものが多数認められる。密に配

71)している。

放射組織 放射断面では，かなり明らかである。

異性E型 1 型などを示す。 1~4 細胞幅である。赤色の内容物を含む。大きいシリカが認められる。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。
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樹鰍細胞 有縁嘆孔が，認められる。

産地 西部熱帯アフリカ(シエラレオネよりカメノレン，ガボンへかけて産する〕。

M. rotundifolia (ROXB.) O. KUNTZ: Mambog は 7 1 リッピンに， M. speciosa KORTH, M. javanica 

k∞RD & VALET: Kutum などは，マラヤなどに産する。

Nauclea orientalis LINN. 

Bangkal 

この木材は外観的にも，内部構造の上からも ， Neonauclea calycina に非常によく似ている。

異なっている点をあげると，それは，複合道管が為ることである。この木材では単独のものと，放射方

向に 2~3 (5) 偲複合するものなどとからなる。ややE更しやや重い (0.65 A.D. Sp. g.)。

産地 フィリヅピン。この属の木材は，ボノレネオ，マラヤ，その他のアジア地域にも産する。

Neonauclea calycina (BART) MERR. 

Kalamansanai 

木材の色調は鮮やかな澄色を示す。非常に特徴的である。木材は硬く，重い (0.80~0.98 A. D. Sp. g.) 。

木理は交錯する。肌自はやや精である。 Nauclea の木材と性質がよく似ている。

道管 散在する。肉眼でも注意すれば認められる。ほとんどすべて，単独道管のみからなる (Nauclea

の木材との差)。接線方向の産径は，約 120μ である。

穿孔は単一である。側壁の膜孔の寵径は約 3μ である。

柔組織 レンズによって認められる。独立型のものが細く，短い線状に配列する。多数が密に配列し

ている。

放射組織 異性 I 型， ll型などを示す。 1~2 (3) 細胞隔である。赤色の内容物をもつものがある。

道管との聞の膜孔は道管のそれと同じである。

繊維状細胞 小さい有縁膜孔をもっ。

産地 7 {リ 7 ピ γ，マレイシヤ，タイなど。

同属のものがアジア地域には多い。

Sarcocephalus diderrichii DE WILLD 

ûpepe, Bilinga, Badi 

木材の色調は鮮やかな金黄色，澄黄色，燈褐色などを示す。木理は交錯するか，不規則である。肌自は

粗である。やや硬いか，硬く，重い (0. 70~0.89 A. D. Sp. g.)。

紫外線により黄色の後光を出し，道管の条は赤色になる。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。ほとんどすべて単独道管のみからなる。接線方向の直

径は， 100~200μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である(この科のものとしては，例外的に大きいといえ

る〕。ベスチヤード膜孔が認められる。

柔組織 レンズにより認められる。独立型のものが，細い，短い線状に配列している。多数が密に配

列する。黄色の内容物を含む。

放射組織 異性 I 型， ll型などを示す。 1~3 (5) 細胞摘を示す。賞色，赤色の内容物を含む。

道管との間の膜孔は，道管のそれよりやや大きく，だ円形，円形などを示す。
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繊維状細胞 大きい有縁膜孔をもっ。

産地 仏領ギニアからカメルγにわたって広く産するo

Sickingia spp. 

Arariba rosa 

木材の色調は，濃褐色(心材〉であるとされているが，あまり発達することはないとされている。した

がって，われわれの眼に触れるものは，主として辺材である。辺材の色調は，生材の時には黄色，ないし

灰色で為るが，これが大気にさらされると顕著な赤色を示して，特徴的である。しばしば，黒色，ないし

紫黒色の不規則な縞をもっ。さらに，これらが長く大気中にさらされると，金褐色に変わってゆく。木理

は適宜，ないし不規則である。肌目は精である。やや重い，ないし重く (0.60~0.90 A. D. 8p, g;)，や

や硬し、，ないし硬L 、。

道管 散在する。肉眼では認められない。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものとから

なる。接線方向の直径は 50~80μ である。

穿孔は単一で，側皇室の膜孔の直径は約 3μ である。ベスチヤード膜孔で為る。赤色の内容物を含む。

道管のうちに，白色の物質が含まれていることがあり，肉眼でも認められる。

柔組織 不顕著である。

放射組織 注意すれば，横断面でも肉眼によっても認められる。放射断面では，濃色の帯として認め

られる。

異性E型，ときには I 型も認められる。 1~4 (5) 細胞隔(約 50μ に達する) -r;，.高さはじ000μ 前

後のことが多L、。黄色の内容物を含む。小さい結晶が，辺縁の細胞に認められることがあり，また，砂晶

が認められる。

道管との問の膜孔は，道管のそれと同じである。

制能状細胞 隔膜を有する。有縁膜孔は認められるが，顕著ではなし、。 A

産地 ブラジノレ，パラグァイなどから，北はメキシコ南部に至る。

RUTACEAE. 

この科の木材の特徴を挙げると，次のようなものがある。

1. 道管の側壁の膜子し道管と放射組織との聞の膜孔などは，非常に小さい。

2. ターミナノレ柔組織をもつものがある。

3. 結晶が，柔組織，放射組織の中に認められる。

4. 放射組織は同性を示すものが多く，異性の場合でもE型で，顕著な異性を示すことはない0 ・

5. 黄色の木材を産するものが多い。

A>>tyris balsamifera LINN. 

West Indian Sandal wood, Amris wood 

木材の色調は黄白色で，また，淡黄色を示すことがある。また，しばしば，濃色の部分をもつことがあ

る。本邦産のツゲに，外観的な性質はよく似ている。新しい材面を出す，と芳香がある。また?材商は1白状

の感触をもっ。非常に硬く，重い (0.90~ 1. 10 A. D. 8p. g.)。木理は連直，不規則などを示す了。飢目は

非常に精である。
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道管 散在する。レンズにより注意すれば認められる。単独のもの，放射方向に長く(時には 10

個以上に)複合するものとからなり，とくに後者が著しいので，かなり配列が放射方向にむかっている。

しかし，また，個体によってはこの傾向が弱いこともあるので，注意すべきである。接線方向の直径は約

50μ である。黄色の内容物をもっ。

穿孔は単一で側壁の膜孔の宜径は約 4μ である。

柔組織 レンズにより，ターミナノレ状を示すものが明らかである。独立型，随伴型の散在するものが

少数認められる。

結晶が多数認められ，鎖状に臨列する。

放射組織 単列同性型を示す。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 この樹種は，このような木材を生産する同属の樹種のうちの，典型的なものであって，同属

の他の樹種も，性質が非常によく似ている。それらすべてを含めると，米国の南部から西インド諸島，中

米を経て，南米北部に産する。

A. ele隅ifera L. 

A. sylvatica J ﾀCQ. 

A. si例plicifolia KARST などが知られている。

Balfourodendron riedelianum ENGL. 

Pau mar量m， Gautambu blan鑰 

木材の色調は，ほとんど白色，クリーム色などを示す。硬く，重い (0.75~0.83 A.D. SP. g.)。木理

は通直である。肌目は精である。外観的には，淡色の Aspidospeγ加。の木材と非常によぐ似ている。

道管 散在する。肉眼では認めにくい。主として，放射方向に 2~数個複合するもの，群状に複合

するものなどとからなる。接線方向の直径は約 80μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 4μ である。

柔組織 肉眼でもターさナル状のものが認められる。随伴型のものが散在，ないし周囲状を示すこと

もある。

結晶が認められ，鎖状に西日列する。

放射組織 異性E型を示す。 1~5 細胞隔を示す。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。結晶が，主として辺縁の細胞に認められる。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 傷害による垂直道が認められることがあり，接線方向に国列することが知られている。

産地 アルゼンチン，プラクノレ

Choloroxylon swietenia DC. 

Ea自t Indian satin wood 

木材の色調は黄白色，金褐色などを示し，しばしば，濃色の縞をもつこともある。芳香をもっ。木理は

交錯する。肌目は精である。一見，外観的には Cybistax の木材などによく似ている。硬く，重い (0.97

A.D. Sp・ g.) 。
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道管 散在する。肉眼では認められない。主として，放射方向にかなり長く〔時には数個以上に)

複合するものからなる。接線方向の直径は，約 80μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。黄色の内容物が認められ， 主として穿孔板の付近

ぐに多い。

柔組織 肉眼でも， ターミナル状のものが認められる。周囲状のもの， また，独立型の散在，ない

し短く接線状に甑列するものなどがある。結晶が認められ鎖状に配列する。

放射組織 異性班型，ないし，かなり向性型に近い。 1~4 (5) 細胞備を示す。結晶が辺縁の細胞に

認められる。

道管との問の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状記列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔をもたない。

その他 傷害による垂直道をもつことがあり，これが接線方向に西日列する。

各要素は層階状面列をする。したがって，明りようなリップルマークをもっ。

産地 インド，セイロン

Citrus spp. 

Citron, Orange wood 

木材の色調は，淡黄色を示す。硬く，重い (0.80 A. D. SP. g.)。木理は交錯するか，通直である。肌

百は精である。

道管 散在する。肉眼では認めにくいものが多い。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するもの

とからなる。接線方向の直径は，約 90μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織 レンズにより明らかである。ターミナル状をなすもの，周囲状，短い翼状，連合翼状などが

あるが，連合翼状は，しばしば，長い同心円孤状の帯となっている。散在するものがあり，これらは結晶

を有する。この結晶は，鎖状に臨列する。

放射組織 向性型を示す。また，まれに異性E型を示すこともある。 1~4 (6) 細胞幅である。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 傷害による垂直道が認められ，接線方向に配列することがある。

産地 植栽されているので，世界に広く産する。

Euxylophora paraensis HUBER 

Brazilian satin wood 

木材の色調は，鮮明な黄色を示す。硬く，重い (0.81 A. D. Sp. g.)。木理は通直か，不規則である。

肌目はやや粗，ないし粗である。 Box wood とか， Satin wood という市場名がつけられていることが多

いが，一般に用いられるその名とは，肌自の点からかなりかけ離れているようである。

道管 散在する。肉眼でも認められる。放射方向に 2~数個複合するものからなる。単独のものは

少ない。接線方向の直径は約 180μ である。黄色の内容物をもっ。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織 不顕著である。レンズによっても認められない。
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放射組織 同性型を示す。 1----3 (4) 細胞幅である。結晶が認められることがある。

泊細胞が認められることがあるが， LAURACEAE のそれのように，大きく，イデイオプラストにな守

ていないが接線断面で観察すると，周囲よりやや大きい円形を示す。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有緑膿孔は認められない。

産地 ブラヅノレ

~agar官 tttacrophylla ENGL. 

Olon dur, East African satin wood, Olonvoga, Mafu 

木材の色調は責白色，淡黄褐色などを示す。放射断面などでは，濃色の条が認められる。木理は交錯す

るか，適宜である。肌目は粗である。硬く，重い (0.95~1. 03 A. D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のもの，放射方向に 2"，3 個複合するものとから

なる。接線方向の芭径は約 200μ である。黄色の内容物を含む。白色の物質を含む。

穿孔は単一である。側壁の膜孔は約 4μ である。

柔組織 レンズにより認められる。周囲状を示すもの，短い翼状などを示し，時には連合翼状を示す

ことがある。いずれにせよ，とくに発達してはいなし、。散在するものも認められる。

多数の結晶が認められる。鎖状に配列する。

放射組織 向性型を示す。 1~4 細胞隔を示す。単列のものは少なく，あっても非常に低し、。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 厚膜である。有蜘膜孔は認められないo'

産地 属としては，西部アフリカ(シエラレオネからア γゴラ，さらにウガンダに及ぶ〉に広く産

する。

よ《性質の似た

F. leprieurii (GUILL & PERR.) ENGL. 

F. parvifoliola A‘ CHEV. ex KEAY 

などがある。また，肌巨がこれらに比べて， より精で， やや軽 L 、 (0.48"-'0.56 A. D. Sp. g.) F. 

heitzii AUBL: Olon tendre が，ガボ γ，カメノレーンなどに産するc

Flindersia brayleyana F. _MUELL 

F. pimenteliana F. MUELL 

Queensland maple 

木材の色調は桃色，ないしやや褐色を帯びた桃色である。やや軽軟，なしでlし， や，や硬く， やや重い

(0.44~0.67 A. D. SP. g.)。木理は交錯する。肌自はやや粗である。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のもの，放射方向に 2，_，_， 3: ，個複合するものとから

なる。接線方向の直径は，約 150μ である。

赤色の内容物を含む。また白色の物質が腔内に含まれており，肉眼でも認められる。

穿孔は単一で，側援の膜孔の直径は約 3μ である。しばしば，膜壁に条線が認められる。

柔組織 レンズによっても認めにく L、。薄い，周囲状を形づくるかJ 散在する。

赤色の内容物が認められる。また，結晶が認められることがある。
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定時す組織 向性型を示す。時に，異性型を帯びることがある。 1~4 (5) 細胞憶を示す。

ー放射断面で，濃色の帯として明らかに認められる。

赤色の内容物をもっ。これが， レンズなどで，かなり明らかな点として認められる(接線断面で〕。

紡錘型の部分の細胞の形，大きさなどはかなり不均一である(接線断面)0 , 

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

その他 傷害による垂宣道が認められ，接線方向に配列する。

産地 オーストラリア。なお，オーストラリアなどにはこの属の木材が多い。 2 ， 3 の点を除いては，

F性質は非常によ 4 似てL 、る。

上述した樹種に比べて，ほとんどその柔組織の発達の度合が同じようなもので，

木材の色調が褐色を帯びるもの

F. acu刑inata C. T. WHITE: SiIver siIk wood (0.33~0.64 A. D. SP・ g.)。

澄褐色，ないし桃褐色を帯びるもの

F. laevicarpa .C. T. W. et FRANCIS: Scented maple (0.62~0. 78 A. D. Sp. g.) 。

その柔組織は，やや明らかで，ターミナノレ状を示す。木材は黄白色ないし淡黄褐色である。

F. schottiana F. MUELL: SiIver ash (0.72 A. D. Sp. g.) , F. bourjotiana F. MUELL: Silver ash 

(0.46~0.89) ， F. pubescens F.M. BAIL: Silver a自h (0..52) 。

明らかなターミナル状の柔組織をもち，木材の色調は責褐色を示す。チロースがレンズでも明らかであ

る。

F. ifJlaiana F. MUELL: Hickory ash (0.61~1. 05 A. D. Sp・ g.)。

周囲状の柔組織が， レンズでも認められ， また，帯状の柔組織も時に認められる。木材の色調は淡黄

色，黄褐色，ないし褐色を示す。

F. oxleyana F. MUELL:. Yellow wood (0.54~0.62 A. D. Sp. g.)。

Murraya pmiiculata (LINN.) J A飫. 

Kamuning 

木材の色調は，黄白色，ないし黄褐色などを示す。光沢がある。肌目は非常に精である。木理は交錯す

る。外観的にはサンダルウッドに非常によく似ている。非常に硬い，重い(1.00~1. 12 A.D. sp; g.)。

道管 散在する。レンズでも認めにくい。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものなどとか

もなる。接線方向の産径は約 50μ である。

穿孔は単一で，側壁の摸孔の直径は約 4μ である。黄色の内容物を含むことがある。

柔組織 肉眼でも認められる。ターミナノレ状のものが明らかであるっその他の独立型，随伴型のもの

』主，とくに発達はしていない。

放射組織 向性型を示す。 1~2 細胞1隠を示す。

繊維状細胞有縁撲孔が，認められる。

産地 マラヤ，フ 4 リッピン

Zanthoxylum flavum V AHL 

West Indian satin wood, Yellow wood 
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木材の色調は，黄色金黄色などを示し，光沢がある。特有の臭気をもっ。木理は交錯する。肌目は精

である。本邦産のこの属の木材とは，全く性質が異なっている。硬く， 重い (0.90 A.D. Sp.g.)。触れ

ると油状の感触がある。

道管 散在する。肉眼では認められない。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものなどから

なる。接線方向の直径は 100μ に達する。黄色の内容物をもっ。

穿子Lは単一で，側壁の膜孔の宜径は約 3μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。ターミナル状のものが，最も明らかである。他は，独立型，随伴型な

どの散在するものが少数である。結晶が認められ，鎖状に臨列する。

放射組織 異性m型を示す。 1~4 (5) 細胞隔を示す。放射断面では肉眼でも明らかである。辺縁の・

細胞に結晶が認められる。

道管との聞の撲孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔が認められる。

産地 西インド諸島。また，同属のものもほとんど同じような産地をもっ。この属の木材，アジア

の熱帯地域にも産する。これらは軽軟，ないしは重硬である。一般にマラヤ産のものは軽軟である。

z. myriacanthum W ALL: Chenkring (マラヤ) (0.32~0.43 A. D. Sp. g.)。

インド，フ 4 リッピン，マラヤ

Z. rhetsa (ROXB) DC.: Kayutana (フ f リッピン) (0.67 A. D. Sp. g.)。

その他がある。

SANTALACEAE 

Santalum album L. 

Sandal wood 

木材の色調は寅褐色，褐色，赤褐色などで，かなり濃色になる。木材には特有の強い芳香があり，長ぐ

持続する。これは，非常に特徴的である。硬く，重L、。肌目は精である。木理はやや不規則である。濃色

の木材の場合，紫外線により弱し、後光を出すことがある。

道管 散在する。肉眼では認められない。ほとんど，単独のもののみからなる。接線方向の直径は，

約 60μ である。黄色の内容物，チロースなどを含むことがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 4μ である。

柔組織 レンズによっても明らかでなし、。独立，随伴型の散在するものがある。とくに前者は短く，

接線上に配列していることが多く認められる。褐色の内容物を含む。単独の結晶が含まれることがあるか

放射組織 やや異性を帯びるか，同性型を示す。 1~2 (3) 細胞幅である。高さは低い。

黄色の内容物を含む。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は明らかである。

産地 インド。同属のものは，ポリネシア，オーストラリアに産する。

その他，同属のものとして

s. s�icatum R. BR. がオーストラリアに産する。また，ハワイ産のもので，これらと，樹種が違うと
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考えられるものであるが，芳香をもたないものがあった。

SAPINDACEAE 

この科の木材の特徴として，次のようなことが挙げられる。

1. 隔膜をもっ繊維状細胞がある。

2. 放射組織は主として向性単列型である。

3. 道管の側壁の膜孔は非常に小さい。

4. ターミナノレ状の柔組織をもつものがある。

Pommetia pinnata FOREST 

Kasai (マラヤ，北ボルネオ)， Malugai (7 ~リッピン〉

木材の色調は桃褐色，赤褐色などで，かなり獲色になる。光沢は強L、。硬く，重い (0.67~0.83 A. D. 

Sp・ g. )。木理は通直，波状，さらにやや交錯することもある。肌目はやや粗である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~3 個(時には，小道管はさ

らに，長く複合する〕複合するが前者が多い。道管の横断面での形は，だ円形より，むしろ円形である。

接線方向の直径は 200μ に達する。赤色の内容物を含む。黄白色の物質が認められることがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 4μ である。また，膜壁に条線が認められることがある。

柔組織 肉眼でも認められる。とくにターミナル状が明らかである。周囲状を示すものが認められ，

また，時には短い翼状を示すこともある。赤色の内容物をもっ。また。結晶をもつことがある。

放射組織 単列異性型を示す。複列部を，まれにもつことがある。

結晶が非常に多数認められる。多数存在するので，レンズなどによると，放射組織の中に白色の線が認

められることがある(横断面)。赤色の内容物をもつものがある。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 隔膜を有する。小さい，不顕著な有縁膜孔を有する。

産地 フィリッピン，マラヤ，ボノレネオなどに産する。同属のものは広く，マレイシヤ，ニューギ

ニア (Matoa と呼ばれる〉などにも分布する。

P. tomentosa TEYSM. et BI悶.. セイロン，ピノレマ，アンダマン，タイ，スマトラ，，'Ý'ヤワなど (0.76

A.D. Sp・ g. )その他が知られている。

その他 時に，傷害による垂直道が認められ，かなり長く配列することがある。

アジアにはこの科の木材は少なくなし とくに Pometia の木材に， 性質の似ているものも多い。とく

に Eψlwria， Litchi などの属の木材について， このことがいえる。 これらについて， 2, 3 特徴的なも

のをひろってみる。

Euplwria 

道管の分布数は，より多く，また，直径が小さい(接線方向の直径は，一般に 100μ 以下である〉。

放射組織 単列向性型である。結晶が認められる (E. g問cilis RADLK: Alupag.lelaki)，多数で

ある (E. longana LAM.: Gingging, E. didy制a BLANCO: Alupag (フィリッピン))。

柔組織 結晶が認められ，鎖状に臨列する (E. didyma) 。

これらの他は， Pometia のものと，ほとんど同じである。
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Litchi philippinensis RADL.: Alupag.amo ( -j ~リッピン〕。

柔組織 ターさナノレ状のものは明らかでなく， また，常在していなし、。結品が認められ， 2~3 個甑

J列する。

放射組織 複列部が，認められることがかなり多い CEuphoγia と比較して)。・

これらの他は， Euphoria の木材の性質によく似ている。

これらはフ 4 リッピンに産する。

Ganophyllum falcatum BLUM. 

Arangen 

木材の色調は，淡賀補色を示す。肌目は精である。木理はやや交錯する。やや重い， ないし重く，硬

い (0. 70~0.89 A. D. Sp. g.)。外観的には，黄色系を示す'MELlACEAE の木材 (Vavaea， Dysoxylum) 

などに，よく似ている。

道管 散在する。かなり斜線状に配列する傾向をもっ。単独のもの，放射方向に 2個ずつ複合する

ものとからなる。接線方向の直径は， 100μ 以下である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ である。

柔組織 レンズにより明らかになる。周囲状をなすもの，さらに，翼状，連合翼状をなすものなどが

ある。ターミナノレ状に似た線状をなすものが認められることがある。

多数の結晶が認められ，長く鎖状に臨列する。

放射組織 ι 単列同性型を示す。複列部はまれに認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 隔膜を有する。

産地 フ 4 リッピン

SAPOTACEAE 

この科η木材の特徴として，次のようなことが挙げられる。

1. 道管の配列は程度の差はあるが，放射方向にむかう傾向が強い。

2. 道管と放射組織との間の膜孔は大きく，長だ円形，伸長した形，時には階段状を示す。

3. 独立型の柔組織が，短い線を形づくることが多い。

4. シリカをもつものが多い。

Autranella congoleusis (DE ,WILD) A. CUEV. 

Elang, M'Fua, Mukulungu, Autracon 

木材の色調は獲君子褐色を示し，しばしば，濃色の条をもっている。硬く，重い CO.95~0.99 A. D. Sp. 

g. )。木理は通直，ないし交錯する。肌自はやや精である。

道管 散在するが，放射方向へ鹿列する傾向が強い。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向

ヘ 2~ 数個複合するものとからなる。とくに後者が多L、。接線方向の直径は約 130μ である。チロース

をもっ。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 レンズにより認められる。細いが，多数密に回列する，独立型の線を形づくるものが認めら
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れる。時に，結晶が認められ， 2-3 個上下に臨列している。シリカをもつが，小さしまた，多くない。

放射組織 異性E型，:rr【型などを示す。 1-3 細胞l庖を示す。赤色の内容物をもっ。シリカをもっ。

道管との聞の膜孔は，長だ円形，階段状などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められなL、。厚膜である3

産地 ベノレギー領コンゴ，カメノレγ

Bumeli，αspp. 

Chittim wood 

木材の色調は淡寅褐色を示し，また，ややオ世ープ色を帯びることもある。また，淡色の柔組織の帯が

認められるb 硬く，重い (0.80- 1. 01 A. D. SP. g.)。肌自は精である。木理はやや交錯するか，通産で

ある。

道管小道管が，柔組織，周囲仮道管，道管状仮道管などとともに，火焔状の，あるいは，ジグザグ

状の模様を形づくる。肉眼では個々の道管は認めにくい。単独のものがほとんどである。接線方向の直径

は 100μ 以下である。チロースが認められ，しばしば，厚膜となっている。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の大きさは約 3μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。憾の広い，独立型の帯が，長く同心円状に，やや密に回列しているの

が認められる。周囲状のものがある。また，随伴型のものは，道管の付近に，その他の要素と混じって存

在してし、る。

放射組織 異性E型， DI型を示す。 1-3 (4) 細胞陪を示す。

道管との聞の膜孔は長だ円，ないし伸長している。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 樹種によってはシリカが認められるものがあるが，一般には無い場合の方が多い。

産地 米国南西部，メキシコ，西インド諸島，中米，南米北部

Chrysophyllum spp. 

Caimito 

木材の色調は淡寅褐色，褐色，濃褐色などを示す。木理は通産，ないし交錯する。肌目は精，ないしや

や精である。やや硬い，ないし硬く，重い (0.56-0.76 A.D. Sp. g.: Ch. africanum G. DON: 

M'Bebame, 0.75: Ch. amieuanum GUILLAUM. 0.71-0.73: Ch. autranianum A. Cﾍlﾉv.: Abam, 

Longui, 0.82: Ch. pγ'epulchrum MILDB, 0.65~0.90: アメリカ産材)。

道管 放射方向に臨列する傾向が強い。肉眼でも認められる (Ch. africanum など)。肉眼では認

めにくいことが多い〈アメリカ産のもの)，などがある。単独のもの，放射方向に 2~数個複合するものと

からなる。接線方向の直径は，一般に約 100μ，ないしそれをややこえる程度(アメリカ産λ 約 150μ で

あるもの (Ch. africanum) などがある。

穿孔は単一で，側壁の穿孔の直径は約 8μ である。 チロースが認められ，厚膜のことがある(アメリ

カ産材〉。

柔組織 レンズにより明らかである。独立型の，短い，線状をなすものが多数，密に臨列する。これ

らは，レ γズなどでは長い同心円状に配列しているように認められる。

結品が認められ，鎖状に鹿列する (Ch. africa抑制〕。
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放射組織 異性工型を示す。 1~2 細胞幡を示す。すみ島色の内容物をもっ。

道管との間の膜孔は，長だ円形，ないしは伸長している。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

産地 熱帯アメリカ，アフリカ〈ギニア，カ守ボン，コンゴ，カメノレン〉などに産する。また，ニュ

ーカレドニアにも産する。

Manilkara spp. 

Bullet wood (アメリカ産)， Massaranduba (ブラジル〉

木材の色調は，淡赤色，赤褐色，濃赤褐色などを示す。非常に硬く，重い (0.90-1. 20: アメリカ産，

0.89 A. D. Sp. g. M. bidentata (A. DC.) CIiEV.: Balata rouge)。木理は通直か，波状， 交錯など

を示す。肌目は精である。

道管 散在するが，放射方向への阻列の傾向が強い。主として，放射方向へ 2~数個複合するもの

からなる。接線方向の直径は，約 100μ である。

チロースが認められ，厚膜のものがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 6μ である。膜壁は， 一般に Mimusops の木材のそれに比べ

ると厚い。

柔組織 レンズにより明らかで、ある。独立型のものが，細い線状(一般に単列)に酪列する。

結晶が認められ，鎖状に配列する(このことによって，性質の非常によく似た M加usops の木材から

区別できることもある。

放射組織 異性 I 型， II型などを示す。 1~2 細目割高を示す。赤色の内容物を含む。また，結晶をも

つことがある。

道管との聞の膜孔は長だ円形，やや伸長したりしている。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

産地 南米，中米，西インド諸島など。

また，アフリカ(ライベリヤ， アイボリーコースト〉には M. lac.era DUBARD: Afdcan pear wood 

(0.95 A. D. Sp. g.) がある。この木材の場合，上述のものと異なり，シリカを有するρ

Mimusops heckelii (A. CHEV.) HUTCH & DALZ. 

Makore, Baku 

木材の色調は桃色，赤褐色，赤色などを示す。やや硬く，重い (0 .59~0. 70 A. D. Sp. g.)。肌目はや

や粗である。木理は通直，交錯，波状などを示す。

道管 かなり，放射方向に配列する傾向が強L、。単独のもの，放射方向に 2~数個複合するものと

からなる。肉眼でも認められる。接線方向の産径は約 150μ である。チロースをもっ。 また， 赤色の内

容物を含む。

穿孔は単一で，倶.u壁の膜孔の直径は約 10μ である。

柔組織 レ γズにより明らかである。独立型の，線状に配列するもの(やや広く， 2~4 細胞幅〕が，

同心円状に毘列する。赤色の内容物をもっ。

放射組織 異性E型を示すことが多い。 1~3 細胞隔でおる。赤色の内l容物を含む。シリカを含む。

道管との聞の膜孔は長だ円形や，伸長したものなどがある。
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蹴症状細胞 有縁膜孔が認められることがある。

産地 シエラレオネから，ナイジエリアへむかつて広く産する。また，ガボン，カメルンなどには

M. af~γicana LE COMTE: Douka (0.67~0.74 A. D. Sp. g.) がある。性質は，非常によく似ている。

2, 3 異なる点を挙げると，道管の配列は均等でないが，放射方向へむかう傾向はやや少ない。柔組織

の線の幅がやや狭く， 1~2 細胞隔である。

アジア震の Mimusops spp. および Palaquium spp. , Diploknema sp., Madhuca sp. 。

これらの木材は，一般的にいって，他の地域に産する Mimusoþs の木材などに，外観的にも， 内部構

造にも，非常によく性質が似ている。

その特徴的な点を挙げてみる。

Mi削.usops parvifolia R. BR.: Bansalagin フ f リッピン。

硬く，非常に重く，濃色である。放射組織は，異性E型， n型などを示す。 1~2 ・細胞帽であるが，複

列部は低L、。シリカをもっ。

M. caloPhylloides MERR.: Duyok-duyok 7 {リッピン。

非常に重い(1.073 A. D. Sp. g.)。放射組織は， 明らかな単列異性型を示す。柔組織には結晶が認め

られ，鎖状に間列する。シリカはない。

M. littoralis KURZ. インド。

硬く，非常に重L、。濃色でああ。放射組織異性E型を示す。 1~ (2) 細胞慣を示すが，複列部は非常

に低レ。

柔組織 結品が認められ，鎖状に配列する。シリカは認められない。

M. elengi LINN.: Buckhui (インド)， Kabiki (7 {リフピン〉

木材は硬く，非常に重い (0.80~1. 02 A.D. Sp・ g.). 濃色で為る。

放射組織 異性E型，IlI型などを示す。 1~2 (4)細胞隔を示す。シリカは認められなし、。

柔組織 結晶が認められ，長く鎖状に配列する。

M. hexandra ROXB. インド。

硬く，非常に重い。

放射組織 異性E型，1IT型を示す。シリカが認められる。 1~2 細削冨を示す。複列部は低い。

Madhuca utilis (RIDL) H. J. LAM: Bitis (マラヤ)

硬く，非常に重い (0.97~1. 19 A. D. SP. g.)。

放射組織 単列異性型が，低い複列部をもつものが，まれにある。シリカがある。

以上の樹種に比べて，やや軽軟なものとして，次のような樹種がある。

Palaquium philippinensis (PERROTLET) C. B. ROBINSON: Malakrnalako 

P. luzoniense (F. -K.) VIDAL。

やや重い，ないし，重い (0.47~0.88 A. D. Sp・ g.: P. luzoniense, 0.58: P. Philipinensis) , 

Nato と呼ばれる。 7 {リヅピンc

一般に Palaquium の木材は， Nato (フ f リッピン)， Nyatoh (マレイシヤ)と呼ばれる。比重の高い

ものは Betis として取り扱われる(マラヤ)。

放射組織 異性E型，1IT型を示す。 1~2 細胞幅を示す。シリカをもたない。
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柔組織 結晶が認められ，鎖状に長く配列する。

Madhuca betis (BLCO.) MERR.: Betis フィリッピン。重い. (0.82 A. D. Sp. g.)。

一般に道管の複合数は少ない。

放射組織 異性E型， JII型などを示す。 1~2 細目卸菖である。

Diplokne刑a ram~月ora (MERR.) H. J. LAM: Baniti 7 {リ 7 ピン。

やや軽軟である (0.51~0.57 A..D; 、 Sp. g.)。

放射組織 単列異性型である。

柔組織 砂晶が認められる。

この他に， Palaquium としては，重い P. ridleyi KING et GAMBLE がある。スマトラなどに産する。

硬く，非常に重い。

ー放射組織 単列異性型を示す。シリカが認められる。

SIMARUBACEAE 

Aila,nthus philippinensis MERR. 

Malakamias 

木材の色調は，淡黄色である。軟らかく，軽い (0.49 A. D. Sp. g.)。木理は通直である。肌目はやや

粗である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものが多く， 2~3 個放射方向に複合するものも

ある。接線方向の直径は約 150μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ に達する。

柔組織 レンズにより明らかである。周囲状のもの，細く;短い，翼部をもっ翼状に配列するものな

どがある。

放射組織 異性E型を，また，まれに I 型を示すものがある。 1~3 細胞幡を示す。

道管との聞の膜孔は，道管のそれとほとんど同じである。

繊維状細胞 有縁膜乱が認められる。部分的に層階状記列することがある。隔膜を有するものが，認

められるごとがある。

産地 7 1 リッピン

Irvingia gaboonensis BAILL 

Dika, Boborou, Oba 

Ir. malayana OLIV. 

Pauh kijang 

木材の色調は，主として黄褐色に近い。時に濃色の条をもつこともある。非常に重く，硬い(1.05~

1.19 A. D. Sp. g.) か，重く，硬い (0.83~0.96 A. D. Sp. g.)。木理は交錯する。肌目はやや粗であ

る。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のものが多く， また. 2~3 個放射方向に複合するも

のも認められる。接線方向の直径は約 150μ である。チロースをもっ。
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穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。独立型の線を形づくるものが，波状を示しながら同心円状国列をす

る。一般に放射組織より幅が広い。結晶が認められ，鎖状に臨列する。

放射組織 放射断面では，やや明らかである。異性E型，lII型などを示す (Ir. gabonensis)，異性E

型，向性型などを示す (lr. malayana)。

道管との聞の膜孔は，やや大きく，長だ円形，やや伸長したりしている。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められなし、。厚膜である。

産地

Ir. malayana マラヤ

Iγ. gabonensis セネガルから，アンゴラ，ウガγギーシヤリ，ウガγダに産する。

Simaruba amara AUBL. 

S. glauca DC. 

Marupa, Simarupa 

木材の色調は責白色，黄色を示す。軟らかく，軽い (0.40~0.50 A. D. Sp・ g.)。光沢がある。木理l工

ー砂に適宜である。肌目はやや粗である。外観的には，しばしば EUPHORBIACEAE のあるものとよく

似ている。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向，群状などに複合するものなどが認

められる。接線方向の寵径は，約 200μ である。

道管は，縦断面で，黄色の条として明らかに認められる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 8μ である。

柔組織 レ γズにより明らかである。主として，翼状，連合翼状をなすものがあり，これらによる線

が波状を示し，接線方向に伸長している。結晶をもつものがある。

放射組織 肉眼でも認められる。同性型を示す。 1~5 細胞幅であるc

道管との問の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。

紙精状細胞 有縁膜孔が認められるが，小さし、。

その他 各要素は，層階状配列をする。リップルマークが認められる。しかし，時にはこれが明らか

でないこともある。

傷害による垂直道が認められ，接線方向に配列することがある。

産地 ブラジノレ，ギアナ (S. arama)，西インド諸島，メキシコ，中米，南米 (S. glauca) 

SONNERATIACEAE 

Duabanga moluccana BL. 

Loktob (フィリッピン〉

D. sonneratioides BUCH 

Berembang bukit, Pedada bukit (マラヤ)， Lampati (インド， ピノレマ〉。

木材の色調は淡黄潟色，淡灰黄色などを示す70 木理は通直，ないし交錯する。肌目は粗である。一般に

軽く，軟らかし、 (O.39~O.46 A. D. Sp. g.: D. sonneratioides, 0.39: D. moluccana)。外観的には，
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Arthocarpus の木材などによく似ている。

道管 散在する。肉眼でも明らかで為る。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものなどから

なる。接線方向の直径は約 200μ である。チロースが認められる。

穿孔は単一で，側壁の膜干Lの直径は約 10μ である。

柔組織 レンズにより認められる。主として，周囲状を形づくる。翼部をもつことは，ほとんどな

Iい。結晶が多数認められる。その形，大きさは一定でなく，同ーの短形の細胞の中に，これらが認められ

る。

放対組織 単列異性型を示す。結晶が多数認められ，その形と，大きさは一定でない。

道管との聞の摸孔は，長だ円形，その他を示し，時には柵状を示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は，やや明らかである。一般に膜は薄い。

産地 フ 4 リッピン D. moluccana， マラヤ，ピノレマ，インド D. SOn1時間tioides

.sonneratia caseolaris (LINN.) ENGL. 

Pagatpat (7 ~リヅピン)， Berembang (マラヤ)， Perepat (北ボノレネオ)

S. alba J. SM. 

Perepat (マラヤ)， Pedada (北ボルネオ)

木材の色調はす相色，褐色などを示す。硬い，ないしやや硬く，やや重い，ないし重い (0.63~0.68

.A.D. Sp・ g.: S. alba, 0.82: S. caseolaris)。木理は通直か，やや交錯している。肌目は精である。

道管 散在する。肉眼で認められるものがある。単独のものと，放射方向に 2~数個複合するもの

とからなる。接線方向の責径は，約 100μ ゼある。赤色の内容物を含み，また，チロースをもっている。

柔組織 不顕著である。

放射組織 単列異性裂を示す。まれに複列部をもっ。赤色の内容物をもっ。また，多数の結品が認め

られる。

道管との聞の撲孔は，主として長だ円形，その他を示し，大きL 、。

繊惟状細胞 隔膜を有する。

有縁膜孔は認められない。

産地

S. caseolaγis: フ 4 リッピン，マラヤ，ボルネオ。

S. alba: マラヤ， ボノレネオ。

その他同属の樹種が，上述の地域などを含め，アヅア地域に産する。

STERCULIACEAE 

この科の木材の特徴として，次のような性質が挙げられる。

1. 要素が，層階状記列をすることが普通で， リップルマークが認められる。

2. 放射組織に，翰細胞が認められる。

3. 柔組織が発達していて，明らかな帯を形づくることが多い。

4. 道管と放射組織との聞の膜孔は，小さく，道管のそれと同じで為る。

5. タイル細胞をもつものがある。



熱帯材の識別(須藤〉

A噌'iod，四tdron trifoliatunz (F. MUELL) EDLIN 

Brown tulip oak 

A. actinophylla F. MUELL 

Blush tulip oak 

-223ー

木材の色調は褐色，赤褐色で，かなり濃色のことがある。光沢は少ない(構造的によく似ている

Tarrielia javanica などとの外観的な差となる)。やや硬い，硬く，重い (0.60~0.99 A. D. Sp. g.)。木

理は，ほとんど通直である。肌目はやや粗である。

道管 散在する。肉眼でも認められる。分布数は少ない。放射方向に 2~4 個複合するものが多

く，また，さらに長く複合するものも少なくない。接線方向の直径は， 200μ に達することがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の度径は約 5μ である。

柔組織 肉眼でも認められる。主として，独立型のターミナル状に似た帯状のものが，不規則に鹿列

する。周囲状のものがあり，鞘を形づくっているが薄い。褐色の内容物をもっ。また，結晶が認められ

る。

放射組織 肉眼でも認められる。横断面では，白色の線として認められる。放射断面では，シルパー

グレインを形づくる。高さは高く， 2 ， 000μ を常に越えるつ

異性m型を示す。 1~10 細胞幅を示す。

鞘細胞をもつが，とくに大きくはなL、。赤色の内容物を含む。結晶が認められることがある。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

糊i住状細胞 有縁膜孔をもつが，明らかでない。

その他 放射組織以外の要素が，層階状記列をするので， リッフツレマークが認められるが，明りょう

ではない。

産地 オーストラリア

Kleinhovia hospita LINN. 

Timahar (北ボノレネオ) , Timangal (.北ボルネオ)， Tan-ag (7 1 リッピン〕

木材の色調は黄白色，淡責褐色などを示す。肌はやや粗であるつ木理は交錯する。軽い，ないしやや軽

い (0.44~0.51 A. D. SP. g.)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。放射方向に 2~4 (8) 個複合するものとからなる。比較

的長く複合するものの数が多く，肉眼などでは，放射方向へ長〈連なる帯があるように認められる。非常

に特徴的である。接線方向の直径は， 130μ に達する。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 7μ である。

柔組織 レンズにより認められる。独立型のものが，短い，細い線を形づくる。多数認められるが顕

著ではない。

放射組織 放射断面では肉眼でも明らかである。

異性E型， m型などを示す。 1~3 (4) 細目割高である。大型の結品が，多数認められる。時には，水平

方向に長く連続している。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。

繊維状細胞 小さい膜孔が多数認められるが，有縁ではない。
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その他 リップノレマークが明らかである。

産地 フ 4 リッピン，ボルネオなど。

Mansonia altissima A. CHEV. 

Mansonia, Bete, Barua 

木材の色調は，灰褐色，黄褐色などで，しばしば，紫色を帯びる。木理は通直である。肌自はやや精で

ある。やや硬く，やや重い (0.67 A. D. SP. g.)。色調などの点から，. African black walnut という名

がつけられていることがある。

道管 散在する。肉眼でも注意すれば認められる。分布数は都、。単独のもの，放射方向に 2~数

個複合するものとからなる。接線方向の直径は約 120μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 3μ である。

柔組織 レンズにより明らかである。ターミナル状のものがもっとも明らかである。また，独立型

の，短い，細い線が多数認められるが，これらはレγズでも認めにくし、。

放射組織 異性E型，時にE型を示す。 1~3 (4) 細胞隠である。単列のものは少ない。

辺縁の細胞に結晶が認められる。層階状回列をする。

道管との聞の膜孔は道管のそれと同じである。

繊維状細胞 小さい有縁膜孔が，認められる。

その他 要素は，令層階状配列をする。したがって， リップノレマークは明らかである。

産地 ゴーノレドコースト，アイボリーコースト，ナイジエリア

Pterocymbium spp. 

木材の色調は，ほとんど白色である。軽く，軟らかい。木理は通直である。放射断面では，明らかなシ

ノレパーグレインが認められる。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のものが多く，輪郭は円形を示す。また，放射方向

に 2~ (3) 個ずつ複合するものもある。

接線方向の直径は約 200μ である。

穿孔は単一で側壁の膜孔の直径は約 5μ である。

柔組織 レンズにより認められる。周囲状のもの，短い翼状を示すものなどがある。また，短い独立

型の線を形づくるもの，散在するものなどが不規則に配列している。

放射組織 いずれの断面でも，肉眼で明らかである。しばしば，そのl隔は道管のそれより広く，時に

は，その 2 倍以上に達する。高さも高く，しばしば， 5rnm を越えることがある。他の組織との色調の差

は少ない。細胞幡は，しばしば 20 を越える。

異性E型， m型などを示す。結品が認められ，あるものは集晶で，また，あるものは伸長して長方形に

なっている。鞘細胞が認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

樹陸状細胞 小さく，不顕著な有縁膜孔をもっ。

その他 要素が(大きい放射組織を除いて〉層階状回列をしている。したがって， リップノレマークが

認められる。

産地 ソロモン諸島，ニューギニアおよびその他のアジア地域。なお，マラヤには P.j(fvanicum R. 
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BR.: Keluak (0.46 A. D. Sp・ g.)o 7 {リァピン tこt主 P. tinctorium (BLCO.) MERR.: Taluto (0.41 

A. D. SP. g.) などがある。性質はかなりよく似ているが，放射組織の幡がずっと狭く，道管の直径を越

えることはなく，また，たかだか 10 細胞幡に達するのみである。また，結晶をもたなし、。以上の点を除

けば，非常に外観的にも，内部構造的にも似ている。

Pterosperm相m dive持ifolium BLUME 

Bayor (北ボルネオ)， Bayur (マラヤ) , Bayuk, Bayok (フ f リッピン)

木材の色調は桃色を帯びるが，また，しばしば，これがさらにやや紫色を帯びることがある。光沢があ

る。木理は通直か，やや不規則である。やや硬く，やや重い (0.66 A. D. Sp. g.)。肌目はやや精であ

る。

道管 散在する。肉眼では認めにくいものが多L、。単独のもの，放射方向に 2 ( 3) 個ずつ複合す

るものからなる。接線方向の宣径は約 100μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織 レンズにより認められる。独立型の，短い線状をなすものが多数存在する。結晶が認められ

る。

放射組織 異性E型， J1f型を示す。 1~2 細胞幡である。タイル細胞が顕著である (Pteros�ermum 

型〕。

結晶が認められる。多数存在する。層階状回列をする。

繊維状細胞 有縁膜手Lは認められない。

その他 リップノレマークが認められる。

産地 7 {リッピン，マラヤ，ボルネオ。

同属の樹種

P. javaniωm JUNGH (0.39~0.46 A. D. Sp. g.) はマラヤ， ボルネオç Litak C北ボルネオ〉と呼ば

れる。

また， P. niveum V ID.: Bayok・bayokan， P. obliquum BLCO. : 区ulatingan などが， フィリッヒ.

ンに産する。

Tarrietia javanica BLUME 

Lumbayau (フィリッピン)， Kembang (北ボルネオ)， Mengkulang (マラヤ〕

木材の色調は赤色，ないし濃赤褐色，濃褐色などを示す。木理は適宜(アジア産のものの特徴といわれ

る〕である。肌目は粗である。やや硬く，やや重い CO.61~0.84 A. D. Sp. g.)o 金色の光沢をもっつ

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のものが多い。これに 2~3 偲放射方向に複合する

ものが混在する。また，時に，小選管はさらに長〈複合する。接線方向の宣径は，約 250μ である。

穿孔は単一で側壁の膜孔の直径は約 6μ である。

柔組織 レンズにより認められる。独立型のものが，細い線をつくり，放射組織の聞を結んでいる。

多数が密に配列している。周囲状のもの，翼状のものなどがあり，後者は短L 、。赤色の内容物をもっ。

放射組織 異性R型を示す。 1~5 (8) 細胞隔を示す。放射断面では明らかな帯を形づくる。また，

接線断面でも注意すれば，濃色の組織として認められる。

鞘細胞が認められるが，顕著ではなL 、。シリカをもっ。
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道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 各要素は(放射組織を除いて〕層階状配列をする。リップノレマークが認められるが，かなり

手旦L 、。

産 地 7 {リッピン，マラヤ，ボノレネオなどに産する。また， 7 {リッピンには T. sylvatica (V ID.) 

MERR.: Dungon (0.94 A. D. Sp. g.) があるが，より重く，硬L 、さらに放射組織と柔組織に結晶が認

められ，とくに後者の場合結晶は鎖状に配列する。シリカが認められる。

インドシナには T. cochinchinensis PIERRE: Huynh (0.64-0.68 A. D. Sp・ g.) がある。 これはや

や放射組織の隔が広く， 1-7 (10) )細胞帽に達する。

T. si隅.p licifolia MAST (0.60-0.89 A. D. Sp. g.) はマラヤ，イ γ ドネシヤなどに産するつ

これらのほかにも，アジアには同属の樹種がある。また，アフリカ(ライペリヤ，シエラレオネ，ゴー

ノレドコースト，アイボリーコースト，ガボγ， カメノレン〕には T. utilis SPRANQUE: Niangon, Ogoue, 

N yankom (0.64-0.72 A. D. Sp. g.) がある。とくにアジア産のものと異なっている点は，はっきりし

た交錯木理を示すことであるつ また，シリカをもたなレ。その他では T. javanica vこ非常によく似てい

る。また， 7 {リァピン，マラヤ，ボルネオなどに，同じ科の Heritie叩 littoralis DRY.: Dungon late 

(フ 4 リッピ γ) ， Dungun C北ボノレネオ， マラヤ) (0.86 , 0.99-1.16 A.D. Sp. g.) があるが，外観

的にも，内部構造の点からも，非常にフ f リッピン産の T. sylvatica に良く似ていて， ほとんど区別し

得ない。

Triplochiton scleroxylon K. SCHUM. 

Ayous, Wawa, Owawa, Obeche, Arere , Samba 

木材の色調はクリーム色，ないし淡責褐色などを示す。光沢がある。軟らかく，軽い (0.32-0.49

A.D. Sp・ g. )。木理は交錯する。肌目は粗である。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。分布は均等ではなL 、。単独のもの，放射方向に 2-数個

複合するものとからなる。接線方向の直径は，約 200μ である。チロースを含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，約 6μ で為る。

柔組織 レンズにより認められる。独立型の，細い線をなすものが，多数密に配列し，放射組織と階

段状の模様を形づくる。結晶が認められる。

放射組織 放射断面で，他より淡色の帯として明らかであるつ横断面では肉眼でも淡色の線として認

められる。

異性E型， n型を示す。 1~6 (8) 細胞陪を示す。タイル細.胞(中間型の〕が認められるつ結晶が認め

られる。

道管との間の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 小さい膜孔があるが，明らかな有縁膜孔ではなL 、。

その他 放射組織以外の各要素は，層階状配手iJをしている。したがって， レンズによればリフフ・ノレマ

ークが認められる。

産地 ライベリヤからカメノレンへ至る，アフリカ西海岸に広く産する。
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TAMARICACEAE 

Tamarix galliica L. 

木材の色調は，クリーム色を示すっ木理は通直である。肌自は粗である。

道管 かなり，接線方向に配列する傾向をもって，散在する 3 肉眼でも認められる。円形を示し，

単独のものが多い。接線方向の直径は， 100~200μ であるつ

穿孔は単一である。側壁の膜孔の直径は通常 5μ 程度であるが， これらがさらに伸長していることが

ある。

柔組織

放射組織

肉眼でも認められるつ周囲状のものが厚い鞘を形づくっているつ

IP冨が広く，高さも高いので，すべての断面で肉眼でも明らかである。

同性型を示す。細胞備は 25 に達する。 l隠の狭い，多列放射組織は多くない。接線断面で紡錘部の細胞

構成をみると，外周部から中心部へむかつて，その細胞の大きさが明らかに減少している。その外周部の

細胞は大きいので， レンズによっても認められる=

結晶が認められる。主として方形を示し，大きくはないが多数認められる。とくに，結晶は大型の細胞

に多い。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じであるc

繊維状細胞 小さい有縁膜孔が，認められることがある 3

産地 中央アジア。属としてはヨーロッペ，アジア，アフリカなどに産する。

TETRAMERIST ACEAE 

Tetramerista glubra MIQ. 

Punah (マラヤ)

木材の色調は，やや責色を帯びた桃色を示すっやや硬く，重い (O.61~0.80 A. D. Sp. g.)。肌目は粗

である。表面は，やや透明のように認められるつ木理は通直，ないしやや不規則である。

道管 肉眼でも認められるつ散在しているが，放射方向へ長く複合するものが多く，かなり，配列

は放射方向へむかう傾向がある。放射方向へは 2~8 個複合する。接線方向の直径は，約 200μ である。

穿孔は単一で、，側壁の膜孔は，約 4μ である。膜壁に条線が認められるつ

柔組織 レンズにより認められるものもある。独立型の散在するもの，短く，細い線を形づくるもの

などがある。

放射組織 肉眼でも認められる。高< ，放射断面では，帯として明らかである。異性 I 型を示す3

1~3 細胞備である。東品が大きく膨れた細胞中に認められる。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。

繊維状細胞 厚膜である。有縁膜孔は認められなし、3

産地 マラヤ，スマトラ，ボルネオなどc

THEACEAE 

この科の木材の特徴として，次のような性質を挙げることができる。

1. 放射組織と道管との聞の膜孔は，並列状，ないし階段状を示すc
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2. 道管は階段穿孔をもっ。

3. 放射組織は明りような異性型を示す。

4. 樹献細胞の膜孔は明らかな有縁膜孔である。

Schima wallichi CHOISY 

Needle wood 

Sch. noronhae REINU 

Medang gatal 

Sch. superba GARDN. et CHAMP. 

Chinese gugur tree 

木材の色調は桃色，赤褐色などを示す。木理は交錯する。肌目は精である。やや硬く，やや重い (0.73

A. D. SP. g.: Sch. wallichi, 0 . 60~0 . 73 : Sch. noronhae)。

道管 散在する。肉眼では認めにくい。主として，単独のものからなる。時に複合道管のように認

められるものは，上下につながる道管の接合部が，そのように見えるのであろう。接線方向の直径は，

100μ 以下である。チロースが認められる。

穿孔は階段状で，階段の数は多い(時には， 20μ を越える)。側壁の膜孔は，並列状，階段状を示して

いる。

柔組織 レンズによっても明らかでなL、。主として独立型の散在するものがあり，時には，短くつな

がってし、る。結晶が認められる。軸方向に長く配列するが，その配列は，疎で，鎖状配列とはし、えなし、。

放射組織 異性工型， II型などを示す。 1~2 細胞帽を示す。赤色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，階段状を示すことが多い。

繊維状細胞 明らかな有縁膜孔をもっ。

産地

インド， ピノレマ Sch. wallichi 

マラヤ，ボルネオ Sch. noronha沼

台湾 Sch. Slψerba 

THYMELAEACEAE 

Aquilariα malaccensis LAMK 

Eagle wood, Aloes wood (市場名)， Kayu gaharu, Gaharu (.北ボルネオ)， Karas (マラヤ〕

木材の色調は，クリーム色，淡寅白色などを示す。軟らかく，軽い (0.32~0.40 A. D. Sp. g.)。材内

筒部があるので，すべての断面が非常に特徴的な外観をもっている。また，病害などにより濃黒褐色，濃

黒色の縞をもつようになり，その結果，強い芳香をもつようになることが知られている。

道管 散在する。肉眼でも認められる。主として，放射方向に 2~4 個複合するものからなってい

る。接線方向の直径は， 150~190μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の1K径は約 7μ である。

柔組織 周囲状のものがあるが顕著ではない。

材内飾部に接しているものは非常に明らかである。



熱帯材の識別(須藤〉 -229ー

放射組織 同性型を示す。単列である。まれに複列部をもつことがある。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じでゐる。

繊維状細胞 有縁膜孔が認められるつ

その他 材内飾部が散在して，その結合柔組織とともに，肉眼でも明らかである。一般に，長だ円

形，三日月形，眼除状などを示す。

産地 マラヤ，ボノレネオなど

TILIACEAE 

Diplodiscus paniculatus TURCZ. 

Balobo 

木材の色調は灰色を帯びた淡赤褐色，淡賞褐色などを示す。やや硬く，重い。木理は交錯する，肌目は

精である。

道管 散在する。肉眼で認められるものもある。単独のもの. 2~3 個放射方向に複合するものと

からなる。接線方向の直径は. 70~100μ である。チロースを含む。

穿孔は単一で，側皇室の膜孔の直径は. 2~3μ である。

柔組織 レンズによって認められる。独立型の細い線を形づくるものが，多数，密に配列して，放射

組織との聞に階段状の模様を形づくる。結晶が認められる。

放射組織 異性TII型を示す。 1~3 細胞幅であるが，単列のものは少なL 、。結晶が認められる 3

道管との聞の膜孔は伸長して，大きく，階段状，柵状などを示す。層階状配列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は認めれらなL 、。

その他 各要素は層階状配列をする。したがって，リップノレマークは明らかである z

産地 フ 4 リァピン

Grewia rolfei MERR. 

Meladanglin 

G. tiliaefolia VAHL 

Dahman 

木材の色調は灰色，ないし灰褐色，淡チョコレート色などを示す (G. rolfei) か，赤褐色，ないし褐

色で，濃色の縞をもっ (G. tiliaefolia)。木理は交錯するか，通直である。 肌目はやや精，ないし精であ

る。硬く，重い (0.72 A. D. Sp. g. G. tiliaefolia)。前者は後者に比べ，やや軽軟である。

道管 散在する3 直径が周期的に減少しているc 肉眼でもかなり明らかなものと，注意すれば認め

られるものとがある。単独のもの。放射方向に 2~4 個複合するものとからなる。接線方向の直径は，

約 100μ~150μ を示すものが多L 、。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 5μ である。

白色の物質が認められることがあるつ赤色の内容物をもつものが多い。

柔組織 レンズにより明らかである。ターミナル状のものがある。独立型のものが，短い，細い線を

形づくり配列する。また，周囲状のものが認められる。

赤色の内容物をもっ。結晶が多数認められ，鎖状に毘列するc
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放射組織 異性E型を示すっ淡色の線として横断面で認められることがあるが，多分，これは中に含

まれる結晶によるのだろう。 1~7 細胞傭 CG. tiliaefolia) , 1~4 (7) 細胞:惰 (G. γoぴeわである。赤色

の内容物を含む。

結晶が認められる。これらは，主として辺縁に認められ，しばしば，分室細胞の中に認められる。鞘細

胞が顕著である。タイノレ細胞間ある CPterosþermum 型)。

道管との聞の膜孔は，円形などを示すが，大きさはほとんど道管のそれに同じであるか，やや大きL 、。

繊維状細胞 内容物による。濃色の水平壁をもつものがある。

その他 放射組織を除いては，顕著な層階状臨列を示す。したがって，リップルマークが認められる。

産地

7 {リッピン G. rolfei 

インド G. tiliaefolia 

同属のものは，他にもアジア地域に産する。 なお， 同じ科で， この Grewia の属の木材に性質がよく

似ているものとして ， Microcos があり，フ f リッピン，マラヤ (Grewia の属を含めて， Chendrei と呼

んでいる〉などに産する。

両属の木材の性質はよく似ているが， Microcos には，細く，線状に配列する柔組織があって，それらが放

射組織の聞を結んでいることが，最も明らかな差とされている。また， タイノレ細胞は Durio 型である。

7 {リプピンに M. stylocaゅa (W ARB.) BURRET: Kamuling (5. 50~0. 62 A. D. Sp. g.)。 などが

ゐり，

マラヤには M. latifolia (MAST) BURRET (0.52~0.67 A. D. Sp. g.) , M. globulifera (MAST) 

BURRET (0.61~0.67 A. D. SP. g.)，その他がある。

Nesogordonia papaverifera (A. CHEV.) CAP. 

Danta, Kotibe, Ovoe 

木材の色調は，赤褐色，レンガ色などを示し，しばしば，濃色の縞をもっている。やや硬く，重い

(0.66~0.83 A. D. Sp. g.)。木理は交錯する。肌目は精であるつ Pentace の木材と，外観的には内部構

造の上からも非常によく似ている。

道管 散在する。肉眼でも注意すれば認められるっ単独のもの，放射方向に 2~4 (8) 個複合する

ものとからなる。接線方向の直径は，ほとんど 100μ 以下である CPentace との差)。赤色の内容物をもっ。

穿孔は単ーで，側壁の膜孔は約 4μ である。

柔組織 レンズによっても明らかではない。短い，細い，独立型の線が，放射組織の聞を結んでい

る。これは多数，密に由列している。赤色の内容物を含むつ

結晶が認められ，しばしば4 個くらいまで，上下に配列する。

放射組織 異性III型を示す。 1~2 (3) 細目包脂を示す (Pentace との差)。赤色の内容物をもっ。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

その他 要素は層階状配列をするつしたがって，明らかなリップノレマークをもっ。

産地 アイボリーコースト，ゴーノレドコースト，カメルン，ナイジ且リア



Pentace burn傾向ica 区URZ.

Thitka 

P. triptera MAST 

Melunak 

熱帯材の識別(須藤〉 -231 ー

木材の色調は淡赤褐色，赤褐色などを示す。金色の光沢をもつので特徴的である。やや硬く，重い

(0.63 A. D. Sp. g.: P. triρtera)o 木理は通常交錯する。肌目はやや精， ないしやや組である。一見

MELIACEAE の木材に非常に似ているつ

道管 散在する。 肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合する1ものとからな

る。接線方向の直径は約 150μ である。チロースが認められる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔は約 3μ である。

柔組織 レンズにより認められる。ぬらさないと見にくい。周囲状のものは発達せず，密に配列する独

立型の柔組織の細い線が，多数放射組織の聞を結んでいる (P. burmanica)。やや随伴型のものが発達し

ており，短い翼状，連合翼状などを示すものがあり，一般に独立型の線を形づくるものの線の間隔は，前

者に比し，広く，したがってやや分布数も少ない (P. triptera)。

放射組織 放射断面では，濃色の帯としてやや明らかであるつ

異性 IH型，ときにE型も含む。 1~3 (4) 細胞帽である (Nesogordonia との差)。赤色の内容物をも

つ。

道管との問の膜孔は，道管のそれと同じであることもあるが，大きく，長だ円形，柵状を示すことも多

い。層階状配列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない乙

その他 要素は層階状配列をするc したがって，リブフ勺レマークは明らかである。

産地

ピノレマ， タイ P. burmanica 

マラヤ P. triρtera ， その他数種っ

ULMACEAE 

Celtis philippinensis BLCO. 

Malaikmo 

Celtis spp. (アヅア産，アフリカ産)

Celtis 

木材の色調は黄白色，淡黄色などを示すコやや硬い， ないし硬く，重い (0.61 A. D. Sp. g.: C. 

soyauxii ENGL. , 0.79~0.95 A.D. Sp. g.: C. philippinensis)c 非常に悪臭をもつものがあるといわれ

ている (C. cinna刑omea LINDL.)c 木理は交錯することが多い。肌目はやや粗であるか，やや精である。

道管 散在するコ肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向へ 2~数個複合するもの，また，時

には群状をなすものもある。接線方向の直径は約 150μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 6μ である。

膜壁には，顕著ではないが螺旋肥厚が認められることが多い。



-232- 林業試験場研究報告第 157 号

柔組織 レンズにより認められる。周囲状のもの，翼状を示すもの，さらには連合翼状をなすものな

どがある。これらが細い，短いか長い，時にはターミナノレ状に似た波状の線を形づくる。しかし，一般に

これらの線は，不規則で間隔は広し、。翼状のものも，翼部は非常に狭L 、。

放射組織 異性E型を示す。 1-5 細胞憶を示す。結晶が ， J互縁の細胞に認められる。その数は多

L 、。

道管との聞の嘆孔は，道管のそれと大きさはほとんど同じか，やや大きいが，円形，だ円形などを示し

ている。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められない。

産地 C. philippinensis, C. cinna隅O憎a: Malatae その他が 7 ~リッピン， C. rigescens PLANCH 

がボノレネオ， C. soyauxii ENGL. などがアフリカ(ゴールドコースト，アイボリーコースト， ナイジエリ

ア，カメノレン〉などに産する。

Tl"etna ol"ientalis CLINN.) BLUME 

Menarong, Mengkirai (マラヤ)， Halindagang (北ボルネオ)， Ana~iong (フィリッピン)

木材の色調は，淡黄褐色でやや赤色を帯びる。木理は交錯するか，通産である。肌目はやや粗である。

軽い (0.40-0.41 A. D. Sp. g.)。

道管 散在する。肉眼でも認められる。単独のもの，放射方向に 2-3 個複合するものとからな

る。接線方向の直径は，約 150μ である。

穿孔は単一である。側壁の膜孔の直径は，約 10μ である。チロースをもつこともある。

柔組織 レンズによって，かろうじて認められる。薄い翰をつくる周囲状のものが，ほとんどで，翼

部をもつことは，まれであるし，あっても短L 、。

放射組織 異性 I 型， n型を示す。 1-3 細胞帽を示す。時に多列の放射組織が直立細胞のみよりな

っていることがある。褐色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形などを示す。

繊維状細胞 有縁嘆孔が認められる。

産地 マラヤ 7 ~リッピン，ボルネオなど。

Phyllostoylon bl"asilensis CAP. 

San Domingo boxwood 

木材の色調は，鮮やかな黄色を示す。硬く，重い (0.95 A. D. SP. g.)。木理は通寵であるが，しばし

ば不規則となる。肌目は精である。

道管 散在する。肉眼では認められない。単独のものと，放射方向へ 2-数個複合するものとから

なる。接線方向の直径は 100μ 以下である。

穿孔は単一で，倶u壁の膜孔の直径は，約 6μ である。

道管の中に，白色の物質が多量に含まれて，白い条となっていることがある。この物質は炭酸カノレシウ

ムで，酸を加えると発泡して溶解する。非常に特徴的である。

柔組織 レンズにより明らかである。ターミナル状のものがあり，また，翼状，連合翼状をなすもの

があり，これらによる淡色の線が，時にはかなり長くつながる。独立型のものが散在:し，また，短い線を

形づくる。



熱帯材の識別(須藤〉 -233ー

放射組織 異性JJ[型，向性型を示す。 1~3 (4) 細胞隔であるコ結晶が認められることがあるc

道管との聞の膜孔の大きさは，道管のそれとほとんど同じであるが，形は円形， t!.円形などを示す。層

階状配列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔をもたない。

その他 要素は層階状配列をするつしたがって，リァプルマークが明らかである。

産地 西インド諸島，中米，南米北部，アルゼンチンなどコ

URTICACEAE 

Boehmeria rugulosa .WEDD. 

Goti, Dar, Sedeng 

木材の色調は，鮮やかな濃赤褐色を示す3 肌目は組であるつやや硬く，重L 、。

道 管 散在する。肉眼でも明らカ主であるつ単独のものがほとんどで，放射方向へ 2 個複合するもの

もある。接線方向の直径は， 200~250μ に達する。チロースが密につまっている。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 10μ であるコ

柔組織 レンズにより認められるものもある。主として随伴型で，周囲状にとどまるニとが多L 、。タ

ーミナノレ状に似た線状のものが認められたが，材料が十分でないので，明らかでないc

放射組織 濃色の帯などとして，各断面で明らかであるコ異性型 (II型)を示すっ非常に細胞の形が

特徴的である。すなわち，接線断面で観察すると，すべての紡錘部の細胞は，長だ円形の大きい直立細胞

からなっていることである。時に，これらの細胞 1 個の高さが 100μ に達する 3 中央部にやや小さい細

胞が認められることもある。 1~8 細胞備である。高さはほとんど常に， 2 ， 000μ をこえている。 単列竺

少ない。

道管との聞の膜孔は大きく，長だ円形，階段状などを示すっ

繊維状細胞 有縁膜孔は認められなL 、。隔膜を有する。赤色の内容物がつまっている。

産地 インド。なお，同属のものが南米にもあるご性質がかなり似ているが，その相違点を述べ

ると，次のようである。

Boehmeria sp. (ベノレー産〉

木材の色調は淡色であるコ

道管 接線方向の直径は 100μ 以下である=

放射組織 1~5 細胞隔である=上述の樹穫のように，特徴的な形の細胞をもっ。細胞の大きいもの

は，高さは 180μ におよぶ。放射組織の高さはし000μ をこえるものがある程度で，摘もかなり上述の

ものより狭L、。まれに結晶をもっ2

VERBENACEAE 

この科の木材は種々の点で， その性質が BURSERACEAE や， ANACARDIACEAE の木材に似てい

ることが多いから，注意すべきである 3

Gmelina arborea LINN. 

Gumhar, Gamari 
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木材の色調はクリーム色，淡責褐色などを示す。軟らかく，軽い (0.47 A. D. Sp. g.)。肌目は粗であ

る。木理は通直，交錯などを示す。

道管 散在するが，時に直径の大きい道管が，やや接線方向に配列する傾向をもっ。配列は均等で

はなし、。肉眼でも明らかである。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものとからなる。接線方向の

直径は，しばしば 200μ をこえる。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は，大きく， 10μ をこえる。チロースが認められる。

柔組織 レンズにより認められる。周囲状を示すもの，翼状，連合翼状などを示すものなどがあり，

部分的にはかなり長い帯となる。また，独立型の散在するものもある。

放射組織 肉眼でも認められる。異性m型を示す。 1~4 (5) 細胞l隔である。黄色の内容物を含む。

結晶を含むが，それは針晶であるので，注意しないと見のがすことがある。

道管との聞の膜孔は円形，だ円形などを示している。

繊維状細胞 有縁膜孔は認められなレ。隔膜を有する。

産地 イソド。 G. villosa ROXB. (0.54~0.57 A. D. Sp・ g. )はマラヤに産する。

Peronema canescens J ACK 

Sungkai, Cherek, Sukai 

木材の色調は灰褐色などで，やや淡赤色を帯びる。やや硬く，やや重い (0.65 A. D. Sp. g.)。肌目は

やや粗である。木理は通直である。触れてもロウ状の感触はない。

はっきりとした環孔材なので，その道管の帯はすぺての断面で明らかである。

道管 環孔配列をする。肉眼でも明らかである。孔圏のl腐は広く，比較的，直径の移行はゆるやか

である。ほとんどすべてが単独のものである。大きい道管の接線方向の直径は， 約 200μ である。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。膜壁に条線が認められる。

柔組織 肉眼でも認められる。すなわち，孔園部の内側に，同心円状の帯を形づくっている。ターミ

ナル状に似ているが，これは随伴型のものである。周囲状のものがあり，薄い鞘をつくっている。

放射紙織 向性型，時として異性R型を示す。 1~4 細胞帽を示す。

道管との聞の膜孔は，円形，だ円形などを示すが，大きさは道管のそれと同じか，やや大き\， '0 

繊維状細胞 有縁膜孔は認められなし、。

産地 マラヤ，ボルネオ，:/ヤワ，スマトラ。

Premna spp. 

木材の色調は淡黄色を示す。硬く，やや重い (0.52 A. D. Sp. g.)。肌目は精である。木理は通直，な

いし交錯する。

道管 散在する。ほとんど単独のものからなるが， 2 個放射方向に複合するものもある。肉眼では

認めにい、。接線方向の直径は 100μ に達する。

穿孔は単一で，側壁の腐Lの直径は約 8μ である。時に，膜壁は不顕著な螺旋肥厚をもってL 、る。

柔組織 周囲状のものが認められるが，とくに発達していることはなし、。

放射組織 異性E型， n型などを示す。 1~4 細胞幅である。

道管との聞の膜孔は，道管のそれよりやや大きいか，ほとんど同じである。

繊維状細胞 隔膜を有する。有縁|開Lは認められなL 、。
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産地 マラヤ，フ 4 リヅピン (Malilik， Mulauing.aso)，ジャワ。なお， 7 {リッピンには，同じ

科の木材で ， Teijsma附iodendron longifoliu捌 (MERR.) MERR: Atikoko があり，非常に Prem叩 spp.

と性質が似ている。その相違点を挙げると，

放射組織 1~5 細胞1隔で，高さはしばしばし0∞ μ に達し (Premna spp. では，ほとんど 500μ 以

下であるが)，時にはし000μ をこえる。

道管 接線方向の直径は， 150μ に達する3 また，木材の色調は淡灰色である。

Tectona gγ'andis LINN. f. 

Teak 

木材の色調は金褐色，濃褐色などを示し，しばしば，濃色の縞をもっ。触れるとロウ状の感触がある。

特有の臭気がある。やや硬く，重い (0.57~0.68 (タイ)， 0.61~0.76 (植栽，アフリカ) A.D.Sp.g.)c 

肌自は粗である。木理は通産，ないし交錯する。

道管 環孔状の配列をする。孔圏の部分は 1~3 細胞l随であるっ孔園部は，肉銀でも明らかである。

単独のものと，放射方向に 2~3 (5) 個複合するものとからなる。孔圏部以外は散在する。大きい道管

の接線方向の直径は， 300μ をこえることがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 6μ である。

チロースが認められるが，顕著ではなし、。黄褐色の内容物をもっつまた，白色の物質が道管につまって

いることが，肉眼でも認められることがある。

柔組織 肉眼でも明らかである。孔圏の内側に沿って，淡色の幅の広い帯を形づくっている。ターさ

ナノレ状のように認められるが，これは，むしろ随伴型のものと考えるべきである。周囲状のものが認めら

れるが，層は薄い。

放射組織 肉眼でも認められる。放射断面では濃色の帯として明らかである。

向性型を示す。時に異性E型を帯びることがある。 1~4 (5) 細胞隔であるつ褐色の内容物を含む。

道管との聞の膜孔は，やや道管のそれより大きいか， ほとんど同じであるが， 円形，だ円形などを示

す。

事総維状細胞 隔膜を有する。有縁膜孔は認められなし、。

産地 イ γ ド，ピノレマ， l'イ，ジャワ，その他のアヅア地域，さらに中南米，アフリカなどにも植

殺されている。

Vitex aherniana MERR. 

Dangula (フ 4 リッピソ〉

木材の色調は黄褐色を示す。硬く，重い(1.23 A. D. Sp・ g. )。肌目は精である。木理は通直である。

道管 散在する。個体により，直径の差があるようである。接線方向の直径は約 100μ である (REYES

によると，平均 160μ である)。単独のものと，放射方向に 2 個複合するものとからなる。とくに前者が

多い。

穿孔は単一である。側壁の膜孔の直径は，約 5μ である。

チロースが認められ，密に腔内につまっているO あるものは厚膜である。

柔組織 レンズにより認められることもあるが，一般には認めにく L、。周閉状のもの，短い翼状を示

すものなどがあり，まれには，翼部がやや伸長することもある。
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黄褐色の内容物を含むものがある。また3 あるものはj享嘆細胞であるc

放射組織 同性型，異性E型などを示す。 1~2 (3) 細胞幅を示す。あるものは厚膜細胞であるο

道管との問の膜孔は，小さいもの，さらに，長だ円形，伸長したもの，柵状を示すものなどである3

繊維状細胞 厚膜である。隔膜を有する。有縁膜孔は認められない。

産地 7 {リッピン。同属のものはアジア，アフリカ，アメリカなどに多数産する。比重などにか

なりの差があるが，性質はよく似ている。

V. glab問ta R. BR. はイン卜\マラヤ 7 {リ y ピン (Bongoog) に産するc シリカが放射組織，繊

維状細胞の中に認められる。

V. μ仰iflora J uss: Mola刊 (0.93 A. I>. Sp. g.) はフ 4 リヅピンに産する。多数の結晶が放射組織

中に認められる。

V. pubescens VAHL: Leban (マラヤ，北ボノレネオ)， Kulirnpapa (北ボルネオ) (0.68~O.88 A.I>. 

Sp・ g. )はマラヤ，フィリヅピン，ボノレネオな εに産する。

また ， V. 刑icrantha GURKE: Andofiti (0.52 A. I>. Sp・ g.) はアイボリーコーストなどに， V. 

μchYPhylla BAK: Evino (0.50~0.55 A.I>. Sp・ g. )はガポンに産するC

V. kuylenii STANDL: Barabas, Flor azul, V. cooperi STANDL:. Rajate bien, V. gaumeri GREEN: 

Fiddlewood (シリカが放射組織中に認められる〕などは，中米などに産する。

VOCHYSIACEAE 

この科の木材の特徴として，次のような性質が挙げられる。

1. 道管の膜孔は，ベスチヤード臆孔で非常に顕著である。

2. 道管と放射組織との間の膜孔は大きし、。

Qualea alb研ora WARM  

Gr()nfoeloe 

Q. coerula AUBL. 

Gronfoeloe 

Q. rosea AUBL. 

Cedre gris (仏領ギアナ〉

木材の色調は淡桃色，淡赤褐色などを示し，金色の光沢をもっ。木理は通産か，交錯する。肌目は粗で

ある。やや硬く，やや重い (0.59 A. I>. Sp. g.: Q. albiflora, 0.58: Q. coerula, 0.62: Q. rosea) 。

道管 散在する。肉眼でも明らかである。単独のもの，放射方向に 2~4 個複合するものとから

なる。接線方向の直径は，しばしば 200μ をこえる。白色の物質がつまっていることがある。

穿孔は単一で，側壁の瑛孔はベスチヤード膜孔で，その直径は約 5 ，l である。

柔組織 レンズにより認められる。周囲状のもの，短い翼状をなすもの，さらに，時には短い連合翼

状を示す。また，独立型の群状をなすものも認められる。

放射組織 向性型，異性E裂などを示す。 1~3 細胞l隔である。

道管との聞の膜孔は，やや大きく，円形，だ円形などを示す。

繊維状細胞 有縁膜子Lは，認められない。
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その他 傷害による垂直道が認められることがある。

産地 ギアナ，ブラヅル，ベネズェラ

Vochysia guianensis AUBL. 

Kwarie 

V. hondurensis SPRAGUE 

Yemeri 

V. tomentosa DC. 

Kwarie 

木材の色調は淡黄桃色，桃色，淡桃褐色などを示し，光沢がある。木理は交錯する。

肌目は粗である。軟らかく，軽い (0.42~0 .47 A. D. Sp. g.: V. hondurensis, 0.45~0.62: V. 

guianensis, 0.43: V. to脚ntosa)。

道管 散在する。肉限でも明らかである。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものなどから

なる。接線方向の夜径は，しばしば 300μ をこえる。チロースをもつことがある。

穿孔は単一で，側壁の膜孔はペスチヤード膜孔で，その直径は約 8μ でゐる。

柔組織 肉眼でも認められる。周囲状のもの，翼状のものがあり，後者は，しばしば，長く伸びてお

り，長い連合翼状をもつこともある。また，独立型の短い帯や，群状を形づくるものもある。

放射組織 肉眼でも認められる。

異性E型か，1!I裂を示す。 1~6 細胞幡を示す。やや高L 、。

道管との間の膜孔は，大きく，円形，長だ円形，階段状などを示す。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

その他 傷害による垂直道が認められ，同心円弧状に記列する。

産地

V. hondurensis はメキシコ，中米。

V. to桝entosa， V. guianenis はギアナ， ブラジノレ。

なお，ペノレーには V. lanceolata STAFL: Quillo si闘がある。内部構造の点では，柔組織が広い帯を

形づくる傾向が強いことを除き，ほとんど上述の樹種に似ている。しかし，その色調は淡褐色から，赤褐

色を示し，また，やや硬く，重い (0.62 A. D. Sp. g.) とされており，外観的にはかなり違っている。

一見， -< '"科の木材，とくに Platy刑iscium の木材によく似ている。

ZYGOPHYLLACEAE 

!3ulnesia arborea (J ACQ) ENGL. 

Verawood, Maracaibo lignum-vitae, Palo sano (ベネズェラなど〉

木材の色調はオリーブ褐色で，かなり緑色を帯びており，しばしば，濃色の縞をもっている。非常に硬

く，重い(1.lO~1. 32 A. D. Sp. g.)。木理は不規則である。飢呂は精である。材団にロウ状の感触があ

る。

道管 小道管が柔組織とともに放射方向へ伸びる火炎状の配列をする。個々の道管は肉眼では認め

られない。単独のもの，放射方向に 2~3 個複合するものとからなる。接線方向の直径は約 70μ であ
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る。濃色の内容物を含む。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。

柔組織 レンズによっても明らかでなし、。独立型のものが散在，ないし短い線状を形づくるO また，

随伴型のものが周囲状，翼状などを示す。結晶が認められる。

放射組織 同性型，時に異性m型などを示す。 1~3 細胞幅を示す。高さは非常に低い。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。

樹鰍細胞 有縁膜孔は，認められなL 、。

その他 要素は層階状記列をする。したがって，明らかなリッフ。ノレマークが認められる。

産地 コロンピア i ペネズL ラ

同属の他の樹種も南米に産する (B. sarmienti LORENTZ は，アノレゼンチ γ)0 Palo balsamo, Palo sant。

などと呼ばれる。

Guaiacum 0:0たinale L. 

G. sanctum L. 

Lignum-vitae, Guay當an 

木材の色調は，淡~濃オリーブ褐色，黒褐色などを示し，大気中に長くさらされると，緑色を帯びる。

樹齢が高いものほど，濃色になるようである。非常に硬く，非常に重い(1. 17~1. 23 A. D. Sp. g.)。材

面に触れると， ロウ状の感触がある。特有の臭気がある。木理は交錯する。肌目は非常に精である。

道管 散在しているが，分布は不規則である。肉眼では認められなレ。心材部ではレンズを用いて

も認めにくい。単独道管のみからなる。接線方向の直径は 100μ 以下である〔←根的には G; offici削h

の道管の直径の方が大きいことが多いとされているが，明らかではなしう。

穿孔は単一で，側壁の膜孔の直径は約 3μ である。

道管内には，濃色の内容物が密につまっている。

柔組織 レンズでも明らかではなL 、。独立型の，細L 、線を形づくるものがある。また，散在するもの

もある。さらに，随伴型のものもあり，周囲状を示し，時には翼状も示す。

放射組織 単列同性型を示す。まれに複列のものが認められることがある。この両樹種の聞に，高さ

の差が，やや認められることが知られている。 2----3( 4)細胞高(G. offii:inale) , 3~5( 6) (G. sanctum)。

道管との聞の膜孔は，道管のそれと同じである。層階状配列をする。

繊維状細胞 有縁膜孔は，認められない。

その他 各要素は，明らかな層階状~a列をする。したがって，リッフ.ノレマークが認められる。非常に

細かし、。

産地 西インド諸島および南米北部(ベネズL ラ，コロンピア): G. officitú:Jlè ， 中米: G. 

sanctl棚

これらのほか，向属のものがメキシコ北部などにもある。同じ科のもので，非常にこの属の木材に似て

いるものがある。 Porlieria がそれである。メキシコ，アルゼンチン， チリー， テキサスなどに産すると

いわれる。この属の木材の蹴維状細胞には，膜孔の数が多く，それらはかなり明らかな有縁渡孔であるの

で，両属は区別される。
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むすび

この報告の中では，世界の熱帯などに産する広葉樹材のうち，世界の市場で取り扱われているもの，ま

た，将来，その可能性のあるものなどを主として取り上げて，それらの識別に必要な性質の記載を行なっ

た。取り上げた木材は，主として熱帯に産する 77 科， 350 属の樹種の中から選んだc したがって，近

い将来を含めて，この中の記載はわが国に輸入される熱帯産材の識別に十分役立つものであると考える。

取り上げた木材の中には，すでに，種hの形で記載されているものも多L、。しかし，実際に識別を行な

う場合，その記載が不十分な点，不正確な点などが少なくない。筆者が，実際に木材を識別する立場で，

また，実際に識別を行ないながら，十分信頼できる拠点を取り上げ，それによる記載を行なったものの総

括が，この報告となったものである。

この報告の中で，はじめて木材解剖学的な記載が行なわれた樹種も少なくなし、。

現在，これだけ多数の樹種について，正確な識別を行なおうとすれば，どうしても記載は，解剖学的佐

賀にかたよらざるを得なし、。肉眼的な性質を主とした場合には，最終的には漠然とした結果しか，予想で

きない場合が多L、。しかし，産地を限定し，また，樹種を限定したりすれば，かなりこの問題も解決しや

すくなるはずである。 したがって， この仕事の次の段階としては， そのような方向にむかうぺきであろ

う。

筆者はすでに，本邦産広葉樹材のカードを利用した識別方法を発表し，また，そのための記載を行なっ

た。 ここでは， そのカードの項目の一部を変更して，熱帯材の識別にも利用できるカードを作製して

(Fig.1 ， 2) その一例を示した。 この中の個々の樹種の記載から，このようなカードを作製し，それに利

用すれば，識別は，より容易になるであろう。それによって，さらに記載は有意義なものになると信ず

る。
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Identifieation of Tropieal W Ood8. 

Sy�i SUDO 

(Rるsumé)

For the identi畳cation of tropical timbers an observation was conducted and description 

,eompiled in regard to the w∞d anat，αnical structure of species of 350 genera of 77 families from 

the world market. 

The properties which had been erroneously described were rewritten on some species and 

some properties heretofore unknown in certain species were newly described. 

Moreover, to provide a simple means for the identification of tropical timbers, a card 

sorting key was designed and is shown in Fig. 1 and 2. In a previous :report, the author sub. 
mitted a card sorting key for the ]apanese hardw∞ds. In this report, in the way of applying 
items, a similar design of sorting card was devised, the only exceptions in it being that the 

particular properties of tropical timbers necessary to their identi畳cation were applied as the 

items, and that the properties not necessarily important for their identification were omitted 

from the sorting card. Those items applied are shown in the list below. 

FinaIly, the author avai1s himself of this means to extend hearty thanks to Forest Products 

Laboratory, Madison, Wis. , U. S. A. for providing him an opportunity to pay a visit to conduct 

a large p訂t of this work and Dr. Kukachka of the Laboratory for his helpful advice cordially 

:given in carying out this study. 

LIST OF ITEMS IN SORTINC CARD 

General 

1 DlSTINCT COLOR 

2 WHITISH 

3 BROWN 

4 YELLOWISH 

5 RED, PINK, REDDlSH BROWN 

,6 OTHER COLORS 

7 STREAKY 

8 

9 DlSTINCT ODOR 

10 

11 LONG CONCENTRIC LINE OR ZONE OF TISSUE 

12 SHORT LINE OR ZONE OF TISSUE 

13 OILY, WAXY 

Parenehyma 

14 DlSTINCT (to n. e. ) 

15 ABSENT OR INDlSTINCT 

16 ASSOCIATED WITH PORES (PARATRACHEAL) 

17 SURROUNDlNG PORES (V ASICENTRIC) 

18 INDEPENDENT OF PORES (APOTRACHEAL) 

19 DlFFUSE 

20 BANDED, FINE LINE 
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21 BROAD CONSPICUOUS BAND 

22 IN REGULARL Y SP ACﾊD BAND 

23 1N 1RREGULARL Y SP ACED BAND 

24 W1NG-LIKE , CONFLUENT 

25 RET1CULATE, SCALAR1FORM 

26 TERM1NAL 

27 CRYSTALS 

28 CRYST ALS 1N CHAIN 

Pores 

29 ABSENT 

30 1NV1S1BLE (to n. e.，く100μ〉

31 BA.REL Y V1SIBLE OR V1SIBLE (100~ 150μ) 

32 V1SIBLE (l5Ò~200μ〉

33 LARGE (200~300μ〕

34 VERY LARGE (>300μ〉

35 

36 

37 

38 VESTURED PITS 

39 TYLOSES 

40 CHALKY DEPOS1TS 

41 DIFFUSE POROUS 

42 1N CHA1N 

43 FLAME-L1KE ARRANGEMENT 

44 T ANGENTIAL ARRANGEMENT 

45 R1NG POROUS 

46 PORE ZONE UN1SER1ATE 

47 PORE ZONE MULT1SERIATE 

48 DIFFUSE EXCEPT PORE ZONE 

49 RADIAL OR FLAME・L1KE EXCEPT PORE ZONE 

50 TANGENT1AL, WAVY, OBLIQUE EXCEPT PORE ZONE 

51 PREDOM1NANTL Y SOLIT ARY 

52 RADIAL 乱1ULT1PLE 三4

53 RADIAL MUL TIPLE ミ 5

54 PORE CLUSTERS 

55 S1乱1PLE PERFORATION 

56 MUL T1PLE PERFORA TION 

57 SP1RALS COMMON 

58 SP1RALS ONL Y IN SMALL VESSELS 

59 SCALAR1FORM P1TT1NG 

60 OPPOS1TE, ALTERNATE P1TT1NG et�. 

61 F1NE P1TTING (く 3μ〉

62 LARGE PITT1NG (>10μ〉

63 
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Rays 

,64 CONSPICUOUS LUSTER 

恥65

ι66 

.67 

68 く 1 mm IN HEIGHT 

・ 69 1 mm~2 mm IN HEIGHT 

70 >2 mm IN HEIGHT 

'71 HETEROGENEOUS 1 

72 HETEROGENEOUS II 

'73 HETEROGENEOUS III 

74 HO乱WGENEOUS

'75 UNISERIATE HETEROGENEOUS 

'76 UNISERIATE HOMOGENEOUS 

77 

78 1~2 OR 2 CELLS IN WIDTH 

79 2 DISTINCT WIDTHS 

:80 >5 CELLS IN WIDTH 

-81 > 10 CELLS IN WIDTH 

82 CRYSTALS 

,83 CRYST ALLIFEROUS CELLS SUBDIVIDED 
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, 84 RADIAL CANAL (INCLUDING LATEX TUBE AND TANNIEEROUS TUBE) 

85 STORIED 

, 86 SHEATH CELLS 

.87 RA Y -VESSEL PITTING SAME AS VESSELS 

88 RA Y -VESSEL PITTING SCALARIFOR恥f

89 RAY-VESSEL PITTING OVAL, LONG OVAL, PALISADE-LIKE AND IRREGULAR 

SHAPE 

'Other features 

90 

'91 VERTICAL CANALS 

92 VERTICAL CANALS IN CONCENTRIC LINE 

'93 VERTICAL CANALS TRAUMATIC 

'94 OIL CELLS 

'95 INCLUDED PHLOEM 

'96 RIPPLE 乱1ARK

97 SILICA 

98 CRYST ALS RAPHIDE OR ACICULAR 

99 CRYST AL SAND 

100 DRUSE 

101 MULTISERIATE PART OF RAYS CONSIST OF CELLS VARIABLE IN SIZE 

AND SHAPE 

:102 

Fibers, Fiber-tracheids and Tracheides 
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103 SPlRALS 

104 STORIED 

105 SEPTATE 
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106 BORDERED PITS DISTINCT 

107 V ASICENTRIC TRACHEIDS 

Weight 

108 LIGHT (く0.5 A.D.Sp・ g.)

109 HEAVY (0.5-0.9 A.D.Sp.g.) 

110 VERY HEAVY (>0.9 A.D.Sp.g.) 

LocaIity 

111 MALAYA, BORNEO, JAVA, NEW GUINEA, etc. 
112 PHILIPPINES 

113 BURMA, INDIA, THAILAND, INDO・CHINA， etc. 

114 AFRICA 

115 SOUTH AMERICA 

116 CENTRAL AND NORTH AMERICA 

117 AUSTRALIA , NEW ZEALAND, etc. 

118 
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Index of Vernacular Names 

Abale …...・ H ・..…...・ H ・..…....・ H・-………… 113

Abam ....・ H ・.....・ H ・-……・H ・ H ・..……...・ H ・.. 217 

Abaudikro …...・ H・..…………………...・H ・.. 177 

Abricotier ・・・・・・・・・…・・・・・………...・ H ・H ・H ・... 101 

Abuab ・........................................・・・・・・・・・・46

Abura …・...・ H ・....・ H ・..……・H ・ H ・..…・...・ H ・. 207 

Acapu'" ・ H ・ H ・ H ・-………...・H ・.....・ H ・..…… 164

Aceitunillo ・・・・・・…...… H ・・ H ・ H ・H ・ H ・..…...・ H ・ ..14

Adida ...・ H ・...…・・一・司・・・…・・・・・………・・ H ・ H ・. 206 

African apple ...・ H ・.......・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ 100

African blackw∞d ………...・H ・..…...・ H ・.. 133 

African boxwαJd…………...・H ・.....・ H ・ H ・H ・ ..28

African ebony …・-…....…H ・ H ・..…...・ H ・..…・85

African mahogany .. ...…....・ H ・-…...・ H ・..， 177 

African padauk............. ・...................... 160 

African pearw∞d………………..，・H ・ H ・ H ・.. 218 

Af� ..・ H ・ H ・...………・・…...・H ・.....・ H ・.....・H ・-・・63

Afzelia …・・・…・……・・……… ….....・ H ・..… 119 

Agba …-・・・・・・・…ぃ・………・………………… 142 

Agoho ・H ・H・..……………...・H ・......・H ・.....・ H ・ .45

Ai長le …...・ H ・..……...・H・.....・ H ・.....・ H ・....・ H ・42

Aji …...・ H ・.....…...・ H ・.....・ H ・..…...・ H・-‘……45

Akle …...・ H・..……………...・H ・..…...・ H ・.. 121 

Ako ・H ・ H ・..........……...・ H・………………… 182

Akomu ……...・H ・..…・ H ・H ・H ・ H ・.....・ H ・..… 190

Albarco …...・H ・.....・ H ・.....・H ・..…...・ H ・..… 112

Alexandria laurel...... ・H ・.....・ H ・.....・H ・ ........95

Alibangbang '"・ H ・.....・H ・H ・H ・.....・ H ・..…… 125

Alligator w∞d ・ H ・H ・..…...・ H ・.....・H ・..…… 177

Almon ・........................................・・・・・・・・・・76

Aloes w∞d・H ・H ・ H ・ H ・.....・ H ・H ・ H ・.....・H ・..… 228

Alstonia ...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・..……26

Alupag ........・ H ・..............・H ・.....・ H・...… 215

Alupag-amo …...・ H ・.....・H ・.....・H ・.....・ H ・.. 216 

Alupag・lelaki …....・ H ・ H ・H ・.....・H ・ H ・H ・-… 215

Amapa ...・ H ・........・….....・ H ・.....・ H ・.....・H ・-・33

Amarillo ……....・ H ・....…...・ H・..…...・H・..……28

Amazoue ……・…...・H・-…...・H ・.....・H ・..・ 143

Amblia ・ H ・ H ・..…...・ H ・.....・H ・..……H ・H・... 160 

Amburana ....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・H ・. 122 

Ampa開lai. …・・………....・H・-…・…....・H・-…剖

Amriswood ……...・H ・.....・ H ・.....・H ・ H ・H ・.. 209' 

Amugis …・H ・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..……...・ H ・ ..18

Ana-akara …...・ H ・.....・ H ・.....・H ・..…...・H・..…22・

Anabiong …・H ・H ・......・ H ・・………...・H ・-…. 232・

Anagap ..……...・H ・.....・ H ・ H ・ H ・..…..，・H ・... 115 

Andaman padauk... ・H ・.....・H ・.....・H・...…・・ 159> 

Andiroba... …...・H ・..…...・ H ・.....・H ・.....・H ・.. 174 

Andofiti ……...・H ・ H ・ H ・..…...・H ・..…...・H ・.. 236・

Angelim amargωa …...・ H ・..……"，・H ・..… 163.

Angelim rajado ・ H ・ H ・..…...・H ・..…...・ H ・" 14& 

Angelique (rouge, gris)... ・H・...…H ・H・..… 137

Angico ・ H ・H ・..…...・H ・..…..，・ H ・.....・H・..… 156・

Angasma ...・ H ・.....・ H ・.....…..，・ H ・.....・ H ・.. 159> 

Anonang......................................... ・・・・・・・39・

Antiaris .…・・・・・・・…・・…....・ H ・H ・H ・......・H ・.. 182' 

Anubing …...・ H ・.....・ H・..…...・H・..…...・H ・ ..183

Apamate......................................... ・・・・・・・33

Api-api ...・H ・..…..，・ H ・..…...・H ・H ・H ・......・H ・ .30

Apiton'" …...・H ・.....・ H ・.....・H ・.....・ H・..………6&

Apome.... ・ H ・....・ H・-…....・H ・...・H ・...・ H・-…・・ 130 

Araca・H ・ H ・.....・ H ・.....・H ・ H ・H ・.....・ H ・H ・H ・ .....52

Aramon ….....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・... 205-

Aranga …・・…...・H ・.....・ H ・..……H ・ H・-………95-

Arangen …...・ H ・.....・ H ・.........・ H ・-…....・ H ・. 21& 

Ararib …...・H ・..……...・ H ・.....・H ・..…...・M ・.. 129-

Arariba rα;a…...・H・..…...・H ・.....・H ・ H ・H ・.. 209> 

Arcw∞d ・ H ・H・..……H ・ H ・-…....・H ・.....，..・H ・ .34

Arere …...・ H ・.....・H ・.....・ H ・...…・H ・H・...・… 22&

Aru ・ H ・H ・..…-・・….......・H ・...・ H ・.....・H ・... 45 ,4& 

Asam ...・ H ・H ・H ・.....・ H ・....・ H ・......・ H ・.....・H ・ ..19.

Asna ...・H ・..…...・H ・.，…...・ H ・..…'"・ H ・H ・ H ・ ..54

Assacu ...・ H ・.....・H ・H ・ H ・.....・H ・..……...・H ・ ..91

Assa-piexe.................... ，.................‘・・・・・・55.

Assie ・H ・H ・.....・ H ・H ・ H ・.....・H ・.....・ H ・....・H ・ 177

Atikoko ….....・ H ・H ・ H ・..…...・H ・....・ H ・...・H ・ 235

Australian blackw∞d.... ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・. 118. 

Autracon......... ・H ・.....・ H ・.....・H ・.....・H・..… 216.

Avodire ....・H ・....・ H ・....・ H ・....・ H ・...・ H・-…. 181 

Axle w∞d…...・H ・.....・H ・.....・H ・ H ・H ・....・ H ・ ...48

Ayous ...・ H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.. 226 

Azobe ....・ H ・....・ H ・...・H ・.....・H ・...・ H ・.....・H ・ 19&
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Babul. ……・・…・・・………・・・・……・・……・…・・ 117 Bayok... ・ H ・-…・…...・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・......・ H ・. 225 

Bakau kurap...... ・ H ・-…...・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・.. 203 ! Bayok・bayokan …...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..... 225 

Bacu …...・ H ・....・ H ・...・ H ・..…………...・ H ・-・ 112 I Bayor …...・ H ・..…...・H ・-・…...・ H ・.....・ H ・..… 225

.Badam ....・ H ・・・ H ・ H ・-…H ・ H ・...・ H ・..… H ・ H ・-… 53 I Bayur"" ・ H ・...…・…...・ H ・...・ H ・.....・ H・-… 225 

Badi... …...・ H ・.....・ H ・.....・H ・..……...・ H ・..… 208 I Bayuk... ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・.. 225 

Bagamani …....・ H ・.....・ H ・ H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・ .22 Bear berry'" ・ H ・.....・ H ・-・…...・ H ・ H ・ H ・.....・H ・ ..87

Bagtikan""" …...・ H ・.....・ H ・.....・H ・.....・ H ・..…73 I Beech (Australian etc.)... ・ H ・.................・ H ・ 93

Bahia ...…………・・…・…...・H・..…………… 207 I Bekoi …...・ H ・.....・H ・....・…… …・・…...・ H ・・・・・・ 56

Bahia. wood ……...・H・..… H ・ H ・...・ H ・- …… 143 I BeIian …...・ H ・..…・・...・ H ・・・ H ・ H・-……・・…・… 108 

Bakau kurup... …・・…・…・・・…・・・・・…...・ H ・ H ・ 203 I Benchali ..……・……・…・・・・…………・・…・……62

Bakau minyak ……...・H ・.....・ H ・.....・ H ・..… 203 Beng'" ・ H ・ H ・ H ・..…...・ H ・..……...・H ・ H ・ H ・.. 120 

Baku ......・ H ・..….....・ H ・... …・・…………… 218 Benge …・・・……….....・H ・・H ・ H・..……一…-… 143 

Balata rouge ...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.. 218 I Berer巾ang ...・ H ・...・ H ・..…...・ H ・..….. .・ H ・. 222 

Balau ……...・H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・ H ・.....・H ・ .....82 I Berembang kukit.. ・ H ・.....・ H ・-…H ・ H ・...・ H ・. 221 

Balaustre …・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 128 I Berlinia ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 125 

.Balakat ......・・・・・…...・ H ・..…...・ H・...……… 202 I Berus-berus …H ・ H ・ H ・・・・ H ・ H ・…...・H ・....・ H ・ 203 

Balikbikan ..... .. .…・・・・…・H ・ H・..…………・・ …90 I Bete...... ・ H ・.....・ H ・..…....・ H ・...・ H ・…. ..・ H ・.. 224 

Balinghasai ……・・・H ・ H ・.....・ H ・...…...・ H ・..… 17 I Bethabara... ・ H ・...….....・ H ・..…...・H ・.....・ H ・ ..34

Balobo... …...・ H・..……….， ...・ H ・..…...・ H ・.. 229 I Betis ……...・H ・.....・ H ・..…...・ H・..…… 219 ， 220

Balsa ...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..……...・ H ・..…… .37 I Bilinga... ・ H ・ H ・ H ・..…...・ H ・..……………… 208

Balsamo ・....・・・・・ H ・ H ・......・ H ・......・ H ・..…-… 152 Billian …… ・…・H ・ H ・.....・ H ・・・・ H ・ H ・....……・・ 108 

Balu...... ・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…40 I Binggas... ・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・ ..52

Banai・banai ...........................................33 Bintangor ......・・・・・・一...............................98 

Banak.... ・ H ・....・ H ・....・ H ・-…....・ H ・-…・・ 188 ,190 Binuang.... ・ H ・...・ H ・...・H ・...........…… H ・ H ・..冊

Banalo ・…・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・ 170 ! Binukao ・・・・・・…...............................・ H ・. 100 

Banaui .…・・…目…......・ H ・....・ H ・....…・………90 I Bishopwood'" ・ H・..…ー………...・H ・.....・ H ・ ...89

Bangbaye ...........・ H ・.........……....・ H ・-… 122 I Bitanghol ……・・・・H ・ H ・..………...・H ・.....・ H ・ ..98

Bangkal ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ H ・ H ・.................... 208 Bitaog ...................................................98 

Bangkali. …........................一一............. 206 I Bitis.......................................... …・・・… 219 

Bangkawang ・・・…・・・・・・・・ ・・一・・・・・・・一・・・・・・・・・・・ 205 I Black bean ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 128

Bangkirai tad∞k …...・ H ・..…. ..・H ・........・H ・ ..71 I Black ironwood...... ・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・.. 201 

Bangkita......... ………...・H・..…………・・・… 203 I Black kakeralli... …………・・…...・H ・.....・ H ・ 113 

Baniti …・ ・・・…・….....・ H・...…H ・ H ・........・ H ・ 220 I Black mangrore …・…・・…....・... ……………30 

Banlang ……・・・…・・…....・H ・.....・ H ・..……・・・ 168 I Black manwood …・・・……....・H ・......・ H ・... 197 

Bansalagin ……・・・…...・H ・ H ・ H ・.....・ H ・....…・ 219 I Black olive......... ……………………...・H・..…49

Banuyao …・・…………………...・H・・H・. 164 I Blood wood …・……・・……・ ・…ー …ー・…ー 185 

Barabas … …………・………....・H・-… 236 I Blue mahoe …………・・H ・H・-…・・...・ H ・.. 169 

Baramalli .....・H ・..…...・H ・.....・H ・...・ H・………37 I Blush tulip oak ...・ H ・.....・ H・..…………… 223

Batete ………...・H ・......・ H ・.....・H ・..…...・ H ・.. 146 I Boar w∞d ・ H ・ H・.....……………-…・・・ー……. 101 

Batino ・・H ・H ・.........・ H ・....・ H ・....・H ・....・ H・一…剖 Boborou ………・…・・・………・・・…....・H ・.. 220 

Batitinan...-..…………...・H・..………...・H ・.. 167 Bogo …...・ H ・-…...・ H ・ H ・ H・-・……一一………・43

Batulinau ・・・・・・・ H ・ H ・....…・・…H ・H ・..…・...・ H ・ .85 I Bois bleu ...・ H ・-・ ・・……...・ H ・......・ H ・ H ・ H ・. 102 

Eaue ………ー……………...・H ・H ・ H・-・………23 Bois de rose femelle ……...・H ・.......・H ・... 106 

Bawang hutan …...・H ・.....・ H ・H ・ H・..……… 19吊 I Bois rouge …...・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・...…….. 103 
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Bok-bok …...・ H・-……...・H ・ H ・ H・..………… 199 Canafistula......………...・H・"……………… 155

Bombi …...・ H ・.....・ H・..……………………… 205 I Canaleto ……...・H・-…………...・H・-…...・ H ・ ..39

Bongoog …………...・ H・-…...・ H ・.....・ H・"… 236 Canaguate ...・ H ・"…...・ H ・.....・ H ・...........・H ・ ..31

Bongor .………...・H・.....・ H ・..…….....・ H ・.. 168 I Canary wood....................................... 128 

Bongossi …....・ H ・........・ H ・....・ H ・-……..…・・ 196 Cancharana …....・H ・....・ H ・…….....・H ・... 173 

Borneo camphorw∞d ・H ・ H・..……………67， 68 1 CaneIIa imbuia......... …・・・…...・H ・H ・ H ・..… 111 

Borneo iron wood... ・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・H ・.. 108 Cangerana ...・ H ・-…...・ H ・.....・ H ・ H ・ H・-…… 173

Bosneak ・ H ・H ・..…...・ H ・-……...・H ・.....・H ・.. 101 1 Caoba bastardo ・……・・・・…・・…・……......・H ・ ..36

Bosse ……...・H ・.....・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・.， 178 1 Caoba de montana …......・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ ..22

Bosso ・ H ・ H ・..…'"・H ・.....・ H・..………...・H ・.， 178 Capomo ・ H ・ H ・-……...・H ・ H ・ H ・.........・ H ・.... 184 

Boxw∞d (West lndian etc.) …....・H ・.....・ H ・ .94 1 Cardinal wood .……H ・ H ・-… H ・ H ・-…・…・・ 185 

Brauna …...・ H ・...….....・ H ・..……...・H・-・… 149 1 Cativo ・・・…・....・ H ・..…・・・・……・…・・…...・H ・.. 158 

Brazilette ……............・ H ・・・・ H ・H ・.....・H ・.. 144 1 Cedrela …・・・….....・ H ・ ・・…・…・…・…・・…・・・・ 174 

Brazilian king w口od ……...・H ・-・…'"・ H ・.. 131 Cedre gris ……………・H ・ H ・..…-・… H…-… 236

Brazilian rosew∞d ・…....・ H ・・・ H ・ H ・.....・ H ・. 132 . I Cedro …....・H ・....・ H ・...…・・…・・・…-…....・ H ・ 174 

BraziIian satin wood …...・ H ・.......・ H ・..…・ 211 I Cedro espino ・ H ・H ・.......・・・・…・・ ….. …....・ H ・ .36

Brazilian tulip wood ……H ・ H・...・H ・H ・H ・.. 132 Ceiba ………-…一…・・…..........・H・- …… ...35 

Brazilian walnut ……...・H・.....・H ・.....・H ・.. 111 1 Celtis'" ・ H ・..一…・……...・H ・.....・ H・……・ 231

BraziI red w∞d ・H ・ H ・H ・ H ・.....・H ・H ・H ・..… 185 1 CriIlo de Costa. ……・・….....・H ・... …...・ H ・. 145 

Brazil w∞d ・H ・H・..……………...・H ・ H ・ H ・.. 144 Chaperno …………...・H ・ H ・ H ・..…...・ H ・...・ 148

Briar …………………・・・…...・H・..……………87 Chaplasha・..……… ...・ H ・"・…・ ……'"・H・..・・ 183

Broam tulip oak ....・ H ・ H ・H ・.....・H ・.....・ H ・. 223 Chawari …-…・・……………・・・・・・………………45

Brown ebony... ・ H ・H ・ H ・.....・ H ・.....・H ・ H ・ H ・.. 147 I Chempaka ...・ H ・.....・H ・.....・ H ・..……....・ H ・. 168 

Brown heart ……'"・H・ H ・ H ・.....・H ・ H ・ H ・.... 164 I Chendrei... ・ H ・..……..，・ H ・.....・ H・..………… 230

Bruyere ...・ H ・.....・ H ・..…'"・ H ・.....・ H ・.....・ H ・-・87 ChengaI ……...・H ・.....・ H ・.....・ H・..……… 63 ， 69

Buah keras laut …・H ・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・..…… 102 I Chenkring …...・ H ・.....・H ・・・・・・…..・ ・ ……… 214 
Bubinga ...・ H ・.....・ H ・-…...・H ・.....・H ・ H ・ H ・.. 143 Cherek …...・H ・.....・ H ・H ・ H ・.....・H ・ H ・ H ・..… 234

Buckhui ・ H ・ H ・..……・...・ H ・H ・ H ・-…...・ H ・..… 209 I Chewstick ・ H ・ H ・.....・ H ・.........・ H ・-…...・ H ・ 100

Buey …...・H ・ H ・ H ・.....・ H ・..……...・H ・.....・ H ・..86 I Chickrassy ...・H ・ H ・ H ・.，…・ H ・ H ・-…・ H ・ H ・.，… 175

BuIlet wood …-・・・・…・……....・H ・-・…...・ H ・. 218 I Chinese date ...・ H ・...........…...・H・-……… 202 

Bungor .......….. ・…・・….......・ H・'"……… 168 I Chinese gugur tree …・・・・・・・…・・ ・・ ・・……… 227 

Burada ………………………....・H・...・…… 205 I Chittim w∞d…...・ H ・-・……...・H・..………… 217

Burma lacewood ...・ H・-……………...・H・....95 I Chomcha... …...・ H ・..…...・ H・..…...・ H・..…… 175

Burma padauk …一・・…......・ H ・・ H ・ H ・-・…・… 159 I Citron …...・ H・...……・・…………・・・・・・…・・… 211 

Buru tjab巴…・・・…・・….....・ H ・・・ H ・ H ・.......・ H ・ 107 I Coach wood ……....・H・...…・……・…・・・・・…・・・ 56

Butong-manuk ・・ H ・ H ・....・ H ・……...・H・...・ H ・..90 1 Cocobolo ……H ・ H ・-…...・ H ・-…...・ H ・.....・ H ・.. 134 

Cabreuva .…….....・ H ・-…….....・ H ・....・H ・-・ 151 I Cocos ・・ ・・ H ・H ・-…H ・ H ・......・ H ・-…....・ H ・..... 127 

'Caimito ………...・H ・ H ・ H ・..…...・ H ・......・ H ・. 217 Cocus wood ...・H ・..…………...・H・.....・H ・.. 127 

Calamander ...・ H ・・ H ・ H ・..…...・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・ .85 Cocote del toro …'"・H・-……….....・H ・.，.… 105 

California pith …・・・・…....・ H ・ H ・ H・...……… 170 Coffee wood ...・ H ・.....・H・..………………… 147 

.Camagon..... ・ H ・-…H ・ H ・-…...…・…H ・ H ・.........85 I COigue.....…・・…….....・H ・...….....・ H・-一…・93

'Camwood ...・ H ・..…...・H ・..…...・ H ・.....・H ・.. 124 I COihue ………...・H ・H ・ H・-・……………………・・・93

'Cam'xe …...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…… 165 I COlomandal ・ H ・ H ・..…・……...・H・..…………・85

�na de danto ……・H ・ H ・..……'"・ H ・.....・ H ・ .55 Comino …...・ H ・..………...・ H ・.....・ H ・..…… 106



一-250- 林業試験場研究報告第 157 号

COpaia.................................. …・・・・画・・・・H…32

Courbaril ….....・H ・...・ H ・....・ H・.....・H・-…・. 145 

Crabwood …H ・H ・...・ M ・.....・ H・..……・-…… 174

Cuangare …....・ H ・....・H ・-…・H ・H ・.....・H ・-・ 188

Cumaru ・-………...・H ・ H ・H ・..……...・H・..…. 122 

Cupiuba ……...・H ・...…... ~・・・・ H ・ H ・.....・ H ・ ......97

D勾如g .…....・ H ・......・ H ・.......・H ・...0-・H・-…・・63

Dahman ....・ H ・..…....・H ・H ・ H ・.....・ H ・.....・・・・ 229 

dahoma ....・ H ・.........・ H ・....・H ・.....・ H ・-….. 157 

Dal泊as ...・H ・.....・H ・.....・ H ・..… H ・ H ・.....… o_.. ・ 23

Dalindingzn ………・・…....・H ・H ・ H ・....・ H ・ 70 ,71 

Damar laut merah …...・ H ・..…......・H・..……85

Dangula ...・ H ・...，.・ H ・........…...・ H ・.....・ H ・.. 235 

Danta ...・ H ・......................................... 230 

Dao ...........・ H ・.."'......・ H ・H ・ H ・....・ H ・...・ H ・..… 18

Dar ...・ H ・.......・ H ・...・ H ・H ・.....・H ・.....・H・..… 233

Dark red meranti......…...・ H ・.....・H ・.....・ H・ ..84

Debbema …...・H・..………・・哩H ・ H ・・・ H ・ H ・-… 157 

Dedali ………・H ・ H ・....…・・・…...・ H・-………・・ 198 

Degame ....・ H ・....…....・ H ・......・ H ・...… H・… 207

Deoert iron w∞d …・.....・ H・..………H ・ H ・... 152 

Determa ...・ H・..…・・・…'"・H ・'"・H ・...・ H・…… 110 

Dibetou ...・ H ・.......・ H ・.....・ H ・.....・ H・'"…… 178

Dika …...・ H・..…・・・ H ・ H ・ H ・H ・.....・H ・......... 220 

Dita...... ・・・・・・・u …・・・…H ・ H ・・・・・............・・・・・・・・・ 26

Ditshipi ...・ H ・..… H ・H ・...・H ・ H ・H ・..…H ・H ・... 142 

Dooka ...・・・町・・・・・・・・..............................."'.・・・ 22

Douka …………………………...・H ・.....・H ・.. 219 

Doussie ....・H・-……..........・ H・-…・……・… 120

Duguan .…・・ H ・ H ・......…・・・・・・・…......_・ H ・.... 189 

Dungon ...・ H ・..……….........・ H・..………… 226

Dungon・ late ...…・・…....・H ・.....・H ・.....・H ・ ..226

Dungun ………H ・ H ・...・H ・..…...・ H ・...・….... 226 

Durian........ ・ H ・.....…....・ H ・..…・ H ・ H ・.......・ H ・ 38

Durian daun …...・ H ・..…...・ H ・..……._....・ H ・ ...38

Durian puteh………...・H ・.....・H ・..…...・H ・..…38

Duyok-duyok ...・ H ・.....・ H ・..…...・ H・..…… 219

Eagle wood ...・ H ・-・…...・ H ・..……...・ H ・ H ・.. 228 

East Mrican olive .，...............・・・・・・・ u ・・・・ 199 

East Mrican satin w∞d ・ H ・ H ・.....・H ・..… 212

East lndian laurel ....・ H ・....…....・ H ・.....…・・54

East Indian rosew∞d ・・H ・ H・・…H ・ H ・...・ H ・.. 132 

East lndian satin wood ….............・H ・.... 210 

Ebiara..................................... ・・・・・・・・... 125 

Ebony" …-…....・ H ・.......・ H ・.....・ H ・ ........85 ， 127

Ekki ....・ H ・..........….......・ H ・................ 19& 

Ekkimi ・ H ・ H ・..…・・・……… H ・ H ・-一…...・ H ・.. 157 

Ekouk...............................................….2& 

Elang ・・H ・H ・....................................・H・ 21& 

Emien... ・H ・....・ a ・-…...・H ・....・H ・，...・H ・...・ H ・ ...2&

Enchinillo …...・H・.....・H・-…...・ H ・......・ H・..…57

Erimado ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..…........・ H ・・ H ・ H ・ ..92'

Espave ...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・....・ H ・ 1 5-

Essia ..・ H ・.........………...・ H ・.....・ H ・..…… 113-

Eteng …・・…・・・…H ・ H ・......・H・......…・H ・H ・.. 190> 

Etimoé........ ・ H ・-….... ….....・ H ・....・H ・..…・・ 129' 

Eucalyptus...... ・・・・・・・・・・・・・・・・ H ・・・・・・・・・・・ H ・ H ・. 191 

Evino ・................・ H ・...........・ H ・............ 23& 

Faro...... ・H ・.....・ H ・..……....・H ・.....・H ・....・H ・ 13&

Fiddle w∞d ・H ・H ・h ・H ・H ・.....・H ・..……...... 23& 

Flambeau rouge ....・H ・H ・H ・.....・H ・.....・ H ・ ....37

Flor azul ・H ・ H ・.....・ H ・..…...・ H・....ー……… 236.

Framire ...・ H ・...………...・H ・.....・ H ・.......・H ・ ...52

Freijo ・H ・ H ・..….'..・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・....・ H ・ ...38.

Fustic ……・・・…………………・…H ・H ・..'.・ H ・. 186. 

Gab∞n ………・…H ・……..'，・・ H ・ H ・...'..'......…41

Gagil ..・ H ・...・H・..……………...・H・...…...・ H ・ .41

Gaiac ...・ H ・.....・H ・..，.・ H ・..…...・H ・.....・ H ・...・ 138-

Gaharu ・ H ・H ・..…………・・...・H ・.....・ H ・..…・ 228. 

Galle.galle...... ・ H ・H ・H ・.....・H ・..……...・H ・.. 127 

Gamari ...・ H ・.，...'.……....・H ・.'....・ H ・...'.…… 233.

Gao ……...・H ・...・ H ・-…・…...・H・-…・・……… 20& 

Gapas-gapas ……...・・................・ H ・..……・・・3&

Gatasan .…........・ H ・......・H ・...・ H ・.......・ H ・. 100' 

Gautambu blanco..... ・・ H ・H・..………・・・…… 210' 

Gavilan …...・H ・.....・ H ・....…・・・・・・・・ H ・ H ・..... 15& 

Genizaro ・ H ・ H ・..……...・ H ・ H ・H ・..…...・H・..… 161

Genizero ……...・H ・.....・ H ・.....・ H ・..…・H ・H ・.. 139・

Geriting ・ H ・ H ・.....・ H ・............・...........・H ・ ....49・

Geronggang ............ .........…..............・ H ・ 98.

Gerunggang …....・ H ・-・・ H ・ H ・・・・ H ・ H ・....・ H ・.. 20& 

Giam …...・H・..…………...・H ・.....・ H・-………・69

Gidgee...... ・ H ・..…・・・・….....・ H ・..….....・ H ・... 118. 

Giho.................................................... ・・ 77

Gijo …...・ H ・ H ・ H ・.....・H ・.....・ H ・ H ・ H ・..…… 77 ， 82:

Gingging...... ……...・H ・ H ・ H ・.....・ H・..……… 215-

Gioi ………………...・H ・.....・ H ・ H ・ H・..……… 169-

Gi釦k ・ H ・ H ・..…....・ H ・.....・ H ・.....・H ・H ・ H・...…ー7&
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Gisok-gisok ・ H ・ H ・....・ H ・...…...・ H ・.....・ H ・..…70

Goi …...・ H・..………・H ・ H ・.....・H・..…..，・ H ・.. 172 

Goncalo alves ....・ H ・-…...・H ・....… H ・ H ・...・ H ・ 16

Goti ................................................... 233 

Goupi ......…・ H ・ H ・…・・・・・・・・…....・ H・....………97

Grapiapuna ...・ H ・..…...・ H・..……...・ H ・..… 123

Grapiapunha …・・...・ H ・.....・H ・.....・H・ H ・ H ・... 123 

Grauna …...・ H ・.....…・・・…...・H・..………H ・ 149 

Greenheart..・…...・ H ・..……...・ H ・..…'"・H ・.. 109 

Guanacaste …・・・………・…................・ H ・ 139 

Guangare ....・ H ・-…...・H ・.....・H・....……… 188

Guapaque .......................................... 136 

Guapinol...................... 一一..一一一........ー.. 145 

Guarea ………・・・・・・・・・・・・………...・H ・...…ー 177 

Guariuba ....…・・・…・・…....・ H・...……・…ー 186 

Guayabi .........…・・・…・・・・・・…………………・・・40

Guayabo de monte .....…・・・…・…......・ H ・ .....52

Guayacan .・・…………ー・…ー………・……34 ， 238

Gubas .............................一一一.............・・・・90

Guindo ・・・・ H ・ H ・-…………......・H ・.....・ H ・..…・93

Guinea walnut …・…...・H ・.....・ H ・.....・H・-…… 18

Gumbo. limbo. …・・…・・・…....・ H・-…....・H・-…42

Gumhar …・・・・・…・…・・...…...・ H ・H ・ H ・.....・ H ・ 233 

Gumpahit ..…-・・・・・・・・・…………ー……....・H ・ ..68

Gurjun......................................... ・・・・・・・・・・ 67

Gyrocarpus...... .・・・・…・・・・・・・・・…・・…・....・ H ・.. 102 

Haldu …・・……・・・・・・…・・・……・……………… 206 

Halindagong ・・・…・・…...・ H ・..…...・ H ・..……・ 232 

Hamirung ・・………・…......・H ・.....・ H・..………55

Haras ….....・ H・..…・…・・…...……-………… 100 

Hazotokana …・・…......・ H・-……...・H ・・・・H ・H ・ 54

Hickory ash ……・・・・…・・・・….....・ H ・.....….. 213 

Hill jelutong .....・ H ・…・H ・ H ・.....・H ・..….....・ H ・ 28

Hill t∞n...... …………・・・・・…・…...・H・..…… 175 

Honduras redwood ………...・H ・..…...・H ・..…88

Honduras rosewood ...・ H ・.....・H ・.....・H ・..… 135

Hozomalanga.. .・H ・.....・ H ・H ・ H ・.....・H・..…… 102

Hura …・・…..，・H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ ...91

Huynk・・・・・・ H ・ H ・.........…・・・・・….........・ H ・... 226 

Ibira-puita .........一・・・一.......................… 155 

Ibiraro" …...・ H・…・・・……'"・H ・-….......・ H ・.. 161 

Idigbo …ー・・・・・・・・…・・…・・・・・・・・ H ・ H ・・・・ H ・ H ・....…52

Ilang -ilang" .・・・・・・・・..............................・・・・ 23

Ilomba...... …・・・・-… …………・・………...・H ・ 190 

Imbuia …・・……・…...・H ・.....・ H・..………… 111 

Imburana de Cheiro ………...・H・.....・ H ・.. 122: 

Impas ...................一・・・…・・・…........・ H ・... 147 

Indian jujube …..，・ H ・.....・ H ・.....・H ・ H ・H ・.. 202 

Indian laburnum ..……...・ H ・..…...・H ・...… 128.

Indian silver grey w四泊…...・H ・.....・H ・H ・H ・ ..51

Indian white cedar ……H ・ H ・...・H ・.......・ H ・ 17&

Ingyin......................................... ・・・・ E ・・・・・74

Ipil ....・ H ・......…......・ H ・....・H ・ H ・H・..…・・… 146 

lroko ・・…・ー…・・・….......・ H ・ H ・ H ・....・H・-… 185 

Ivory wα姐…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..……47

lsabella W<日xl ...・ H ・.....・H ・..…...・ H ・....・H ・ 111

Izombe ...…・・・…一....・ H ・...・ H ・-….....・H・... 197 

Jahar ……...・H ・.......・ H ・………・・……...・H ・ 128 

Jatahy...... ・ H・-一…………...・H・-……H ・ H ・. 145. 

Jatoba ………ー…………・・・・…・・・…...・H・-・… 145 

J avanese Cana Fistula .... .. ....・ H ・.....・ H ・. 127 

Jelutong .......一一..............・ H ・......・・・ H ・H ・ ....28.

Jetahy....一…ー…一・…....・H ・....・H ・......・ H ・.. 136 

Jongkong ………ー……・…...・H・.....・H・..… 171

Kabiki ………...・H・..………..，・H ・ H ・H・..…… 21~

Kadam ……...・H・..…'"・ H ・.....・ H ・ H ・H ・..… 206

Kakeralli …一...・H・..…・….....・ H ・.....・ H ・... 113. 

Kalamansanai …...・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・H ・.. 207 

Kalantas...... ・ H ・H ・..…一…・・・・・-…..，・ H ・..…. 175 

Kaliuas ...…・・……・・……・・・・………………. 100' 

Kalunti .…・…・…ー・……・・・・…….. . . ~ .・ H ・...・ 78

Kamap ・ H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・....・ H ・..…...・H ・ 198.

Kamassi.……………………H ・H ・....…...・ H ・ ...28-

Kamatog......…・・...・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・ H ・ H・..…・ 141 

Kaminan …・・………...・H ・・・・ ・ H ・ H ・.....・ H ・ ..68.

Kamuling ...…...・ H ・.....・ H ・..・………...・ H ・・ 23(} 

Kamuning ……………...・H ・.....・ H ・ H ・ H・..… 213

Kondis・........................................・・・・・・・・・・9~

Kanyin ..…・….....・ H ・・・・・…・・…・ H ・ H ・.....・ H ・ ..67

Ka凹k.................. ，・・ ..............................35，

Kapur ………・…...・H ・...…...・H ・-…...・H ・. 67.68, 
Kapur merah ・ H ・ H ・-…....・ H ・-…....・ H ・..…・ 68

Kapur paya …-…・・...・ H ・..・・ ……...・H ・..…・・・67

Karai ………・・…・・…・・・・・ ……...・H・………25，

Karas ...…・・………・・・・・・…・一...・H・……リ…・ 228 

Kasai ....…・・・…...・ H ・...……...・ H ・..…・ H ・ H ・ 215 

Katmon ………・・・・…ー……...・H・..………・・・・・・ 58.

Kato....... …・・…・・・・…・・・・・ .....….......・ H ・.，.. 172 
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Kayatau ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・・… ・・・・…・・・・……・… 176 

Kayu gaharu....・・・…・…・…・………・…… 228 

Kayutana ..…・…................................. 214 

Kdol ……………...・H・.....….，.…・ H ・ H ・..… 206

Keladan ・…・・…・・…・・・・・・・・・・・・・・・・…… i・…… ..67

Keledang …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一.，.. 183 

Kelempayan …… ・・・・・…・・・……・・・….....・・ 6 ・ 206 

Keluak ...・ H ・..……・・・・・・・…・・…・・・・ー・・・・…" 225 

Kembang ・ H ・ H ・......・ H ・-…'"・ H・-………… 225

Kempas .....…・・…....・ H ・...…...・ H・..……… 147 

Kenanga.'・…- ・ ・・・・ H ・ H ・....・ H ・...・・・・・……・・…却

Keniab …....・ H ・....……H ・ H ・-……....・H・.. 206 

Keranji …H・ H ・....・・・・・一・……・・・….....・ H ・..・ 137 

Kerayong .…・…・・・・・・・・ー・…・・…・・……・・・… 154 

Keruing ……………....・H・-……・…・・・・…・……65

Keruntum ………・・・・・・・・・・・・・…... ・・・目…・ ・ ・・ 204 

Kevazingo ・ H ・ H ・...…'"・ H ・.......・ H ・...……・・ 143 

Kiela kusu...... …....・ H ・.......・ H ・.....・ H・-…. 163 

kiem ……………・…・・…...・H・..…… ...・ H ・-… 64

Kirikawa .,. ・・・・・ H ・ H ・・ H ・ H ・.....・ H ・...…・…喝 189 

Klampeyan .…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・....…・・・ 206 

Klampeyan merah ……...・H・..…ー・・……・・ 206 

Koa.…… ………・…・……・・...・H ・........・H ・ 118 

Koaramon.……・・・・・・・・・・…………・・…….. 205 

Koki.............................................._.......72 

Kokko ・・ H ・H ・.....…・・目・・・・…・・・…・・・・・・・…・・… 121 

Kokrodua .….. ・・…・…・・…......・ H ・......・H・. 120 

Koko …… .. …-・………-・…・・・...・H ・....… 121 

Kopie …...・H ・.....・ H ・..……...・ H ・.....・H ・H ・H ・ ..97

Korina............................... ・-….......・・・・・・・・ 53

Koron -koron ….....・ H ・..........・H ・....・ H・-…・ 102

Kosipo.... …...・H ・.......…・・・・・・・・・…......…・・ 176 

Kotibe …...・ H ・ H ・H ・.....・H ・.......・ H ・........・H ・. 230 

Koworo .………・・H ・ H ・-…H ・ H ・-… H ・ H ・.....・ H ・ .99

Krabak ……………・……..…..一.日….日...一….い..…......一….一....…...….日.喝62

Kral泊anh.一…...….日....….日..一….日....….一.....….日..….日..….日...….....….日....…..

Kra nhung.….日..….日.....….日...…....….一..….一..….一..一....….日.....一..… 131

Kulatingむ1…・…・・…...・H ・..……...・ H ・H ・H ・.. 225 

Ku!im... ・H ・..…....・H ・ H ・ H ・..…...・ H ・...-..・H ・. 198 

Ku!impapa …・….....・ H ・ H ・H ・-…...・ H・..…… 236

Kupang ・ H ・ H ・H ・ H ・.....………・.....・ H ・...…・・ 154 

Kuras ...・ H ・.....・ H ・..…...・ H・..………・・・・……・・67

.Kurokai ....・ H ・.........・ H ・…・・・・…...........・ H ・ ..44

Kutum ・ H ・ H ・-・…・・・……… ・・……・・・・-…-… 208 

Kvvao ……………・…・・・・・・…・・・…ー・ー……… 206 

Kwarie …...・ H ・..…...・ H ・ H ・ H ・..…一....・ H ・.. 237 

Lagana deo aura.…-・………・…ー……・・・…ー55

Lago ・・・・・・・・・・・ H ・・・・・一一.......................... 205 

Lamog............…...............……........... 114 
Lampati ...・ H ・..…….......・ H ・....・ H・..……… 221

Lance w∞d .............. …… ・・・ H ・ H ・..… 24 ， 207

Landa. ……・・……・・・・…・・………………...・H ・ ..88

Lanete..................... ・...................・・・・・・・・・・ 29

Lanutan -bagio ………………一…・…....・H ・ ...96

Laran ………・・……・……ー……・・・…・……・・・ 206 

Laurel......……・・・・…・・・……一 一…・・…....・H ・ ..38

Laurel blanco ・…・・・・・……・・……・・・・田………・・38

Laurel comino ・ .....・ H ・... ….....…・・ ……・ 106 

Laurel negro... …・・・・・….....・ H ・....…...・ H ・..… 38

Laurel tree ..…・・…・・・……・・…-…・・・・・…・・・ 111 

Lechero ………・……・・・…・・……...・H・...…・・…93

Lemon w∞d ……・…・・…...・H ・.........・ H ・-… 207 

Lenggadai ……. "・ H ・・・…......・ H ・..…・・・…… 203 

Leopard w∞d ...・ H ・..…...・ H・..…………… 187

Letter wood ………………...・H ・.....・ H ・-・… 187

Light red meranti ………...・H・..….....・ H ・.. 84 

Lignum -vita~ ………………………・・・…… 238 

Limba ……・・・ ・・・・・…・・・ ・・・・・・・・ H ・ H ・・・・・・・・・・・ u ・・・ 53

Limbo …….... ・・ H ・ H ・-・…………….........・H ・・・ 53

Line. ….....・ H ・・・…・・・・・・ ・・・・・・・・….......・ H ・.... 110 

Ling鋹 …...・H・..……・……・・...・H ・..… 110 ,120 

Litak .........一・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・... 225 

Litchi ...・ H ・..…...・ H・一………………...・H ・.. 110 

Liusin ..........一一・・・・・一一.....一一................ 205 

L∞ust …………...・H・-・・ H ・ H ・……........・H ・.. 145 

Log wood ..・……....・ H ・....・一…・・・・・・・…・・… 144 

Loktob ........・・・・・・・・・・・一一・・・・・・・……"，0-.・・・・ 221 

Longui …・・…..…・・…・…・・・……...・H ・....... 217 

Lumbayau ...・ H ・・・・…・・……....-'.....・ H ・ H ・ H ・.. 225 

Luster.…H ・ H・.....……・…・・……-…………・・ 194 

Maca w∞d ……・・・…......・H ・...・H・..……. 157 

Machang......................................... ・・・・・・・ 19

Maesaranduba ……・・・…....・H ・...・ H ・....・ H・. 218 

Mafu ..・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・............ 212 

Magasusu ・・・・・ u ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・70

Mahogany......... ……・…・・・…....・H ・....・… 180 

Maidou ...・ H ・.."，.….....・ H・…-…一-・・…ベ・… 160 

Maidu'.. ・ H ・..…・・・…・・・・…・・・・・・……・・……… 160 
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Makapilit ……………....・H・・……・- ……… 153 I Masa wood....... 一…・…・・・ー…...・H・..……… 157 

Makore .…・・ H ・ H ・…….............・ H・..一…… 218 I Massaranduba.... ・ H ・........・ H ・....…・・・….. 218 

Malaanonang・ H ・ H ・....・ H ・.....・ H ・.......・H・-…刊 I Matakkie .…・...・ H ・・…....・ H ・........・ H ・...... 161 

Malabayabas .....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・..…・ 195 I Mata ulat ……...・H・..………H ・ H ・...・H ・ H ・H ・ ..47

Malabog ....・ H ・....・ H ・.........・ H ・-…...・ H・-…・剖 I Matoa ....・ H・-……・……H ・ H ・......・ H ・.. …・・・ 215・

Malaikmo ・…-…H ・ H・-…一一…………・・ 231 I Mayapis …H ・ H・-……H ・ H・-…一…H ・ H ・-一・…・7少

Malaka manga............. …....・ H・-…・・ …・ 179 I M'Bebame ....…・・…-……・・ H ・ H・"………・・ 217 

Malakamias .…....・ H ・..............…・・・…ー 220 I Meda昭…一一………一一……H ・ H・-…・ 108-

Malakmalak ….............・ H・...…・………… 219 I Medang gatal .…....・ H ・..… ・…… ……・・ 227 

Malambingan" ……・......・H・-一……H ・ H・-… 182 I Medang kelawar …H・H・-…H ・H・...…一一… 205・

Malapaho ・… …・・…… ....・ H ・....・ H ・-…・…… 19 Medan tabak ....・ H ・....・ H ・...・ H ・...・ H ・...... 171 

Malapapaya .…-・ …・ ・…・… ・・…・ …一…・30 Melaban" …H ・ H ・-・・ H ・ H ・....・ H ・......・ H・-… 195 

Malapina .… -…・・ H ・ H ・...…....・ H ・....・ H ・... 169 I Melada時lin ・・ H ・ H ・........・ H ・....… H ・ H ・...… 229' 

Malapinggan ・ H ・ H ・..… H ・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・ 95 Melunak.…・・ H ・ H ・........・ H ・........・ H・.....…・ 231 

Malasatol ……H ・ H ・.......・ H ・-…・……...・H ・. 179 I Melawis' …………・・…....・H ・....・…….....・ H ・96-

Malatae .…….....・ H ・-…...・ H ・.......・ H ・-….. 232 Melegba .. ..，…….....・ H ・-…...・ H ・ H ・ H ・...・ H ・. 125・

Malatapai .….......・ H ・........・ H・……………… 14 Mempisang ……H ・ H ・.......・ H ・ H ・ H ・......・ H ・ ..25

Malayakal … ...…・・ …・ …・ …....・ H ・....・ H ・ ..76 Menaro時 ….....・ H ・.....…...・ H ・....・ H ・...・H ・ 232・

Malibato ........・ H ・...... …・・…・……・・ ......・ H・刊 I Menga巾 …・….....・ H ・.....…....・ H ・....…・・ 147 

Malilik ... ・・・ … …・・・・・…・ 235 Menggis .…・・…・・・・・・… ・・・ ・・・・…・ 147 

Malugai ..……-・・ …ー…H ・ H・-…H ・ H ・..... 215 I Mengkeniab …H ・ H・-…ー…H ・ H ・.....・ H・-…・・ 206. 

Malut …H ・ H ・...・ H・-………………...・H・-…・69 I Mengkirai ・・・ H ・ H ・.....・ H ・...・ H ・..…..........・・ 232 

Mambog.... ・….....・ H・………H ・ H ・....・ H ・.... 208 I Mengkula時・・H ・ H ・....・ H ・-……・・…....・ H ・... 225・

Mamey .…・・ ・...・ H ・-…....・ H ・.....・ H ・....・ H ・. 101 Mengkur蜘r ....・ H ・........・ H ・-…...・ H ・.....・ H ・ ..57

Mampahit … … ・…...・ H・-…H ・ H ・.........・ H ・ .68 Meraga .…....・ H ・....…・・ H ・ H ・.....・ H ・........ 206・

Manbarklak ……H ・ H ・....・ H ・-…....・ H・-…. 113 I Meranti damar hitam....…・……....・H ・ 81 ， 84

Mancono...… …....・ H ・.....……・・…....・H ・.. 195 Meranti Pa'ang …・…....・ H・.-.......・ H ・.. 82 ， 8~ 

Mandioquei叶…H ・ H ・.........・ H・.....…………29 Merapat ……………....・H ・....・ H ・..，・ H ・，. 204 

Ma昭gachapui …・……………H ・ H ・... 70 ,71 Merawan.…………....・H ・........・H・…-…， 69'

Ma時gasinoro ・………・…....・H ・... ・・ H ・ H ・ ...78 I Merbakan …・… ・… ....・ H ・-…....・ H ・....・ H ・ ....62

Manggis ………...・ H ・..…...・ H ・..…………… 147 I 11erbatu ………...・H ・..…………...・H・-・…… 205

乱1anil … .................................・・……… 101 Merbau ………・・・……・・・・・・・・・・….....・ H ・…・・ 146, 
Mansonia …-一……・・…・ ・・………………… 224 Merbau lalat ……………...・H ・.....・ H ・..…・・・ 141 

Man wocd … ・ …・…・ ......・ H ・...… ....・ H ・ 197 Merpauh........ ・ H ・....…・…・・・ .......・ H ・・・ H ・ H ・ ..22・

Manzani11a. ……..…....・ H・-……………....・H ・ .87 Mersawa' …...・ H ・......・ H ・..…・…-….....・H・-… 62

h在anzanita ....................・…... ……..・・・・・・・・・87 Mesua'" ……・…- ……….....…・・…...・H ・.... 101 

Maracaibo lignum-vitae …・・・…・・・…・……・・ 237 Mfo ・…一…ー・……・…・...・H ・..... …・・・…・……23

Marango'" ……・…・・・・・………......・H ・ H ・ H ・.. 173 M'Fua…………一…・…・・……………...・H ・... 216, 
Marane …・ ・・・・・・…・・・・・・・・・…・…………・・・・・・…57 Miamot …ー・…・・…・…… .....・H ・ H ・ H ・..…… 141 

Marble wocd.... ・ H・-….........…………・…・85 Miva mahogany ……….....・H ・....・ H・-…・ 176、

Margapali .・ ・ ・・…................・...………… 107 Miao ………・・・…………...…・・…・……………176

Maribuhok …・・・…-・ …...…・-…・・・・……………40 Milk tree ..…・ー・……・ぃ…...・H ・..…...・ H ・.. 184 

Marupa ……・・・…-・・…・...…・・・ー…・…ー・・・… 221 I Moambé...... …………・ー・・・・・・……....・H ・- … ..23. 

Masa .…ー・・・・・・・ ・・…・・・・・….........…・・・………44 Moambe iaune......... ・ a ・-・・・・・…....・ H ・...…… 23.
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M∞itahyba.... ・H・..…・・……・一….....・H ・-…・・ 166 

Molapa ………・……...・H・..……・ 142

Molave ....一一・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 236 

Monkey pod...…・…・・・・・……...・H・....……・ 161 

Mora …...・H ・-…・・・・・…・・・…・・・・…・・・・・・….. 151 

乱10ral ・・ H ・ H ・-……….....・H・...…… ・・・ H ・ H ・.. 186 

Mountain agoho ・………....・H ・..........・ H ・ ...46

Mountain mahogany …...・H ・.....・H ・..…… 204

Movingui ・ H ・H ・..・・・… H ・ H ・..，・ H ・-ー……..…. 139 

Mpewere ..，・ H ・..…......・ H ・ H ・...……・・・・・… 157 

Mueri ...・ H ・..…・・・……..，…………...・・H ・ H ・. 205 

Mugongo...... ー...................................・・・・・・ 93

Muhinbi …・…ー・・・・…….....・H ・...…....・ H ・... 130 

Muhugu ....・ H ・-……・・・…....・H ・.......・ H ・....・ H ・ 54

Muhuhu ……・・…・・・…・……・H ・ H・..……………54

Muiratinga.. …….....・H ・…・・…・・...・ H・…… 184 

Mukulungu ……・・・・……・・・ ・H ・ H ・....・ H ・.. 216 

Mulaving-aso .…・・…・・・…....・ H・……….. 235 

Mulga ・・H ・H ・.....・ H ・......・ H ・..……・…一...・H ・ 117 

Muninga.. …・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 160 

Murere-rana ..…・…....・H ・-…........・H ・.. 184 

Musheragi ...・ H ・.........・ H ・.....…...・ H ・...…. 199 

Musizi ......................................，・H ・ H ・.. 201 

Mutigbanaye ....…・………-……-一…H ・ H ・... 178 

乱1yrtle beech….......................................93 

Nanche ……..，…・…・…・…..，・H ・..…...・ H ・.. 169 

T、;j'angka ...・ H ・..…・・・・…....・ H・..……・…・・・・・・ 183 

Nagka-nangka …………・・・・・・……......・H ・.. 181 

Narek ・・ H ・H ・....・ H・・……H ・ H ・....・ H ・-…H ・H・-…63

Nargusta・........................................・・・・・・・ 50

Narig ...・ H ・.. …...…....・ H ・・H ・ H ・.....・H ・-・・リ・・・ 79

Narra …-…...・H・....…・・・・………...・H ・...... 159 

Nato... ・ H ・.....・ H ・..............・ H ・..……・・・H ・ H ・ 219 

Needle w∞d ・ H ・ H ・..…..，・ H ・.....・H ・.....・H ・.. 227 

Niangon ...・H ・..… H ・ H ・…...・ H ・..……...・H ・.. 226 

Nothern silky oak .…・・・・・・…・・・・・…・・ H ・ H ・. 200 

Nsou .…..................・・・・・…・・・…・…・・・・… 136 

Nyankom …...・ H ・.........・ H ・..…・・・・ H ・H・-… 226 

Nyatoh …・・・・…...・ H ・.......・H ・..……...・ H ・.. 219 

Nyireh bunga ……ー…………...・H ・....・H ・. 181 

{}ba ....・ H ・.......・ H ・..............・ H ・- ……・・・・・ 220 

{}beche ....・ H ・.....…・・・・・・・・・・・・・….......・H ・.. 226 

{}boto ・・・………………….......・H ・..…...・H ・. 100 

<>dok，。 ……・・・………………・…・・ ……・・H ・ H・…95

Ogea ........................ ・一一.................. 136 

Ogoue ................................................ 226 

Ohia lehua...... …...・ H・-……...・H・..……… 194

Okan ・・・・ H ・ H ・........…….....・ H ・・….....・ H ・.. 129 

Okoume.……・・・・・ ・・・・・… ...…-・・・・….......・H ・ .41

Okwen .…...・ H ・.......…・・・……......・ H ・..… 126 

Olengue ........一・・・・・・・・ー 一一一 一・・・・・・・・・・・・・ー 136 

OIive ...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…・・…・… 199 

OIiviIIo ・ H ・ H ・.....…・…....・ H ・ H ・ H ・....…一一…14

Olon dur...... …..，・ H ・ H ・…........・ H ・..……・・・ 212 

Olon tendre ………..，・H ・.....・ H・-・一……・… 212 

Olonvoga. ........... ............ ........ ............. 212 

Opepe ............... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一・ 208 

Orange w∞d……......・ H ・.......・ H ・.....・ H ・... 211 

Orey w∞d ………一・……・H ・ H・....…・……-… .17

Oringen ............................................. 130 

05801 ……......・ H ・...……........・..…・…・・ー 101 

Otak udang ・・ H ・ H ・.....・ H ・..........…-・…・…… 17

Ovala …・・・・…...・ H ・....・ H ・.......・ H ・......・ H ・.. 156 

Ovoe ……...・H ・..…・ H ・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・.. 230 

Owawa ...・ H ・......・ H ・-…...・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・.. 226 

Ozigo ・……・・・・・・・・・・…・・・・・・…・…・…・・……・…・・ 43

Ozouga ....…・・…......・ H ・..…・…・・…....・H ・. 103 

Pagatpat ........ . . . . ............... .................. 222 

Pahutan ......・ H ・.. ・……・……………・・・………19

Pelawan ......・ H ・-…....・ H・..………H・ H ・...… 195

Pelawan-pelawan....……・・……・・・……・…・・ 195 

Poldao ・ ..................................................18

Palo amargo ……...・H ・..…...・H ・.....・H ・..… 161

Palo balsamo…...・ H・..…'"・H ・.....・H・..…… 238

Palomino... ・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・-・… 105

Palo rosa ..…・……・・・・….........・ H・・・…・・…… 27

Palo sano ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 237 

Pal� santo.... ・ H ・-…...・ H ・....・ H ・...・ H ・........ 238 

Palosapis.......... ,.. .......................... .....・・・・62
Pao ro~aò" ・ H ・........・ H ・..……・・・……...・H・.. 163 

Parinari .…・・・・・・・・…・・・・…....・ H ・....・ H・-… 205 

Partridge w∞d ・・ H ・ H ・....…・・・…・・ 122 ,147,164 
Pasak ...・ H ・............................一一.....・H ・ 172

Pasak linga ..........................・ H ・......... 176 

Pauh kijang …・H ・ H・-…・・………・……一…・・ 220 

pau marfim …・・・・….........…・・・…・・……… 210 

Pau rainha... …...・ H ・....・ H ・......・ H ・......・ H ・. 129 

Pau rosa....... ….............・ H ・.......・ H ・. 106,132 



熱帯材の識別(須藤〉 一-255 一ー

Pau santo ......・ H ・・・・…・・・…・.....・ H ・.....・H ・. 166 Rajate bien ……...・H・'"…・・・・・・ H ・H ・....…・ 236 

l'edada …・・・……・・・・…・・………...・H ・ H ・ H ・.. 222 I Rakuda ……………...・H・..…… …...・ H ・..…・・91

Pedada bukit …・・…………………...・H・..… 221 I Ramin …………...・H ・.....・ H ・..……...・H・..……96

Pelai ………・・・…....... …・・・ ………….，.・H ・ ..26 I Rangu …ー …・・・…・…・…...・H ・.....・ H・-…・・……18

Penaga ….....・ H ・....・ H ・-…….....・ H ・..... '98 ,101 I Rasberry jam ...・ H ・...・ H ・...・ H ・-…H ・ H ・'" 116 

Pena伊 laut .…....・ H ・...・ H ・ H ・ H・-……H ・H ・ .98 I Rang.……….....・H ・.......・ H ・-・・ H ・ H ・.....・ H ・-・ 74

Penaga tikus........ ・ H ・-…・…....・ H ・.......・ H ・ 100 Rauli ……・・H ・ H ・........・ H ・......・ H ・-…...・ H ・ ..90

Penarahan …...・ H ・..……...・ H ・-……...・ H ・... 189 Reang …………...・H ・....….....・ H ・.....・ H・-……74

Pengiran・・H ・ H ・.......・ H ・........・ H ・H ・ H ・-…H ・ H ・ .62 Red balau .…....・ H ・.....…........・ H ・-…....・ H ・ .85

Perepat …...・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・..…...・ H ・.. 204 ,222 I Red la国n ……………..，・H ・..・…・・ H ・ H ・... 77 ,82 

Perepat darat …....・ H ・-…....・ H ・....・ H ・-…・ 204 Red meranti ..・ H・-…H ・ H ・-…...・ H・-…・剖， 82 ， 84

Perepat paya.... ・・ H ・ H・-… -………H ・ H ・... 204 I Red sander .……....・H ・....・ H ・-…・・H ・ H ・... 160 

Pernambuco wood .…・…....・ H ・....・ H ・...... 143 I Rengas …・・…・…リH ・ H ・.......・ H ・...・ H ・...・ H ・ ...19

Peroba rosa ……H ・ H ・-…H ・ H ・.....・ H ・....・ H ・ 27 Repoh ……-……....・H ・....・ H ・..…....・ H ・.. 175 

Petai ...・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…… 154 I Resak ……………..，・H ・.....・ H ・.....・H ・..…64 ， 79

Petir …・…・・…・・・……...・H ・..……...・H ・..… 162 Resak batu …...・ H ・.....・ H ・・・ H ・ H ・.....・ H・..…・80

Phchek ・ H ・ H ・...…・・・・…・・……… ……-…a ・…75 Pesak laru.……・…....・H ・....・ H ・.....…・...・ H ・ ..79

Pheasant wood ……...・H・-・………...・H ・..… 122 Rhodesian teak...... …...・ H ・..…...・ H・-…… 123

Philippine ebong ...・ H ・..…...・ H・..……………85 I Roble... ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・H ・.....・H ・.. 33,93 

Philippine lign且nvitae. …・…・…....・H ・....… 195 I R∞kw∞d.... ・ H・-…....・ H ・・・ H ・ H ・....・ H ・....・ H ・ .47

Piagau.... ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..………...・H ・.... 181 I Rose mahogany …...・ H ・..…...・ H ・.....・H ・.. 176 

Pink shower .…....…....…一…...・ H・……… 127 I Ru... ・ H ・.....・ H ・H ・ H・-…...・ H ・.....・H・..………45

Pisang -pisang .. ..・ H ・....・ H ・.. ……・….....・ H ・ 25 Sacupira..... …....・H ・.....・ H ・-…・・ H ・ H ・....・H ・. 138 

Pisonia ...……・…・・ …・・・・………...・H ・..…・ 196 Sal …...・H ・..…...・H ・-・…...・H ・..……....・H ・ ....75

Poe ...・ H ・・・……・・…・ …・・…… ...・ H ・..……・・ 199 Samara ...・ H ・.....・ H ・..…....・ H ・.....・ H・...… ...41

P∞n …・……・・・…・一・....・H ・....…….....・ H ・ ..98 I Samba........ ・ H ・....・H ・....・・H ・H ・........・ H ・.... 226 

Popo・…...・ H ・-…...・ H ・...・ H ・ H ・ H ・...・ H ・....・H ・. 207 Sandal w∞d …...・ H ・..……...・H ・.....・H ・..... 214 

Porokai …...・ H ・...・・…・・…………...・H・..……・44 I Sandan... ・H ・..……・H ・ H ・.....・H ・..・・・・H ・ H ・.. 136 

Prima vera..... …・……・・・…・・・…....・H ・...・ H ・ ...31 I San Domingo boxw∞d …...・H・......・H ・... 232 

Pukatea …...・ H ・.....・ H ・..…………...・H ・..… 188 I Sangilo …………...・H ・.....・H ・.....・ H ・ H ・H ・ .....20

Pulai …...・ H ・.....・ H ・.....・H ・ H ・ H ・.....・ H ・..……26 I Sang trang ...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・H ・ ..47

Punah …...・ H ・....……・・…...・ H・..………・・… 228 Santa maria …・…一…・H ・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・ ';97

Purple heart …・・…・・・…・・・…......・ H・..…・… 155 I Santol ………・…'"・H・-…...・ H ・...・ H ・..…・・・・ 180 

Putat ……・・・・・・・・・…・・・・・・・…......・ H ・...…・… 112 Santo w∞d ………...・H ・.....・ H ・ H ・H ・.....… 166 

Putat paya …...・ H ・.....・ H ・......・ H ・.....・ H ・. 114 I Sao ・ H ・H・-…………...・H ・..…...・ H ・....・ H・山・・72

Putian ……...・H ・.....・ H ・...・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・...・ H ・ 15 I Sapelli...... ・ H ・-…H ・ H ・.....・H ・....・H ・....・ H ・... 177 

PU叫1此tum立m凶1

Pyc∞nanthus .…….リ…...…….い….日.. …… .. ….い.. …… .. …...…….日….日...…….日….口.. …… .. ….日.. …… .. ….日....……"…... 190 I Saplungan .口…….リ…..'…….. ….一...…….日….日.. …….リ…...…….日….日.. …….日….日.・・ H ・ H・....… 70 ,72 

Pyinkado....... ・ H・..……'"・ H ・..…...・ H ・..….. 165 I Sapupira...... …...・ H ・.....・H・-………...・H・-・・ 138 

Quebracho ・・……H ・ H ・-…H ・ H ・-…H ・ H ・-・・…… ..21 I Sa回.fras …H ・ H ・..… H ・H ・.....・H・-…・ 187 ,188 

.Quebracho blanco....'. ・ H ・ H ・..…….....・ H ・-・…・ 27 Sasswood ………...・H ・H ・ H ・-・…....・ H ・..…・ 141

.Quebracho maple'" ……...・H ・..…...・ H ・..… 217 Satinay …...・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・..……... 194 

Queensland walnut...... …・・・…….....……・ 108 Satine ……… ・・・・・…・・・…...・ H ・...…...・ H ・... 185 

Q凶110 sisa ...・ H ・.....・ H ・- …....・ H ・.....・ H ・.... 237 I Satium …..'・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・...・ H ・..…・・26
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Scented maple ...・H・..……………...・H ・..... 213 

Sedaman .…・・・…・・…...・H ・.....・H・..…………92

Sedeng ・…・・・・・・-…・……・….....・ H ・.....・ H ・.. 233 

Selangan batu merah... ・ H ・..…….....・ H・……77

Selangan kankong …・・・・・・…......・ H ・....・ H ・ 114 

Selunsur'" …・・・…一....・ H ・...・ H ・.....…・・…… 195 

Sena …...・ H ・-・……・・・…...・H・..…………… 159 

Sendok-send口k ・ H ・ H ・.....・H ・....・ H ・...........・ H ・91

Sengkuang......................................... ・・・・ 18

Sentul... ・ H ・..…・・・・・・…....・ H ・..….....・ H ・..… 180 

Sepetir …・・・・・・・…・・……・・…...・ H ・..…・ 159 ,162 

Sepetir paya .........................一一.......... 159 

Sepul ..・・ H ・ H ・.................・ H ・.......・ H・-……20

Serungan ・・・・・・・・・・・・・ H ・ H ・.......・ H ・...…… ・・…98

Shaitan …・・・・・・・・………・ ………・・……・・・……26

Siera walnut ……・・…・・…...・H ・..…...・H ・..… ..38

Silbadero ・・・・・・….....・ H ・.........・ H ・.....・ H ・.. 141 

Silk cotton tree .. .…….....・ H ・........・ H ・..… .35

Silver a~k ・・・・・・….....・ H ・..……一….....・H ・.. 213 

Silver beech ・ ・・・・・・…...・ H ・..…-………...・H ・-・ 93

Silver silk wood …・・・・… ..，・ H ・・H ・ H ・ H ・ H ・.， 213 

Simarupa …・・・…・・…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・ 221 

Simme................. …・………...・H・....…・… 181

Simpoh ・H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・H・..…...・H ・ ..59

Simpor …......・ H ・H ・ H ・.....・ H ・..……...・ H ・..…59

Sindra …...・ H ・........・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…… 162

Sindur...... ・ H ・.....…………...・H ・.....・H・-… 162

Singa N' dola ……一...・H ・.，…・...・ H ・ H ・ H ・..... 136 

Sipo ・・・ H ・ H ・-…・・…・ー・…・・…………...・H・..… 176 

Sisso …・・・・・・・・・….....・ H・..…・……………… 135 

Snake wocd ……...・H ・..…...・ H ・....………・ 187

Sokram …・・・・ ・・…....・ H ・-…...・ H ・......・ H ・... 165 

Sou飢le ………………………...・H ・.......・ H ・ 205

Southern silky cak... ・ H ・..……...・ H・-…・… 200

Southland beech ・・…....・ H ・..…・・…......・ H ・ ...93

Spanish ceder …・・…・………...・H・..……… 174 

Spur mahogany …………・・……......・H ・. 176 

Sucupira................. …一.........・・・・・・・・・・・・・ 126 

Sudiang ..・……一一………・………一一……・・ 116 

Sukai ......…・・・・・…・………...・ H・..………・・・ 234 

Sungkai ……・・・・ー・................................ 234 

Supa …・・ ・ー・ …・・・・…… H ・ H ・ H ・..一一......... 162 

Suradamni...... …・・...・ H ・…...・ H・-……………91

Suradan …….. ……・・…...・H ・......・ H ・.....・ H ・ ..91

Surian bawang ・ H ・ H ・..……・・・…...・H ・ H ・ H ・.. 175 

Swamp jelutong ……...・H ・....・ H ・・ H ・H ・..……28

Tabau・........................................・・・・・・・・・・49

Tabebuia ・H ・ H ・..…………...・H ・......・ H ・....…34

Tabigi ・H ・H ・.....・H ・.....・ H ・.....・ H・..………… 181

Tabon-tabon ・ H ・ H ・.....・ H ・..…...・H ・.....・ H ・.. 205 

Taingang-babui ………・・・……...・H ・ H ・ H ・.. 104 

Ta -kkian -thong …………...・H ・ H ・H ・..… ......72

Takkyan ・ H ・ H ・.....・ H ・-・……...・ H ・.....・ H ・..…54

Talisai.......................................... ・・・・・・・・・ 51

Taluto... …...・ H ・..…...・H・..………H ・ H ・...… 225

Tamarindo……H ・ H・-………… H ・ H ・...・ H ・.. 136 

Tamayuan..... …...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ 198

Tambalau '"・ H ・..…...・H ・.....・ H ・ H ・H ・..…… 189

Tambulian ・ H ・ H ・.....・ H ・..….......・H ・.....・ H ・; 108 

Tamplang ..・ H ・-…...・H ・..…....・ H ・....…… 112

Tan-ag ...・ H ・..…......・ H ・.....・ H ・..……・・…・ 223 

Tanaua ・H ・H ・.....・ H ・..…………...・H・-………40

Tangile ...・ H・..…………………………...・H ・ ..78

Tan宮lin ・ H ・ H ・.....・ H ・.....…・・…'"・ H・.，.…… 118 

Tango'" ・ H ・........・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.. 165 

Tapinkoan ….....・ H ・.........・ H ・……...・H・.... 109 

Tapiriri .....・ H ・.........・ H ・....・ H ・-….......・H ・ ..22

Tatabu ..…....・ H・..…・・・……………・・・…… 138 

Tchitola ……・・…...・H ・……......・ H・..……… 153 

Teak ...・ H ・.....……・・…….....・ H・-………・・・ 235 

Temak batu ...・ H ・.....・ H ・........・ H ・ H ・ H ・..……74

Temasuk .…一・・……-…・.....・H・..………… 167 

Tembusu ...・ H ・ H ・ H・..……・・・……………… 167 

Ten............ ・ H ・......・ H ・・……......・ H ・.....・ H ・ ..75

Tenam ...・ H ・..…………...・H ・.....・ H ・.....・ H ・・・62

Tengar ..…・………・・・……......・H ・.....・ H ・.. 203 

Tepa ...・ H ・..…・・・………...・H ・.....・ H ・..…… 188 

Terentang …....・ H ・-…...・ H ・..………・・…..，・H ・ 17

Teruntum …...・ H ・..………......・H ・ H ・ H ・ ..49 ， 204

Thingan …...・ H・..………………ー………...・H ・72

Thitka... ・H・..………………………...・H・..… 230

Thitkado …………-・・…......・H ・H ・H ・..…… 175 

Tiama... …...・ H・....・……・-…………....・H・.. 176 

Tiaui ・ H ・ H ・-…・・・・…・・...・ H・..…………...・H ・ ..56

Tiger w∞d ・ H ・ H ・..……・H ・ H ・-・…...・ H・..… 178

Tindalo …・・・・ H ・H・..………………...・H・-… 154 

Tineo ・ H ・ H ・..…....・ H ・-……・ー・・・ー・・・・…・・…・…57

Timahar ……・・………....・H・-・………...・H ・.. 223 
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Timangal .......・・ ・・……・ ・・・ …・・……....... 223 

Tola blanca …・…・・….......・.....一………… 142 

Tonka.. …・ ・・・・・・・・ …- …….... ・… ・ 一… ・.. 138 

Tonka bean ...・…・ ・・・・・・・…- ・・・・・・・・・ H ・ H ・... 138 

To口g ............…… ・.... ・ ・…・・ ・・・・・・- …… 113 

T∞n ……・・・・・・・・…・・・….......・...一………… 175 

Trac w∞d.... …・・ ・・・・・・ ・……・ ・ ・・………… 131 

Tristania …一・・…-・ ・・…… …・・一.......…... 195 

Tuai .…・・・・・・・・…・・・…・・・…….......・ H ・.......…89

Tualang'" …・・・・・・…・・…・・・・……・・・・・…・…・・・ 147 

Tui .... ・ ……・・ ・・・・・・・・……......・ H ・..........・ H ・ 32

Tui-tui ...…-・・… ・・・・・・・・…・・・・……・・…・・・・・… .33

Tumu.... …・・・・・・・・・・・…......・ H・・・…………・・・ 203 

Turpentine'" ・ H ・- …・ ・ …一...……ー……・・・・ 194 

Ucuhaba-rana .…・・・・・…・・・……・・・・・…-…… 189 

Urung ・・・・・・……・・…・・・・・…........・ H ・........... 167 

Urunday......................................... ・・・・・・・ 16

Vap... ・ H ・・・・・・・・・…・・・….......・... ……・・ ・・・・・ 101 

Ven-ven.' …・・ ・ ・ー・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・……・・・・・ .62

Vera wocd ・ ... …-・・…......・ H・...・・………… 237 

Vidal's lanutan" …・・・ ・・…....・ H ・..........… 170 

Virola .........…・・・・…- ・…・・ ・・…… ....... … 188 

司市alIaba ................. ・..... 一…・・ ............ 140 

Wamara ....……・・…・・・…・・・・・・・・・……・・・・・・… 163 

羽Tane ....…・・ ・ ・・・・・・・…・・・・・…・・・………・・・・・・ 110 

Wapa ............…・・ …-一… -…..... ・・・…・・・ 140 

Wawa.……・ ・・-…ー・・・・・・・……・・ …・・…・・ ・ 226 

West Indian sandalw∞d .......…........... 209 

West. Indian satinwood …-・・…・・………・・・・ 213 

Wenge …-…..……・・-……・…・・・・・…....・H ・・ 150 

White Bombay ………………・・・ ・・…..・…・ -…53 

White cheese w∞d ・・・・…・・・・・・・……....・ H ・..…26

White chuglam... …-・・…・・・・・…・・・ ……・…・・・・・51

White lauan ……ー・・…...・H ・.......・ H ・.... 74.82 

White meranti …・・・…・・・・・・・・・… ..... ….. 82.84 

White seraya." …・・-…-…・・・・・………・…・・…・・・73

Xoam-dao …・…・・……...・H・-……・一…・…・ 205-

Xoam m∞・・・・・・…・・・……・・・・・…・-…....・ H ・... 175-

Xoag ……・…・・…………...・・ …...・ H ・....…・ 137 

Xuan dao …ー・…………・・・……...・H ・H ・ H ・.. 206 

Yagrumo hembra...……ー……・・……・・…・ 185-

Yagrumo macho ……-…・……一…...・H・ ....29

Yakal …一- …・・…-・……・・ ・ ……・ ..... ………76 

Yama c∞oholo ・・……・...・ H ・.......・……- …・ 157 

Yama rosew∞d ・・・・ H ・ H ・..…...・ H・..……… 157 

Yatandza ..・・・・ ・ー・・ー・・・・・・・…………… ・・... 122 

YeIlow lanutan'" 一……・・・・…・……...・H・-……24

YeIlow lauan......... ........・・ ・・ ・ … .......・ H ・・・ 78

YelIow meranti.. …・・・…...・・…・・一..... 81.84 

YeIlow sanders.... …一...............・ H ・....・ H ・ ...48

YeIlow walnut ..…・・・・…...・ H ・-…....・ H ・.... 106 

YeIlow wood …… H ・ H ・ H・..………一-・23.213

Yemeri ......…・・・…..................・ H ・.....… 237 

Zebra w∞d …・・・…………………・・…・・・・… 149 

Zingana ....一一....一一・・・・・・・・ ・・............…・ . 149 

Index of Scientific Names 

Abarema.... 一…・・・…・・・-…..一 …・・・・・・・・・・・・… 115 

Acacia ・・・・・・・・…・・・・…・・・・・・ ・・・・-…・・・ 116 -118 .120 

Adenanlhera …・・・… ・ ・一……………・・・…・・・ 118 

Adina …...・ H ・.. ・・…・ ・……………………・・・ 206 

AEXTOXICACEAE ... …・・・・・・・・・ H ・ H ・..…… 14

Aexloxicum................ 司........................・・・・ 14

Afror隅osia..... …・ー・…………一-……ー…・… 120 

Afzelia …ー…・ー・…・・・…-・・ …・・・ ・・・・… 119.120 

Aglaia... ……・・・・…-・・ー…・・……・……...・H ・.. 172 

Ailanlhus …………・・・…・・・……・ -………… 220 

ALANGIACEAE ......…・・・…・・・・・・…… ..14-15

Alangium .... …-…・・ ・・・………………………14

Albizzia ...・H・..…・・・・・・・ー・…………… ・・ 120.121 

Allaeanthus . . .……一 …ー・……・・・・・・ …… 183 

Alslonia . ・… ・ …………...・H・.....………… ・・26

Ambuγana …・・・・・・・・・…・・・ ・・・ ・....... …・・…・・ 122 

Amoora …・・・… ・…..…一 ・・・……・・・・…・…… 172 

Amyris .........…… ・ …・…・・……………… 209 

ANACARDIACEAE …・・・…ー・・・…・…… 15-22

Anacaγ'dium …・・…・・・・……ー ・ ………………15-

Anadenanlhera …一 ………………・ー ……… 157 

Andira..……・… ・…・・ ・………・・・………一 … 122 

Aniba …・・・・・… …・・・…・・・・・・・……ー…ー・…… 106 

Anisoptera ....・・・・・一一一-一一・・・・・・・… ......62.63.81

ANNONACEAE ………...............・ H ・ .23-25-

Anogeissus ……・-…・・・…・…....・H ・....・ H ・-・… ...48

Anthocephalus ..……・…………...・H・-… 206

Antiaris ...……… ・….. …・・・ー・・……...・H ・.. 183 
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APOCYNACEAE. ..…...…・・・ …・..…・・・・・25-29

Apuleia ...・ H ・..…・・・……・…・・…・……・・ …・・ 123 

Aquilaria ...………...・H・-…・……...・H ・..… 228

ARALIACEAE.…・・・…一 ...…........… ...29-30 

Aγ'ctostaphylos …・・……....・H ・......・ H ・....……87

Aγgiodendon ………・・・…・ ・・・・…・・・・・…....・・・ 223 

Artocarpus ……………....……・…....・H ・... 184 

A'spidosperma............................... ・・・・・・・・… 27

Astronium …・・…・・・・・・・・・・ ・・・・…・・・・・・・…...・・・ ...16

Aucoumea … ...…....・ H ・...………・・…・...・H ・-・ 31

Aut叩nella …・・・・・…・…・・・……...............… 216 

Avicennia .....・ H・・・……・一………....…-……・・30

AVICENNIACEAE ・・・・・ …・・・…・・・・・… ...30-31

Azadirachta . 一…...・ H・..…・・・…………...… 173 

Baikiaea ……...・H ・....・ー・・・・…・ ....,.,......,.. 123 

Balanocarpus ……・・・・・……・・・・・・・…......… 63 ,82 

Balfourodendron …………………'"・H・..… 210

BaPhia...... ・ H ・-・……・一- ・ ・・・・・・..........….... 124 

Barringtonia …ー・…・…...・H ・.....・ H ・・ H ・ H ・... 112 

Bauhinia ……….........・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・…・ 125 

Beilschmiedia ……・・…・・・・・・・……ー・・…・・ 106 ,107 

Berlinia ….....・ H ・……・・・ー…・・・・・・・…・・・・・….. 125 

BIGNONIACEAE ......……・・・……・・・…31-35

Bischofia. ……....・H ・........・ H ・....・ H ・.....・ H ・..剖

Boehmeria …-・・…・・・・ .......………・・・・・・・…・・ 233 

BOMBACACEAE.………......・H ・.....・ H ・ .35-38

Bombacopsis ………......・・・・・・……………・・…・36

Bo削byciodendron . ……………・・・・…・・・・…… 170 

BORAGINACEAE ・・・・ H ・ H ・.......…・・・・ υ ・ 38-41

Bowdichia …….......................…・・・・・・…・ 126 

Bγachylaena ……・・・・・・…......・ H・....…………・54

Brachysteigia.. . ・ H ・-…・…・・・・・・・…・・・・・・…・・… 126 

Brosi例um …・・….....・ H ・.....・ H ・H ・ H ・......・ H ・ 185 

Bruguiera .......................................... 203 

Bγ'ya …・・ー・・・…....................・ H ・........... 127 

Buchanania …….......................…・・・・・・・・・・ 17

Buchena世ia ......…・………….....・H ・.....・ H ・..…48

Bucida......................................... ・・・・・・・・・・ 49

Bulnesia ……………・・・・・・・・……・・・・- …....... 237 

Bl榊lelia ……・・・・・…......・ H ・..，…...・ H ・ H ・ H ・.. 217 

Buγseγa …...・ H ・.......…..........…........・ H ・・・・42

BURSERACEAE .,…… ・・ H ・ H ・..…H ・ H・-引-45

Byrsonima ...・ H ・.... ・・・……・・・・・・・……........ 169 

Cabralea ・・・ ・・・・・・・・・・ H ・ H ・..…........・ H ・........ 173 

Caesalpinia........ . …・・….......……・・・.....・ H ・ 145 

CAESALPINIOIDEAE ・ u ….......・ H ・...…・ 115

Calo�hyllum ...・ H ・......・ H ・…...・ H・..……・……97

CalycoPhyllu隅 ・・・…・・・・・・…・・・……・・…・・…・・ 207 

Campnospe門na …...・ H ・..……...・ H・..…………17

Ca削ptoste制刀n ..... …・・…・・・・・・-…...・ H ・..…・・・36

Canangium..................... ・・ー・・・・・・・..........・・・・23

Canarium …・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー…・・・…42

Carapa ………・・・・・・・・・・・・・・・…ー・・・・・・・・・・・・・・・・ 174 

Caγd甜'ellia …・・・…………………...・H・..…… 200 

Cariniana ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..........一・一一.... 112 

Caryocar ・........................................・・・・・・・ 45

CARYOCARACEAE ..・・・・……・・・….........・・・45

Cassia …………......・H ・.....…...・H ・-・ ・・…・・・ 127 

Castanospeγ隅U例 …............…..…・・ -…・・ 128 

Casuarina …….....・…・・・……・・…・・… ...........45

CASUARINACEAE..... .... ... ...... ...・ .....45-46

Catoste隅隅a .............・・・ ・・ ・ ・・・・…・……… J ・・ 37

Cecropia.………....・H ・......・ H ・.............・ H ・ 185

Cedrela …・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・…・・守・・・・……・・ 174 

Ceiba …-・ …'"・H・..…・・……・H ・...…..... ・ ….35 

CELASTRACEAE ............…・・・・・・……46-47

Celtis .....・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・一一一・・・ 231 

Centrolobil棚…・・・・・……・・…ー・….....・H ・..... 128 

Ceratopetalu隅 ・・・・・・・・・・・・……・・・・・・・・…・・ ・・・・・・・ 56

Ceγcocarpus '"・ H ・- ……………・・…・……… 204 

Chloγ'ophoγa .......，..・・・・・・・・・・・・…・・・・・…...... 186 

Chloro::cylon ........ー 一一 ・・・・一一一 ・・・・・・・…... 210 

ChrysoPhyllu閉 ・........…・・・・ー…・・・…・・・…・・・ 217 

Chukrasia …-……・・・ ・・・・ ・・-…・・?・……一.... 175 

Citrω ・・ H ・ H ・......…・…・・・・…・・・・ ・・…-…-…. 211 

Clarisia …・・・…・・・・・ ・・…・・・・・…・・・・・…...・ H ・・・ 187 

COMBRETACEAE …一…一........・H ・ ..48-54

Co隅b開tocarpus ......…・・・・・…・・・・……・……・・ 204 

Co刑問todendron'" …一・・・-…....・H・-……… 113 

COMPOSITAE …・・・・・目…・・・ ..…......・・…・54-55

Copaifera …・・……....・ H ・....・ H ・........・ H ・.. 129 

Cordia ……・・・…・・…・・・・…・・・・・H ・ H ・..........… ...38

CORNACEAE ..…・・・・・・・ー・・・・・・…・… ......55-56

Cornus'" ・ H ・..…...・ H ・..……..，・ H ・..-....・ H ・-・…・ 55

Cotylelobiu例 ・・ ….'........ ・…・・・・・・ ……… 64 ,81 

Coumarouna ……ー…・・....・H・…………・・…・ 138 

Crato::cylon ..，…ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・ ・・・・・・… ..98 

Croton...................................... ー.，・・・・・・・・・・ 84
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Crypteronea …・・・・・…・・・…・・・・……・・・…… ......56

CRYPTERONEACEAE ...……….....・H ・..・…56

Ctenolophon .....…・・・・・・・…-・・・・…...・・・・ H ・ H ・ 166 

CUNONIACEAE ……・・・…・・・・H ・ H ・.... …56-57 

Cyathocalyx ........... ..... .... ..........…・一・ー・・・23

Cybistax ...一一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一 .......31

Cylicodiscus ...…・・…・・・・…・・・…・・・・・・……・ 129 

Cy削metra …………・・…一...・H ・.......・ H ・-…・ 130 

Dacryodes ...........…・・・・…......・ H ・-…・・...・ H ・ .43

Dactyroclados.. . …...…・・・……・・・…・H ・ H ・..... 171 

Dalbergia ......................…・・・・・…… 130-136

Daniellia... …・・………・……・・…....・H・..…… 136 

Daphandγa. …・・…・・…....…......……...・H ・.. 182 

DATISCACEAE ……・・ ...・ H ・.....・ H ・..…57-58

Dehaasia ・ H ・ H ・..…・…・・・・…・・・・・…-…………・ 107 

Dialium …………・・…・・・…….....・H・-……… 136 

Dialyanthera …・・…...・ H ・ H ・・ H ・ H ・....・ H ・..…・ 188 

Dicorynia ...・・・………・・・…・.....・ H ・-…....… 137 

Didymopanax... .. .... . . . ..... . .... . . ...... ... .........29 

Dillenia … ・・・・・・・…・・・・….....・ H ・・・・……・・…・ ・・ 58

DILLENIACEAE.................... .・・・・・・・・・58-59

Diospyros .............................・ H ・・・・・ ・……85

Diplodiscω……・・・……・・・…・・・・・……・・・・・・…. 229 

Diploknema …・・・・・・・・…・・・・…-・・・・・…・・… ... 219 

Diplotγopis...... …・….....・H ・....…...・ H ・-…・ 138

DIPTEROCARP ACEAE........... ・・・・・・・・・・59-86

Di pterocarpus …...… -…・・・・…….. 65-67 ,81 

Dipteryx………・・…・・・・ …….....・H・-…-…… 138 

Distemonanthus ......・・・・・・……・・……・..……. 139 

Dolichandron .....…・…・・ ……………ー…・……32

Doona …・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・…・・・....・ H・…..… .67

Doγyphora …・・・・・・…・・・・…・・…........・ H ・...... 182 

Dracontemelum .. ・・・・・・・・・・・・…・・・・・……・・・……・ 18

Dryobalanops ・・・………・・・…・・・・…・・・・・・ ・… 67 ,81 

Dγ.yptes …・・・・・・・・…・・・・-….......….......・ H ・-・…90

Duabanga …ー…・・・…・ー・…...…・H ・ H ・- ・・…・ 221 

Durio …・・・・・…・一…・・…・・・・・…..........・ H ・..一…38

Dyera ......・ H ・- ……一…-・・・…・・…......・H ・...・・・28

Dysoxylum ..…-一・ .... …・・・……・…...・H ・...・ 176 

EBENACEAE.・・…・・・ …...…一 -一・…………85

Ehretia …・・・…・・・…・・・・・・・・・…・・・・・…...・ H ・ ......40

Enantia . ・・…・・・…...... ・・ー・-…・・・・・・・…...・ H ・ ...23

Endiandra …・・・…・・・…・・・…........・ H ・......… 108 

Endosper間um ..................…・・・…・・…・……90

Engelhaγdtia …・・・・…・・…・・・・・・・・…・……・・・・・・ 105 

EntandroPhγagma ………・・・…・・………...・H ・ 176 

Enterolobium …・・・……・・・・・・・・…・…… ・・・・・ ・・ 139 

Eperus....... …・・…....・ H・..…・…....・ H ・...…・・ 146 

Erica …・・・…一・…・・・…………・・・ ・・-一 ...・ H ・ ....87

ERICACEAE・..............................・・・・・86-87

Eγ.ythrophloeum ...・ H ・..・・・ ….....・H ・ H ・ H ・-・… 141

ERYTHROXYLACEAE ...…・・・…………87-88

Erythroxylum......................................... .87 

Eschweileγa ……...・H・..……………・・・…… 113 

Eucalyptus ・..............................・・・・・ 191-193

Eugenia ...…・・・…………・・…...・H ・ H ・ H ・..…・ 193 

EUPHORBIACEAE・....................・・・・・・88-93

Euphorbia ……....・H ・ H ・ H ・......・ H・-………・・91

Euphoria...…-・…・・・…………………………・ 215 

Eusideroxylon .....・ H ・・・・………・…...・H ・...・ 108 

Euxylophora …………………………...・H ・.. 211 

FAGACEAE. …・・…... ・…一 ………・…93-94

Fagara ..…...・ H ・..…・……-…...・H ・H ・ H ・... 212 

Fagraeα ・・・・・・一......・…・・・・..…...・.......…・一. 167 

FIACOURTIACEAE .…....・ H ・-…...・H ・ .94-96

Flindersia ・・・・・・ ..……….........…...・・・・ …・ 212 

Ganophyllum . 一…・…・・………・・・….....・H ・... 216 

Garcinia ......…・・・・…・ ・・・・・・・…・・……......・ H ・-・99

Garuga ...……・・・・…・・・・……-…・….....・H ・..…43

Geo.fferea. . …・…・・・………・・・一...・H ・..…・ 123 ,141 

Gluta ..............一一一.......一-・・・・ーリ・・・・・・・・・・・・・ 19

Gmelina ..・… …・・・…ー……...・H ・.....・ H ・..... 233 

Gonioma ……・・・一…・……………・……・・……・・・28

Gonocaryum .. ...・ H ・・・・ H ・ H・..……… ...…… 104 

GONYSTYLACEAE ....一…………・・・……・・・96

Gonystylus …….. ・・・ー・・…・・…………・・・・・・……96

Gossweildendron.. ..…・・・・・・・・・…・・ー・………… 142 

Gossyptosper制um ..……......・ H ・....-.・ H・…ー-…94

Goupia..... …・・…...・ H ・...... ……・…・・・・・・・・……97

GOUPIACEAEE ......・ H ・.....・H ・..…...・ H ・-・…97

Grevillea ……… ・ ・・・・・・………………… ・・・・・ 200 

Grewia................. ・・・一一・・・・・・一一・・・・・・・・・・・・・・ 229 

Guarea............................................. ・・ 177 

Guibourtia ..………・・・……・…...・H ・.....・ H ・.. 143 

Guilandina ........................ ...・ H ・..... 143 ,145 

GUTTIFERAE... .…......・ H ・....…・・・・・・ 97-102' 

Gyrocarpus..... …・・・・……...・H・..……...・ H ・.. 102 

Hae畑atoxylon ……...・H・...……・・・・……-… 144 
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Harpaxyce …・……・・・・… ...ー・・・…・・・・・・・・・・・・ 145 

Heritie叩・・・…一・・…-・・・….. ・・ H ・ H ・.........… 226 

Hernandia ..…・・・・・・・…....・ H ・.......…・・・…・・・ 102 

HERNANDIACEAE .....…・・……・・・・・…… 102 

Hibiscus …・…-……・・・・・……・・…・・・………… 169 

Hieronyma ...……・・・…・・ …ュ…・・・・…・・・…・…・・剖

Homaliu刑 ....・H ・.........…・…………・・・……・・ 95 

Hopea ...… ・…....・ H ・...……・・・…・・68ー73 ， 82 ， 83

Horsfieldia . ………...・ H ・-…...・ H ・..…...・ H ・ 190

Humiγia … …一 ..…・・・…・・・・・・…・・・・・・・…・・… 103 

HUMIRIACEAE …・・・・・・・・・…...........・ 103-104

Humiriastrum ......…・ー….......・ H ・.....…・・ 103 

Hura .......・ H ・…・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・…・・・・・・・引

Hyme回ea ………・・・・・・・….......・.........…・・ 145 

ICACINACEAE ….....・ H ・ ...............104-105

Intsia ・…・...................一一.......…・・....... 146 

Iγvingia ……一 …………… ・・……・・・……・・・ 220 

Iryanthera .............一一一一・・・・・・・・・・・・・一一.... 189 

Jacaγanda …・・……・………………・・・……32 ， 184

JUGLANDACEAE ........................105-106 

Kandelia.. ……・田…・…・・・-…・・・……………・ 203 

Kayea ...... ・・・・・・・…・…… -…・…・・・…・・…・・・ 100 

Khaya. ………・….............・.........…・・・・・・ 178 

Kingiodendron . . . .. ....・ H ・-…・・・…・- …・…・ 146 

Kleinhovia ...・ H ・.......・ H ・-・…-・・・……....・ H ・. 223 

Knema...…………・・…・・…・・…・・・・・・・…・・・・…・ 189 

Koompassia... …….....・ H ・..…....・ H ・.....・ H ・.. 147 

Koordersiodendron. . …………・・・・・・・ .......・ H ・ ...18

Krugiodendron ……・・ ・ ・・・・・・・…・・・・・・・・….... 201 

Lagerstroe刑ia ….....・ H ・............・ H ・....・ H ・ 167

LAURACEAE …・・・・ -…………・・・・・・106-111

Laurelia ..……・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・ 182 

LECYTIDACEAE ・・・............…・・・・ ..111-114

LEGUMINOSAE ............・ H ・.....・H ・ ..114-166

Libidibia………-….....…… ・・・・・・・・…・・・・・・・・・ 147 

LlNACEAE ………………...・H ・ ........166-167

Litchi ……...・H ・.........・ H ・....….，.・ H・..…… 216

LOGANIACEAE ……・・・ …...・ H ・.... ・・…… 167 

Lonchocarpus .. .…ー・…ー・・・……・・・・・・…・・・・・・ 148 

Lophopetalu隅・........................................・46

Lophia.. …….，.・H ・... …・・・・・・…・・・・・・・…...... 196 

Lovoa …・.....・ H ・..一......・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 178 

Lu刑ηitzera........................ ..........•. .....・・・ .49

L YTHRACEAE ..…・…・・・・・・……・・・・・…・・・・ 167 

Macaranga. ・・目・・ ..........................…・・・・・・・・・ 92

M瀋rolobium .............・・・・…-……-…・・…・・・ 142 

Madhuca........... …・…...…・・・……・…........ 219 

Maesopsis .....…-・・・・・・….......・ H・…………・ 201 

MAGNOLIACEAE .....…・ー・……・・・… 168ー169

MALAPIGHIACEAE …...・H・..……・・・…… 169 

MALVACEAE ..…・・・・・・・ ・ ・ ・ H ・ H ・…・・ 169~170 

Mammea.... ・ ・・……・・…・・・・ぃ・・…・・………… 100 

M'Jngifera ………・・・・・・-…・・ ・ ・ H ・ H ・......・ H・-… 19

Manilkara ........・.................・ H ・・・・・・・・・-… 218 

Mansonia ・・・・・・町・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・…ρ・ 224 

Marmaroxylon ……・・・…・・・・ ・ H ・.........…… 147 

Mastixia …・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・……・・・・・ぃ ・・・…・ 55

Maytenus ........................………・・・…口… .47

Melanorhaea …......… ・・……一……...・………19

M鑞anoxylon ..............・・・・・・・・ー・・・・..一・一一一 149 

MELASTMACEAE........ '"・ H ・・・・…・・…・... 171 

Melia ……………………… .......・ H ・・・… h ・・ 173 

MELIACEAE ..・・・・……-・・……・- … ...171~182 

Mesua ・ 6 ・・・…・……圃・・目・・・・・・・・……・・・・・…・….... 101 

Metrosideros ……・・・…・・・・・・…….......・ H ・.... 194 

Mezilattrus …………........・H・・・・……-ー…. 109 

Michelia ..…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・… ・・ 168 

Micγobeγlinia …・・ ……・・ …........・……一一. 149 

Microcos...……・ー………・・・…………・・・…… 236 

Millettia ……….....…・・・・…・.......・...・ー…… 150 
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